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失恋確定の錬金術師は人魚を恋に落としたい【前編】



















01　幻想？　いいや現実だ！












　人魚は一生に一度だけ恋をして、それに破れると泡になり消えてしまう。

　え？　そんなのお伽噺だって？

　──いいや、お伽噺なんかじゃない。

　これは本当のことだよ。






　ラナ・クラークは疲れていた。

　その疲労はラナの体をチリチリと焼け付くように蝕み、残りわずかな体力もすべて奪い去っていく。切り立った岩場はブーツ越しの足裏にダメージを与え、苔や海藻の貼り付いた表面は泥濘ぬかるんで足許が覚束ない。滑らないよう脚に力を込めて歩くのは存外疲れるもので、ラナのその矮躯は、服の下でじっとりと汗ばんでいた。

「っ、はぁ……やだ、もう、帰り、たい！　いま、すぐ、帰り、たい！」

　たまらず泣きごとを漏らしてみるが、誰が反応してくれるわけでもない。呼吸に合わせて言葉を切りながら、なんとか一歩、また一歩と歩みを進めた。

　ブーツのすぐ横では、打ち寄せる波が、バシンと叩き付けるような音で荒れ狂っている。ラナの立つ岩場にはギリギリ届いていないが、ベタつく潮の混ざった飛沫が頬にかかるのが忌々しかった。

　今すぐにでも帰りたい。でも、帰れない。ラナはこの先にある拓けた海蝕洞かいしょくどうに用があるのだ。

　ラナはそこに、昔一度だけ訪れたことがある。ラナの記憶にあるその洞窟は、五メートル四方に広がった程度の所狭い場所で、岩からなる低い天井の一部が倒壊して隙間から光が差し込む荘厳な空間。きっとラナ以外の人間が踏み込んだことのない場所である。

　二度と、もう二度と行くことはないと思っていた。

「もう少し……、あと……ちょっと……！」

　この岩場の細い部分を抜ければ、その先は──。

　ようやく洞窟の内部に侵入したラナは、湿った地面で膝が濡れるのも構わず、その場にへたり込んだ。脚がもうガクガクと震えているし、なによりも達成感に立っていられなかった。

　洞窟の真ん中は、地下側から流れ込んだ海水が小さな湖状になっており、そこをじっと見詰めた。それは、記憶にあるよりもずっと鮮麗な空間だった。

　不純物が少なく、透明度の高い海水は青く、青く、どこまでも突き抜けるような青さを誇り、海底に溜まった砂が白砂なことも、この青さに拍車をかけていた。エメラルドグリーンとコバルトブルーの間を取ったような、形容し難い海水の美しさが眼下に広がった。薄暗い洞窟の中で、微かに差し込む光を水場が取り込み、光源として光っている気さえした。沈む白亜の流紋岩と、サンゴ礁の色が、水面に反射してゆらゆらとコントラストを作り、なんとも幻想的な雰囲気で。

　だが、なによりもラナの目を釘付けにしたのは。

　その湖のような潮だまりに、揺蕩たゆたうように下半身を沈め、陸に腰掛けた髪の長い男の後ろ姿であった。

「ぁ……」

　やっと、やっと見付けた。

　声をかけようとしたけれど、ラナの喉から出たのは掠れた小さな呻きで。その声を敏感に察知した男は、咄嗟に海に潜って逃げようとした。それに慌てたラナは自分で想像するよりも存外に大きな声で叫んでいた。

「待って!!」

　小さな洞窟内にラナの叫びが響き、男は大袈裟なほどビクンと体を震わせて固まった。そして数拍置いたあとに、ゆっくりとラナの方へと振り返ったのだった。

「…………」

「あ、あの……待って、行かないで」

　ラナはへたり込んでいた場所からなんとか立ち上がると、疲弊した脚を叱咤してゆっくりと男に近付く。男は近付いてくるラナを注意深く眺めていたが、漸近ぜんきんしてくるラナの顔を見るとにわかにその警戒心を緩めたようだ。

「あ、君は……」

　男の低く優しいバリトンが洞窟内を反響して、ラナの耳朶を打った。その心地よさに、思わずラナは小さく体を震わせてしまう。ラナが男に近付くにつれ、ラナからも陰っていた男の顔がよく見えるようになった。

　男は、腰まであるペールアクアの蓬髪ほうはつを揺らして、岩場に手をかけている。氷が裂け、海水と混じり合ったような透明度の高い水の色。彫りの深い眼窩に落とし込まれているのは、髪と同系色の澄んだ宝石のような瞳で。高い鼻梁と薄い唇は、神自身が丹精込めてバランスを取って作ったと言っても過言ではない程の造形美である。そして、その引き締まった肉体。彫刻家が理想を詰め合わせて彫り込んだような耽美な上半身は、正に芸術品と呼ぶにふさわしい。

　ラナはその筋張った筋肉に思わず見惚れ、涎が……。おっといけない。

　この洞窟は、ラナの記憶よりもずっと美しいが、男もそう。ラナの朧気な記憶よりも、ずっと眉目秀麗の凛とした佳人であった。

　ラナはぽうと染まりそうになる頬を隠すために、着ているブカブカのローブのフードをぐっと低く下ろした。

　分かっていた。ラナはこの人が好きだと、最初から、訪れる前から分かっていたのに。

　対面してしまうともう駄目だった。ラナの胸中で暴れる心臓を、服の上からぎゅうと掴んで押さえ付ける。そして、この高鳴りを誤魔化すために。大きな声で男に向かって、こう叫んだのだ。

「あの、あの……」

「……？」

「あの……泣いてもらえませんか!?」

「いやちょっと落ち着いて」

　男の艷やかな下半身が、パシャンと水を叩いた。

















02　上から目線だが許す












　男が水面に打った下半身は滑らかな鱗に覆われており、尾ひれが付いている。

　これは、男が人間ではない、なによりの証だった。そう、男は人魚である。

　水の中をゆらゆらと左右に揺らす尾を見ながら、ラナはきゅっと口を引き結んだ。臍の下側にある鱗の境目は薄い水色で、尾の先にいくにつれ濃くなる色合いは、藍色。美しいグラデーションに思わず目を奪われながらも、唐突に泣けと言ってしまった非礼を詫びた。

「はっ、すみません。取り乱しました」

　ラナが慌てて男に謝罪をすると、男はなにがおかしいのかクスクスと笑い、そして小さくいいよ、と溢した。男が傍の小さい岩をポンポンと叩いたので、ラナは促されるまま、おずおずとその岩に腰掛けた。岩のひんやりとした冷気が服越しに伝わり、なんだか落ち着かない。わざわざ乾いた岩を選んでくれるさりげない優しさに、また胸が高鳴りそうになり、ラナはそれを抑えながら男に向き直った。

「……どうして僕の涙が欲しいの？」

「実は、素材として欲しいんです。幼馴染が稀有けうな呪いにかかってしまいまして……」

「へぇ、なるほど。で、人魚の涙が必要になったんだ」

　誤魔化したりしても碌なことにはならないので、ラナは素直に事情を告げた。呪いという単語ですぐに事情を察した様子の男は、首に掛けた飾りを指で弄りながら呟いている。ラナはぶんぶんと首を縦に振って肯定し、男の返事を待った。

　男は、指で弄んでいた飾りを取り、手の平に乗せてラナの目前まで差し出した。そしてほんの少し意地悪な顔をして、こう言ったのだ。

「欲しい？　ふふ、実はいま手元に一つあるんだけど…。でもこれはあげられないんだ」

　眼前に差し出された指先ほどの小さな石に、ラナは瞠目してじっと魅入ってしまった。人魚の涙を見るのは初めてのことで、驚嘆したままマジマジと眺めてしまう。

　透明な、石。それは水晶やダイヤモンドにも似ているが、まったく異なるものだ。

　中にオーロラを閉じ込めたように角度で色彩が変わり、それなのに向こう側が透けて見える透度を携えた小さな欠片。この小さな粒にどれほどの価値があるかなんて、ラナは考えたくないくらい高価なもの。

「ぁ……」

　男が首に飾りをかけ直すのを目で追い、つい情けない声が口から溢れ出した。

　人魚の涙。それは恋をした人魚が流す涙が宝石になったもの。

　恋をしていない人魚の涙は人と同じ液体だが、恋をした人魚の涙は、目から溢れた途端、結晶になってポロポロと固まる。

　しかも、人魚の恋は一生に一度。一度誰かに恋をすると、その相手に焦がれ、焦がれ、焦がれ続け、その相手だけを想い生涯を閉じるのだ。

　つまり、男がこの宝石を持っているということは。と、そこまで考えてラナの視界がじわりと歪みそうになった。

　叶えようとも思っていなかった恋だ。名も知らぬ、片思いの相手である男。会うつもりだってなかった。今日見付け出したのは、致し方ない事情があってのこと。それなのに、期待をしてしまっていたのだろうか。なにを、期待していたのだろうか。

　この男には、既に好きな人が居るのだと、目の前で証拠をまざまざと見せ付けられた。ラナの一方的な片思い、失恋が確定した瞬間だった。

「だからさ、そんなに欲しいなら僕を泣かせてみてよ」

「……はい？」

　その人魚は悪戯っぽい表情で、どこか試すような物言いをしながら水を指先で撫でた。海蛍が、揺らされた海面の刺激でキラキラと発光して、まるで男の魔法のようだ。

「だから、人魚の涙が欲しいんだよね？　なら僕を泣かせてみて。そうすれば僕の涙を、好きなだけ君に捧げるよ」

「でも……泣かせるってどうやって……」

「そこは君の腕の見せどころじゃないのかなぁ。悲しい話をするもよし、嬉し泣きさせるもよし。君の裁量次第だよ。そうだな、明日が満月だから……期間は満月が三度訪れるまで。どう？」

「はぁ……」

　気の抜けた返事をするラナに、男は人好きのする優しい笑みを浮かべて提案してきた。ラナは貪欲に頭の中で思案する。

　人魚の涙は欲しい、物凄く欲しい。

　だが、自分に誰かを泣かせることなどできるのだろうか、と不安が募った。

　しかし、ラナには他に、希少種である人魚の知り合いはいない。人生で彼以外の人魚を見たことすらないのだ。相手はどうやら、ラナと会ったことは忘れているようだが。

　ともかく、他に伝手がないのであれば、いずれにせよこの男に頼らざるを得ない。

　ラナは決意を込めて、男の提案に頷いた。

「あの、じゃあ……やってみます」

「そうか、良かった！　僕はフィーリオ・デュー。フィーでいいよ、よろしくね」

「私はラナ・クラークです。フィー、よろしくお願いします」

　初めて知った片思いの相手の名を、ラナは口の中で声には出さずに、もう一度、復唱する。それは甘美な毒のようにラナの体を駆け巡り、潮の香りのする空気が甘く感じられる熱量を以て、ラナの心を犯した。

　こうして人魚の男、フィーリオと、ラナの奇妙な契約が結ばれたのだった。

















03　それは見事なバーコード












　ラナは不思議だった。

　どうしてフィーリオはラナに協力してくれるのか。フィーリオには一切のメリットはないのに、と思うものの、ラナが思い出したのはフィーリオのワクワクとした表情だ。気紛れで有名な人魚の行動だ、ラナに推し量ることなどできようもない。

　ただ、この人魚の僥倖ぎょうこうな気紛れに乗るしかないのだから、考えても仕方ない思考を散らし、すり鉢の中身を潰す作業に集中した。ゴリゴリと素材が擦り潰れる音がラナの工房に響き、素材の独特な青臭さが広がった。

　ラナには嗅ぎ慣れた匂いだが、薬草の匂い全般が嫌いな幼馴染は滅多なことではこの工房へと足を運ばない。そんな幼馴染が神妙な顔でこの工房に現れたのは一月前のことだ。

　驚くラナを尻目に掠れた声で言ったのだ。俺は呪いにかかっている、と……。

　端緒と言える一月前の出来事。ラナはいつもどおり朝早くに目覚め、いつもどおり小屋の裏手にある薬草に水を与え、いつもどおり請け負った仕事をこなしていた。

　森の中で一人きりで生活をする錬金術師。それがラナ・クラークである。

　錬金術師といっても、黄金を錬成したりはしない。仕事は主に薬品作りが中心で、細々と生活をしている。あまり単価のいい仕事ではないので、数をこなすしかないラナにとって、生活の大半を過ごすのは工房であるこの部屋だった。

「邪魔するぞ」

　いつもと違ったのは、その日の午後、普段ならここに寄り付きもしない幼馴染が訪ねてきたこと。

　ラナは驚いて、世の紳士諸君に人気である〝髪がたくさん生えるかもしれない薬〟を床にぶちまけてしまった。

「ラナ、久しぶりだな」

「マシュー！　どうしてここに？　私の工房は嫌いでしょう？」

「そうも言ってられない事情がある」

　幼馴染であるマシュー・グルドはその精悍な顔付きを歪め、ゴチャゴチャとしている工房の床を縫って歩き、我が物顔で唯一の椅子にドシリと腰掛けた。

　帯剣しているので、恐らく仕事の休憩中に訪れたのだろう。普段は煩わしいからと被らない、軍服と揃いの帽子までしっかりと被って、どうやら気合充分に仕事に励んでいるようだ。

　それにしてもなんて横柄な態度なのだ、と溜め息を溢しながら、ラナは薬品を作る手を止めて床の液体を掃除し始めた。

〝髪がたくさん生えるかもしれない薬〟とは名ばかりで、結局のところ海藻のエキスを抽出しただけの栄養剤なので、別にそのまま乾いてしまっても問題はないのだが。それでも割と効果はあるようで、ラナの大切な収入源の一つがこの薬だ。

　唐突な訪問者への動揺を隠す為に、ラナは雑巾を握って手をゆるゆると動かした。

「助けてくれ、頼む」

　マシューの言葉に、ラナはピクリと反応する。床を拭く手を止め、ゆっくりと視線を椅子に向けた。

　マシューとは小さいころから一緒に居た、文字通り幼馴染である。気弱で押しに弱いラナは、幼い頃同年代の男の子達から揶揄いの標的にされ、毎日泣かされていたのだ。

　年上で、かつ正義感の強いマシューは、そんなラナを見過ごせなかったのだろう。辺りに住む男の子達の中でも一際大きな体を持つマシューの傍にいれば、ラナは虐められることはなかったし、ずっと守ってもらっていた。

　いつもいつも、助けてもらうのはラナのほうで、マシューから助けを求めてくることなんて一度たりともなかったのに。

　ラナの怪訝な視線と、マシューの切実な視線が絡まって、二人はしばらく見詰め合った。

「と、申しますと？」

「俺は呪いにかかっている」

「呪い……」

「その……言いづらいんだが……」

　マシューは視線を汚い床に落として、言葉を詰まらせている。豪快でキッパリとした物言いをするマシューが、こういうふうにもごもごと口籠るのを初めて見たラナは、驚きつつも急かさず辛抱強く返答を待った。

　ガッシリとした体躯でモジモジとしているマシューだが、普段は軍人として采配を振るっている。元より持つ正義感が功を奏し、いくつもの功績を上げ、そこそこ地位のある騎士として名を馳せているらしい。騎士なんていう名誉称号を貰うくらい凄いようだが、ラナはこの森で、ほぼ誰とも関わらず暮らしているため世情には疎く、詳細は知らない。とにかくめっちゃ凄いらしい、程度の情報量だ。幼馴染なのに。

「実は……これを見てくれ……」

　なんだなんだとラナがその場で立ち上がると、マシューは普段は着けない角ばったフォルムの軍帽をそっと脱ぎ去った。それを見下ろし、身構えながらなに出てくるのか見守った。

　帽子を取ると、フワリとマシューの榛色はしばみいろの髪が揺れ……ない。

　帽子の下には、見慣れた毛量の多いマシューの硬い髪が見え……ない。

「……は!?」

　ラナは裏返るような甲高い驚嘆の声を上げその場で固まった。毛量の多い榛色の硬い髪の毛、それがマシューの頭にはあったはずだ。

　それなのに、それがない。否、あるにはあるが、量が少ない。圧倒的に。いわゆるてっぺんハゲのような形で、頭の上部分の髪が薄くなっていた。網目状に撫で付けて誤魔化そうとしているのが見て取れるが、誤魔化し切れてもいない。

　見慣れぬ見るも無残な頭の下にあるのは、見慣れた幼馴染の顔だった。ラナは無意識のうちに自分の目が潤んでいることに気が付いた。そして、震える唇を開く。

「マシュー……可哀想に、ついに時期が来たんだね……」

「ち、違う!!」

　普段はラナに優しいマシューの怒声が、小さな工房に響き渡った。

















04　ちょっと恨みが強すぎる












「いや、でも、違うって言ってもさ……」

「違う、これは俺の体質じゃない、呪いなんだ！」

　必死な様子でそう告げるマシューに、ラナは呆れた顔を見せた。

　なんと往生際の悪い事か。世の薄毛に悩む男性は、往生際悪く育毛に手を出すことはあっても、それを呪いのせいにはしない。

　この幼馴染は豪胆で勇猛、敢然たる性格であると思っていたのに、とラナは落胆して見せた。

　そんなラナを見てマシューはさらに焦りを募らせている。そして、マシューがこれは呪いだと思う理由を話し始めた。

「実は……二月程前の事だ……」

　とりあえず話だけでも聞いてやろうじゃないか、と。ラナはその気鬱に暮れた目を見ながら、マシューの声に耳を傾けた。

　二月程前、マシューは自らの部隊を率いて辺境の地に足を踏み入れた。

　巷を騒がせている犯罪組織がこの辺りを根城にしているという情報が入ったからだ。

　その犯罪組織はここ数年で急激に勢力を伸ばしたらしく、黒い仮面で顔を覆った男を主犯に活動している。窃盗、誘拐、殺しまでなんでもするような極悪人の集まりで、逃げ足が早く中々捕まえられず、軍も手を焼いている存在だった。

　そんな犯罪組織を、有能なマシューの部隊はかなりいいところまで追い詰めたらしい。

　あと一歩、というところで主犯格の男は取り逃がしてしまったが、それでも手下の大多数を捕縛することに成功した。

　主犯格の男に付き従っていたのは腕のいい呪術師の男で、マシューはその男も捕らえようと、呪術師の腕を捻り上げて地に押し付けた。しかしどうやらその呪術師は妬み、僻み、嫉みの塊のような存在だったようで。

『クソ、クソクソ、クソっ！　俺はお前みてぇなのが大ッキライなんだよ！　高身長で、引き締まった体に、女好きする男前な顔で、強くて、髪もフサフサで!!　お前も苦しみやがれ!!　くらえ、〝髪がとんでもない勢いで抜け落ちる〟呪いを！』

　そう吐き捨てるように言った髪の薄い呪術師の腕輪から、黒い靄もやが出て、マシューはその靄に包まれた。驚きのあまり思わず手を離してしまい、呪術師の男はその隙に逃げてしまう始末だ。

　マシューの部隊は数名の構成員を逮捕してから、その日のうちに撤退した。呪術師の男の言葉が気になったものの、マシューはそんな呪いを見たことも聞いたこともなかったので、呪術師の世迷い言、たわごとだと高を括り決め付けて。

　しかし翌日から、呪術師の呪いの怖さを思い知る羽目になった。

　まず朝起きた時だ。ベッドの枕に散らばる自らの髪の量に一抹の不安を覚えた。少し……多い気がする。否しかし、そういう日もあるだろう。たまたまだ、たまたま、と。

　こういうものは思い込みである。プラシーボ効果のように、あんなことを言われたから気になって目につくだけなのだと自分に言い聞かせた。

　だが、何気なく髪を掻き上げた時に指に絡まる抜け毛の量がいつもより多かったり。洗髪をした時に排水口へと流れゆく榛色の面積が増えているのを見たり。部屋の掃除の時に落ちている髪の量に慄おののいたり。

　極めつけは、仕事中に自分の部下が、マシューの頭を見て気不味げに目を逸らした時。マシューはこの呪いが本物であると確信したのだ。

　確信はマシューに焦りを齎もたらし、即座にありとあらゆる手を試した。真っ先にやったのは解呪の出来る呪術師を探すこと。軍のツテを最大限に使って見付け出した国一番の呪術師は、マシューに向かってこう言った。

『これは、かけた本人しか解けない類のオリジナルの呪いです。かなり複雑に術式が絡み合っていて、何層にも何層にも折り重なっている。これだけの呪術を組むのは相当大変ですよ、それこそ親を殺された呪術師が復讐に使う死の呪いを組み上げる時と同等の執念を感じますね。諦めてください』

　しかしマシューは諦めなかった。諦められるわけがなかった、男として。

　これが体質によるものならば天命と諦念を抱くこともできただろうが、これは人為的な拷問だ。こんな呪いにかけられるくらいならばいっそ殺してくれ。片思いをしているパン屋の娘にアタックすることもできないではないか。

　マシューが次に試したのは頭皮に刺激を与えて髪を生やす櫛、高級な育毛剤に、髪にいいと噂の洗髪剤。

　だがどれもこれも質はいいものだが、あくまでも抜け毛の進行を遅らせるだけに過ぎない。呪いは強かった。

　そして。そろそろ軍帽で隠すのも限界に近付き、マシューはラナを頼ることにしたのだ。

「と、いうわけだ」

「なんて呪いをうちに持ち込んでくれるんだ、帰れ」

　ラナは唖然として口を開き、そして辛辣に幼馴染を謗った。マシューが嘘をいう人間ではないことは知っているので、この話は間違いなく真実なのだろうが、聞くからに……いや、見るからに厄介な案件であることは間違いない。

　幼馴染が苦しんでいるところ申し訳ないが、死ぬわけではないなら関わりたくないというのがラナの本音だ。

「……もうお前しか頼れないんだ、頼む、ラナ」

「やだ！　嫌だよ、国一番の呪術師でも解呪できない呪いなんて、私の手に負えるわけない！」

「…………ラナ……」

　突っぱねようとそっぽを向いて腕を組むが、マシューの悲痛な落胆した声が耳朶じだを打ち、ラナはぐぬぬと喉の奥から呻きを漏らした。

　しばらくの間、腕を組んだ体勢でツンとしていたが、チラリと見たマシューは項垂れていて普段の豪気さは欠片も見当たらない。そして、頭部の髪も見当たらない。

　ラナははぁと深い溜め息を溢して、組んでいた腕を下ろした。

「……とりあえず、触診してみる」

「……！　ラナ！　ありがとう！」

　ラナがそう言うと、マシューは勢い良く立ち上がってラナの手を握って礼を言った。

















05　そして冒頭へ












「じゃあ……ちょっと触るね」

「ああ」

　ラナはマシューをもう一度椅子に座らせて、差し出された頭を覗き込んだ。これはもう、まごうことなき見事な……。

　よそう、それよりも触診だ。

　髪に指を差し込むようにして絡め、髪に流れる魔力を集中して読み取る。マシューが見付けた国一番の呪術師の言うとおり、かなり複雑に絡み合った魔力が手を伝って流れ込んで来た。

　ラナはその陰鬱な魔力の気配にゾクリと鳥肌を立てる。あまり触れたくない類たぐいの魔力にラナは咄嗟に手と体を引いた。

「あっ……」

「あっ？」

　咄嗟に引いたことで指に絡めていた髪がゴソリと抜けて、ラナはマズイと髪の絡まった手を背中に隠す。ぶわっと全身から冷や汗が吹き出した。

　マシューが大切に大切にしていた残り少ない髪を……。

「な、何でもない……。それより、解呪に一つ心当たりがあるの」

「そうか！　本当か！」

　ラナは取り繕うように矢継ぎ早に言葉を繰り出した。

　申し訳なさで心が痛い、こうなったらなにがなんでも解呪してやろうと決意する。小さいころさんざん助けてもらったのだから、恩を返すならば今だろう。

　マシューの嬉しそうな顔を見て、罪悪感にジクジクと心臓が痛んだ。

　ラナは背に手を隠したまま本棚に近付いて、本棚の陰にパッ、パッと手を散らして証拠の隠滅を謀りながら、反対の手で一冊の分厚い本を取り出した。腕に抱えるとパラパラと捲って該当箇所を探して視線を泳がせる。

　すぐに見付けることができたそのページを開いたまま、ラナはマシューに本を手渡した。

「ここ、これだね」

「〝どんな呪いも解ける秘薬の製法〟？　これだ……俺の求めるものは！」

「うん、そうだね。でも、素材を手に入れるのが物凄く難しいものばかりだよ」

「かまわない、俺が用意する。なにが必要なんだ？」

　真剣な顔で問い掛けてくるマシューを横目にペンと紙を取ると、ラナはさらさらと用紙に必要なものを書き出していく。その紙を横から覗き込んだマシューは、徐々にその顔を引き攣らせた。

「ええと、千年生きた亀の甲羅に生える苔と、虹色蛙の吐く溜息、ハイエルフの髪一本と、砂漠のオアシスの水底に咲くガラスの花。後はマグマの中に生える苺の実と、冬に生きる蝶の鱗粉、ユニコーンのまばたきの風、国で一番高い木の上から三番目に付いている葉。それから最後に、人魚の涙からできた宝石」

「…………」

　マシューはその精悍な顔を厳しく歪めてラナから紙を受け取った。そして唇を薄く開いたまま固まっている。

　明らかに入手困難と思われる品物を羅列されたマシューを可哀想に思うが、恐らくどうあってもラナには手に入らないものばかりなのだ。

「なんとかしよう」

　マシューの髪への執念がその言葉を紡がせた。

　それからたったの一月。たったの一月で、マシューは必要な素材の大半を集めてしまった。

　その努力は涙ぐましく、どこか窶やつれた様子で素材を持って来てはラナの家に置いて帰る。

　しかし、残り三つの素材が集まらないのだと言う。千年生きる亀の甲羅に生える苔、冬に生きる蝶の鱗粉、そして人魚の涙。ユニコーンのまばたきの風を届けに来たマシューは、これから雪の降りやまぬ土地に蝶を探しに行くらしい。あまりに哀愁の漂うマシューの後ろ姿を見て、ついラナはこう言ってしまったのだ。人魚の涙は、私が持ってこようか、と。






　フィーリオと話した翌日、ラナは落ち着かずに朝からソワソワとしていた。これから毎日、フィーリオがラナの工房を訪ねて来ることになっているのだ。

　この工房に来るのは主に依頼人か行商人くらいのもので、森を抜けて湖を越えてまでここに来るものは少ない。ラナは来客があるという緊張感で落ち着かない様子を見せた。好きな人には好きな人がいる。それが分かっていても、ラナの恋心がすぐになくなることはない。期間が限られているとはいえ、好きな相手に毎日会えるというのは嬉しいものだ。

　フィーリオを泣かせる、といってもなにをすればいいのか。ラナには、毎日あの切り立った岩場を突き進んでフィーリオに会いに行くことは難しい。そう言ったラナに笑って見せたフィーリオは魚の下半身を尻尾のようにふりふりと左右に揺らしながらこう言った。

『僕が毎日行くよ、転移の魔法が使えるからね。ある程度纏まった水のある場所へなら、どこにでも転移出来るんだ。魔法はちょっと苦手なんだけどね。……人型で街へ行くのは久しぶりだなぁ、楽しみだよ』

　なるほど、それならばラナにも都合が良かった。小屋のすぐ横には湖があるし、ここに転移してもらえば会いに来るのも容易いだろう。

　ただ残念ながら、ラナの家は街ではなく森の中だけれど。そう告げると、フィーリオはそれはそれで楽しそうだからかまわないと言っていた。まったく、なにを考えているのか分からない人魚である。

　それにしても遅いな、とラナは窓から湖を眺めた。広がるのは大きな湖畔で、その岸近くの水面がなにやらバシャバシャと跳ねているのが見えた。

　大きく飛沫を上げる水と、ぶわりと広がる波紋に、ラナは窓に近付いて目を凝らした。ガラス越しに目を細めると、小舟の側で大きな尾ひれが水面から出たり入ったりと、忙しそうに跳ねているのが見える。ラナは家を飛び出し、慌てて湖へと駆け出した。

















06　笑うところじゃねぇな












　ラナが波紋の広がる場所に辿り着くと、そこにはフィーリオが居た。但し、その肢体は小舟を繋いでいるロープにぐるぐる巻きに絡まっていて、解こうと藻掻いて余計に絡まったのか困り果てているようだ。ラナはフィーリオをぽかんと呆けた顔で眺めた。

「あ、ラナ。こんにちは」

「えっ、あ、はい、こんにちは。……ではなくて、フィー！　なぜこんなことになっているんですか！」

「はは、いやぁ……。転移魔法の座標を間違って、丁度ロープの束の上に出ちゃったみたいで。ううん、やっぱり魔法は苦手だ。水の魔法だけは人一倍得意なんだけど」

　フィーリオは、参ったなぁ、なんて呟きながら、水の中をぐるりと回転している。そのせいで、ロープがよけいに体に絡み付いて、引っ張られた小舟がぐらぐらと揺れた。ラナは急いで岸にしゃがむと、ダマになり複雑に絡んだロープを掴み、慌てて口を開く。

「まっ、待って！　動かないで、今解きますから」

　ロープを手繰り、端からゆっくりと丁寧にロープを解いていく様子をフィーリオは楽しそうに見ているようだが、ラナは必死でそれどころではない。

「はい、これでどうでしょうか」

　最後の絡まりを解いたラナはロープを湖に戻す。フィーリオはそのロープの絡まりから抜け出すと、嬉しそうに岸に寄ってその上半身を陸に打ち上げた。

「わ、ありがとう！　一時はどうなることかと……。さぁ、遅れちゃってごめんね。君の家へ行こうか」

「そうですね、って、ぎゃああああ！」
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　陸に上がったフィーリオは体の具合を確かめるように、腕を伸ばして伸びをしている。だが、ラナはそれを見るやいなや、喉奥から上擦った叫びが込み上がり、フィーリオからばっと視線を逸らした。ぱしゃ、と波を立てながら陸に上がったフィーリオの下半身は、つい先程まで鱗に覆われていたはずなのに、一瞬で人間と同じ脚に変わっていた。そのスラリと長い脚は見惚れるほど美しいが、バッチリと見えた下半身はモッコリとしたものがぶら下がっていた。ラナは今ほどフードの存在に感謝したことはない。

「ふ、服、服を！　服を着てください！」

「あ、そっかごめんね。服を着るって習慣がないから忘れてたよ」

「な、なにか着られるものを持ってきますから、待って!!」

　そう言うと、ラナはくるりと踵を返し、家へ向かって駆け出した。

　ラナは幼馴染の性別が男性ということもあり、ある意味で男性の肉体は見慣れている。マシューが剣の稽古をする時は大抵上半身裸であったし、暑くなるとラナの前でも平気で服を脱ぐからだ。実際、人魚のフィーリオは当然服を着ていないが、上半身を見てきゅんとすることはあれど、そこに羞恥が込み上げはしなかった。

　しかし、下半身は別だ。これはいただけない。未経験のラナに男性の下半身を見る機会は訪れていないので、胸中にはパニックの嵐が渦巻いていた。真っ赤な顔の火照りはしばらく冷めないだろう。

　思いがけず視界に入ってしまった衝撃的な光景を頭から振り払いつつ、ラナはクローゼットをひっくり返して服を探した。

「さあ、それじゃあどうやって僕を泣かせてくれるのかな」

　ラナが落ち着いたのはそれからたっぷりと半刻後で、男性物の服なんて当然持ち合わせていないラナは、大きめのローブをフィーリオに手渡した。ラナには大き過ぎて着ていなかった貰いもののローブだが、人間の姿ではラナより頭二つ分も大きなフィーリオが着用すると正につんつるてんである。しかしこれしか選択肢がないので、我慢してもらう他ない。

　フィーリオは服に頓着しないようで、そんなつんつるてんの状況でも気にしていない様子だったが、ローブの下は全裸。正に露出狂の好みそうなスタイルはラナの心臓に悪い。早いうちに男性用の服を用意しようと心に決めた。

「それでは……悲しい話でも」

　家に入ったフィーリオにラナがお茶を淹れて一息ついたところで、フィーリオがその整った顔を優しく歪ませながらラナに話し掛けた。ラナは口をきゅっと引き結び、真剣な面持ちで頷いて、自分の経験した悲しい過去を語り始めた。

「私、普段あまり街には下りないんですが、二月に一度は薬を届けに行くんです。その時、人目に晒されるので、たまにはちゃんとした服を着ようと思っておしゃれして……」

「うんうん」

「新品の服を着て行ったんですけど……」

　神妙な顔をするラナとは対照的に、フィーリオの顔はにこにこと緩んでいて楽しそうだ。ラナは一つしかない椅子をフィーリオに譲っているので、行儀は悪いが作業台に腰掛けている。フィーリオの楽しそうな表情には気付かずに、床に視線を落としたまま話を続けた。

「値札付けたまま二刻ほど、街を練り歩きました」

「ぷっ」

　その出来事を思い出して遠い目をするラナに、たまらずフィーリオが吹き出した。上品に口許に手を当てて笑う様子に、ラナはムッと唇を突き出して抗議の声を上げた。

「なんで笑うんですか!?　悲しい話ですよ!?　私が帰宅して気がついた時、どれだけ悲しかったか……！」

「ふっ、ふふ、……っ、く、ごめん……でも……」

　力説しつつ拳を握り締め、ラナはフィーリオをキッときつく睨むが、対するフィーリオは笑いをこらえようと必死だ。

「笑い話をしているんじゃないんです。こっちは真剣に悲しい話を……。これは駄目ですか。じゃあ次の話を……」

　肩を震わせながら笑いを堪えるフィーリオから視線を外すとふぅと軽く息をついて気を取り直し、頭の中から悲しいエピソードを引っ張ってくる。その時の状況を思い浮かべながら、再び神妙な顔で口を開いた。

















07　これをフラグと呼ぶならば












「この小屋の裏手に納屋があるんですが、その納屋の前に白い猫がちょこんと座っていて」

「う、うん」

「小さめの可愛い子で、是非仲良くなって撫でさせてもらおうと思いまして」

「うん……っ、」

　なぜか既に半笑いのフィーリオは置いておいて、ラナはわざとらしく呼吸を置いて話を区切った。

　語り部となる場合、物語というのは間が大切なのではないかとラナは考えていた。同じ話でも、間の持たせ方で、期待感やラストの感動、今回に至っては悲しみが盛り上がるというもの。テーブルに置いてあったお茶を取り、一口こくりと飲んで喉を潤し、しっとりとしたテンションで話を続けた。

「怖がらせないように姿勢を低くして、しゃがんだままゆっくりと時間をかけて白猫に近付いたんです。ちょっとずつ、ちょっとずつ距離を詰めて。恐らくそれが功を奏したのか、白猫は逃げませんでした。その場でじっと待っていてくれたんです。これは……。白猫のほうも、きっと私に撫でられるのを心待ちにしているのだろうと、そう思いまして」

「うんうん」

「最後に距離をぐっと詰めました。そうしたら……白猫は、白猫ではなく白い帽子でした」

「っふは！　っはは！　……っ、ふ、くく」

　ラナからすれば思い出すだけでも悲しくなるエピソードなのに、どうしてだかフィーリオに大ウケだ。物凄い笑い上戸なんだろうか、涙の欠片も浮かびはしない。それどころか、悲しみと正反対の大爆笑を巻き起こし、ラナは納得できずに浮かない表情になってしまう。

「……笑うところではないですけど」

「いや、っ、くく、ラナは確実に笑わせにきてるよね、ふふ」

「じゃあこの話はどうでしょうか。……私の愛用している大釜なんですが、気が付いたら汚れが酷くて。その日は他に依頼された仕事もなかったので、朝から時間をかけて綺麗に磨いていたんです。ブラシを使って、研磨剤も……。仕事用の大釜なので午前中いっぱいの時間がかかりました。やっとのことで磨き上げた大釜を持ち上げたら……」

「……持ち上げたら？」

「……取っ手が外れて壊れて……捨てることになりました」

「ぶはっ！　っふ、あー！　おかしい、も、……くくっ、ふ、はははははは！」

　ラナの身に起きた実話ばかりを話したのだが、ついに笑いを我慢するつもりもなくなったのか、フィーリオはヒィヒィと声を上げて哄笑こうしょうしている。渾身の悲しみエピソードを笑われたラナの顔は悔しげに歪んだ。笑い過ぎて涙を流させる方向に路線を変えたほうがいいのではないかと思うほどの抱腹絶倒具合に、思わず唇を噛み締めてしまう。フィーに貸しているローブが笑いに合わせてふるふると揺れているのがいっそ腹立たしい。下は全裸のくせに。

「フィー、もう一度だけ言います。笑うところじゃないです」

　そのあと、半ば躍起になって悲しい話をするラナの家には、午後いっぱいずっと、高らかに響く笑い声が耐えなかった。

　それから毎日、午後のわずかな時間をラナとフィーリオは共に過ごした。元よりあまり幸運ではないラナの小さな不幸話は中々底を尽きることはないが、フィーリオは笑いこそすれラナの話に泣くことはない。

　フィーリオとかなり打ち解けてきたのは嬉しいが、一向に泣かせることが出来ないのが歯痒かった。ラナの基準で考える悲しいは、フィーリオの基準では面白いらしい。

　そろそろ作戦を変えねばと思ったのは初めての逢瀬から二週間後だ。今日のラナには秘策があった。

「今日は、私と街に下りてもらいたいんですが」

「街に？　かまわないけれど、どうして？」

「フィーの服を買いたいんです。いい加減、そのローブでは目の毒なので」

「ああ、そうか！　じゃあ僕とラナでデートだね」

「デ!?　……い、いえ、お散歩がてらの買い物です」

　ラナが抑揚のない声で提案すると、フィーリオは柔和に顔を緩めてラナに賛同してくれた。フィーリオに着せているローブでは、やはりあまりにも体格が違いすぎるので、チラリと覗く脚や腕が異様に色っぽくて直視出来ない。そろそろ服を買いに行かねば、と思っての提案だが、それよりも。

　実はラナはこのお散歩に罠を仕掛けていた。それをフィーリオに気付かれないよう、こそりとフードの中で笑みを作り、ラナは鞄を肩からかけてフィーリオに向き直る。フィーリオは靴もないので、ラナが湖に入る時や薬草園に入る際に使っている大きなサンダルを渡して履いてもらった。

　今度こそ、今度こそフィーリオを泣かせてみせる。その前にラナが泣くかもしれないけれど。

「さぁ、行きましょうか」

「うん。……あれ、街に行くなら方向が違うんじゃないの？」

「いえ、合っていますよ。こっちから行きましょう」

「……そう、なの？　まぁいいよ、なにか企んでるみたいだけれど」

　家を施錠し、湖の脇を抜け、森へと足を踏み入れたラナは、フィーリオのその言葉にギクンと固まった。ギギギと、油を差していないブリキ人形のように首を動かしてフィーリオを見ると、その美しい顔は揶揄いを含んだ笑顔で覆われていた。たとえフィーリオがなにかを察しているとしても、ラナには突き進む以外の選択肢はないのだ。頬がピクリと痙攣するのを感じながら、とぼけた声色に変えて歩みを進めた。

「な、なんのことですか」

「ふふ、いいよ。楽しみだなあ」

　フィーリオはそれ以上追及するつもりはないようで、ラナの一歩前を先導するように歩いている。機嫌良く笑っているフィーリオの後姿を睨め付けながら、ラナは心の中で決意新たに意気込んでいた。

（見てろ！　絶対、絶対その余裕そうな顔を涙でぐしゃぐしゃにしてやるんだから！）

















08　残念無念












　二人が森を進むにつれて、ラナの家の周りの爽やかな明るい雰囲気は消え、影を落とした。

　木が密集して生えているため、光は葉に遮られ地を照らせない。薄暗いせいでジメジメと湿気があり、木や石、地面まで覆うくらい、苔や蔦が繁殖している。薄暗い場所を好む虫、獣、魔物というのは総じて見た目からして薄気味悪い傾向にあるが、この辺りに生息する生き物は正にそれである。

「っ……ひ……」

　遠いのか近いのかよく分からない距離感でガサガサッと音が響いて、ラナは冷や汗を流した。くぐもった音で『ギェェェー!!』と謎の生き物の叫び声があちこちから聞こえ、そのしばらくあとに『おいでぇ……おいでぇ……』と誘う男の声まで聞こえてくる。後者の声は、植物の魔物が人を惑わせるために出す鳴き声で、おどろおどろしい森にこれ以上ないほどピッタリな鳴き声だ。

「ひぇっ……」

　ラナは陰鬱な森の雰囲気を体に浴びながら、物音が聞こえる度にビクビクと反応してしまう。鳴り止まぬ様々な生き物の鳴き声は、ラナのＳＡＮ値を削りに削った。

　この恐怖から気を紛らわそうと、少し前を歩くフィーリオを見上げた。長身で脚も長いフィーリオの歩行速度はもっと速いだろうに、明らかにラナの足の速さに合わせてくれているのが見て取れた。

　怖いはず。流石のフィーリオだって怖いはずだ。こんな沈鬱な空気が満ち満ちた鬱蒼うっそうとした森を歩くなんて、怖いはずなのだ。なぜなら、現にラナは、今にも漏らしそうなくらい怯えているのだから。

「うん？　どうかした？」

　しかし見上げたフィーリオの顔に恐怖は一切なく、それどころか、いつも通りの爽やかな表情である。ラナは落胆して肩を落とした。

「いえ、なんでも……」

　この道は普段ラナが使うことのないルートだ。いつもはもっと明るい道を通って街に下りるのだが、今日はこの暗いルートを選択した。もちろん、フィーリオを恐怖で泣かせるためである。

　大きな街には〝お化け屋敷〟という催しがあったりするらしい。ラナにはなにが楽しくて怖い思いをしに行くのかは分からないけれど、そんな稀有な思考を持った人間は極一部だと信じたい。フィーリオだって、怖いのは嫌いなはずだ。結果、ラナが恐怖で泣かされそうになっているが。

　ラナの目の前を急に飛び出したカラスがバサバサと羽音を立てて通り抜け、ラナは盛大に悲鳴を上げた。

「ぎゃああああああ!!」

「ああ、もう……君って可愛いね」

「ふ、フィー！　は、早く抜けましょう！」

　堪らずフィーリオの服の裾を掴んだラナは、当初の目的も忘れて、恐怖で潤む瞳をフィーリオに向けた。パチンと噛み合った視線は片や恐怖に潤み、片や熱を帯びている。

　フィーリオの視線はどこか高揚したようにさえ感じられるが……よもや、ラナの泣きそうな顔に興奮しているのだろうか。ラナは二重の意味で恐怖を味わいながら、きゅ、ときつく目を閉じた。

「本当に……自分から誘い出しておいて、ラナの方が泣きそうになるなんて……。仕方ない子だ」

　そう言うフィーリオの声は心底楽しそうで、怖がらせて泣かせてやろうと思っていた思惑が外れたことを完全に悟った。

　突然。目を閉じたままのラナの肩になにかが回され、そのままグッと強い力で引っ張られた。

　──ポスン。

「……え？」

　柔らかな布の感触と、その下の弾力のある硬い筋肉が布越しにラナの頬に伝わって、驚いたラナは閉じていた目をパッチリと開く。

　目の前に広がるのは貸し与えているローブの生地ばかりで、一瞬遅れてフィーリオの腕の中に抱き込まれているのだと気が付いた。

　ふわりと漂うのは甘く重たい香りで、それがフィーリオの香りだと認識した途端、ラナの顔が一気に赤く上気する。フード越しにフィーリオの大きな手が頭を覆い、パニックになり暴れようとしたラナの頭がぎゅうと胸板に押し付けられた。

「えっ、えっ!?　なに!?　なんなんです!?」

「あー、暴れないで、ほら。怖いんでしょ？　森を抜けるまで、周りを見ないですむように僕が隠しててあげるよ」

　そう囁く声は存外に近い距離のすぐ頭上からで、赤くなった顔は元に戻る気が一切しない。そして次の瞬間にはふわりと体が浮いていて、これまた抱き上げられているのだと気が付くのに数秒を要した。

「ちょ、フィー！　これ、や……降ろしてください！」

「駄目。君ビビりまくってて中々進まないし、この方が早いし。いいから、森を抜けるまで我慢して」

「……そ、そんなっ！　やだ、重いです、降ろして！」

　ぎゃあぎゃあと喚いて騒ぐラナを片手で悠然と抱き込み押さえ付けたフィーリオは、ラナの耳元のフード越しに唇を寄せて囁いた。

「落とすよ？　良い子に出来ないなら。出来るよね？」

「……………………はひ」

　言葉を理解すると同時に暴れていたラナがガチンと固まる。フィーリオはそんなラナに満足気に微笑むと、歩き辛いはずの森を颯爽と歩き始めた。

「怖く……ないんですか」

「ううん……ごめんね。海の底ってわりと、総じてこんな雰囲気なんだよね。水面に近いところは明るいけれど、底は凄く暗いし見た目のえげつない魚や魔物も多いから……。見慣れちゃってるんだよねぇ」

「そう、……ですか」

「ちゃんと掴まっててね、早めに抜けよう」

　飄々とした様子で告げられた内容はラナに落胆を齎し、顔を胸板に押し付けたまま項垂れる。心地いい揺れを感じながら、ふ、と小さく息をつく。胸の高鳴りが恐怖を塗り替えていく感覚がむず痒く、ラナはフードを目深に被り直し、そしてフィーリオの胸元でコクンと頷いた。

















09　再確認させられたんだけれども！












　結局ラナがフィーリオに放してもらったのは森を抜けてから。

　恐怖の森ゾーンなんてとっくに抜けていたのに、フィーリオはラナをぎゅうぎゅうと抱き締めて離してはくれなかった。もちろんラナとしては、片思いの相手に引っ付けるまたとない機会であったが、ラナの弱い心臓はこれ以上の苦行に耐えられそうになかった。

　街はいつも通り賑やかな喧騒でざわざわしている。昼過ぎの明るい時間にも関わらず、飲食店の外に出したテーブルでは既に酒盛りが始まっているのだから、酔狂な人々も多いようだ。

　森の中に住んでいるラナにとって、街中は色や音、情報が多すぎて頭がくらりとしてしまう。しかし、なんとしてもフィーリオに服を買い与えなくてはならない。こんなところで立ち止まっている暇はないのだ、と石畳の道を歩き始めた。

「フィー、変な道を選んでしまってすみません」

「いいよ、僕を泣かせようとしたんでしょ？　怖がらなくてごめんね」

　すっかり計画の全容が露呈してしまっているようだが、ラナは曖昧に笑って誤魔化す。そんなラナを見るフィーリオの目付きは楽しげで、元々の甘い顔付きと相まって機嫌が良さそうに見えた。

「それよりも……、どんな服がいいですか。私はそういう店には行かないので分からないんですが……」

「ううん、僕も一緒だよ。だって、」

「服を着る習慣がないんですもんね、そうでした」

「……ご明察」

「どうしましょう……」

　そう言われるとラナも困ってしまう。ラナにも街で服を選んで買う、なんていう経験はない。森の中のラナの工房へ、数ヶ月に一度来る馴染みの行商人から服や生活用品を購入しているからだ。

　当然、人魚であるフィーリオもラナと同じで街で服を買う、なんていう経験はないだろう。店の場所を知らないことくらい、よくよく考えれば工房を出る前に気付けたはずなのに、既に街に下りて来てしまっている。ラナは自分の無計画さに呆れた。立ち止まってぐぬぬと喉の奥から声を絞り出して思い悩むラナの前で、フィーリオも同じように立ち止まり、困ったように笑っている。

　そんな二人に声を掛けたのは、飲食店の外に置かれたテーブルで昼から飲み明かしている壮年の男性だった。

「嬢ちゃんと兄あんちゃん、服屋行きてぇのか！」

「……！　はい！」

「確かに、この兄あんちゃんの服じゃ……ちょっとなぁ。この辺りだと、この大通りを真っ直ぐ六ブロック西へ、右に曲がった三軒目……いや、四軒目だっけかな、そこに服屋があるぞ」

「助かります、行ってみますね。ありがとう」

　男性はフィーリオの服をチラリと見て、その奇抜なファッションスタイルにしみじみとそう呟き、服屋までの道程を教えてくれた。そう遠い距離でもなさそうなことに安堵しつつ、ラナは丁寧に男性に礼を告げるとフィーリオと共に移動した。フィーリオは男性にひらりと手を振り、ごく軽い調子で礼を言っているようで、綻んだフィーリオの横顔はやはり美しかった。






　美しい。

　そう、フィーリオの顔は美しいのだ。

　大抵の芸術品が陳腐に見える美貌に加え、物腰も柔らかいとなれば世の女性が彼を放っておくわけがない。ラナは今、現在進行形で行われている眼前の出来事にそれを思い知らされている。

「ふふ、お兄さんならこっちのシャツもお似合いですね」

「そうかな」

「あっ、この色も！　お兄さんの水色の髪色に合いますねっ」

「そう？　ううん……」

　甲斐甲斐しく次から次へと服を持ってくるのは妙齢の可愛らしい店員で、アップスタイルに上げた髪も適度に露出させた服の着こなしも、彼女は自分にどんな髪型や服が似合うのかを間違いなく良く理解している。顔付きも愛らしく、いい意味で自分に自信があるのだろう。確固たる自信のある女性は、無条件に眩しく美しいものだ。

　──ラナとは違って。

　空気と化したラナは、そろりとフィーリオから距離を取り、邪魔にならないよう配慮していた。

　店員だけではなく、女性客の視線もチラチラとフィーリオに集まっている。このイケメンの連れ合いがラナだとは、誰も想像すらしないだろう。

　居心地の悪さと気不味さを噛み締めながら、ラナはただただこの時が早く終わるよう祈っていた。

　ふと。そんなラナの視界に入ったのは、籠に積まれた真っ白なロングワンピースだった。

（こんな服着たら……、少しは私も女の子っぽくなるかな）

　落ち着いた印象のワンピースはシフォン地の柔らかな生地で、下にレースがあしらわれている。せめて服だけでも可愛らしくすれば、自分も女の子らしい反応が出来るだろうか。考えて、そこでふるりと思考を散らした。

　こんな服を着て、可愛らしい反応が出来たとして、それになんの意味があるのだろう。なんの意味もない。意中の男性には既に愛する人が居るのに。

　人魚の恋は一生に一度。

　一度ひとたび誰かを愛せば、生涯その人を愛し抜く。

　重くも狂おしい、一生に一度の恋。

　叶わなければその躰は泡となり溶け消える、そんな儚い存在。

　フィーリオが消えていないということは、まだ想いを伝えていないか、既に叶っているのか。それは分からないが、フィーリオには既に愛して止まない人が居るのだ。

　ぼんやりとそのワンピースを眺めていたラナを現実に引き戻したのは、肩を優しく掴む手だった。

















10　知らぬが仏












「どうしたの？　ラナも欲しい服見付けた？」

「あっ、いえ……、私は……。フィーはどうですか？　決まりましたか？」

　振り返ると存外近い距離にフィーリオの顔が迫っていて、ラナはひゅっと喉を鳴らす。ロングワンピースを完全に視界から外して、フィーリオに向き直った。

　探るような視線を投げ掛けると、フィーリオはへら、と困り笑いを浮かべて肩を竦めて見せた。

「いや、僕は……。ラナ、君が選んで」

「……ほ？」

「ラナが選んでよ、僕は詳しくないから分からないんだ」

　抜けた声が異様に店内に響いた気がして、ラナは慌てて口を噤む。フィーリオが高い位置からラナを見下ろしてきて、肩からほろりと髪が一束流れ落ち、その動きが綺麗で思わず目を奪われた。

「で、でもそれなら店員さんに……オススメされたやつでいいんじゃ……」

「僕はラナに選んでもらいたい」

「…………」

　フィーリオの表情はいつも通り優しいが、その真っ直ぐな瞳に射抜かれるとなにも言えずに固まった。ラナは服選びのセンスなんて欠片も持ち合わせてはいないし、自信もない。

　だが、他の誰でもない、フィーリオが。ラナに選んで欲しいと言うのであれば。ラナなりに、精一杯頑張ってみようか、と僅かなやる気が腹の底で渦巻いた。

「わかり、ました。変でも怒らないでくださいね」

　ふ、と緊張を吐き捨てるように一呼吸置くと、ラナは顔を上げる。ラナの念押しにも、フィーリオはまたいつもの柔らかな笑顔で笑って心嬉しそうに頷いた。

　冒険者ではないので、革で出来ているような装備は要らない。男性物の服のコーナーの中でも、比較的若く、綿製品を中心に置いてあるところへ足を進めた。

　商品の棚に目をするすると滑らせて、ラナはその中のいくつかを手に取って見比べる。

「じゃあ……、森の中は寒いので、このニットのセーター。藍色はフィーの目によく合います。それから……。ボトムスは直ぐに履けるよう大きめのこれで、念の為コートも買いましょう。靴は革のショートブーツでいいですか？」

　選ぶと決めたからには、と次々に衣類を手にし、良さそうなものを見繕う。

　基本的にフィーリオが湖から上がったら着て、帰る時には脱いで置いて行ってもらえば替えで複数枚購入する必要もないだろう。一式だけ揃えればいいのだ。

　フィーリオからも見易いよう、選んだ服をぴらんと開いて見せ、その顔色を窺う。フィーリオは僅かばかり瞠目し、そしてまた目を細めるとうんうんと頷いて服をまじまじと見ている。

「……うん。いいね、素敵だ」

「サイズは……、」

「ご試着なさいますか？」

　ラナがフィーリオの体にニットを当てて目算しようとした所で、先程フィーリオに親しげに話し掛けていた店員が間に割って入った。

　ラナはギグンと体を強張らせ、出しゃばり過ぎたのでは、と一抹の不安を覚えながらズリと後退あとずさる。

　この店員はどうやらフィーリオに気があるようだが、彼がこのローブの下になにも身に着けていないことは知ら……。いや、やめておこう。

「そう、だね。じゃあ試着して、丁度良ければこのまま着て帰るよ」

　フィーリオは、店員の女性に返事をしながら一切そちらに視線を向けることなく、ラナを見詰めたまま。後退った分だけ距離を詰められて、ラナの手から服を取り上げた。急に消えた腕の重量感にぽかんとしているラナの頬にフィーリオの指先が掠めるように触れて、強張ったままのラナに耳元で〝ありがとう〟と囁かれる。前屈みになったフィーリオの顔が近く、再び心臓が暴れ出した。

　あっさりと引いて行った手を名残惜しく思ってしまうのだから末期だ、と。大雑把に布で仕切られただけの簡素な試着室へと足を運ぶフィーリオの広い背中を見ながら、ラナは思った。

「…………」

「どう、かな？」

「…………」

「ラナ？」

「あっ、ええ、素敵です」

　ラナの予想通り、フィーリオの美しい氷のような瞳の色に、藍色のニットセーターはよく合っていた。服が特別素敵なのではない。街の青年が着そうな、至って普通の服を着こなすフィーリオが素敵なのだ。

　そもそもがラナの小さなローブ一枚に、薬草園へ行く際に履く大きなサンダルを引っ掛けているだけの奇抜ファッションだ。それでも、それだけ変な格好でも。こうして人の視線を集める美貌である。

　結局、顔の整った人間はなにを着ても似合うのだ、と僅かにやさぐれそうになる心をバシンバシンと叩き付けて抑え込み、ラナは踵を返す。

「じゃあ、お会計してきますね」

「ああ、いや、待って」

　サンダルを履いていた時にはなかったカツという音は、フィーリオのブーツから発した音だと、呼び止められた数秒後に気が付いた。元のローブとサンダルを手にしたまま、フィーリオはなにやら首元をゴソゴソと探っていた。

　たしか二週間前には、その胸元には人魚の涙を加工した首飾りを掛けていた。それもセーターの襟からちらりと見えたが、それとは別にもう一つなにか、革紐が首に掛かっているのが見えた。

「……よし、取れた」

　興味深そうに見上げるラナの前に、ヌメヌメとした光沢を放つ巾着袋が取り出され、フィーリオはこれを首から掛けていたのだと知る。フィーリオはその巾着袋の中身を取り出そうとしているようだが、ラナはその袋のほうが気になって仕方ない。

（革……？　にしてはつるつるで光沢が……。なんだろう）

　青白んだ革らしきものは独特の光沢と表面のザラつきがあり、見たことの無い革で作られている。素材が気になってしまうのは錬金術師としての性のようなものだ。

　が。フィーリオが巾着袋から取り出したものを見た瞬間、ラナはそれどころではなくなった。

















11　少なくとも常識はない












「ふ、フィー！　何ですかそれは！」

「すみません、これでお会計してもらえるかな」

　ぎょっとして溢れ落ちそうになるくらい目を見開き睫毛を震わせるラナをよそに、フィーリオは手の中で小さく転がるソレをぽーんと放って店員へと投げ渡した。そのあまりの雑さに、ラナは目眩でひっくり返るほど視界がくらくらとするのを感じた。

　それは、親指の先程もある大きな石のついた指輪だった。

「え、いや……あの、うちは貨幣のみでのお支払いを……って、え!?」

　投げて寄こした指輪を受け取った店員も、流石にフィーリオに反論しようと口を開くが、手の中にある指輪を二度見して声を上げた。

　ラナは錬金術師だ。

　薬品の素材として宝石を使用することもある。仕入れや依頼の際に偽物を掴まされるわけにはいかない。よって、宝石の勉強をして磨き上げた審美眼が備わっている。要は目利きだが、そのラナの錬金術師としての慧眼が言っている。

　これは本物だと。

「あ、足りなかった？　じゃあもう一つ……」

「フィー、駄目です！」

　軽い口調で巾着袋からさらに追加の宝石を取り出そうとするフィーリオの手を、ラナはパシリと強く握って止める。咎めるような声色を出すとフィーリオの動きが止まったので、ほっとして手を離した。

　こんな代物がもう一つ出て来るなんて、目眩を通り越して頭痛を感じ、蟀谷こめかみを軽く手で押さえて痛みを逃がそうとした。

「これ、どうしたんですか？」

　近くでじっくりと見ていないから分からないが、女性店員の手の中の指輪。

　恐らく石はルビーだ。

　ゴロンと転がったルビーは存在感を持って、白金の台座に鎮座している。最高級のルビーというのは、色が明るすぎても暗すぎてもいけない。燃えるように輝く、落ち着きのある、血のような鮮やかな赤、これが最高級の証だ。

　先程の指輪のルビーは正にそれだった。

　下手な小細工をしない、ルビーの中でも一般的なクッションカットがその石の魅力を最大限に引き立てている。周りを囲むダイヤモンドも、ルビーの透明感を引き立たせる脇役にしかならない。

　この最高級の指輪で、こんなちんけな服を買おうとしているのか、この男は。服ではなく、この指輪一つで服屋ごと買い取れる価値があるのに。

「拾ったんだ、海の底で」

「……ひろった」

「沢山落ちてるよ、特に沈没した船の周りとか」

「……たくさんおちてる」

「難破した海賊船とか、客船。輸送船とかもかな、船が引き上げられるのは稀だから朽ちていくんだ。僕の母がこういうの好きだから、巣に持って帰ってきて山程ある。寂しい人だから、光り物が好きみたいで……」

「……やまほど。……いえ、結構です、こんな宝石が貴方の家にゴロゴロあるなんて、聞きたくありません」

「ラナ、怒った？　どうしたの？　足りないならまだあるよ」

　フィーリオが不安そうにラナを窺うものだから、なんだか毒気が抜かれて体が弛緩した。

　フィーリオは人間ではない。人間の感覚とはズレている事柄のほうが間違いなく多い。その鱗片がこれである。

「いえ、怒ってはいませんよ。それに、足りなくもないです、お釣りで家が建つくらい足りなくないです」

「そうなんだ、なら問題ないよね」

「いや、問題なくはないな？　あっ、いえ、問題ありまくりです！」

　心のなにかがゴッソリと削られ、既に心労でクタクタになりそうだが、ラナは必死の思いでそう答えた。このまま会計を進めようとするフィーリオに焦って思わず敬語を外してしまうが、慌てて取り繕い焦燥を見せた。

「僕はラナに払わせたくない。そもそも買うのは僕の服だしね。それで、僕には支払う能力があり、かつこの指輪は僕にとって必要のないものだ。手放すことになんの抵抗もない。だから問題ないよね」

「ぐぅ……」

　オロオロしながら指輪を握り締めている女性店員を尻目に、順を追いそう言われるとラナはぐぅの音も出ない。いや、出たが。

　黙り込んだラナのフードを被った頭にフィーリオの大きな手がぽんと乗せられ、労うような優しい手つきでくりくりとラナの頭を撫でた。

「ラナは気にしないで、ね。……君、悪いけどそれで支払えるかな。お釣りは要らないし、この服の代金として」

「ええ、はい！　もちろんでございます！」

　ニコニコと上機嫌になった店員は何度も頷いて指輪をしっかりとポケットに入れた。このあと店員が店に渡すのか、それともフィーリオの購入代金を店に払い指輪を着服するのかは知らないが、なんとなく後者な気がしてつい、じとぉっと店員を見てしまう。

　だがフィーリオは気にしていない様子だし、それならばラナももう言うことはない。…………もちろん、やはり勿体無いとは思うけれど。

「ついでに、これも」

　ラナが店員を見ている間に、いつの間にかフィーリオが移動していたようだ。背後から声が聞こえて振り返ると、フィーリオの手には先程ラナが見詰めていた真っ白なロングワンピースが載っていた。

　ラナは本日何度目になるか分からない驚愕の感情を持て余しながら、これまた本日何度目になるか分からないぽかんとした表情でフィーリオを見詰めた。

「ええ、そちらもお持ちくださって構いませんよ。お兄さんの元々着ていた服と一緒に、袋に入れておきますね」

「ありがとう」

　あれよあれよと言う間に纏まってしまった話に口を挟む暇もなく、ラナが馬鹿みたいに口を開いている間に袋が差し出された。反射的に掴もうとしたそれを横から伸びたフィーリオの手が奪い、そして店から出て行く背中を慌てて追った。

　ラナはフィーリオの背中を追いながら、今日はなんて濃い一日なんだと肩を落とした。ここ最近なら、二番目に濃い一日だ。無論、これ以上に濃いのはマシューの頭を見た日である。

















12　それは時差も起ころうて












「頂けません！！！」

「時間差大丈夫？」

　ラナが声を張り上げたのは、店を出て、食事を摂って、森に入り、工房に戻って、お茶を啜りながら甘味を食べている時だった。

　脳を揺さぶる衝撃を受けたラナは始終ぼんやりとしていたが、今になってようやく意識が覚醒した。フィーリオの突っ込みも尤もっともな反応である。

「私……あんなかわいいお洋服は……着ませんから、いただいても持て余すだけ、です」

「なんで着ないの？」

「似合わないから、です」

　紅茶のカップをソーサーに戻しながら、ラナは居心地悪そうに椅子に座り直した。

　今日はかなりの距離を歩いたので、フィーリオは一つしかない椅子をラナに譲ってくれている。只でさえ身長差があるのに、ラナは座りフィーリオが立ったままだと視線を合わせることすらままならない。

　漂う茶葉の香りに乗せて、ラナは小さな声でぽそぽそと呟いた。

「なんで似合わないって分かるの？」

「だって……」

「好みの服を着ることも素敵だけれど、でもね。似合うか似合わないかを決めるのは見た側だよ」

「ですが、」

「ですがじゃないの。僕は、ラナがこれを着たら似合うと思ったからプレゼントしたいんだ。だからね、いつか着て見せて。それで似合わなかったら二度と着なくていいよ。……いい？」

「…………はい」

　そこまで言われると、ラナはもうなにも言えなかった。気恥ずかしさに俯き反駁はんばくをやめ、気不味さを誤魔化すために紅茶を口に含む。どうやら元々主張が弱いラナがフィーリオに口で勝てる日は来なさそうだ。

　ようやく静謐せいひつが訪れ、二人は穏やかに紅茶と茶菓子を味わう。

　今日のフィーリオを泣かせるミッションは既に失敗に終わっているため、すぐに帰ってしまうものだと思っていたラナにとって、こうして目的無く二人でお茶をするのはなんだか面映い。少なくとも、フィーリオにとって、ラナと過ごす事は苦痛ではないのだろうと思うと心が温かい。

　だがそれも、刻一刻と夕刻が迫る今、そろそろお開きになる。穏やかなこの時間が終わるのだと思うと物悲しく、どことなくしんみりとしてしまう。

「ところで、今日のデート楽しかったよ。また一緒に街に行こうね」

「デートではない」

　笑顔のフィーリオの言葉にギョッとしてついそう口をついて出てしまい、慌てて取り繕う。

「です」

「ふふ、そう？　僕はデートだと思うのだけれど」

「違います、散歩、兼、買い物です」

　キパリと言い切る口調は、ラナが自分で思うよりも数段キツイものになってしまった。言い過ぎたかとフィーリオの顔を覗き見るが、気分を害した様子はない。むしろどことなく機嫌がいいような、今にも鼻歌でも歌い出しそうな緩んだ表情だった。

　フィーリオがその長い髪を耳に掛けて、俯き加減に低く囁いた。

「ならそういうことにしておこうね」

　そのあと、この夕刻を少し過ぎてからこのお茶会はお開きになった。

　ドタバタの一日を終えたラナは工房の隅の唯一スペースのある床に寝転びブランケットを被り、今日一日を振り返る。

　楽しかった、とても。

　確かに一日の大半を驚愕の心情で過ごしたが、フィーリオと過ごすのは楽しい。片思いの相手だから、というのはもちろんある。

　しかしそれだけではなく、フィーリオのさりげない気遣いや豊富な話題がラナの心を弾ませた。行き際に怖い森を抜ける際、ラナがこれ以上怖がらないよう自然に視界を塞いでくれたこと。帰り道、ほぼ無言だったラナに海の中の話をしてくれたこと。ほとんど返事をすることは出来なかったが、きちんと話に耳を傾けていた。

　楽しかった、とても。

　ふと。叶わない恋だとしても、想い続けることは悪ではないのだろうか、と疑問に思う。

　フィーリオが愛する人と結ばれているのかは分からないが、もし、そうなら。自分のような人間がフィーリオの周りを彷徨うろつくことを、相手の女性が気に病むかもしれない。

　例えばラナに恋人が居たとして、その恋人に想いを寄せる女性が恋人の周りを彷徨いていたら……。

　そこまで想像して、ラナはブランケットを頭まで被った。

　そんなことラナには不快で、なによりも不安で耐えられそうにない。フィーリオの相手の女性に対し、申し訳ない気持ちが湧き上がる。

　ラナには目的がある。

　人魚の涙を貰うという目的が。幼馴染を呪いから救うという目的が。よって、今フィーリオの傍を離れるわけにはいかない。

　ならばなるべく早く、少しでも早く彼を解放するために、ラナは明日からまた頑張ってフィーリオを泣かせなければと改めて決意をする。

　そして想像した。彼に愛される幸運を手に入れた女性のことを。

　きっと美しく知的な、素晴らしい女性なのだろう。自分では到底敵わない、フィーリオの隣に並んでも遜色なく釣り合いの取れる、そんな女性。忘れられてしまったラナとは正反対の。

　出会った時から、今も、変わらずフィーリオに恋をする愚かなラナ。出会った時には既にフィーリオに想い人が居たのだろうか。

　それとも、あの時なら間に合ったのだろうか。

　忘れもしない、あの瞬間。ラナはフィーリオと初めて出会ったときのことを思い出した。

















13　ずるっとずっこけ！












　八年前、ラナがまだ十五歳だったころ。

　ラナは駆け出しの錬金術師として奮闘していた。傍はたから見ても必死すぎる程必死に、錬金術師としてのスキルを上げようと日夜無茶な採取を繰り返していた。

　ラナは祖父に育てられたが、その祖父が高名な錬金術師であったのも要因の一つだ。あの、国内屈指の錬金術師の孫。そのレッテルはラナの双肩そうけんに重くのし掛かり、ただただ一人前だと皆に認められたくて足掻いていた。

　結果として、二年も経つ頃には己の平凡さも受け入れ、吹っ切れて自分らしいペースで進めるようになったのだが。

　その日のラナは、海に素材の採取に来ていた。

　依頼されたのは〝かけるとガンコ汚れが取れるかもしれない薬〟で、とある商人から大量の発注を受け、ラナは気合充分にその調合に必要な素材を採りに来た。その必要な素材というのが、珊瑚を根城にする魚の魚影である。

　これは小瓶一掬いで大量の薬品を作ることが出来るので、どうしても街で買うと値が張る。だから錬金術師のほとんどが自ら採取に来る、比較的難易度の低い素材。

　のはずだった。

　到着した砂浜から、海に沿って切り立った岩場へ。覚束ない足取りでゆっくりとその岩場を進んだ。ここはよく祖父と共に素材採取に訪れていた場所なので、ラナにとっても慣れた場所だ。

　しかし、祖父が亡くなってからはしばらく誰も立ち入らず、その間手入れもされていなければ、岩を踏む者も居なかったため、岩場は馬鹿に藻が繁殖しぬるぬるとしていた。慎重に歩みを進めるラナの鼻を藻のもったりとした匂いが襲う。

　潮の引いた時間帯を選び、足を置く岩場から、一段下側の岩場を注意深く観察する。普段は海水に浸かっている場所が露出し、そこに張り付いた珊瑚の先端部分もちらほらと顔を出していた。いくつか並ぶ色とりどりの珊瑚の頭を見比べながら、魚の棲んでいそうな嵩かさの高く大きな珊瑚を探す。

　珊瑚に隠れ生きる魚はあまり大きくならない種か、稚魚が多いが、その中でも比較的大きな魚であれば魚影も濃く大きくなるし、採取もしやすい。

　だからラナは、大きめの魚も隠れられる大きな珊瑚に目を付け、そしてその珊瑚の下から魚が出て来るタイミングをじっと待っていた。

　その場にしゃがみ、どのくらいそうしていたのかはよく憶えていない。ただ、珊瑚の下からぬるりとした緩徐かんじょな動作で魚が這い出した瞬間はよく憶えている。

『あっ、いたっ』

　ラナはポーチから小瓶を取り出すと、その岩場からぐっと水面に身を乗り出して、出来る限り手を伸ばして、魚影の映る水面を追い掛けた。ラナの手の影に怯えた魚が身を翻し、そしてラナがそれを追う、そんな動作を数度繰り返しながら、袖捲りした手を海面の上で動かし続ける。再び珊瑚の下に潜り込んでしまわないように、慎重に、そっと、魚影の映る海水部分を小瓶に引き上げることに成功した。

『あと……、少しっ……！　……取れた！』

　嬉々として小瓶を持つ腕を高く上げて空に向かって小瓶を掲げると、なぜか視界がぐらんと揺らいだ。

『っえ？』

　先程出した弾む声とは真逆の、素っ頓狂な声を上げながら重力に逆らわず体が落下する。ああ、藻がびっしりと生えた岩肌だったのに、身を乗り出し過ぎていたのか、とラナが思ったのは水面に叩き付けられた瞬間だった。

　ズルリと滑る感覚があったのは錯覚ではなかった。

　今までクリアに聞こえていた音が、水中に入るとくぐもって聞こえる。

　ラナが落ちたことで海水が空気を含み、それが泡となり海面に向かってゆらゆらと昇っていく様を、他人事のように幻想的だと思った。パニックを通り過ぎた脳は一周回って冷静だが、脳内麻薬が出ているのか水の冷たさを一切感じない。生温い羊水にでも包まれているような、そんな心地良さすら覚えた。

　ラナは泳げる。人並み程度には。

　だが、服を着用したままでは水の抵抗も大きく、試しに軽く腕を動かし藻掻いてみたが、とてもではないが浮上できる気がしなかった。

（あ、死ぬんだなぁ……）

　そんなふうに思いながら、水の動きに抵抗せず波に攫われ沈んでいく。遠ざかる水面みなも、風が作り出したたゆる模様を霞む目で眺めながら、酸欠になりつつある働かない頭でぼんやりと、まだ生きたい、とそう願った。

　だが、現実としてラナは溺れかけている。止めていた呼吸の最後まで海に奪われるようにガボガボと音を立てて空気を吐き出すと、急激に意識が薄れた。

　目を閉じようとしたその瞬間、水中よりも鮮やかな、見たこともないほど美しい水色が視界を覆って、なにか力強いものに絡め取られ抱き寄せられる感覚を味わう。

『ああ、落ちちゃったんだね。大丈夫、僕が助けてあげる』

　海の水は冷たさなんて欠片も感じないのに、ラナに触れたものはひんやりと冷たい心地がして、ラナはその気持ちよさに体を委ねながらゆっくりと意識を手放した。

　最後に聞こえた声が幻聴ではないと知るのは、このすぐあとだった。

















14　こんなの思わずツッコミ入れる












『っぐ！　かはっ、けほっ、ごほっ!!』

　ひゅうと鳴る音と共に、急激に酸素が脳を駆け巡り、喉への不快さと鼻のツンとした痛みでラナは目を覚ました。ここが天国ならば、こんなにも苦しい思いをしなければならない理由はなんだと白む頭で謗そしる。塩辛い口の奥側から必死に何度も咳を繰り出し、この不快感を少しでも減らそうと尽力した。

　こぽ、かぽんと水が膜を破くような音と共に、ラナは口から海水を吐き出す。口の端から流れ出していく鬱陶しさもそのままに、思う存分空気を吸い込んだ。

『っは、はぁ、ごほごほっ、は、……っ、ぅ』

　咽たラナの腹を宥めるように手が優しく撫でていき、その心地良さにホッとして徐々に呼吸が落ち着いていく。そう、手が優しく撫でて……。

　…………手？

　ラナがパッと両目を開くと、眼前のごく近い位置に絶世の美貌が映し出され、折角再開した呼吸が止まりひゅっと白い喉を鳴らした。

『あ、良かった。生きてたね』

『だ、誰!?』

『そんなの君は気にしなくてもいいよ。それより体調はどう？』

　溺れた疲労感がなければ、今すぐにでも飛び起きて後退っているところだ。残念ながら今のラナにはそんな体力は残ってはいないので、飛び起きることも後退ることも出来なかった。

『ぁ……大丈夫です……』

『そう、良かったよ』

『あの、貴方は……』

『うーん、それは知らなくてもいいよ。だって……』

　不自然にそこで言葉を切った男は、その整った顔を優しく歪めて蠱惑的に笑いを浮かべている。思わずその表情に目を奪われながらも、ラナは遅れて回転し始めた脳で、自分はこの男性に助けられたのだと悟った。

　なぜなら、視界に映った男の下半身は、魚の持つソレであったのだから。

『だって、君はすぐ忘れてしまうから』

　そう言った男性は片手をラナに翳かざし、そのまま両の目の上にひやりとした手を優しく置いた。ラナの顔の半分もある大きな手で目を覆われると、男性がラナの耳元に顔を近付けた気配がした。

　溺れ掛けていたラナを助けてくれた、優しい素敵な人魚の男性。そう思うと同時に、ラナの小さな胸がどくどくと脈打ち高鳴るのを感じる。だから咄嗟に反応出来なかったのだ。

『それじゃあ、元気で』

『待っ……ごほっ、ごほっ！』

　低く甘い声で囁かれ、男性の手から漏れた濃色の青い光がラナの体を包んだ。会話の流れで察するに、これは忘却の魔法である。

　待って、と言おうとした声は上手く出ずに、代わりに出たのは苦しげな咳だけだった。

『大丈夫、起きたら全部忘れてるからね』

　先程水中で意識を失った時のように、じわじわと眠りに追い込まれ、そして。抵抗虚しくラナは意識を沈ませた。

　ラナが次に起きた時、辺りは人影のない暗い洞窟だった。

　洞窟の真ん中に大きな潮溜まりのあるそこは見覚えのない場所で、海水がキラキラと光っている。

　そして、ラナは叫んだのだ。

『いや忘れとらんやーん！』

　この出来事でラナはフィーリオを知ったのだが、そのあと再び会いには行かなかった。

　忘却の魔法を掛けられたということは、フィーリオにとっては忘れて欲しい出来事だったのだろう。そう思うと会いに行く勇気も出ない。

　結果として、ラナに上手く魔法が掛からず全て覚えていたが、目覚めたあの暗く美しい洞窟は、フィーリオの隠れ家のような場所なのだろうと察してそこには近寄りもしなかった。そう、今までは。

　マシューの持ち込んだ厄介な案件が無ければ二度と足を踏み入れることも、そして再会することもなかった。それでもなんの偶然か、それとも運命のイタズラなのか、二人はまたこうして再会してしまった。

（忘却の魔法か……）

　ラナが固い床の上でコロリと回転すると、肘がゴリと嫌な音を立てた。軽く眉を寄せて痛みを逃し、その場所を擦ると改めて体勢を立て直した。眠れぬ瞼を暗闇に向けてしぱしぱと何度か瞬かせ、ふぅと腹から息を吐き出す。

（人魚だから仕方ないよね……）

　珍しく希少な種族である、人魚。

　それはそう遠くない過去に乱獲される事件があった。ラナも詳しくは知らないが、人魚を捕らえては無理に涙を流させる蛮行に及んだ海賊や盗賊が居たらしい。

　そんな出来事があれば当然慎重にもなるだろうと理解出来るので、フィーリオがラナに忘却の魔法を掛けたことを責めるつもりはない。

　ラナは人魚という種族に明るくないが、明日にでもフィーリオに少し聞いてみようか、と、ふとそんなことを思う。

　希少種である人魚についての生態はほとんど知られておらず、本や文献でもその類のものはあまり出回っていないのだ。いつ終わるか分からないこの逢瀬だが、折角こうして傍にいるのだから、少しくらい聞いてみたいというラナの探究心がむくむくと顔を覗かせる。

　錬金術師とは、元は探究心の強い人間が、素材の研究や実験を繰り返すうちにそう呼ばれることとなった職である。高名な錬金術師を祖父に持つラナにも、その血は脈々と受け継がれていた。謎があればつい解きたくなってしまうのはその性なのだろうとラナは思う。

　だからこそ、厄介なマシューの呪いだって、なんだかんだとついつい解呪を引き受けてしまったのだ。

















15　想像を絶してしまっておりますが












　翌日も同じ時間にやってきたフィーリオだが、いつもどおりラナが泣かせることは出来なかった。

　普段通りのどこか飄々とした態度を崩さずに優しげな笑みまで浮かべられては本日もお手上げだ。

「ふぅ、今日も残念だったね、ラナ」

「まったく以てそのとおり残念でなりません」

「ふふ、もっと頑張らないと駄目だよ」

「……わかってます」

　ぷす、と頬に空気を入れてふくれっ面をするラナを、フィーリオは可笑しそうに笑って見ている。その水色の双眸が刺さり、ラナは居心地悪げに身じろいだ。






「帰る前に少しお茶しようよ、もう少しここに居たいな」

　フィーリオはそう言って立ち上がり、勝手知ったる様子でキッチンへと向かった。工房の端に設置してある小さなキッチンだが、ラナが使うことはあまりない。今はほぼフィーリオが使用している始末だ。ついには茶葉やティーカップの位置もフィーリオの使いやすいように変えられ、自分の家なのにラナにはお茶を淹れることもできない体にされた。

　ラナには身長が届かず、使っていない上の棚からフィーリオが茶器を取り出す。いつの間にそんなところに片付けたのかと思いつつも、その後ろ姿を見て、ラナはふと昨晩の思考を思い出して口を開いた。

「ええ、それは構いませんが……。あ、そうだ！　聞きたいことがあったんです。答え辛いなら答えなくても構わないんですけど……」

「うん、どうしたの？　なんでも聞いてくれていいよ」

「そうですか！　昔人魚が乱獲された事件があるって聞いて……」

「なんだ、それね。僕のことが聞きたいのかと思ったのに」

　コンロの上に置いてあるヤカンに水を入れながら、肩越しにチラリと振り返ったフィーリオは、その長い髪がサラリと揺れて色気に溢れていた。ラナは慌てて視線を逸らして俯き、落ち着かない様子で手遊びを繰り返す。揶揄いを含んだ口調でそう言われるとたじたじしてしまう。

「えっ？　あっ、すみません……。ええと……」

「いいよ、教えてあげる。当時ね、人魚は今よりもう少し人間に近い場所で生活をしていたんだ。どれくらい前だろう、僕が生まれたころだから五十年くらい前かな」

「……は？」

「人魚は今よりもう少し人間に近い場所で生活をしていた？」

「いえ、そこではなく」

「五十年前？」

　フィーリオの外見は二十歳半ば頃である。だが、フィーリオの口から紡がれた言葉はそれに見合わぬ数字で、ラナは俯いていた視線を上げてキョトンとその後ろ姿を見詰めた。

「因みに人魚の寿命は？」

「大体、三百年ちょっと」

　恐る恐る聞いてみた質問の返答は、ラナの想像を凌駕するもので、驚きと同時に納得の感情が心を占めていく。

　ラナがフィーリオに助けてもらったのは八年前だ。当然、人間ならば顔付きが変わってもおかしくない年数で、事実ラナは少女から女性へと変貌を遂げている。

　しかし、フィーリオは出会ったころと変わらぬ容姿のままだった。それも、人魚に流れる時間が人間のそれと違うのならば説明が付く。

「……いいです、続けてください」

「ん。それでね、五十年くらい前までは人間ともわりと仲が良かったんだよ。僕達ってマイペースで好奇心旺盛な性格の個体が多いから、海の中にはない、人間の作った物や食べ物には凄くそそられるんだよねぇ」

「へぇ……」

　くつくつと沸かした湯が煮える音が響いて、フィーリオはヤカンを火から降ろした。用意してあった茶葉入りのティーポットに注ぐと、ラナの傍のテーブルへと運んで来た。片手にティーポット、反対の手にティーカップ二つ、さらにはスラスラと会話を続けるマルチタスクっぷりに思わず感心しながらティーカップを受け取った。

「だから、人間から時々そういう物をもらって、それと引き換えに沢山の魚をプレゼントしてたんだ。なんだろう、持ちつ持たれつっていうか、そんな感じ？　でもその均衡は崩れてしまったんだ。海賊や盗賊みたいな犯罪者がこぞって海に出るようになったから」

「ああ、なるほど。船が発達してきた時代ですからね。その人達が人魚を捕らえて……」

　人魚の涙は途方もない金額になる。となれば強欲な人間達が黙っていない。どの時代にもそういう人間は一定数いて、悪さをするのだろう。

「そうそう、そういうことだね。君も欲しがっているけど、僕達の涙は人間にとってとても希少で高価なんだろう？　その時はこの辺りの海の人魚の半数近くが捕らえられたって聞いてる」

「半数も!?」

「まぁね。それで人魚を無理矢理泣かせるために、かなり凄惨なことをしたらしい。暴力は序の口で、目の前で子供を殺したりだとか」

「そんな……。酷い」

　ラナは堪らず口元に手を当てて小さく呟いた。

　フィーリオは特に気にした様子も無く言葉を繰り出しながら蒸らした紅茶をカップに注ぎ始める。ちゃぽぽ、と音を立てながらカップに流れ込んだ色付きの液体から香ばしい香りが立ち上った。

「……まぁそれは、海神が洪水を起こして街を流して収めたんだけどね」

　テーブルの上を滑らせるようにしてラナの前にカップを差し出すと、フィーリオは肩を竦めて見せる。そのおどけた様子が会話の重さにそぐわなくて、ラナは背馳はいちしているような感覚を覚えた。

「海神？」

「まぁ、神なんて名ばかりで、実態はこの辺の海域を仕切ってる長みたいなものだよ。偏屈なオジサン人魚」

「そう、なんですか……海神……」

　オジサン人魚というワードに、思わず中年太りでお腹がぽこんと膨らんだうだつの上がらない容姿を想像してしまう。

　上半身裸で下半身が魚のオジサン人魚。なんだか堪らずげんなりとしてしまいそうな想像に、ラナは二度、三度と頭を振ってその映像を脳内から追い出した。

「そうそう、僕の父さん」

「へぇ、そうでしたか、お父様が。…………お父さん!?」

















16　引っ張り過ぎも玉に瑕












「ちょっと……情報量が多すぎて……」

　まさか神と呼ばれるような人物がフィーリオの父親だとは。ツキツキと頭の痛む感覚がして思わず瞼を閉じた。この容姿の息子を生み出した父親がまさか先程想像した容姿だとも思えず、恐らくはもっと整った姿の人魚なのだろうと考えを改める。

「それでその件は収まったんだけど、でも僕達は人の前に姿を現すのをやめたんだ。もう、捕らわれないように」

「そうですか、だから私に……。いえ、賢明な判断ですね」

　だから私に忘却の魔法を掛けたんですね、と。そう言おうとして慌てて口を噤んだ。

　人間に捕らえられる恐怖がそうさせたのであれば、ラナが覚えていることを知らないほうが、フィーリオの心の平穏も保たれるだろう。昨晩思い至った理由はやはり当たっていたのだと再確認する。

　ラナは別に人魚を捕らえて拷問なんてする気はないのだから、八年前のあの時、初めての恋に落ちた大切な記憶は一人でそっと覚えていよう。

　そう思って、手元のティーカップに口を付けて喉に流し込んだ。

「とまぁ詳細はこんな感じだって聞いてるよ」

「なるほど……。なんだか想像以上に大変な話のようで、聞いてしまってすみません」

「いや、いいんだ。僕が生まれたころの話で僕自身は覚えてもいないからね」

　フィーリオは長話での口の乾きを潤すために、一気に冷め気味なティーカップの中身を飲み干している。さらにポットから注ぐと、保温されていた紅茶は再びほかほかと蒸気を上げた。琥珀色の液体がたぷんと水面に波紋を作ってすぐに収まった。

「それにしても、お父さんが海神……」

　今しがた露呈したフィーリオの立場が頭からこびり付いて離れず、無意識のうちにぽそりと溢してしまう。

　フィーリオはこの辺りの海域を仕切る長のようなものだと言っていたが、人間でいうところの国王に近い存在ではないかとラナは思う。となると、その息子であるフィーリオは王子の地位に相当するのではないだろうか。

　そう考えると、フィーリオの物腰の柔らかさや優しい言葉遣いなどがラナのイメージする王子にピッタリでなんだか微笑ましい。

「偉ぶってるけど、気のいいオジサンだよ。もう年だから引退したがってるんだけどね」

「引退……世襲制なんですか？」

「そう。でも僕はそんな煩わしいものになりたくないんだ」

「まぁ確かに……フィーは嫌がりそうって想像付きます。ふふ」






　堪こらえていた笑いが思わず溢れて、クスクスと漏らしながら肩を揺らすと、フィーリオは拗ねた表情で僅かに視線を鋭くしてラナを睨む。切れ長の目から放たれる睥睨へいげいは本気の怒りではなく、遊びを含んだ柔らかさがあるとラナにはすぐに分かった。

「わ、失礼だなぁ。僕のことどういう風に思ってるんだか」

「でも、実際嫌なんですよね？」

「……まぁね、ふふふ」

　フィーリオはご機嫌斜めな台詞を吐きながら、手に持ったカップをくるりと回すようにして手遊びしていた。ラナの言葉に、ツンと突き出した唇を引っ込めて蠱惑的に微笑んだ。

「フィー、そろそろ帰る時間ですよ」

　フィーリオの肩越しに、窓から夕日の傾き具合を見て、ラナは椅子から立ち上がった。壁に凭れてまったりしていたフィーリオも、その言葉で同じ様に窓から外を眺めている。

「あっ、本当だね。君の傍居心地が良くて、ついつい長居しちゃうな」

「……！　からかわないでください」

　こともなげに恥ずかしい台詞を言ってしまえるフィーリオが信じられず、それにまんまと赤くなってしまう自分も嫌で、ラナは背を向けてツンケンとした言い方で帰宅を促した。

「えー、本当のことなんだけどなぁ」

「いいですから、ほら早く服を脱いで！」

「ラナってば積極的」

「えっ？　やっ、バカ、違います！」

　明日、またフィーリオが訪れたら着られるように洗濯をしておかなければならない。それを分かっているはずなのに、フィーリオがわざと官能的なものに絡めた言葉で言うものだから、ラナは狼狽して声を荒げた。背を向けていたのに思わず振り返ってしまい、いたずらっ子のような顔付きをしたフィーリオとバチリと目が合った。

「冗談冗談。はいはい、さっさと帰ればいいんでしょう？　まったくもう、もうちょっとゆっくりさせてくれてもいいのに」

　ぶつぶつと文句を言いながら、それでも素直に服を脱ぎ始めたので、ラナは急いでもう一度後ろを向く。背後から、しゅる、しゅる、と布擦れの音が聞こえ、気不味い空気を誤魔化すように鼻を啜り、それでもこの気不味さすらくすぐったくて心地良く思ってしまうのだから世話はない。

「じゃあラナ、また明日ね」

　キィ、と立て付けの悪い扉が音を立てて、フィーリオの優しい声が響いた。

「はい、また明日」

　すぐにぱたんと扉の閉まる音がラナの後ろから聞こえる。ラナは漸く落ち着けるとホッと息をついて、今しがたフィーリオの出て行った扉に近寄るとその扉をそっと撫でた。

　少し感傷的すぎるだろうか。早く洗濯物をして、依頼されていた薬品作りの続きをしようと。そう思って踵を返した瞬間に、ドアの向こう側から陽気な声が聞こえた。

「あ、そうそう。僕の肌が見たいなら早く脱いでなんて言わずに、今度からはラナが脱がせ、」

「早く帰れ！」

　その声に返事はなく、代わりに湖からパシャンと魚が跳ねるような水音が聞こえた。

















17　やる事はやって…あっ












　フィーリオにとって、人間とは面白い存在だ。腕のようなものを尾の部分に生やして、それを自在に動かして歩く、不思議な生き物。

　フィーリオも魔法で人型になって脚で歩けるが、やはり尾ひれで水の中を泳ぐほうが自然で気持ちいい。まぁ人間からすれば、人魚のほうがよっぽど不思議な生き物だと思っているようだが。

　八年前のあの日、フィーリオは偶然見付けた美しい洞窟秘密基地へと向かっていた。

　海底にある自分の巣はフィーリオにとって落ち着ける場所ではなかった。父に恋をしている母と、まだ誰にも恋をしていない父。

　泣いて泣いて泣き暮らす母と、腫れ物を触るような父。冷めきった巣の中は重苦しい雰囲気で、フィーリオが息抜きに出掛けるのは、専らその秘密基地だった。

　若い人魚だった母は父に恋をして想いを告げた。

　恋に破れると泡になって消えてしまう人魚にとって、想いを告げるのは一世一代の覚悟が必要だ。

　父は母に恋をしてはいなかったが、否と返事をすると母が泡になり消えてしまう。海神として仲間を泡に帰すわけにいかなかった父は、母への返事をしなかったのだ。

　恋をしていない父は、母の気持ちを受け入れこそしなかったが、代わりに二人で暮らせる巣を作り、大切に母を守ってきた。そうして、そのうちにフィーリオが産まれた。

　焦がれて焦がれて、それでも手に入らない父に想いを寄せる母。自らが愛されない事実を嘆き、ポロポロと溢した涙はそのうちに、一つの部屋を埋め尽くす量になっていた。

　愛する人を想って流す最初の涙は、人魚にとってお守りのような大切な宝石だ。本来ならば父にあげたかっただろうその涙は、フィーリオの首に掛けられている。

　フィーリオは父も、そして母も恨んではいない。

　父を愛してしまった母が悪いわけでも、母を愛せない父が悪いわけでもない。二人ともフィーリオを可愛がり大切にし、慈しんで育ててくれる。二人の間に愛が無かろうと、不自由なく愛情のある家庭だった。

　人間が聞くと酷い話だと思うのだろうが、一生に一度しか恋のできない人魚にとってこの話はごくありふれた悲恋である。

　だが、時折どうしても息が詰まってしまうのだ。海神の息子である自分はどうしても過度な期待をされやすい。そういう時は決まって、息抜きに洞窟を訪れる。

　その日もいつもの経路で秘密基地へと向かっていた。

　ただいつもと違ったのは、海底にゆるりと沈んでいく白く小さいものが視界の端を掠めたこと。無視して洞窟へ行こうか、と思いつつも、人魚の好奇心が擽られて堪らずその物体へと泳いで近付いた。

　近付くにつれ見えたのは、生まれて初めて見る人間で、意識を失いかけたその人間は二本の脚が生えている。沈む体をそっと支えてやると、浮力があるにしても軽すぎるその重量にゾッとした。

（海を泳ぐ尾ひれがないだなんて、人間はなんて不便な生き物なんだろう）

　最後の息を肺から吐き出した人間を落とさないようにぎゅうと抱き締めて話し掛ける。水の中を揺蕩うその人間の髪を見て、今まで見た人魚の誰よりも美しい髪だと思った。

『ああ、落ちちゃったんだね。大丈夫、僕が助けてあげる』

　それがフィーリオの、ラナと出会った初めての記憶。

　フィーリオがラナに忘却の魔法を掛けたのは、父が決めた掟だった。

　同胞が乱獲された苦い経験から、人間と対峙した場合必ず忘却の魔法を使用するよう命じられている。この小さな少女が人魚に危害を加える存在にはとても見えなかったが、掟は掟。

　フィーリオは少女に忘却の魔法を掛けて全てを忘れるように仕向けたのだ。

　眠った少女をじっと見詰める。自分の半分ほどしかない肩幅に、小さな手、細い腕、そして二本の脚。指先で頬を突くとぷにぷにと柔らかい感触がした。

　種族的に美形の多い人魚と比べれば特別美人だとは言い難い。だがなぜかその少女が気になって、暫く隣に付き添った。

　巣に戻ってからも、フィーリオは少女のことを考えた。この興味はきっと、人間に向いたものなのだろう。そう思ったフィーリオは、人型で人間の街に遊びに行くようになった。

　父に知られれば憤怒し激昂される未来が目に見えていたが、それでも、人間の作ったもので溢れ返る街を散策するのは楽しかった。しかし、あの人間に初めて会った時のような高揚感は得られず、そのうちに街に行くのを止めてしまった。

　それから数年経ったある日、どこか既視感のある女性がフィーリオの前に姿を現した。

　それがあの時の少女だと気付いたのはその少しあとで、フードをすっぽりと被った姿では直ぐに察知できなかった。

　少女から女性へと変貌していて、人間の成長は随分と早いらしい。名前はラナだと教えてもらった。数年ぶりの再会に、途端あの時感じた高揚感が舞い戻り、ラナに興味が湧いた。

　ラナは友人のために解呪の薬を作りたいらしく、それには人魚の涙が必要らしい。フィーリオはそれを好都合だとほくそ笑んだ。

　詳しく聞いてみると、特に命に関わるような呪いではないらしいし、その友人には少し悪いがなんとか逢瀬を引き伸ばせないかと画策する。最終的には人魚の涙を渡すつもりだが、それまでの間は涙を見せずにラナの傍に居たかった。

　確認したかったのだ、この高揚感の正体を。どうせ部屋中に、母が流した涙が腐るほどあるのだから、いくつあげても構わない。

　ただ、フィーリオ自身の涙は流さないようにしなければ。ラナは、フィーリオの涙が宝石になると思い込んでいるのだから。

　契約を結んでから、本来なら泣かされなければならないフィーリオは笑いっぱなしで。

〝泣かせる〟のベクトルが明後日を向いているラナが可愛くて、むしろラナが泣きそうになることのほうがずっと多い事実にフィーリオの心が温まる。ひとつ、またひとつと逢瀬を重ねる度にじわじわと満たされていくのを感じ、フィーリオは海の底を泳ぐより、洞窟へ遊びに行くより、この時間が大切なものへと変わりつつあった。

　嬉しさや照れ、微笑みといった表情は隠そうとするラナ。

　驚きや戸惑い、憂いといった表情はすぐに表に出るラナ。

　一生懸命で、なのにどこか冷めたところのある不思議な女性はいつでもフィーリオの心を躍らせた。フィーリオに兄弟は居ないが、もし妹が居たらこんな感じなのだろうかと夢想する。

　可愛くて可愛くて、ドロドロに甘やかしてやりたいのにどこか悪戯心も擽られて、その度に少し揶揄ってしまう。

　もっと、笑った顔も困った顔も見たいと思うこの高揚感を探る為に、フィーリオは今日もラナの元へと出掛けて行くのだ。

















18　働いたら負けだと思ってる












「フィー、すみませんが明日はキャンセルに出来ますか？」

「構わないけれど……どうして？」

　フィーリオはキッチンで洗い物をしながら、ラナの言葉に肩をピクンと揺らして反応を返した。お茶を淹れてくれるのだから洗い物くらいする、とラナはいつも言うのだが、フィーリオが洗い場に立たせてくれない。

　フィーリオは振り向きもせず僅かに声色を硬くして、単調な抑揚のない音でラナに問い掛けた。

「実はそろそろ作らなくてはいけない薬品があって、それに集中したいんです」

「ふぅん……」

「恐らくもう幾許いくばくもしないうちに受け取りに来るはずなので、作っておかないといけないんですよね」

「そう……」

　その声色からフィーリオの真意を読み取れず、ラナは慌てて弁解するように早口に理由を告げた。

　本来なら内容を説明する義理もないのだが、ただならぬフィーリオの雰囲気に呑まれてしまい、ラナが悪いことをしている錯覚に陥る。口数の少なくなってしまったフィーリオを心配し屈託してしまいそうになりながら、フィーリオの後ろ姿に向かって名前を小さく呼んだ。

「フィー？」

「ラナ、君って錬金術師なんだよね？」

「はい、そうですよ」

　唐突になにを問われるのかと思えば、ラナの仕事のことだった。ピシャ、と手に付いた水を軽く弾いたフィーリオは振り返ってタオルを手にすると、拭いながらゆっくりとラナに近付いてくる。

　近過ぎても離れ過ぎてもいない、絶妙な距離感でラナを見下ろして、先程の固い声色からぐっと明るいトーンに変えて話し掛けられた。

「僕、君が仕事してるところ見てみたいなぁ」

「えっ!?　でも大昔の錬金術師のように金属を錬成したり、石を作ったりはしないのでとっても地味ですよ？」

「うん、それでもいいから見てみたい」

　現在、金属の錬成が出来る錬金術師はこの世にいない。

　ラナの祖父は、その高難易度の錬成が可能だったことから希代の錬金術師と呼ばれていた。しかし、神はその祖父を最後にして不世出な才能を世に出してはいない。

　派手なアクションのない地味な薬品の精製は、特に見ていて楽しいものでもないし、実際、マシューに『地味だ、つまらん』と言われたこともある。……もし今そんな口を叩けば、間違いなく残り少ない髪を引き抜いてやるが。

「……そう……ですか。わかりました」

「いいの？　明日も来ていい？」

「ええ、あまりお相手出来ないかもしれませんが」

　ワクワクとしたフィーリオの勢いに押されてラナが頷くと、その美しい顔に笑みが増した。






　錬成は、オペラやバレエのようなもの。

　ラナの祖父はよくそう言っていた。

　一つ一つ明確化された素材と手順、それを流れるように錬成する動きは正にオペラやバレエのような芸術性があると。

　ラナは朝摘みのコトコツロ草を有機溶剤に浸しておいたものを取り出した。しっかりと油が抽出されているのを確認すると、厚手の手袋を装着して海綿を掴み、油の中にどぽんと音を立てて腕を入れた。油を吸った海綿はふくふくと膨れ上がる。垂れ落ちないよう慎重に腕を上げて、テーブルに置いてある鍋の元へと大股で寄った。

　煮出して青く光る鍋の上で海綿をギュッと握ると、黄金の油が鍋の中にぼとぼとと落ちる。途端、鍋の中の液体が鮮やかな緑色に変わり、ラナは満足気に額の汗の粒を腕で拭った。

　手袋を外してその辺りにぽいと投げ、仕上げに、アルコール漬けしてある虹色トゲ鳥の羽根を取り出す。その名の通り虹色の羽根を持った、棘の生えた鳥から採取した素材である。

　アルコールがぽたんと机に滴るが、純度の高さから見る間に蒸発して消えてしまう。

　その羽根を、鍋の液剤の水面を撫でるように動かすと、鍋の中からパチパチと揚げ物を揚げているような破裂音が小さく響いて、ラナはホッとして羽根を引き上げた。成功の証の音である。

　午後に入ってから、かれこれこの作業を何刻も続けているラナの肩がキチリと悲鳴を上げている。非常に地味な作業を黙々とこなしていたが、それでもラナにとってこれは天職であり心から楽しめる仕事だ。

　痛む腕をくるりと回して解していると、背後から静かに声を掛けられた。

　精彩を放つラナをじっと観察していた双眸は、感心の色を乗せていた。

「ラナ、君凄いね」

「えっ？　いや、そんな……放ったらかしにしてしまってすみません。一旦休憩にしますね」

「うん、わかった。昨日は無理を言って了承してもらったんだから、僕のことは気にしないで。見ているだけでも凄く楽しいよ。ところでなにを作ってたの？」

　かなりの時間放っておいたが、フィーリオは不機嫌になることも飽きることもなかったようだ。作業に集中してフィーリオの存在を完全に忘れていたのを申し訳なく思いつつも、なにがそんなに面白かったのか甚だ疑問である。

「なら良かったです。作っていたのは〝カビを死滅させるかもしれない薬〟ですよ、地味な作業でしょう？」

「そうかな、動きが綺麗で……僕は好きだよ」

「…………」

　ラナが疲れた体を休められるよう、フィーリオが一つしかない椅子から立って場所を空けてくれた。その意図を正確に読み取り腰掛けると、フィーリオはサラリと賛辞を口にし、ラナは思わず押し黙った。

「照れてるの？　可愛いね。あっ、お茶でも淹れるから、少し二人でゆっくりしようか」

「て、照れてません！　お茶はいただきます」

　冗談じみた口調で揶揄いながらキッチンへと向かうフィーリオは、ラナに流し目で視線を向けてそう言った。

「……それにしても、ラナ。君は不思議な子だね」

「私にしてみれば、フィーのほうがよっぽど不思議な存在なんですが」

「そう？　そうか、そりゃそう思って当然だ。そういえば、もうそろそろ二度目の満月だね」

「ああ、もう……そんなに経つんだ……」

　相変わらずフィーリオの淹れてくれたお茶は美味しくて、ラナは香りを楽しみながらお茶を口に含む。一切の休憩を挟まず仕事をしていた体に染みて、ホッと息を吐いた。

　フィーリオに言われて初めて、そろそろ二度目の満月が近い事を思い出した。期間の半分が終わってしまうその寂しさと、まだ涙を手に入れていない焦りに心が暴れ出した。

「ラナが僕を泣かせるのはいい加減無理なんじゃないかって思ってるんだけれど」

「実は、思い付いた秘策があるんです」

「へぇ？　秘策ね」

「明日は覚悟しておいてください。本気でいきます」

「……それは楽しみだな」

　フィーリオの声のトーンは普段より一段低いものだったが、ラナはそれに気付かずに意気込んで、腕まくりして拳をぎゅっと握り突き出す。気合充分なそのポーズを見て、フィーリオがぷっと吹き出した。

















19　残念ながらそれでも賑わってなさそう












　翌日の昼間、そろそろ午後に差し掛かるだろうかという時間帯。ラナの家に訪問者が訪れた。

　薬品を作るラナの背後でガチャと扉の開く音がしたが手が離せず、一番重要なタイミングだったので目も離せない。

　訪問者に背を向けたままで手に持ったガラス瓶を揺らしながら、不思議に思った。フィーリオが来るにはまだ少し早い時間で、もしフィーリオならば必ずドアをノックする。

「ん……？　フィーですか？」

「いや、俺だ」

　控えめに問うた声に反応したのはフィーリオよりも数段低い声で、それがマシューの声だと分かるや否や落胆の気持ちが湧き上がった。コゥと扉から吹き込んだ風がラナの髪を揺らす。

「ああなんだ、マシューか」

「なんだとはなんだ。……冬に生きる蝶の鱗粉、手に入れたぞ」

　不機嫌そうなマシューの声は元の声の低さも相まって怒っているような響きだが、恐らく拗ねているだけだろうと察する。幼馴染だからこそ分かるが、普通の女性相手では怖がられてしまうのではないかと不憫に思った。

「そっか、お疲れ様。ちょっとその辺で待っててくれる？　これ終わらせたら呪いの進行具合見たいから。……というかドア閉めてくれないかなぁ、地味に寒いんだけど」

「ああ、待ってる。が、ドアは閉めない。俺がどれくらいの期間雪国に居たと思ってるんだ、太陽の光を浴びたい。だからドアは閉めない」

　断固とする強い口調でそう言われて、その傲慢さにラナは落胆の溜息を吐いた。

　やっと仕事が一段落ついて振り返った先には、見慣れてきた軍帽を被ったマシューがいて、笑いを溢さないように心と顔を戒めながらそっと近付いて帽子を取った。

　下から現れたのは、最後に見た時よりも酷い状態の頭皮で、笑いよりも先に訪れたのは憐憫の気持ちだった。

「うわぁ。……うわぁ」

「そ、そんなに酷いか？」

　ラナの反応に過剰にビクンと肩を揺らしたマシューは、捨てられた子犬のような不安に揺れる瞳をラナに向けた。

　頭頂部は地肌が完全に露出し、おでこの面積も上がっている。サイドはまだ地肌が見え隠れする程度だが、これも時間の問題に見えた。

「いや……まぁ、うーん。あるっちゃある」

「……かなり少ないんだな」

　落胆ししょぼくれた声はマシューが落ち込んでいると示していて、ラナはその声に慌ててフォローを入れようとマシューの顔を覗き込んだ。

「か、枯れ木も山の賑わいって言うし！」

「ふざけるな、俺の髪は意味のないものの寄せ集めじゃない。一つ一つ……いや、一本一本に意味があるんだ」

　我ながら地雷を踏み抜くような斜め上なフォローしか出来ず、案の定マシューは反発するように語気を荒らげた。ラナがはぁ、と小さく溜息を溢すと、その呼吸がマシューの髪をふわりと揺らす。そしてはらはらと二本の髪が床に散って行った。

「あっ、今意味が二つなくなったみたい」

「二本も抜けたのか!?　嫌だ、枯れ木に花を咲かせてくれ」

「だから今頑張ってるでしょ？」

　ここまで情けない姿しか見せていないマシューだが、これでも一個中隊率いる凄腕の軍人である。

　普段は部下に敬われ、そして恐れられている、強く厳しい人間であるはずなのに、毛髪くらいでここまでガタガタになってしまうとは。

　男のプライドとは面倒なものだ、とラナは倦厭けんえん気味に答えた。

「……これで、素材はあと二つだな」

　そう言いながら、マシューは胸元のポケットから小さな小瓶を取り出してコトン、と音をさせながらテーブルに置いた。

　中身はもちろん、冬に生きる蝶の鱗粉である。小瓶の中をキラキラと反射する粉末が舞って、スノードームのようにも見えた。ラナがそれを指先でつまみ上げて揺らすと、中の鱗粉の動きが一層激しくなった。

「あとは万年生きた亀の甲羅の苔と、それから」

「人魚の涙。亀は既に情報を仕入れていて、手に入りそうだ。そっちはどうだ？」

「ええと……まだ……」

　中々フィーリオを泣かせられないラナは、気不味そうに視線を逸らした。マシューが苔を入手してしまうと残るはラナの仕事だけ。

「なに!?　もっと気合を入れろ、そんなんじゃいつまで経っても手に入らないぞ」

「……そんな根性論で語られても。私なりに頑張ってるよ」

　焦りと苛立ちを含んだ声で言い詰められて、ラナはむっとして頬に空気を溜めた。

　マシューはカツンカツンとブーツの踵を鳴らして逼迫した状況を訴えるが、ラナだってこの状況を早く打開しなければと策を講じているのだ。横から口煩く言われては出来ることも出来なくなってしまう。

「早くしないと、お前の作った〝髪が生えるかもしれない薬〟でも限界が近い。対症療法もいいが、原因療法をしない限り俺の髪が……抜け続けるだろう」

　高級品を謳う育毛剤や櫛よりもラナの作る薬のほうが効果はあるようだが、所詮は呪いの進行を遅らせるだけに過ぎない。

「あっ、そうだ。マシューの為に〝髪が生えるかもしれない薬ＥＸ〟を作ったんだ！」

「使う」

　即答で答えたマシューの表情は真剣で、目が『早く寄越せ』と言っているようだった。基本構造は変わらない試験的な薬、〝髪が生えるかもしれない薬ＥＸ〟が益体気味の頭皮にどこまで効いてくれるかは分からないが、本人が乗り気で使用したいと言うならば試してやりたい。

　ラナは作業台の引き出しから薬剤の入ったブリキ缶を取り出した。
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　従来の〝髪が生えるかもしれない薬〟は液体タイプで、抽出した四種類の海藻エキスを使いやすい濃度に薄めたものだ。

　今回ラナが作ったのは、その上をいく代物だった。

　四種類の海藻エキスを六種類に増やし、希釈せずそのまま油分に変換させる。液体ではなく、半固形のクリームタイプになるまで練りに練った、塗っても流れ辛いこの〝髪が生えるかもしれない薬ＥＸ〟はラナの自信作である。

　マシューに効果が見られれば商人に卸そうと考えていた。

　幼馴染を実験台にするのは心苦しいものがあるが、本人も背に腹は替えられぬと納得の上で使用するのだから問題ないだろう。

　ブリキ缶の蓋を捻って開くと擦れてカラカラと音が鳴った。優しい薄緑色のクリームを指先の温度で柔らかくしながら少量取って、反対の手でマシューの顎に指をかけて上を向かせる。

「じゃあ塗るよ。ちょっとひやっとするけど、直ぐ体温で温まるからね」

「わかった」

　椅子に座って尚、ラナより少し下、ほぼ正面にある頭。

　生え際からクリームを塗ろうと上を向かせたが、瞼を閉じ素直に上を向く幼馴染の顔はやはり無骨な男前で、いっそ潔く髪を剃ってしまってもカッコイイのに、と残念に思う。

　とっ散らかった頭より見栄えも良くなるし、なによりそれが似合う顔付きでもある。フィーリオが髪を剃ってしまったら、と想像して、その似合わなさにふっと笑いを溢した。

「どうした？」

「ううん、なんでもない。付けるよ？」

「……ああ」

　生え際から指二本分下にクリームを塗布する。肌で温まっても垂れ流れない硬さに調整したが、上手くいったようでその場に留まっているようだ。

　ホッとしながら、後退した部分を取り戻せるよう念入りにクリームを塗り込んだ。

「今日はどんなふうに付けるのかお試しで付けてあげるけど、これからは一人で塗るんだよ？　基本お風呂上がりで毛穴が開いてる時がいいんじゃないかな」

「そうか、わかった」

「強く塗りこまなくてもその場に留まってジワジワ浸透するはずだから、優しく丁寧に。次は側頭部に塗るよ」

　不安にさせないよう優しい声色で細かに説明をしながら、手でクリームを掬っては塗る。上を向かせていたマシューの顔を傾けて、モミアゲや耳の上の辺りにもクリームを置いていった。

　しっかりと効果が出て欲しいので少々厚めに塗って、惜しまずブリキ缶のクリームを指で掻き出した。

「で、次は後頭部」

　両手でマシューの頭を掴んで下を向かせて、後頭部を曝け出す。ここはそう酷い状態ではなく、地肌が見える部分が少ないので髪を持ち上げて根本にヒタヒタと塗っていく。一番温かい後頭部でクリームが流れないのを見ると、ラナの思惑通りの固さになっていたようで一安心だ。

「で、最後に頭頂部。あー、やっぱりここが一番酷いね。でもって一番塗りやすい」

　ポソっと呟いたその言葉にマシューの表情が強張ったものになった。

　言い方が気に食わなかったようだが、黙り込んでいるので反論はしないようだ。

　柔肌にクリームを塗りながら少しマッサージをしてやると強張った表情が落ち着いたので、ホッとしながら施術を進めた。

「あれ、今気付いたけど睫毛も減ってない？」

　一通り塗り終えてブリキ缶の蓋を閉めようとした時に、ふとマシューの睫毛を見てそう思う。以前のふさふさとしていた睫毛のボリュームが少なく見えて、蓋を閉める手を止めてじっと観察する。

「……!!　な、そんな……」

「だ、大丈夫！　睫毛にも塗ろう！　天然成分と私の魔力しか入ってないから、もし眼球にクリームが触れても大丈夫！」

　椅子に座ったまま慌て出すマシューを宥めすかしながら再びクリームに指を突っ込むとにちゃりと音が鳴った。指についたクリームが他の部分に付着しないように手首を曲げて、掌底部分をマシューの頬に当てて頭を固定する。

「本当か……？　瞼に触れられるのは怖いんだが」

「私も他人の目なんて触ったことないから怖い！　大丈夫、塗って安心、舐めて安心の育毛クリームだから、睫毛も頑張って元に戻そうね！　ほら、もう一回上に向いてくれる？　そう、目を閉じて……そのまま」

　左手の指先でマシューの顎（おとがい）を持って上を向かせた。急所に触れられるのを怯えているのか、ふるふると揺れる睫毛と瞼をガン見しながらぴとんと右手のクリームを睫毛の生え際に塗り込んでいった。

「ん……」

「大丈夫？　こんなの初めてだもんね、私も初めてだし……。でも大丈夫、怖くないよ」

「ああ、……っ」

「んー……、あ、垂れそう」

　加減が分からず恐る恐る乗せたクリームの分量が多過ぎたようで厚ぼったく塗った場所から薬剤が溢れ落ちそうになっている。

　ラナは良く見えるように顔を近付けながら、小指の先で拭おうと指の腹を目尻に押し当てた。

「早くっ」

「わかってる、いい子に待ってて」

　マシューの目尻から瞼の中央へ指先を滑らせるようにしてクリームを拭うと、改めてちょんちょんと少量ずつを睫毛に沿って塗布する。

「ん、もう少し……」
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「ほら、もう一回上に向いてくれる？　そう、目を閉じて……、そのまま」

「ん……」

　そんな声が聞こえてきたのは、フィーリオがラナの小屋に近付いてすぐだった。

　ここに来る時はついつい浮足立ってしまい、その逸る心を抑えて湖から体を上げる。昨日ラナが言った、『秘策がある』という言葉がいつもよりフィーリオをわくわくさせていた。

　水の魔法を扱うのは得意なので、いつも通り指先一つ鳴らすだけで体から水分を飛ばして、それからラナが用意してくれている木箱を開いた。湖の傍に設置された木箱は雨風が凌げる程度の簡素な造りで、金具を外して扉を開くと中にはラナが洗濯して置いておいてくれる清潔な服が入っている。

　それを手早く身に着けてようやく、ラナの家に入ることを許されるのだ。人魚に服を着る習慣はないが、照れ屋なラナの為に服を着るようにしたお陰か、最近はすっかりと慣れつつあった。

　普段は閉まっている小屋の扉が開いていて、不思議に思いながら近寄ったフィーリオの耳に届いたのが先程の会話だ。

「大丈夫？　こんなの初めてだもんね、私も初めてだし……。でも大丈夫、怖くないよ」

「ああ、……っ」

「んー……、あ、垂れそう」

　聞き慣れない敬語ではないラナと、聞いたことのない低い男の声。

　聞こえてくる会話の内容に、嫌な汗が吹き出しそうな、腹の底がぐるぐると不快を訴える。吐き気にも近い感覚がフィーリオを襲った。体温の低い人魚だが、底冷えする悪寒が足元からゾワリと這い上がる。

　音を立てないようにして、開いたままの扉から中を覗き込んだ。

「早くっ」

　男の急かす声は切羽詰まったような、それでいて甘えるような声に聞こえて嫌悪感が湧き上がった。

　覗いた扉の中にラナの小さな後ろ姿が見えた。ラナの体で隠れてしまっているが、細い肩幅では隠れ切らぬ男の太い腕と足が見えてフィーリオは眉間に皺を寄せる。

　どうやら椅子に座る男に向かい合わせに寄り添っているようで、ラナは男を僅かに見下ろす位置から声を掛けているようだ。

「わかってる、いい子に待ってて」

　そう言って、ラナの顔がぐっと男の顔に近付いた。フィーリオの角度から見えたのはラナが男に口付けをしている姿で、その光景に思わず目を奪われる。

「ん、もう少し……」

　ラナの両手が男の顎や頬に触れていて、その手が男の顔の角度を変えさせる。

　今まで聞いたことのないラナの気安い態度、そして言葉遣い。それがフィーリオの心を揺さぶった。

「ラナ？」

　フィーリオにとってほぼ無意識に、自然に、二人の行為の邪魔をする呼び掛けがするりと口を突いて出た。不意に呼ばれたラナが振り返ってフィーリオを見留めると、その目が驚愕に見開かれた。

「ふ、フィー！　来るのが早かったですね、驚いた」

「……ああ、ちょっと早く着いて。……なにしてるの？」

「ぁ……っ、客か」

　慌てて男から一歩離れたラナは、チラリと背後に視線をやって、男を隠すようにその前に立つ。

　男は喉の奥から絞り出したような急いた声を出し、膝の上に置いてあった軍帽を慌てて頭にすぽりと載せたようだ。

　それからゆったりと立ち上がり、フィーリオを鋭い眼差しで射抜いた。睨んでいるわけではなく、元よりこういう目付きなのだろう。

　ここにきて初めて見る男の顔は想像以上に整っていて、フィーリオの顔とは違う男らしい精悍な顔付きである。異様に焦る心を押さえ付けて、フィーリオは男ににっこりと微笑みかけた。

「ラナ、俺は帰る。客人の相手をしろ」

「うるさいなぁ、わかってるよ。……あっ、待って、これ」

　そう言って、ラナはパタパタと動いて引き出しから大量のブリキ缶を布のバッグに詰め込んでいる。

　一つ入れる度に静かな部屋にカシャン、カシャンと音が鳴り、パンパンに詰め込んだ布鞄を重そうに持ち上げた。チラリと頭を掠めた手伝おうか、と思った気遣いは不要なようで、ラナは男に近付くと鞄を手渡した。

「はい、毎日使ってね」

「ああ、すまない。ありがたく使う」

　親しそうに笑い掛けて、親しそうに触れて、親しそうにプレゼントをするラナ。

　自分にはほとんど笑い掛けてなんてくれないのに。自分には触れてくれないのに。自分が触れると慌てて飛び退くくせに。プレゼントだってくれたことがないのに。

　そう考えると、フィーリオの心はどす黒い染みで埋め尽くされていくように感じた。

「そうだ、次に来るまで暫くは間が空く。亀探しと、それから……俺が追っていた呪術師のいる犯罪者集団がまた活動を開始したらしいから、忙しくなるんだ」

「そうなんだ、大変だねぇ。わかった、気を付けてね」

「じゃあ、また来る」

　見るからに強そうな、男の太い腕がラナの頭をぽんと撫でた。

　ラナも一切嫌がる素振りを見せず受け入れて、それどころか機嫌良く手を振り返す始末で、次の約束まで取り付けている。

　酷く居心地の悪い感覚に、今の人間の姿では存在していないはずの鱗が、開くような錯覚をした。

　妹のように可愛がっていた筈なのに、世の兄はこんな思いをしているのだろうか。実際に妹がいるわけではないフィーリオには分からないが、こんな嫌な気持ちになるくらいなら自分に兄弟は要らないと心の底からそう思った。

　男とすれ違う際に、もう一度チラリと目が合う。

　敵意のないその視線がフィーリオに刺さり、互いに様子を窺う様にして小さく目礼した。

「どうしました？　早く入ってください」

「……うん」

　ラナの言葉で扉の外に立ち尽くしていたことに気付いた。聞き慣れたはずのラナの敬語が無性に苛立ちを呼び起こして、いつもよりも大股で歩き家に入り込む。嗅ぎなれない薬草のようなもったりとした臭いが充満して鼻についたので、扉は閉めずに開け放したままにしておいた。
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「えっ、……フィー、どうしました？」

　いつも座る一つしかない椅子は、先程まであの男が座っていた椅子だ。そこに座りたくなくて、フィーリオはラナの傍に近寄った。

　途端に逃げるように距離を取るラナが気に食わず、さらに距離を詰める。

「えっ、え？　近っ、なにっ……フィー？」

　近寄る、逃げる、近寄る、逃げる、近寄る。

　半ば追い詰めるようにして壁際へと追いやると、黙ったままのフィーリオを不安げな二つの瞳が捉えた。口を開けば酷いことを言ってしまいそうで一呼吸置いてからゆっくりと口を開いた。

「ラナって……」

「……？」

　あんなふうに男性と接することが出来るんだね、と言おうとした口を噤む。一呼吸置いたのに、結局浮かんだのは嫌味のような台詞で、冷静さを欠いた自分に呆れてしまう。こうやって責める権利なんてフィーリオにはないのだから、言ってはいけないと己を戒めた。

「いや、なんでもない。ラナ、こっち向いて……」

　壁にぐっとラナを押し付けるようにして腕の中に囲い込むと、左手をその華奢な腰にくるりと巻き付けた。

　初めて出会ったときと変わらぬ細さは、あの時の水中で味わったゾッとした気持ちを呼び起こす。

　服越しに人間独特の温かい体温が伝わって、フィーリオの心を落ち着かなくさせた。

　右手でそっとラナの頬に触れると、元より上気した顔にさらに赤みが増した。そのまま視線を逸らせないよう優しく顔を持ち上げた。

「……ひゃっ」

「今の人は、恋人？」

　どうしてか、この問いはフィーリオに恐怖を齎した。

　なによりも聞きたくて、なによりも聞きたくない。そんな矛盾した気持ちを抱えながらも返答を聞き逃さないように上に向けた顔をじっと見詰めた。

「いえ……違い、ますけど……」

　ど、っと。

　安堵が血脈を駆け巡り体を満たしていくが、それと同時に僅かな苛立ちも芽吹いた。それは確かに小さな芽となって、腕の中で困惑しているラナに向かって急速に成長していく。

「ふぅん……恋人じゃなくてもあんなこと、出来るんだね」

「あんなこと……？」

　まったく心当たりがないといったその素っ頓狂な言い方に、堪らずその身長差を埋めるほど背中を曲げて顔を近付けた。

「なら、僕ともしようか……ん……」

「……ん!?　んんっ、ん！」

　軽く、ごく軽く、ラナの唇に唇を重ねた。想像以上に柔らかなその感触はフィーリオの苛立ちを浄化していくようで、重ねただけの唇から熱が伝わった。

「……ふ、……っん」

「んむっ、フィー！　っは、……ぁ」

　鼻にかかる甘い声は、今までラナから聞いたことのない類のもので、低体温な人魚の体が僅かに温度を上げた。ラナが驚きと戸惑いで縋るようにフィーリオの二の腕にしがみついて来たことに機嫌を上向かせて、一度唇を離した。

「は、なんか甘く感じる……」

　ラナに触れていた部分の唇の皮膚を、舌なめずりするようにぺろりと舌で拭うと、あるはずのない甘さを感じてフィーリオの顔が綻ぶ。なにか言いたげな、いや、実際なにか言おうとしたラナの唇を遮るようにもう一度塞いだ。

「ていうか、……っんん、んー！」

「抵抗しないで……ラナ……、っはぁ」
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　ラナの唇にぬるりと舌を這わせるとその矮躯が小さく震えて瞳が潤んでいる。両腕をフィーリオの胸板に当てて押し返そうとしているが力も殆ど入っておらず、それで抵抗のつもりなのかと言いたくなった。

　普段水の中で生活し鍛えられたフィーリオにとっては弱過ぎる抵抗で、その非力さに愉悦すら浮かぶ。

「ゃ、……っぁ……ふ、ぅ」

　呼吸がし辛そうなラナが口の端を僅かに開いたのを見逃さず、すかさずその隙間に舌をねじ込んだ。柔らかで湿った口内を楽しみながら、ゆっくりとした動きで歯列をなぞった。

　別にフィーリオは自分の口が大きいとは思わないが、ラナの口は唇も、舌も、歯も、フィーリオの持つそれとは違って小さい。ラナの口内を楽しむように舌であちこち探りを入れる。

　にちゅ、と粘性の水音が何度も部屋に溶けては消えた。逃げるラナの舌を追い掛けては自らの舌に絡め優しく扱いてやると、小動物のように身体を震わせている。獣のように貪りたい気持ちを抑え、ゆっくり、ゆっくりと舌を吸い上げるとラナの目尻に涙の粒が浮かんだ。

　一瞬焦ったものの、それが決して嫌悪から来る涙でないと分かったのは唇を解放したあとのラナの表情を見たからだ。

「ん……なんだろうね、ちょっと気分が良くなったみたい」

　顔を真っ赤にして溶けた表情のラナにゾクリと情欲が湧く。それは初めての経験で、堪らず腰に回した腕に力を入れて、さらに体を密着させた。

「な、な、な」

「な？」

　肩と口をわなわなと震わせて言葉に詰まっているラナが異様に可愛らしく見えて心臓がきゅうと絞られるように痛い。

　震える唇にまた触れたくて、でも怖がらせないように一呼吸置こうとラナの観察を続けた。フィーリオの鼓動が脈打つよりも少しだけ速くラナの鼓動も脈打っていた。

















23　少なくともレモンではない












「なんでこんなことするんですか！」






「……なんで……って言われても……僕もちょっと分からない」

　目尻も、耳も、林檎のように赤く染まった愛らしい顔で睨まれても、怖さなんて欠片も感じない。それどころかもっと見たいと嗜虐心が込み上げる始末で自分に呆れてしまう。

　ぴとりと重なった体からラナの火照る体温が伝わって、フィーリオの体温も平素より高いものになった。それが心地良くて、壁際に追いやったラナに緩やかに体重を乗せた。

「ねぇ、敬語取ってみてよ」

「……敬語を？　そんなこと……、急に言われましても……」

　先程の男に対する気安い態度を思い出して、試しに同じ条件を求めてみた。

　しかし、ラナはしどろもどろな口調で視線を揺らすばかり、望んだ返答は得られず、そのことが再び苛立ちを呼び起こした。

「無理なの？」

「無理、です」

「じゃあ僕から逃げないで」

「ええっ、それも無理……です」

　再度否定された事でフィーリオの苛立ちは加速度的に増した。

　この忌々しさや焦燥がどこから来るものなのか分からず、口端を片方釣り上げてふむ、と考え込んだ。

「気に入らないなぁ」

「そん、……んんっ！」

　気に入らない。だから、そんなことを言う口ならば塞いでしまえ、と安易にもう一度口を重ねた。なにか言おうとしていたようだが、どうせラナはフィーリオをもやもやとさせる返答しか寄越さないのだ。聞きたくないのだから塞げばいい。

「……は、……ぁ」

「んむ、ぅ……っ」

　今度は遠慮なく最初から舌を口腔に差し込む。二度目になっても少しも慣れず、余裕なくラナの唇を貪った。

　首を傾けて角度を変えより深く舌を挿入すると、ラナが息苦しそうにする声がフィーリオの耳朶を打つ。舌先から駆け巡る痺れを伴う快感が脳を犯していくようでゾクゾクと背筋が粟立った。

　重ねた唇から負の感情が抜け、嫌な気持ちが消えていった。

「うん、落ち着いた。なんだろう、君にキスすると落ち着く」

「はっ……、ぁ……。口付けは安定剤じゃありません！　し、わたしは落ち着きません!!」

「そうなんだ」

　ついに声を荒げて文句を言い始めたラナの表情がどこか陰りのあるものに変わって、フィーリオは抱き締めていた腕の力を緩めた。

　二人の間に小さな空間が出来て、今までフィーリオの胸板と手で上向きに固定されていた顔を俯かせ、睫毛を小さく震わせながら、ラナがポツリと呟いた。

「は、……初めて……のキス、だったのに……！」

「えっ……初めて？」

　その言葉はフィーリオの予想していなかったもので、その場にしゃがみ込んで俯くラナの顔を覗き込んだ。しかし、表情を見られるのが嫌なのか、ふいと横を向いてもう一度顔を逸らされてしまう。

「そうですよ！　別にロマンチストではないので海辺で、とか高級なレストランの帰りに、とは言いませんが、もう少しくらい……」

「初めてなの？」

「だからそう言ってるじゃないですか！」

　フィーリオは確信を持ちたくて、もう一度問い掛けた。

　初めて。なのだとしたら、先程の男とは口付けを交わしていない。

　別に今までラナが誰と口付けを交わしていようと構わないが、さっきの光景が口付けでなかったのだとすれば。恋人は居らず、男性と気軽に口付けをするような子でもない。それはフィーリオの今までの雑念を丸ごと払拭するものだ。

「さっきの男とキスしてなかった？」

「さっきの……あっ！　違う、違います！　角度的にそう見えたかもしれませんが、さっきのは薬を塗っていただけで！」

　少し逡巡したあとに思い至ったのか、ラナは言い訳のように言葉を並べ立てている。逸らされていた視線も今はしっかりと合っていて、その瞳に嘘はなかった。

「へぇ……、そっか。じゃあキスしてたわけじゃないんだ。そっか」

　不快が疑念に変わり、そしてそれが安堵へと形を変えていく。荒れた海のような心は穏やかな波で上書きされ、それと同時に温かいもので満たされた。

「だからなんなんですか急に！」

「いや……、そうか、初めて……」

　思わずニヤけそうな顔を引き締めもせずそのまま表に出すと、ラナは拗ねた口調でムッとして、フィーリオの肩をぎゅうと押し返してきた。

　流石にしゃがんだまま肩を押されるとよろけそうで、肩に触れたラナの手を優しく捕えた。

「……どうせ初めてでしたよ、フィーみたいに慣れてません」

「慣れて……？　僕も初めてだよ」

　むくれたままのラナの手を引くとあっさりとフィーリオと同じ様にしゃがんだ。再び近くなった距離感は漸近するものの重なることは無く、だがその近さにラナが再び頬を染めた。

「えぇ……？　なら余計になんで……。もう貴方がなにを考えているのかわかりません」

「そう？　僕は僕がなにを思ってるのか、今はっきりわかったけどね」

　そう、フィーリオは今はっきりと自覚した。

　ラナが他の男と親しそうにしている事に腹が立っていた理由も。ラナの初めての口付けの相手が自分なのが嬉しい理由も。

　フィーリオはラナに恋をしているからだと。

















24　切実に叶ってほしい、何が何でも！












　ラナの頭はパンク寸前であった。脳内を占めるのはフィーリオのことで、もちろん議題は唐突な口付けについてだ。

　会話の流れから、ラナとマシューが口付けを交わしたのだと誤解していたのは理解した。しかしそれがなぜ、フィーリオとラナの口付けに繋がるのかが理解出来ない。

　否、理解出来ないのではない、おおよそだが見当が付いている。

　ただその内容が自分に都合の良過ぎる妄想に思えて、そうだと確信出来るまでは信じたくない。それでもこの思考は際限なく溢れ出し、ラナの中を侵食し埋め尽くして消えてくれない。

　もしかして、フィーリオはヤキモチを焼いていたのだろうか。

　年頃のほとんどをこの小屋で過ごして来たラナは俗世との関わりを持つ機会なく生きてきた。特定の人物から好意を向けられた経験もなければ、当然ながら交際経験もないため、フィーリオの行動の意味を頭では理解していても心が受け付けない。

　いくら経験がないとはいえ、鈍くはない。もしフィーリオがラナに好意を抱いているならば気付くはずだ。

　しかし昨日までのフィーリオにラナへの恋愛感情は感じられなかった。

　好かれてはいただろうが、それはどちらかと言えば肉親に向ける愛情のような、そう、例えるならば妹へ向けての愛情が近いだろうか。揶揄ってみたり、ある程度のスキンシップを図ってみたりと、明らかに恋愛から来る類のものではなかったのに。

　フィーリオには想い人が居るのではなかったか。そうでないなら、フィーリオの首から垂れ下がる涙はなんなのか。

「ねぇ、ところで……」

「はい？」

　唐突に声を掛けられて、ラナは自分がカップを握ったまま飲みもせず考えに耽っていたことに気がついた。

　いくら考えても、本人に聞くまではラナがフィーリオの気持ちを理解することなどできない。ぐるぐるとショート寸前まで考え込んでいた脳を休ませるため、思考を放棄して、いつになく上機嫌なフィーリオを見遣った。

「さっきの男の人って、お客さん？」

「マシューのことですね。客……と言えば客ですが、幼馴染ですよ」

「へぇ、幼馴染ね。彼、奥さんはいるの？」

　フィーリオがマシューを気にする理由を考えると、やはりラナの仮説が正しいのではと確信に拍車をかける。特に隠すような間柄でもないので素直に口にすると、その度にフィーリオの表情が落ち着いたものへと変わった。

　すっかりとぬるくなったカップをテーブルに置いて、立ちっぱなしの足を休めるために作業台によじ登り腰掛けた。

「いえ、居ないです。あっ、でも、ええと……確か牛乳屋の……いや、違うな。パン屋の娘さんに片思いをしているのだと言っていた気が……」

　暫く前にマシューが溢した内容を思い起こしながら口にしたが、あれから進展があったのかどうかは聞いていない。いまだにその女性に片思いをしたままなのか。それとももう別の人に懸想しているのか知らないが、頭皮に対する往生際がやたらと悪いのはもしかするとそれが要因かもしれないと思い至った。

　変な方向にプライドの高いマシューだから、髪がない状況ではアプローチできないのかもしれない。

「そうなんだ。実るといいね、心の底から」

　フィーリオの含蓄がんちくした言い方に引っ掛かりを覚えながらも、ラナはその言葉に素直に頷いた。

「そうですね。彼が私に呪いを解呪する秘薬の製作を依頼してきたんです」

「へぇ、因みにどんな呪いなの？」

「それは……マシューの威厳及び尊厳、そして体面とプライドのために伏せておきます」

　最終的に解呪してやるつもりなのだから、別に話しても構わないのではないかと頭を過ぎる。しかし万一解呪が出来なかった場合、そして解呪出来たとしても拗ねる可能性を加味して熟考した結果、内容は伏せておく事にした。

　マシューは拗ねると面倒臭い。それはもう、果てしなく面倒臭いのだ。

「そんなに？」

「本人は気にしているので、秘密です」

「そう言われると余計気になるんだけど……。そう言えば昨日、僕を泣かせるための秘策があるって言ってたけど」

「あっ、そうでした！」

　気になる、と言いつつも深くは追及せず上手く話題を変えてしまう辺り、フィーリオの気遣いが見えて、素直にその気遣いに甘えて乗っかることにした。

「今日のは多分、流石のフィーも泣きます。これで人魚の涙、ゲットです」

「へぇ、随分と自信有りげだね？」

「ちょっと待ってくださいね、準備しますから」

　フィーリオがなにをされるのかと興味津々にラナを見る。上品に紅茶を啜っていられるのも今のうちだと意気込みながら、ひょいと作業台から降りてローブの袖を捲り始めた。

　右手も、左手も三回ずつ折り込んだ袖は、短くなってラナの白い腕を晒す。一、二度わきわきと手の指を曲げ伸ばしして調子を確かめると、椅子に座ったままのフィーリオに一歩近付く。

　なにが始まるのかと、ラナのカップの傍にフィーリオのカップを並べるように置いて、ラナの怪しく動く手を楽しそうに見遣るフィーリオにもう一歩近付いた。

　そして、普段より一段低い声のトーンで話し掛ける。

「さぁ、覚悟はいいですか？」

















25　形勢逆転、頼むから許して












「失礼しますね」

「え？　うん……」

　ラナがじりじりと近寄る様子を見て、フィーリオは些いささか不安げな表情でぴしりと背筋を伸ばした。戸惑いを含んだ様子で、それでも抵抗はせず大人しく椅子に座っている。

　ラナは最大限に距離を詰めて、そっと手をフィーリオの腹部へと持っていった。そして、ぴとりと服越しに触れると、その手を……否、指を動かし始めた。

「っわ、……！　ラ、ナ……！」

　ひっくり返った甲高い声がフィーリオから出て、途端焦ったように仰け反りラナを切なく呼んでいる。しかしそれを意に介さず、ラナはゆるゆると優しく指で脇腹を擽った。

「どうですか？　くすぐったいでしょう？」

「くすぐ……ふ、ぅあ……、ちょ、待っ！」

　フィーリオの整った顔が笑いに歪んで、指から逃れようと椅子の上で暴れ始めた。

　しかし、いくら仰け反っても、背もたれのせいでそれ以上後退できずにガツガツと何度も背中をぶつけている。ラナはもっと追い詰めようと指を動かす速度を速めた。

「抵抗しないでくださいね」

「ふはっ、く……ふふ、……っ駄目！」

「そのまま笑い泣きしちゃってください」

　行為を中断させようとフィーリオがラナの肩に手を伸ばすが、遮るように固い声を出すと伸ばしかけていた手がピタリと止まる。笑いに合わせてフィーリオの長い髪がサラサラと揺れて、こんな時でもとても美しく見えた。

　背後に逃げ場がないと理解したフィーリオが、今度は身を守るようにして背を曲げた。前屈みの体勢で、脇腹に手を差し込めないよう両脇を締めているが、あまり締め過ぎるとラナの手を痛めてしまうと考えているようで、強くは抵抗出来ずゆるゆるである。

「ちょっ、ラナ！　っはは、……く！」

　興が乗って来たラナはにまにまと笑って、追撃しようと脇腹から徐々に上へと手を滑らせる。服越しにフィーリオの筋肉の硬さが伝わって、その贅肉の無さに感嘆と羨望の眼差しを向けた。ほんの少し、恨みを乗せるようにしてわきわきと指を動かすと、明らかにフィーリオの反応が変わる。

「待って、駄目っ！　くく……っ、ふ、だ、め……！　駄目だってば！」

「ひゃっ!?」

　気を良くしたラナがもっともっとと調子に乗り始めた辺りで遂にフィーリオの限界が訪れたようで、ラナは視界がぐるりと前後反転した。

　気付いたら、ラナはフィーリオの膝に乗せられていて、後ろからぎゅうと羽交い締めにされている。状況を理解するとサッと顔に赤みが差して、急いでそこから退こうと暴れ始めた。

「ラナ、駄目。ストップ」

「で、でも……」

　先程口付けされた時はこれ以上に近かったのに、それよりも激しく心が暴れ出した。

　ただただ翻弄されていた口付けは、ラナのキャパシティーをオーバーしてしまい、深く考えずに胸中に封印できた。

　しかし後ろから抱き締められるだけとなると、下手に情報処理をしてしまえる分、ダイレクトにラナの心を揺さぶった。

　頭の上からフィーリオの優しい声が降ってきて、その距離の近さにドギマギとしてしまう。

「駄目。これは駄目。僕こんなこと初めてされたよ」

「もう少しで泣くかも……しれなかったのに」

　膝の上でカチンと固まりながら、恐る恐る首だけで後ろを振り返ると、その美貌が近過ぎて慌てて前に向き直した。この作戦の有用性を見出したところだったのに、強制的に終了させられて肩を落としてしまう。

　今まで碌な反応を示さなかったフィーリオが、初めてここまで激しく反応したのだ。もう少しで、という悔しさが拭えない。

　と。肩を落とすラナの背後からフィーリオの左手が伸びて、ラナの左腕に触れた。それはどこか艶めかしい動きで腕を伝い、手首へと到達する。

　左手首を握ったフィーリオはそのまま右手首も同じ手で握り込んだ。

「そうだね、でも駄目。……仕返しね」

「えっ!?　ちょ、待って、あっ、……っひゃ、わ、はは！」

　一際近い、耳のほぼすぐ真横でそう囁かれ、拘束された腕を上に持ち上げられる。フィーリオの右手がラナの胴にぐるりと回って、両手が上がりガラ空きの脇をこちょこちょと擽り始めた。

「どう？　される側になるのは」

「やっ、やです！　ははははっ！　ゃ、くるしっ……ふ、あははは！」

　ラナは苦しげに表情を歪め、それでも笑っているような苦悩の表情で身を捩った。フィーリオは擽られている間、歪む表情すら上品であったのに今のラナはみっともない姿である。

　じわりと生理的な涙が浮かび始めて、うるうると目尻を濡らしながら首を振って抵抗する。

「だよね、僕も苦しかった」

「ごめっ……んははっ、ごめんなさいっ！　もうしない、しないから！」

　背を丸めたり、仰け反らせたり、左右に曲げてみてもフィーリオの拘束は緩まない。ラナは全力でフィーリオから逃れようと暴れているのに、左手一つで全て封じてしまうその腕力に驚いた。マシューのようなゴリラからそのような力が出るなら理解出来るが、フィーリオはそう筋骨隆々なタイプではないのに。

　堪らず降参の意を伝えながら再び振り返ると、フィーリオは真剣な表情で手を動かしているようだ。いつものようにもっと揶揄うような顔付きかと思っていたので面食らう。

「んー……………………。楽しいからもう少しだけ」

「そんなっ……！　うひゃ、ぶは！　ふ、ははははっ！」

　フィーリオの観察するようなじっとりとした目線はラナの潤んだ目や赤らんだ頬を捉えていて、暫く思い悩む様子で唸ってから地獄のような言葉を吐き出した。ラナが解放してもらえたのは、それから半刻も経ってからだった。

















26　こういうのは大抵露呈するからダメ












　満身創痍なラナはフィーリオに椅子を譲ってもらい、上半身を捻って背もたれに両腕を引っ掛けてぐったりとしていた。笑い過ぎて乱れた呼吸を整えるために何度も深呼吸を繰り返した。

「反省した？」

「っはい、はぁ……っ、した、しました」

　片手を上げて降参を示しながら、酸欠の体をくたりと椅子に沈ませた。

「なら良し」

「……もう少しだったのに」

「なにか言った？」

　ラナがぶすくれて呟いた言葉はしっかりとフィーリオの耳に届いていたようで、慌てて背もたれから腕を外して背筋を正した。拗ねていた表情を戻し、ピシッと綺麗な姿勢で椅子に座り直してぶんぶんと左右に首を振った。

「い、いえ……！　すみませんでした！」

「うん、擽るのは禁止ね」

「はひ……」

　フィーリオの声が普段よりも迫真味を帯びているのを感じ、今後轍てつは踏まないと心に決めた。フィーリオに返り討ちにされるのがオチだろう。今日は身を以て力でも言葉でも敵わないと知らしめられた。

「さて、明日なんだけれどね」

「はひ？」

「ちょっとお出かけに付き合ってもらいたいんだ」

　唐突に持ち掛けられた誘いはラナを困惑させた。あまり外出しないため不安感が込み上げたが、フィーリオのわくわくとした楽しそうな表情を見ると思わず了承してしまった。

「お出かけ？　構いませんが……ええと……」

「うん、じゃあ決まり！　大体いつもと同じ時間にここへ来るから一緒に出かけよう」

「えっ、あ、はい。どこへ行くんですか？」

　サクサクと決まっていく予定に頷きながら、行き先を問うた。アクティブでないラナにとって、外出は神経を使う。予めある程度情報があれば心構えや準備が出来ると思っての質問だった。

　しかし、フィーリオはその問いに答えず、唇に人差し指を当てて〝しーーー〟といたずらっぽく笑う。

「それは明日のお楽しみだよ」

「そう、ですか……なんか怖い」

「ふふ、楽しみだなあ」

　複雑そうなラナとは裏腹に、フィーリオは楽しそうに目を細めて笑った。

　フィーリオが帰ったのを見送ってすぐ、ラナはずるずるとその場に座り込んで、今日あった堪らなく奇怪な出来事を思い出していた。

「なん、だったのあれ……」

　あんな情熱的な口付けが初めての経験になるとは思っておらず、時間差で衝撃が身を焦がす。ぐつぐつと脳が煮える感覚は心地のいいものではなく、その理由を考えるのに必死になった。

　人魚の気まぐれであんなことをしたのか、それとも嫉妬してくれたのか。残念ながら、いくら考えても答えを導き出せない。日が暮れるまで工房の真ん中に座り呆然としていたが、疲れた脳はやがて思考を放棄した。






「それでも陽はまた昇る……」

　ラナが呟いた言葉は静寂に呑み込まれ、誰にも返事をもらえずに消えた。

「うーん、どこに出かけるんだろう……」

　落ち着きなく部屋の中を右往左往し、約束しているお出かけに思いを馳せた。街に下りるなら新しいローブを出そうか、森の中の散歩なら歩きやすいブーツがいいだろうかと頭を悩ませる。

「いつもの服でいいのかな……」

　ウロウロとしていた足を小さなクローゼットの前で止めて、オーク材の扉を左右に開いて中に視線を漂わせた。

　服なんてほとんど持っておらず、上段はローブ、下段は地味で実用性の高いジャケットやボトムスばかりが並んでいた。クローゼットの底面にいくつかの寝間着が畳んでおいてある程度で、可愛らしい服など持ち合わせていない。クローゼット自体小さめなのに、それでもスカスカである。

　ふと、一番端に掛けられた、明るい色のワンピースが目について、無意識のうちに手が伸びた。以前、フィーリオと街に出かけた際にプレゼントしてもらった真っ白なロングワンピースだ。

「こんなの、着てみたり……しちゃって」

　手で持つと滑らかな触り心地で、繊細なレースがあしらわれた可愛らしいデザイン。

　あの店の中でも高級な部類だったのだろうと窺えるソレを何度か指先で撫で付け、それからローブと下の服をバサリと脱ぎ捨てて雑多に散らかる床に投げ捨てた。

　そしてゆっくりと、ワンピースに袖を通していく。フィーリオに手渡されるまま試着せずに買ったそれは、驚きの正確さでラナの体にピタリとフィットして、フィーリオの目測に感心すると共に少量の恐れが湧き上がった。

　左に三歩、カニ歩きで移動してスカートの裾を持ってひらりと広げてみる。

　クローゼットの横に置いてある姿見に全身を映してくるりと一回転すると、スカートがふわふわと揺れて靡いた。美しいシルエットに見惚れそうになるが、はっと我に返り慌てて床に脱ぎ捨てた服を拾い集めた。

「んんっ、なにやってんだろ、恥ずかしい。やめよ！　いつもの服で、」

「ラナ、ノックしても返事がなかったから」

「ひゃい!?」

　唐突に工房側から声を掛けられ、ラナは驚いて手に拾い集めた服をバサバサと床に取り落とす。

　振り向くと、仕切りになっている壁から顔を覗かせるフィーリオが居て、バクンバクンと心臓が脈打ち始めた。フィーリオがラナを凝視しながらゆっくりと近付いてくるのを見て、しゃがんだままローブを掴んで体を隠すように抱き締めた。

















27　逆に出来ない事あります？












「わぁ。それ、凄く……」

「す、すみません！　すぐ着替えますから！」

　フィーリオはラナに近寄ると、その場に立ち尽くしてしまった。込み上げる羞恥に体を小さくして、上からローブでも羽織ろうと広げていると、フィーリオが慌てた様子でその手を捕えた。

「いや、待って待って、駄目だよ。着替えないで。僕のプレゼントした服、着てくれたんだね」

「で、でも……」

　しゃがんだままのラナを立ち上がるように促して、手の中のローブを奪い取られた。体を隠すものがなくなったラナは、おろおろとしながら腹の前で腕を組んだ。

「物凄く……、良く似合ってる。正直可愛い……」

「っ……」

　フィーリオの口が紡いだ褒め言葉に反論しようと顔を上げるが、その表情を見てなにも言えなくなってしまう。

　大きな手で口元を覆い隠し、目はラナから逸らして床を見詰め、白い頬が薄っすらと赤みを帯びていた。見るからに照れていると分かるフィーリオの顔で、その言葉が心から言っているものだと理解し、口を引き結んで黙った。

「その服で出かけよう。おいで。髪を結ってあげる。僕得意なんだ」

「……はい」

　エスコートをするようにラナの腕を取ったフィーリオに導かれるまま、工房の椅子に腰掛けた。背後に回ったフィーリオが髪に触れて、熱なんて感じないはずの髪の毛が、火傷をしそうな錯覚を覚えた。






「ほら、出来たよ。んー、我ながら中々」

「わっ……！　なにこれ凄い！」

　ラナは、完成した髪型を手鏡の角度を何度も変えながら覗き込んだ。わずかな時間しかかからなかったのに、美しい仕上がりで思わず声のボリュームが大きくなってしまう。

　左右の耳の上から後ろまで編み込み、すべての髪を纏めて三つ編みで括った可愛らしいフェミニンなローポニーテール。

　低い位置で柔らかく纏められているため、清楚で大人っぽく、ロングワンピースにもよく似合っていた。

「ふふ、母の髪をよく結ってあげてたから……けど、母の髪は癖っ毛でね。ラナの髪は細いけど纏めやすくて楽しかったよ」

「そう、ですか。あの……ありがとうございます」

　自分の指で何度か後側を触って確認してみると、編み込みのもこもことした感触が伝わった。フィーリオのどこか得意気な表情が、親に特技を自慢した子供のようで、思わず笑顔が溢れた。

「うん、いいんだ。さて、じゃあ可愛いお姫様。僕と一緒に出かけてくれる？」

「……」

　手に持っていた手鏡を置きながら頷き、そっと椅子から立ち上がった。いつもなら反論するであろうお姫様のワードにも、今日は一々引っ掛かることなく、素直に頷いておく。

　工房の入り口に掛けてある鞄を手に取ると、肩から斜め掛けにして、二人で並んで小屋を出た。

「よし、それじゃあ行こう！」

「あの……どこへ？」

　行こう、という言葉とは裏腹に、フィーリオは家からすぐの湖で足を止めた。

　森の中へ行くのかと思っていたが、こんな変哲もない湖で立ち止まっていてもどこへも行けない。キョロキョロと辺りを見回すラナの手を、フィーリオが優しく取った。

「ふふ、おいで」

　湖の縁ギリギリの足場に立って、フィーリオに引き寄せられた。そして向き合う形でぴたりと引っ付くと、離れないようにラナの背中に両腕を回される。

　湖の清涼感のある水っぽい空気が肺に入り込むと、体温を奪われる心地がした。

「じゃあ、準備はいい？」

「えっ、なんの準備、」

「良さそうだね！」

　唐突な密着にラナが目を白黒とさせている間に、勝手にどんどん話が進んでいく。フィーリオのブーツが砂利を踏んでジリリと音を立て、距離感に照れる間もなく言葉を畳み掛けられた。

「話を聞い、……っきゃあああ!?!?」

　次の瞬間。ラナの視界がゴロリと反転し、驚きに悲鳴を上げた時には、視界に映る景色が全て濁った水色に染まった。

　フィーリオがラナを抱きしめたまま湖に倒れ込むようにして入水したのだと分かったのはその一瞬あとだった。

　状況も呑み込めないうちに、今度は藍色の光が二人を包む。転移の魔法だと察知したが、その眩しさに目を開けていられず、瞼を下ろしてぎゅっと強くフィーリオの服を掴んだ。

「んんんん!!」

「ラナ、ラナ？　大丈夫？」

　水を吸い込まないように呼吸を止めたラナに、フィーリオから優しい声が降ってきた。しかしそれどころではないラナは体を強張らせたまま肩を窄すぼめて小さくなってしまう。

「っ……!!」

「ラナ、僕を見て。呼吸できるよ」

「んんっ……!!　んん……？」

　ラナが恐る恐る目を開くと、目の前いっぱいにフィーリオの顔が広がっている。

「ぷはっ、ほんとだ。どうして……」

　言うとおり息を吐き出し、吸い込んでみても問題なく呼吸が出来て、何度か深呼吸して呼吸を整えた。

　抱き締める腕を緩めてもらえて、辺りが観察できるようになり、ラナはなにが起こっているのかをパニック状態の頭で把握しようと首を必死に動かした。

　二人を取り囲むようにして楕円形のドームが形成されていた。まるでシャボン玉の中に居るようなそんな不思議な空間で、ラナはそっと膜に手を伸ばした。

　ツン、と触ると膜が水面のゆらぎのようにふわふわと波紋を作り、幾度か波打つと溶けて消えてしまう。それが楽しくて、ラナは何度もツンツンと触って反応を確かめた。

















28　嘘は案外下手っぴ












　髪も、体も、服も、まったく濡れてはおらず、同じくフィーリオも特に濡れた様子はない。

　二人の距離はほぼゼロで、フィーリオはガッチリとラナの手を掴んでいた。

「これは僕の魔法だよ。だって人間って水中じゃ呼吸出来ないんでしょう？　水深の深い部分は圧力だって凄いし。この中に居れば安全」

「そうです、か……。これ、凄い。転移の魔法で海へ……」

　二人分の小さなドームの中で、ラナは目をキラキラとさせて興味深そうに辺りを見回した。中型の魚がドームの傍を勢い良く通り過ぎていくのが見えて、その尾ひれを目で追いながら感嘆の声を上げた。

「……あっ、僕の傍から離れたら魔法が解けちゃうから、引っ付いてないといけないんだ。だから手を握ってるよ」

「……本当ですか？　今『あっ』って思い付いた感じに聞こえましたが」

「…………本当！　だから僕と手を繋いでいて」

「……わかりました」

　繋いだ手をきゅっと強めに握られて、離さないと意思表示された。明らかに後付けしたような台詞に聞こえたが、ここで無理に手を振り払って窒息でもしようものなら洒落にならないので大人しく手を繋いでおくことにする。

　今のラナは周囲への好奇心が強く、緊張や照れも気にならなかった。

「今日はね、一緒に海の中を散歩しようと思って連れてきたんだ」

「えっ!?　……素敵、です。それに綺麗……」

　視界一面に広がる水中の光景は澄んでいて、濁りのない水のお陰で遠くまで見渡せた。

　足元を見ても海底は見えないが、上下前後左右全てを水で覆われたドームの中は、ひんやりと湿っていて気持ちがいい。漂う潮の香りも不快ではなく、むしろラナの心を弾ませるスパイスになっていた。

「ふふ、じゃあラナが楽しめるように案内するよ。行こうか」

「はいっ！」

「じゃあ、まずは海底かな」

　そう言いながら、フィーリオはラナの手をぐっと下方向へと引いた。

　ドーム自体がふわふわと降下するが、フィーリオの言うとおり圧力は感じられず快適だ。

　こぽぽ、と時々泡が音を立てて上へと登っていく。途中途中ですれ違うのは中型の魚ばかりで、銀色の鱗が煌めいていた。

「わー！　凄い、こんなに珊瑚が沢山！　海藻の色も綺麗……！」

　水色一色だった道中とは違い、海底は色で溢れていた。

　辺りがしっかりと視認できる明るさなので、そう水深も深いわけではないのだろう。しかし、上を見ても水面は見えなかった。

　海底のゴロタ石を踏みしめると、その丸みを帯びた感触がブーツから伝わって何度もその場で足踏みをして楽しんだ。

　上下に動くたびに白いスカートのプリーツが揺れて、なんだか幸せな気持ちになる。

「ふふ、楽しそうでなにより。少しこの辺りを歩こうか」

　フィーリオに手を引かれるまま、海底散歩を始めたラナは、その物珍しさに絶えず首を動かし続けた。

　群生する薄桃と薄紫色の珊瑚、その周りに咲き乱れるイソギンチャク。軟質の珊瑚は波に合わせて左右に揺れて踊り、中には発光しているものまであった。小さな階段のように隆起した岩は、長い年月を掛けてこの形になったのだろう。

　岩の間からは一定の間隔を空けて見た事もない海藻が生えており、つい薬の素材になるかを考えてしまったのは錬金術師の職業病だろうか。

　岩の影に潜る小魚、ゴロタ石の隙間を埋める白い砂、どこを見ても飽きなんてこない美しさに目を奪われてぼうっとなる。

　ラナが気になったポイントで一々足を止めても、フィーリオは不機嫌にもならずニコニコと嬉しそうに付き合ってくれて、それが堪らなく擽ったく感じた。

「これ、触れますか？」

　ラナの目に映ったのはくるくると不思議な動きをするヒトデのような生き物で、その場でしゃがんで観察するとより一層その動きを激しくなった。

「ドームから手を出せば触れるよ。濡れちゃうけど……って、あー。ラナはそんなこと気にしないか」

　フィーリオが言うのが早いか、既にラナは繋いでいないほうの手をドームに差し込んでいた。優しく、つんと指先でヒトデモドキに触れるとくるくると回る動きを止める。

「わー！　ぬるぬるする！」

「これはね、体を回転させて砂に穴を掘って潜って隠れるんだ。触ったら動きが止まったのは、多分死んだフリしてる」

「へえぇ!!」

「美味しいよ」

「へえぇ……」

　残念ながら、奇抜なそのカラーリングも、フォルムも。決して食したくはない。

　ラナがドームの中に腕を戻して立ち上がると、フィーリオにぐっと手を引き寄せられた。

「気をつけて。この辺りにはそう強い魔物は居ないけれど、危害を加える種類もいるから」

「あっ……はい、わかりました」

　見えるのは海藻や魚ばかりで油断していたが、当然海の魔物も居るのだと思い出す。魔物が出るのは森の中でも同じだが、ここはホームコースではない。

　逃げ切れるかだって分からないのだから、注意を怠らず、目の前だけでなく辺りにも意識を向けた。

「もう少しこの辺りを楽しんだら、岩がアーチを作ってるところに連れて行ってあげる。僕がよくランチをとってる場所だよ」

「アーチ！　楽しみです！　あっ、あれも見たいです！」

　このあとに行く場所に思いを馳せながらも、声を上げる。

　ギョロンと目玉の大きな小魚を見付けて、近くで見たさにフィーリオの手を引いて小走りした。背後から『仕方ないなぁ』なんて甘ったるい声が聞こえたが、ラナは気にせずに小魚に詰め寄った。

















29　攻撃しないとは言ってない












　そこは正に海底の砂漠という名がぴったりな場所で、白い砂が波紋を作り一面に広がっていた。

　奥にアーチ状になった黒い岩が鎮座していて、その下は花にも見える薄紅色の海藻が風にそよぐように靡いていた。

「わぁ、凄い……ここ、綺麗ですね」

「そうでしょ？　僕のお気に入りの場所。おいで」

　促されるまま、ラナがその黒い岩のアーチに近付くと、岩に空いた隙間からキラキラと海面の光が漏れていた。

　フィーリオがその場に座り込んだので、引かれる手に抵抗せずラナもそこへ座った。濡れた砂の感触はするのに、触れても座っても、体や服は濡れないのが不思議だ。

「さて、昼過ぎのお茶の時間だよ」

「お茶……といっても、私なにも持って来てないんですが……」

　隣に座っているフィーリオが柔和な笑みを浮かべそう言うが、残念ながらラナはなにも持参していない。予め言っておいてくれれば、簡易なティーセットを準備して持って来たのに、と思いながら申し訳なさそうに告げた。

　フィーリオはそれを意にも介さず、ラナの手を離すと黒い岩の陰から古い木箱を取り出した。

　恭しく開いた箱の中身は、金縁の繊細な意匠を凝らしてあるティーセットで、見るからに高級と分かるそれにラナの呼吸が止まりそうになる。

「まぁ見てて」

　ティーセットを手際良く並べたフィーリオは、次に二人を取り囲むドームから手を出して手の平を広げた。

　触れなくとも、肌でピリピリと感じる魔力量が水中に散布されて、思わずゾワリと鳥肌を立てる。人魚の魔力量が多いのか、フィーリオ自身が異質なのか。はたまた、その両方かもしれないと思える量だ。

　なにをしているのかと不安げに見守っていたが、ほんの数瞬後、四方八方から、手の平サイズで金色の鱗を持つ魚が集まって来た。

「魚が……これ……」

　金色の魚はあっと言う間にドームを取り囲み、ふよふよと泳ぎながら、口に咥えていたものを次々と二人の前へと落とした。魚と似たような形の金色の丸い葉っぱと、真っ赤な小さい粒。

　ラナの両手いっぱいになるくらいの小さな山を作ると、魚は嬉しそうに一仕事終えたとふるふる体を震わせた。

「ありがとう。……この子達は魚より魔物寄りの生き物だから、意志の疎通がしやすくてね。攻撃性の低い子達だよ。さぁ、じゃあお茶を淹れるよ」

「……はい」

　フィーリオが金色の魚に礼を言うと、また四方八方へと散り散りになって消えてしまう。

　一瞬の出来事でなにがなにやら分からぬうちに終わってしまったが、フィーリオがお茶を淹れ始めたのでそちらに意識を向けた。

　金色の魚が持って来た葉っぱを取ると、ティーポットの網の中に入れて、ドームから海水を一掴みしている。

　水を掴むのはフィーリオの魔法なのか魔力操作なのかは知らないが、通常、人間にはできないことをやってのけるのが格好良くて、羨望の眼差しで手元を観察した。

　海水を掴んだまま動かなくなったフィーリオの手から視線を外して顔を見た瞬間に、ぼこぼこっと水音がして慌ててもう一度手元に目線を移した。どうやら水を沸かしていたようで、手から湯気が漏れ出ている。

　フィーリオがティーポットの上でレモンを絞るような仕草をすると、手の中からジャバジャバ音を立てて中に湯が注がれた。海水なんて塩辛いのに、お茶に使って大丈夫なのかとハラハラしてしまうが、口は挟まずに大人しく観察を続ける。

　そう時間を置かずに、ふわん、と香ばしい匂いが漂ってきて、思わず細い喉がコクンと音を立てた。フィーリオは蒸らしたお茶の香りで時間経過を読んでいるのか、黙り込んでいる。

　ラナがそう待ち時間を意識しなかったのはワクワクとしていたからだろうか。

　フィーリオがティーポットをおもむろに持ち上げて、並べて置いてあるカップに注ぎ始めた。カップの中で水流を作り水嵩を増やしていく液体は輝いていて、間違いなくラナが飲んだことのないお茶だろう。

　フィーリオに手渡されたカップを受け取ると、たぷんと黄金色のお茶が揺れた。茶葉も金色だったので予想はできるが、ラナの中で紅茶と言えば濃い赤褐色の液体だ。黄金の紅茶を興味深く、しげしげと眺める。

「さぁ、どうぞ」

「……ありがとう、ございます。……ん、美味しい！　なんだかホッとする味ですね」

　勧められるままに口に含むと、瞬間的に軽やかな香りと優しい渋みが口腔を蹂躙した。丸みのある穏やかな味わいで、体から力が抜けてホッとリラックスする。心配していた海水の味もまったくしなかった。

「そう、良かった。じゃあこれも」

　ラナの表情を見ていたフィーリオは、その言葉で随分と安堵したようで、魚が運んできた赤い粒を指先で摘んだ。親指の先ほどの粒をぐっとラナに近付けて、目前まで持ってくる。あまりの近さに焦点が合わずに寄り目になりながら、上半身を引いて確認した。

















30　秒殺ＫＯ出来る事は予め教えて欲しい












「これは？」

「海の中では貴重な甘味。海の中のものって基本的にしょっぱいからね、甘いものは少ないんだ。これは、海底に生える桜から採れたさくらんぼだよ」

　やっとしっかりと目視できた実は、パツンと皮の張ったみずみずしい果実で、しっかりと熟れているのがその色から伝わった。艶々と光る表面と、肉厚なコロンとしたフォルムが可愛らしくて、目が釘付けになった。

「そんなのがあるんですね、初めて聞きました」

「ほらほら、詳細はあとでいいから食べてみて」

「んむっ……！　あま、い！」

　受け取ろうと伸ばした手は虚しく空を切り、口にフィーリオの指ごとさくらんぼが押し込まれた。歯を少し掠めただけで実が弾け、果実の爽やかな甘さが広がった。

「どう？　気に入った？」

「んん、すごく！　もう一個いいですか？」

「もちろん」

「ありがとうございます、いただきますね」

　普段のラナは、家の裏手に生えている林檎かブドウしか口にしないので新鮮な気持ちでもぐもぐと口を動かす。それを見たフィーリオは嬉しそうに笑って紅茶を口に含んだ。

「ところで……」

「うん？」

「手を離してますけど、私別に溺れてませんね」

「あっ、ほら、ラナ、もっとさくらんぼ食べて！」






「じゃあラナ、そろそろ帰ろうか」

　まったりと二人で談笑して、気が付けば水面から差し込む光が薄暗くなっている。今日の楽しかった思い出を振り返ると、帰らなくてはならないことに煢然けいぜんとした心地を味わいつつ、ラナは素直にその言葉に頷いた。

「……そうですね」

「帰りも転移で湖まで、」

「あ、いえ！　海岸までで構いません」

　フィーリオが提案してくれた言葉を遮ってラナが口を挟んだ。体の前で手を左右に揺らし、首もふるふると振りながら否定を口にすると、フィーリオは緩徐に首を傾げてラナを見た。

「そうなの？　どうして？」

「砂浜の貝殻を素材として持って帰りたいんです」

　折角海まで来たのだから、素材に使える貝殻が欲しい。遊びに来ているのに仕事を思い出すのはどうかとも思ったが、それ以上に仕事への熱は大きかったようだ。

「そっか、分かったよ。じゃあここから岸まではかなり距離があるから……」

　納得して頷くフィーリオを見ていると、その広い肩越しになにかが霞んで見えた。二人を取り囲むドームがくらくらと小さく振動を起こす。

　ラナが目を凝らすと、視認出来るギリギリの距離、まだかなり遠いが、フィーリオの背後に向かって、ガッパリと口を開けたなにかが猛スピードで突っ込んできていた。

「ひっ！　ふ、フィー！　うしろ、うしろ！」

「僕の本来の姿に戻って……」

　ラナが必死な声色で背後を指差すが、フィーリオは聞いているのかいないのか、穏やかな表情のままで言葉を続けている。

　ドームの振動が徐々に大きくなって、それはフィーリオの背後に迫る魔物が、体をくねらせて泳いでくる衝撃だと分かった。とんでもないスピードで近付いてくるソレは、刃物のように尖とがった歯を四列も生やし、口内を見せ付けるように口を開いている。背ビレに相当するだろう場所には怪しげな触手が生えていて、びるびると動かしながらフィーリオに……否、フィーリオとラナに齧り付こうとさらに大きく口を開いた。

「ぅ……あっ……危ない！」

「泳いで送っていくねぇ」

「ぎゃあああ！　って、あれ？」

　フィーリオは落ち着いた態度のままだが、ラナはパニックと恐怖で固く瞼を閉じて叫び声を上げた。

　その可愛さの欠片もない悲鳴のあと、噛み付かれる衝撃に備えて身構えたが、想像する痛みはない。〝ズシイィィン！〟と響く音と振動が伝わってきて、恐る恐る目を開くと、フィーリオの背後の砂と岩の境目に横たわっていた。

　灰色の背を時折ピクンと痙攣させ、白い腹を晒して倒れている。そこでようやくフィーリオが背後を振り返って確認した。

「わー、鮫型の魔物だね。久しぶりに見たよ。父さんが好物だからあとで取りに来よう」

「フィー、い、今なにを……」

　気が付けば二人を食べようとしていた鮫型の魔物が息絶えかけている。魔物を見て嬉々としているフィーリオとは対照的に、ラナは恐怖で体が竦んでしまっていた。

　まさか突然死したわけでもあるまいし、フィーリオがなにかしたに違いないと確信を持って問う。

「ええと、水の魔法で。この魔物の口に上下から圧をかけたんだ」

「……それって、つまり……」

「そう、バチンて口閉じてダウン」

「なる、ほど。助けてくれてありがとうございます」

　あれだけ大きく開いていた口を急な圧で強制的に閉じさせられれば、それなりのダメージを食らうだろうと納得しつつも、それで死んだのか気絶しただけなのかは分からず、鮫型の魔物に目が釘付けになってしまう。急に動いたりしないか、不安で仕方がない。

　フィーリオの緩み切った態度から恐らく死んでいると当たりを付けて、無理矢理に視線を引き剥がした。

「いえいえ。僕と一緒に海の中に居て、危険な目になんて合わせないよ。それじゃあ帰ろうか」

　大きな手がラナに伸びて、背に纏めた髪を一束掬い取られる。流れるような動きで指が髪の隙間を梳いて行き、そして離れた。

















31　訂正、やっぱり嘘が上手い












「じゃあ後ろを向いてくれる？」

「……？　なんでですか？」

　意図が読めずキョトンとするラナにフィーリオの綻ぶような笑みが刺さった。その長身から見下ろされると威圧感があってもおかしくないが、フィーリオはいつも優しい雰囲気を崩さないため、一度も萎縮したことはない。

「人魚の姿に戻る為に服を脱ぐけれど、もし見たいなら遠慮な、」

「すぐ向きます、今すぐに」

　フィーリオの言葉が言い終わらないうちに、ラナは性急にその場で踵を軸にして反転した。早速背後からは布の擦れるシュルという音が聞こえ始め、ラナは見えてもいないのに瞼もぎゅっと閉じた。

「そう。見たいなら覗いてもいいからね」

「ケッコーデス」

　揶揄いを含んだ声が投げ掛けられ、動揺したラナの声がドームの中に響いた。

　どれくらいそうしていたのか、目を瞑り固まっていたラナの耳に、もう衣擦れの音は聞こえなくなった。そろそろ元の姿に戻っただろうかと目を開こうとしたタイミングで、急に背後から抱き締められる。

「さぁ、準備出来たよ」

「んぎゃあ!?」

　ひやりとした冷たい感触が首筋と腕に触れて、距離の近さとその冷たさに狼狽し声を上げる。ビクンと飛び跳ねると、ラナを拘束していたその腕は想像以上にあっさりと離れて、わたわたしながらくるんと振り返った。

「ぎゃあって、酷いな」

「きゅ、急に抱き着いてくるから！」

　頭をポリポリと掻いている姿も絵になるフィーリオが居て、その下半身は魚の姿に戻っていた。久しく目にしていなかった濃紺の鱗はやはり美しく、鱗なのに魚臭くないのが不思議だ。

　よく考えてみれば爬虫類の系統であるレプティリアン族や、素材であるドラゴンの鱗も臭くはないので、似たようなものかと自己解決した。

「ふふふ、じゃあ行こうか。そんなにスピードは出さないけど、しっかり掴まっておいてね」

　綺麗に畳んである洋服を片腕に抱えたまま、フィーリオがラナに距離を詰めると、反対の手でラナの腰を正面から抱く。裸の上半身にピタリと体が密着して、ラナが触れた締まった胸板はやはり冷たかった。

「わかり、まし……いぃいぃぃぃ!?」

　ドン、と音が聞こえた錯覚が起きるほどの速さで、水が動き始める。水が動いているのではなく、フィーリオが泳いでいるのだと理解したのは、大岩がとんでもないスピードで通り過ぎたからだ。

　振り落とされないようフィーリオの首に腕を回してしがみつくと、嬉しそうに笑われた。さらにスピードが上がった気がするのは気のせいか、よもや抱き着かれたくてわざとなのではないか。ちくしょう。

　けれど心とは裏腹に、体は自然と、フィーリオにもっともっと強く抱き着いてしまう。

「ん、やっぱりこの姿のほうがいいなぁ」

「スピード出さないって言ったのに、嘘つきいぃ!!」

　ゴウゴウと唸りを上げ通り過ぎる水の中で、ラナの叫びが木霊した。






　サク、と乾いた砂浜に足裏が着地する。

　沈んだ足を引き上げて別の所へ置いたが、やはり足は砂浜に沈んでしまうので、諦めてその場に留まった。

「はい、到着」

「なんか……凄く疲れました」

　水中散歩は楽しかったのに、帰りの猛スピードでゲッソリしてしまった。あれだけのスピードだったのに髪も服も乱れてはいないので、恐らくドームが守ってくれたのだろう。

　砂浜の端にある岩の上で、優雅に肘を突いて寝転がり、魚の尾を揺らすフィーリオは上機嫌だ。

「貝殻を集めるんだよね、手伝おうか」

「い、いえ……一人で大丈夫です」

「そう、じゃあもう今日はお別れだね」

　傾いて半分ほど海に沈んだ太陽。薄暗くなったその光景には物悲しい雰囲気が漂うが、フィーリオの尾ひれが岩を打つペチペチという音がそれにそぐわない。

　ラナが頷いて礼を言おうとした瞬間、背後から嗄れた男の声が響いて、ラナは反射的に振り返った。

「うおぉ!?　人魚か!?」

「あーまずい」

　男は初老の漁師のようで、両手で網を握ったまま呆然と砂浜で立ち尽くしていた。フィーリオはまずいと言う割には慌てた様子はなく、むしろラナのほうが慌ててしまう。以前、ラナに忘却の魔法を掛けたし、本人も掟だと言っていた。

　この漁師の男にも忘却の魔法を掛けるのだろう、と思っていたが、フィーリオが動く前にズリズリと後退り始めた。

　大丈夫なのかとフィーリオに視線を移した瞬間、ザッザッと音が響いて、そちらに目を戻すと男が全力疾走で逃げていく後ろ姿が見えた。

　ラナは、砂に足を絡めとられながらも初老とは思えない速度で逃げ去る背中に呆然としてしまう。

「あっ……逃げちゃいましたね」

「ううん……まぁ、大丈夫だと思うけど……。他の人魚には浜に近寄らないように言っておくよ」

「なら……いいんですが……。あっ、そうだ、あの……。今日はとっても楽しかった、です。ありがとうございました！」

「ああ、よかったよ。女の子って……。というかラナはなにをすれば、どこへ連れていけば喜ぶのか分からなかったから。とりあえず普段、僕の見ている風景を共有しようかなって。僕こそ付き合ってくれてありがとう」

　砂浜に残った男の足跡を見ながら歯切れ悪く言うフィーリオに向き直り、ラナが礼を言う。フィーリオは安堵と歓喜の綯ない交ぜになった表情で笑った。
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32　ついつい偏りがあるのは認める












　フィーリオと海中散歩をした翌日から、ラナはぼんやりすることが多くなった。いつまで経っても泣かせられない状況に焦りも感じている。

　フィーリオが訪ねて来ている間は思考が散るが、居なくなると途端余計な考えがラナを襲うのだ。

　その思考を振り払おうとして行き着く先が仕事なのだから、ラナは自分の根っからの仕事好きに呆れそうになる。お陰で、工房の一角が薬を詰めた箱で埋め尽くされる、大量の薬品が精製出来た。

　既に街に一度卸しに行く程度では到底減りようもない量で、スペース確保の面も考えると一度仕事をストップさせなければならない。

　とはいえ、仕事をしないとなるとやはりつい考えてしまうのはフィーリオのことで、それを振り払う為に別の仕事に手を付けた。それはマシューの解呪の秘薬。

「ほぼ出来てしまった……」

　マシューの持ってきた素材を下処理し、調合前からしっかりと魔力を込めた。念には念を、といった措置だが、想像よりかなりいい品質になったので有用だったのだろう。

　特別な呪まじないをかけた小瓶はそれだけでも価値のある高級なもので、その飾り蓋を摘んで中身を左右に揺する。

　揺れる度に淡く発光するこの液体は、この段階でも軽度な解呪の力を持っているが、マシューの呪いを解くには至らない。

　分厚いガラス瓶の中でチャポチャポと音を立てるコレの完成まであと一歩だ。

「ううん……あとはマシューの持ってくる千年生きた亀の苔と、人魚の涙……」

　残り二つの素材、それが手に入ればすぐにでも解呪の秘薬は完成する。

　様々な素材を使ったが、ラナが扱ったことのある素材の中でも取り扱いが一際難しい素材ばかりであった。上手くいって良かったと、作業台に肘をついて頬を支えながら安堵した。

「どうやったら手に入るかなぁ、人を泣かせる方法か……。期限はあと二週間だからなんとかしなくちゃ」

　三度目の満月まで、もう残り少ない。

　一月半も無駄にしてしまったが、そろそろ本気で対策を考えなくては、と項垂れた。もちろん、今までだってふざけていたわけではないのだが。

（二週間……）

　改めて、口には出さずに心の中で反芻してみる。どよりと重たい気持ちがラナにのしかかった。






　街は今日も賑わいを見せ、特にこの市場は一際激しい喧騒に包まれている。

　ラナは、慣れぬ人混みを掻き分けながら目当ての露店へと足を運び、背負っていた大きな鞄を店の前で下ろした。この辺りは特に生活雑貨全般を取り扱う露店ばかりで、食料品を売る市場とは離れているのに、どこからか腹を鳴らしそうな香草のいい香りが漂っている。

　重量感のあるズッシリとした鞄から解放されたラナが、片方の腕を軽く回してストレッチしていると、露店の店主が気付いて顔を上げた。

「おっ、お嬢ちゃん、久しぶりな気がするなぁ！」

「私、二月に一度しか街へは来ないので、常に久しぶりですよ」

「ハハッ、そうだったそうだった！　今日はなに卸してくれんだ？」

　興味深そうに鞄にチラチラと視線を向ける店主はやはり商売人だ。愛想良く人好きのする笑みを浮かべているが、意識はきっちりと商品に向いている。

　ラナはしゃがんで鞄の紐を解くと、中から商品を取り出した。

　きちんとした店舗を構える商人に販売したほうが高く買い取ってはくれるのだが、すべて祖父の時代からの付き合いのある人達が営む露店ばかりなので、ラナは決まってこの通りの露店に商品を卸していた。

　この店主も、隣の露店の店主も、向かいの露店の店主も、皆ラナのお得意様である。

「今日持ち合わせがあるのはいつも持ち歩いてる薬、それに加えて〝カビを死滅させるかもしれない薬〟と、それから〝髪が生えるかもしれない薬ＥＸ〟ですね」

　常に需要のある薬は普段から切らさないようにしてある。

　それとは別に、売り込みたい品を広げて布の上に置くと、店主はそれを覗き込んでまじまじと眺め、そしてニッと歯を見せて笑うと売上袋に手を掛けた。

「おー、じゃあ両方貰おうか。ところでＥＸってなんだ？」

「えＥらい凄いくすＸりの略でしょうか」

「なんだそりゃあ。アレはねぇの？〝肌が白くなるかもしれない薬〟、あれ若い子に人気なんだよなぁ」

「そうですか！　今回はないんですが、次回多めに作って持ってきます」

　店主がラナの提示した金額を財布から取り出す間に、ラナは必要個数を鞄からせっせと出して店先に積み上げる。

　基本的に新しい薬は効果を確認するまでは中々購入してもらえないものだが、付き合いの長いラナを信用してくれているらしい。こうやって、自分の製品が人気になっていると聞くのは嬉しいし、トレンド調査が出来るのは売上に繋がるのでありがたい。

「助かるよ、完成したら全部うちで買うからヨソに持ってかねぇでくれよなぁ」

「はい、わかりました」

「んじゃあこれ代金だ。……そういやぁ、お嬢ちゃん知ってるか、人魚が出たらしいぞ」

「うえっ!?」

　布で作られた小さな袋ごとジャランと投げて寄越されたお金を受け取りながら、世間話感覚で飛び出した話題に一気に肝を冷やす。お金を落とさなかったことにひとまず安堵し、そして恐る恐る店主の表情を覗き見た。

















33　冷えた肝を温めたい！












「たしか一週間くらい前かな。浜近くに住んでる男がさ、見掛けたらしいんだよ。かなり噂になっててなぁ」

「そ、そうなんですか……。一週間でそんなに広まるものなんですか」

　ラナは受け取った袋の中身を確認することなく鞄に仕舞い込む。今すぐにもこの場から逃げ出したい気持ちを味わうが、話の途中でそれも出来ずに気持ちだけが逸って鞄を背負った。

　心当たりが確信に変わったのは店主が一週間前と言ったこと。フィーリオとラナが浜辺で漁師の男に姿を見られたのもそのくらい前だ。間違いなく、その男が吹聴して回っているのはフィーリオのことだろう。

「そりゃ、この街はデケェ街じゃあねぇしなぁ。噂ごとは二、三日ありゃ広がるよ。まぁ吹聴してんのが飲んだくれのオヤジだから、信憑性はないって俺は思ってるけどな」

「へぇ……」

　店主の言葉を聞いてラナに少しばかり安堵が広がった。少なくとも店主は信じていないようだが、他の人間も同じように噂程度にしか聞いていないことを願った。

　所在なく指先を組んだり離したりとしていると、店主は大きな口を歪めて笑いラナに小声で話し掛ける。

「錬金術師なら夢だろう、素材として」

「まぁ……はい、そうですが……」

　だからこそラナはフィーリオの涙を懇願しているのだ。まぁ上手くはいっていないが。

「んま、根も葉もない噂だがな。次は頼んだ薬作って来てくれよ！」

　店主は潜めた声色を上機嫌なものに変え、再びボリュームを上げた。手を上げて軽く左右に振り挨拶をされて、ラナも同じように手を振って返した。

「は、はい。いつもありがとうございます」

　気が気でない、とは正にこのことだ。ラナは一刻も早くこの場を離れようと急ぎ足で立ち去った。

　事実、この噂はフィーリオを指したものであるのに、当人は他人事のように笑っていた。

　ラナが小屋に帰って幾ばくかもしないうちに、今日もフィーリオがやって来た。鞄から売れ残った薬を出す片手間に先程あった出来事を話すとこの反応である。

「ふふ、それで逃げるみたいに帰ってきたんだ？　余計怪しく映ると思うけどなぁ」

「だ、だって！　あんなに噂になってるなんて驚きましたし！　フィーは気にならないんですか？　見られたのはフィーなのに……」

　自分とは無縁なことのようにラナを揶揄っているが、この噂が広がって問題になるのはフィーリオを含めた人魚たちだ。その場にラナも居合わせたため、もしなにか被害が出ようものならば居た堪れないし、責任を感じてしまう。

　そんなラナの気持ちを知ってか知らずか、フィーリオは飄々とした態度を崩さず、テーブルに肩肘を付いて優雅に脚まで組んでいる。長い。

「まぁ……僕は自分の身は自分で守れるからね。心配なのは他の人魚たちだけれど、元々そんなに海から出てくることもなければ、陸には近付かないようにって警告も改めて広めておいたから。多分大丈夫だよ」

「ならいいんですが……」

　フィーリオから説明を受けても、ラナはいまいち納得のいかない表情で俯いた。

　すっかりとラナの定位置になった作業台に腰掛けると、入れ替わりになるようにフィーリオが立ち上がった。

「でも今回は失敗しちゃったなぁ、次からはもっと気を付ける」

「そうしましょう、私ももっと気をつけます。じゃないとかなり……心臓に悪いです」

　なにをするのかとフィーリオを観察していると、キッチンから透明なグラスを取り出して、中に水を注いでラナのもとに戻ってきた。午前中だけで街まで降りて戻ってきたラナへの労いだろうかとありがたくグラスを受け取った。

　真冬の湖に手を浸けたような、キンとした冷たさが指先に伝わる。グラスも水も異様に冷えていた。フィーリオが魔法を使って冷やしてくれたのだろう。

「ふふふ、ごめんね」

「ちゃんと悪びれてください」

　グラスに口を付けて中身を呷あおると心地良い冷涼感が喉を潤した。蟀谷がツキンと痛んだが不思議と不快感は無く、ゴクゴクと勢い良く飲み干した。空になったグラスをフィーリオが攫っていき、もう一杯要るかとジェスチャーで聞かれる。

　必要ないとラナもジェスチャーで返すと、そのまま流しへとグラスを持っていってくれた。

「ラナ、また海の中に遊びに行きたい？」

「あっ、行きたいです」

　ほぼ即答に近い形で食い気味に返答する。海中散歩は楽しかった。普通の人が経験したことのない、夢のような幻想的なあの体験を思い出すだけでわくわくと心が踊る。

「そう、なら今度は僕の巣に呼ぶよ」

　今度。その言葉に、込み上げていた期待感が急激に冷え込んで行くのを感じた。ラナとフィーリオの契約期間は残り二週間しかない。それが過ぎれば、二人には接点も、会う理由もなくなってしまう。

　フィーリオの家はどんなだろうかと想像するだけでも、胸が締め付けられた。恐らく期間内にもう一度海へ行くことは叶わないだろう。

　だが、一縷の望みを掛けて。そして僅かな希望を乗せて、ラナは笑顔で言い切った。

「ええ、是非。また今度、行きましょうね！」

















34　落武者に睨まれると怖い












　フィーリオとの契約期間を結ぶ際は、三回の満月なんて随分と先のことに感じていた。

　それだけ一緒に居られれば充分だとも、それだけ一緒に居られれば泣かせることが出来るとも思っていた。

　だが時間はあっという間に通り過ぎてしまい、期間は残り一週間。

　頭に水の膜が張ったようにぼんやりとしながら、ラナはほぼ唇を動かさずにもごもごと呟く。

「短いと思わない？」

「なんの話だ」

　明らかに聞こえにくい発声だったはずなのに、割と距離も空いているのに。マシューの耳にはしっかりとラナの独り言が聞こえていたようで、瞳だけで見上げながら問われた。

「ううん、いや。ごめん、こっちの話」

「最後の素材を持って来た」

　ラナがカップを渡し、代わりとばかりに差し出された大きな瓶を半ば抱えるようにして受け取った。大きな苔の塊が大量に入った瓶を見て、こんなに必要ないと思いつつも感嘆の感情が込み上げた。

「うわ、本当に全部揃えたんだね、凄い。執念も凄い」

「当たり前だ、持ってくると言っただろう」

　ラナは作業台に足を運び、背伸びをして抱えていた瓶をそっと置いた。重たげなゴトンという音が室内に響き、テーブルの上を滑らせるとズズと擦れる音も鳴った。

　マシューがそっと帽子を外すのを横目に見ていたが、どうやら前回訪ねて来た時とそう毛量は変わらない。増えてはいないようだが、薬の効果がしっかりと出ているようで胸を撫で下ろした。一先ずは、強力な呪いの進行をなんとか止められている。

「あとは……」

「ラナの用意する人魚の涙だけだな」

「…………」

　マシューの口調は些か責める色を孕むもので、ラナは黙り込んで気不味そうに目を逸らす。濁りの混じった不快さがラナを埋め尽くし、逸らした目線を床に落とした。

「目を逸らすな、どうなっているんだ」

「…………それが、実はまだ、でして……」

　はぁ、とこれみよがしに吐かれたマシューの溜息が耳朶を擽る。呆れよりは落胆の匂いが強い吐息は、ラナの心臓をぐりりと抉った。

「進捗状況は？」

「手応えなし！」

「……」

　半ば開き直る形でマシューを見ると、眉間に深く皺を作り、腕を組んでラナを見ていた。現役軍人で強面の男の睨みは、いくら見慣れているとはいえ怖い。凄みのある顔面に向かって取り繕うようにして口を開いた。

「ご、ごめんてば。頑張るから！」

「本当に頼むぞ」

「わかってる。涙が手に入って薬が完成したら家まで持っていくよ」

　早口で告げたラナの言葉に念押しすると、その後強面の表情が和らぐ。言いたいことを告げたあと、その内容を引き摺らないのはマシューの長所である。そのこざっぱりとした性格はラナにとって居心地のいいものだ。

「ああ、わかった。……いや、やはり連絡を寄越せ。俺が取りに来る」

「ん？　なんで？」

　一度は同意したのに、少しの間を置いて覆され、ラナは首を傾げた。マシューが顎に手を当てて床を見る姿がどこか真剣で、疑問と不安が込み上げる。

　そんなラナを他所に、マシューは立ち上がって軍帽を被り直した。

「今はあまり外出しないほうがいい、最近はかなり物騒だからな」

「と、言いますと？」

「俺が追っている犯罪組織がいるだろう？」

　低く硬い声、胡乱な顔付き、射抜くような視線で、ラナは縫い留められたようにその場に佇む。立ち上がったマシューを見上げると、肩を窄めるラナとは反対に姿勢良く、仁王立ちでラナを見下ろしてきた。

　最初にマシューから仕事を依頼された時に話していた、朧気な記憶の中から、出奔してしまった犯罪組織の話を呼び起こす。

「あの、辺境付近で追い詰めて、逆上してマシューに呪いを掛けた呪術師のいる？」

「そうだ。活動を再開したらしいが、どうやら最近はこの辺りまで足を伸ばして来ることもあるらしい。だからあまり外出しないほうがいい」

「この辺りって言っても街とかでしょう？　こんな森の奥にはなにもないし来ないよ」

　かなり非道な犯罪組織だとは最初に言っていたが、犯罪を犯すのならば人が居る場所でだ。いつだって大きな金額が動くのは王都や大都市。なんの変哲もない森の奥の小屋に用はないだろう。

「まぁ、そうなんだが……。念には念を入れてな」

「うん、わかった。外出は控える」

　マシューの口端が僅かに下がるのを、ラナは見逃さなかった。幼い時からのマシューがする癖。普通に見れば不機嫌に見える表情だが、これはマシューの〝心配〟の表情だ。

　そのくすぐったい気持ちを受けたラナは、せめて安心させようと柔らかく笑って、大人しく助言に従うと約束した。二月に一度の品物の卸しも終わったばかりだし、特に街に出かける用事もない。

「俺もいつでもすぐ駆け付けてやれるわけじゃないからな。そうしてくれ。……じゃあ素材は渡したぞ」

　ラナの返答を聞いて安堵したのか、話は終わりだとばかりに壁に立て掛けてあった長剣をベルトに通して、マシューが背を向けた。一刻も早くこの場を去りたいという雰囲気がダダ漏れで、やはり薬の匂いがどうしても嫌いなのだと再確認し、苦笑が漏れた。

「うん、なるべく早く、薬渡せるようにする」

「頼んだ。戸締まりしっかりするんだぞ、じゃあな」

「はーい、またね」

　マシューが立ち去り、立て付けの悪い扉が閉まると同時に、言い付け通りにしっかりと施錠する。あまり使わない鍵を回すと金属特有のガシャンと言う音がして、重苦しい空気に苛まれた。人気の無い森の奥で生活するラナに鍵をかける習慣はない。マシューの心配が現実になることはないだろうが、念のためしばらくの間は鍵をかける生活をしようと心に決めた。

　その日、フィーリオはラナの元を訪ねて来なかった。

















35　馬は思った、重いと












　──釘を刺す。

　正にこの言葉がピッタリだと、フィーリオはそう思った。

　フィーリオは転移の魔法が成功したことに安堵した。辺りはここ最近見慣れてきた湖の底で、濁った色の泥が沈澱しているのに、水は澄んでいて美しい。毎回その不思議なコントラストを見ると、転移魔法が上手くいったのだと分かる合図になっていた。

　元々、水魔法以外はあまり得意でないが、この転移の魔法は通常と異なり水を介する人魚特有のものだ。他の魔法よりもまだマシな部類に入るのだろう。

　水から顔を出し、草の生えた陸地に体を打ち上げると尾を消して人間の足に変化させた。ラナの設置してくれた小さな木箱を開くと、今日も綺麗に折り畳まれた洋服が入っていて、思わず笑みが溢れた。

　長い髪に絡むように含んだ水分を両手で捻って少し排出させ、それから魔法で水分を飛ばしてしまう。湖の縁に座ったまま服に手を伸ばすと、ラナの家から扉の開く軋む音がしてそちらに視線を向けた。

　出て来たのは見覚えのある筋骨隆々な男で、フィーリオはラナがこの男をマシューと呼んでいたのを思い出す。

（ああ、コイツは）

　同時に想起されたのは、初めてマシューと出会ったときの不快な感情だ。あれはフィーリオの誤解であったが、苦手意識のようなものがこびりついていた。

　いくら幼馴染だとしても、異性。好いた相手の周りを男が彷徨くのが、心理的抵抗感を齎すのだとフィーリオは初めて知った。

　……とはいえ。ここで絡んだり、わざとらしい嫌悪感や敵意を見せることは本意ではない。ラナにとってはこの男は友人なのだから。

　フィーリオはふいと視線を逸らし、手早く洋服を身に着けた。背後から視線を感じたので、恐らくマシューもフィーリオに気が付いたのだろう。

　そのまま立ち去る筈だと思っていたフィーリオの予想は奇しくもはずれ、すぐ背後から人の気配がした。

「おい」

「……なにか用かな」

　低い男の声で呼び掛けられ、フィーリオは振り返りもせずにボトムスの裾を捲っていく。二回、三回と折り込んでふくらはぎをあらわにすると、一呼吸置いてから簡潔に返答した。

「前も会ったな。お前が涙の出処だろう」

「さぁ……。なんのことだか分からないけれど」

　それに対するマシューの言葉も簡潔なもので、必要以上に余計なお喋りはしないのだという意思がフィーリオに伝わった。

　想像もしていなかった言葉に些か動揺するが、表に出さずに淡々と声を絞り出した。だが、鋭い人間なら分かることだ。こんな森の奥の小屋に住む女性を訪ねてくる者など居ない。

　ラナは人魚の涙を求めていて、その期間にフィーリオが頻繁に出入りしているとなれば、その正体が割れてしまっても不思議ではないだろう。

「俺の目は節穴ではない。別に話したくないならばそれでも構わないが、ラナを傷付けたら許さない」

「それは……言われなくても、そのつもりだよ」

　フィーリオはマシューに背を向けたまま、再び地に座り湖に脚を浸けた。冷たい水はフィーリオにとって慣れ親しんだもので、その自然な心地よさに気持ちが穏やかに和らぐ。

　マシューの言うとおり、事実目が曇っているわけではなさそうだ。少ない情報量から答えを導き出し、そしてその答えは正解である。真実を見抜く鑑識眼に、これ以上誤魔化し続けても意味はなく、かといって肯定もせずに曖昧に頷いた。

「……」

「……」

　マシューはフィーリオの言葉が予想外だったようで、瞠目して口を噤んだ。二人の間に気不味い沈黙が流れたがそれは一瞬で、直ぐ様マシューが言葉を続けた。

「ならさっさと用を済ませて姿を眩ませばいいだろう。いつまで居座るつもりなんだ。……お前は危険だ。自分にどれほどの価値があるのか分かっていない」

「……」

「ラナは愛情深い。そして拒むのが苦手だ。依頼をしている俺が言えたことではないが、弄ぶつもりなら止めてくれ。親友なんだ。傷付けてまで呪いを解こうとは思わない」

　背後から投げられた言葉は、フィーリオの胸の内を抉った。もちろんフィーリオを気に入らないという心は透けて見えたが、なによりラナを心配しているのが伝わる。

　元より低い声を一層低くし、警告のように紡がれる言葉は鎖のようにキリキリとフィーリオの心を縛った。

　フィーリオにとって最初で最後の恋。今後、他の誰かを愛することもできず、ラナだけに焦がれ続ける運命だ。

「どうせ……もう、そろそろ……」

　ゆっくりと振り返り、下からマシューを見上げた。

　三白眼に近い愛想の悪い目と、フィーリオの切れ長な目。絡まる二つの視線は対峙し、フィーリオはぽつりと呟いた。

「……なんだ？」

「いや、なんでもないよ」

　ほぼ唇を動かさずに吐き出した声はマシューに届かず、溶けて消えてしまう。短い膠着状態から先に視線を外したのはフィーリオで、再び湖に目を向けるとふるりと首を振った。

　地に根を這わせる草を知らず知らずのうちに力を入れて掴んでいたようで、ふっと筋肉を緩めて離し、土で汚れた指を水に浸した。

「とにかく、早く用を済ませろ」

「……ああ、そうだね」

　じゃあ、とも、さよなら、とも言わず、ただ遠ざかる足音が背後から響く。伝えたいことは言い終わったらしい。

　カチャ、と鐙あぶみに足を掛けた音が聞こえた。直ぐに蹄鉄ていてつが地を蹴る、カラカラという乾いた音が森に消えた。

　指先についた土汚れを洗い、そして無意識に溜息を溢す。服を脱ぐこともせず、そのまま水中に体を沈めた。

　一言だけでも声をかけなければ。頭ではそう分かっているのに、どうしても気分になれず、纏わり付く衣類の煩わしさに苛々としながら帰路についた。

　その日、フィーリオはラナの元を訪れなかった。
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失恋確定の錬金術師は人魚を恋に落としたい【後編】




















01　どちらかといえば予定通り動きたい派












　逢魔が時。傾いた太陽は茜色に染まり、森の陰に身を潜めようとしていた。

　ラナはぷらりと脚を動かしながら、テーブルに肘を突いてその上に頬を乗せた。固定した首は動かさず、目線だけで窓から外の太陽を眺めてはぁと大きな溜息を吐いた。

「私……なにかしちゃったかな」

　昨日、フィーリオはラナの元を訪れなかった。

　そして今日も既に夕方、常ならば昼過ぎにはヒョッコリと顔を見せるが、来る気配はない。

「はぁ、時間ももう……あんまりないのに」

　もう一度溜め息を溢すと視線をテーブルに戻し、伏目がちに瞼を落として忙しなく脚を前後に揺らした。

　期間は残り五日。泣かせられるかどうかは別にしても、ただフィーリオの顔を見たいと思ってしまう自分に益体もなく苛立つ。

　背後の扉がガチャガチャと鳴り、それから一拍置いてコンコンと二度、軽やかな乾いた音を立てる。涼やかな愛しい人の声がラナの耳朶を叩いた。

「ラナ」

「ひゃ！」

「ここ、開けてくれるかな？」

「あっ、はい！　待ってくださいね」

　昨日来なかった不信感よりも、会えた嬉しさが先行し、その現金さに我ながら呆れが込み上げる。

　ぴょんと椅子から跳ね降りて、やや緊張気味の指先で鍵を開くと、ほんの少し目元に隈を作ったフィーリオと対峙した。

「……どうぞ」

「ありがとう。鍵……かけてるんだ？」

　ラナが体をずらして空けたスペースに滑り込むようにして室内に足を踏み入れたフィーリオは、ラナが扉を閉めて再度施錠するのを顔を傾けて見詰める。

「そうなんです、最近は物騒だと言われてかけることにしました」

「そう、僕も賛成だよ。危険要素は一つでも減らすべきだ。それと……昨日は来なくてごめんね、少し体調が悪くて」

「そう……、でしたか。今は？」

「大丈夫だよ、もう気分も悪くないから」

「……良かった」

　体調が良くなかったと言われれば、確かにフィーリオの顔色はあまり良くない。元々海の底で生活するフィーリオは色白であるが、目の下の薄っすらとした隈や気だるげな雰囲気は、体調不良から来るものだろう。

　もう大丈夫だと言われればホッと息を吐き、そして綻ぶようにその安堵を笑顔に乗せる。フィーリオはラナの表情を見て、気不味そうに視線を逸らした。

「…………」

「フィー？」

　未だ玄関に立ち竦み、そのまま話をするのもどうかと思ったラナは、一足先に工房側へ行こうと歩き始めた。

　しかし、視線も合わせず、後を追って来もしないフィーリオが不思議で、もう一度その落ちた肩へ近付いて顔を覗き込む。パチリと合った視線は含みのあるもので、ラナはたじろぎながら一歩距離を取った。

「ねぇラナ、今から出かけよう。今度僕の巣に招待するって言ったよね。行こうよ」

「っえ、今からですか？　もう夕方……なんですが」

　あからさまに、そしてわざとらしさすら感じるほど明るく、フィーリオは顔を上げて優しく微笑む。いつもなら直視出来ずに赤くなってしまう美貌だが、ラナの胸中は動揺でたじりとしていた。

　ちらりと窓から見た夕日は沈みかけ、薄暗さに拍車をかけている。今から出掛けるとなると帰宅が遅くなるのは目に見えており躊躇してしまう。

「駄目かな？　もちろん無理にとは……言わないけれど」

「…………」

　黙り込み、うーむと鼻から声を出すラナを、フィーリオが小さな犬のような、甘え懇願する瞳で見詰めた。

　殊勝な態度で儚げに微笑むフィーリオが、いつもの雰囲気とは異なっていることに胸騒ぎを覚える。断ってしまうと、フィーリオのその違和感の正体はわからないままだろう。

「わかりました、行きましょう」

　一つ、大きく頷いて見せると、フィーリオはほっと安堵の息をついた。緊張していたのだろうか。見るからに肩から強張りが解けて、表情も和らぐ。自分の選択は間違っていなかったのだと、ラナの気持ちも柔らかくなった。

「そう、良かった！　じゃあ準備をして」

　フィーリオは可愛らしく両の手の平を合わせてニコニコと穏やかに笑っている。可憐な少女にしか似合わなそうなその仕草すら、フィーリオがやれば様になるのだから不思議だ。

　ともあれ、到着してすぐの思い詰めたような表情が消えたのは喜ばしい。

「特に……、持って行くような物もないので、すぐに出られますよ」

「じゃあ行こうか。ふふ、君が僕の巣に来るだなんて、なんだか凄くドキドキする」

　ほぼいつも通りと言って差し支えのない気安い言葉、そしていたずらっぽい流し目に一瞬ドキリと心臓が弾む。いつの間にか詰められた距離、さりげなく腰に回された腕に、トクトクと血流が脈打つのを感じながら、赤らんだ顔を見られないよう俯き、フードを目深に被り直した。

「私のほうが万倍はドキドキして戸惑っていること間違いなしです」

　まるでエスコートされるように優しく腰を引かれて、ラナが放った言葉はフィーリオをきょとんとさせ、それから花が綻ぶようにその美貌が蕩けた。

















02　独り暮らしの男の家に簡単に入っちゃいけないってじーちゃん言ってた












　まだ慣れぬ二度目の水中に、ラナは呼吸を止めてギュッとフィーリオの服にしがみついた。ニット素材が若干伸びるほど強く握り込むと、その小さな拳の上を骨ばった手の平で包まれた。

「んんんっ！」

「ラナ、だから息は出来るんだよ？」

「……っぷは、そうでした！　慣れてないもので、すみません」

　固く瞑っていた目を開き、肺から空気を放り出し、そして取り込む。前に一度海の底を散歩した時と違たがわず、海の中は美しく幻想的だった。

　一点違うのはその薄暗さで、昼間に訪れた時よりも日の差し込みが甘く視界が悪い。真っ白な砂が曇り灰色に見えるほど、採光の具合が宜しくない。

「ふふ、大丈夫」

　そっと、フィーリオの服を握っていた手を解き、キョロキョロと辺りを見回した。

「ここがフィーの……家？」

「いや、ここは普通に海底だね」

「ですよね！　わっ、綺麗……」

　フィーリオと会話を紡ぐ合間に、海底まで落ち込んでいた陽の光が消えた。視界がほぼ暗黒に包まれる恐怖にぐ、と体を強張らせた途端。

　ぽ、ぽ、ぽ、とランタンに火を灯すように辺りの生物が光り出した。

　理知的なマドンナブルーの光が、腰に大きなコブを持つ魚に宿り、まるでそれが伝染するように辺りの海藻や貝に移っていく。

「巣まで直接転移するわけにはいかなくて、ごめんね。この光ってるのは夜光性の魚や魔物。ここからは泳いでいくよ。しっかり掴まっておいてね」

「あ、はいっ。わかりま、しいぃぃ!?!?」

　素直に頷き、おずおずとフィーリオに寄り添うと、もう一度服をきゅっと掴み直した。優しそうな表情に油断していたことは否めないが、瞬間的に繰り出されるトップスピードに眩むような恐怖を覚える。

「いやぁぁ！　またこのパターンだあああぁぁ!!」

　ヒュンと流れ行く光の種が、目の端にこびり付いて離れない。恐怖でガチガチに固くした体をフィーリオに柔らかく包まれて、ラナは吐き気と戦いながら絶叫を繰り返した。

「はい、到着」

「……」

　二度目のことながら、フィーリオに離してもらったあとはゲッソリとしてしまう。距離感も時間感覚も曖昧になってしまって、どのくらい泳いでいたのか分からない。

　風に当たったわけでもないのに乱れた髪は心情を表しているようで、ラナは肩の辺りの髪を両手でギチリと握り締めた。

「大丈夫？　やつれてるけど」

「……くっ、問題ありません……」

　ぼんやりとしてしまう思考をフルフルと頭を振って整え、改めて目の前に聳そびえる建物……、と言えなくもない建造物を見上げた。

「ここがフィーのお家ですか？」

　人工的な部分なんて一つも見当たらない、青水晶のような大きな大きな岩。岩の面積だけで、ラナの住む小屋の十倍くらいはありそうだ。荘厳さも、王都の城に近いものがある。マシューの忘れ物を届けに軍の詰め所にお邪魔した際に見たのだが、豪奢な王城に気が引けてしまいそれから二度と訪れていない。

　荘厳さだけならばそれに引けを取らないほどだが、自然が創り出したその美しさに目を奪われた。

　抜け落ちるように忘れていたが、フィーリオは海神の息子。家が大きいのも納得だ。

「うん、そうだよ。隠してあるんだ」

「えっえっ、岩が動いて……！」

　フィーリオがなにかをポソリと呟くと、青い岩の根本がぐらぐらと動き始める。辺りの砂を巻き上げながら、ズズズと左右に岩が動き、間にポッカリと大穴が開いた。

　見た事もない現象にラナの口もポッカリと大穴を開ける。

「はい、入り口。ここは貝殻が多いから、踏んで怪我をしないように気をつけてね」

「えっと……はい。お邪魔、します」

　ブーツを履いているので踏んでも大丈夫だろうが、念の為貝殻の積み重なった場所は避けて慎重に歩いた。それでも避けきれない破片はラナの体重を受けてパキパキと音が鳴った。

　そろっと岩の中に足を踏み入れると、通路の左右に埋め込まれている小さな珊瑚の欠片が光り始める。明るくなり、暗かった通路の全容が見えて、情緒的な美しさに包まれた。

「緊張してる？　今は父さんも母さんも別に移り住んで、ここには僕一人だから……緊張しなくていいよ。母さんはたまに遊びに来るけれど」

「そう、なんですか……えっ、てことは二人っきり……」

　こんなに大きな家なのに、フィーリオは一人で暮らしているらしい。歩みを進めながら聞かされた言葉は、耽美な空間を途端に物悲しく変えた。

　岩に靴が当たるカツカツと響く音が、なにもない空間にこだまする。途中いくつかの扉のようなものが見えたが、フィーリオはどんどん奥に進んでいくので、小走りに後を追った。

「……？　いつもラナの工房で二人っきりでしょう？　意識してるのかな、可愛いね」

「……し、してません、自惚れないでください」

「ふふ、じゃあ案内するよ」

　ラナとフィーリオが動くたびに、こぽと音を立てて泡が昇っていく。しっかりと幅の取られた通路は、普段フィーリオが人魚の体で泳いで通るためのものなのだろう。人の住居とは随分造りが違った。

　先を行くフィーリオは振り返り、絶えず視線を巡らせ観察するラナを愛おしそうに見詰めた。

















03　男の部屋は汚いなんて嘘だった……












　到着したのはだだっ広い空間で、壁は建物の素材そのままの青い石。壁が青いだけで部屋全体の雰囲気が固まっている。

　他の部屋も青を基調とした部屋なのだろうかとラナの頭に疑問が過ぎる。左手の壁にはいくつか大きな穴が空いていて、ガラスこそ嵌め込まれていないが、窓のような役割を果たしているのだろう。

　ただ、置いてある家具らしきもののほとんどが黄色や桃色、白と統一感の無いバラバラの配色で、それでも部屋がごちゃごちゃとして見えないのだから不思議だった。

　奇抜な色合いにも関わらず、それすら夢幻的に感じるのは、一つ一つの品が洗練された形だからだろうか。

　ぽつんぽつん、とまばらに置かれた数個のランプが淡い光を放っていた。

　大きなタンスが二つ、部屋の中央にベッド、一番奥の角にはテーブルと椅子。人魚が椅子を使う事実に驚愕しつつ、見渡した部屋の中は、そんなに物が置かれていないせいで余計に広く寂しく感じた。

「ここが僕の部屋だよ」

「わ、これ凄い……っ、どうやって……」

「それは珊瑚を削り出して作った食器棚、こっちは斑はんれい岩で造ったテーブルと椅子」

　一番近くに置いてあった、桃色の珊瑚から造られた食器棚にそっと触れる。珊瑚の名残りであろう突起が取っ手部分にあしらわれており、指先からゴツゴツとした感触が伝わった。嵌め込まれたガラスから中を覗くと、少量の食器が並んでいる。

　種類や形に規則性がなくバラバラなことから、これは沈没船から引き上げて来た食器だと察した。

「綺麗、ですね……」

　見惚れる程美しい空間は、ラナの心を掴んで離さない。ラナがぼんやりと見上げていた食器棚から視線を外すと、近くに居たフィーリオが部屋の中央まで移動している。

　なにをするのかと鷹揚に動くフィーリオの背中を見詰めると、片手を翳して優しく微笑まれた。

「君が動きやすいように、部屋の水を取り除くね」

「えっ、それってどういう……ひゃっ」

　フィーリオが緩やかに指先を動かした途端、まるで強風に煽られたようにラナの耳元をゴゥと音を立てて水が流れていく。激しい水流は空気を巻き込んで泡を立て、窓の役割を果たす大穴にゴボゴボと吸い込まれていった。風呂の栓を抜いた時のように渦を作り、嵩を減らしていく海水。

　それに対比して増えたのは空気だ。

「さぁ、これで地上と変わらない環境かな」

「ありがとう、ございます」

　今まで水に浸されていた室内から、一滴の水分まで消え去った。流石水の魔法だけは得意だと豪語するだけある、と感心しながら今しがた海水の全てを飲み込んだ窓辺へと移動した。

　床も、壁も、家具も濡れてはいない。カラリと乾いた環境は地上のそれと変わらない。

　窓から身を屈めて外を覗き込むと、室内と外の境目に薄い膜が張っていた。ガラスなんて無いはずなのに、薄っすらと張った膜がラナの顔を反射して映していた。

　先程までラナを包んでいたシャボン玉のような魔法がそのまま窓となっているようで、好奇心に駆られて指をそっと伸ばす。ぷよん、と弾力を感じたが、強度は高くないようでつぷりと指先が埋まる。海水の冷たさに慌てて腕を引いた。

「本も沢山……あるんですね」

　興味津々に観察を続けるラナを、フィーリオは見守っている。ラナが自分の部屋に居るのが慣れないのか、そわそわと緊張した面持ちであることにラナは気付かない。

　目に付いた棚の上にいくつも本が並べられているのを見て、興味を惹かれたラナが棚に手を伸ばした。

「あ、駄目だよ。読めないんだ」

「そうなんですか？」

　駄目、という言葉にたじろいで伸ばしていた手を止める。背後から大股で近寄るフィーリオの気配がして、ラナの頭上から長い腕が伸びた。

　並んだ本の一冊を細い指先が捉え、引き抜く。そしてラナにその分厚い本を掲げてみせた。

「うん、ほら」

　パラ、と音を立てて本が開かれる。

　先程まで海水に浸っていたはずの本はしっかりと乾燥を保っていた。半ば後ろから抱き抱えられるような距離感にラナの頬が赤く染まる。羞恥の感情から逃げるようにして開いた本に視線を落とした。

「ほんとだ……」

　開いた本の中にはあるはずの文字がない。ないというよりは、滲んで掠れてしまっていて、ぺらぺらとページを捲ってもその滲みはどこまでも広がっていた。

「難破船から持ってきた本だからね、海水に濡れて文字は溶けて消えてしまってる」

「じゃあなんでここに？」

「うーん、人間っぽいでしょう？　インテリア、かな」

「ふふ、そうなんですね。素敵なお部屋です」

　フィーリオは人間に憧れがあるのかもしれないと出会った時から感じていたが、その感覚が一層強くなった。

　本の中身を見せて満足したようで、本棚へと本を戻しているフィーリオの指先を目で追う。

　定位置に戻された本は、背表紙にもタイトルが書いてあった形跡が窺えた。それすらも滲み消えてしまっているけれど。

「おいで、面白いものを見せてあげる」

　背後のフィーリオが、ラナの服の裾を二度、優しく引いた。面白いもの、と言われれば俄然興味が湧くもので、ラナは振り返ってフィーリオを見上げた。

　フィーリオは部屋の中央にどっかりと鎮座するベッドに向かい、その上に腰掛ける。そしてベッドサイドに置かれた箱を手元に手繰り寄せた。おいでの言葉に従い、フィーリオの傍に寄ると、ラナはその箱を興味深く見下ろした。

















04　手加減はない、ボコボコあるのみ！












　フィーリオが箱の端に手を掛けてゆっくりとその蓋を持ち上げるのを見ながら、ラナは視界の隅にベッドを捉える。身長の高いフィーリオが寝転がっても余裕のある大きさで、フレームが柔らかな色合いで可愛らしい。

「人魚って、ベッド使うんですね」

「え？　あぁ、これは僕の趣味」

「趣味……」

　つまり他の人魚はベッドを使わないということだろうか。

　ごちゃごちゃとした床の端で小さくなって眠るラナは、間違いなくフィーリオよりも劣った環境で生活しているだろう。荷物で山積みになったベッドは、とても人が寝られる状態ではない。

　フィーリオがぽんぽんと自分の隣を叩いて、そこに座るように促した。一瞬の思案のあと、ラナが躊躇いながらそっと隣に座ると、ふんわりとお尻が厚手のシーツに包まれた。指先に感じたのは滑らかな絹の感触で、布類に目利きのないラナでもすぐに上等な生地だと窺えた。

　やはりフィーリオはラナよりも生活水準が高い。ラナの生活水準が低すぎる事実を除いても、フィーリオの部屋にある物の一つ一つが良質だ。

「それより、ほら」

「わぁっ」

　手遊びのようにシーツを繰り返し撫で撫でしながら感触を楽しんでいたラナの前に、箱が差し出された。蓋の開いた箱の中を覗いたラナは、驚嘆の声を上げ目を輝かせた。

「これは……珍しいですね。煙水晶ですか？　あ、これは流星の欠片。それからこっちは記憶の石……でしょうか？　珍しい素材が沢山……！」

　勝手に触ってもいいのか分からず、貴重な素材に腰が引けて手は伸ばさない。だが箱の中を目線が何度も往復するほど、舐め回す勢いで観察を続けた。すっかりとテンションが上がり声を弾ませるラナを見て、フィーリオが熱っぽい吐息を吐き出した。

「ふふ、錬金術師の目線だね」

「あっ、すみません……」

　フィーリオの笑い声でハッと意識がそちらに向き、はしたなくはしゃいでしまったことを自覚する。箱から目線を外してフィーリオを窺うが、その表情は楽しげで、浮き立つようで、どことなく情熱的で。怒っていないのだと一目で分かったが、恥ずかしくなりまた箱に視線を落とした。

「いや、いいんだよ。好きに見て構わないから」

　そう言ってフィーリオはラナの膝の上にそっと箱を置いた。ラナは慌てて膝から落ちないよう箱に手を添える。

　触れてもいいとのお達しが出たので、ラナはおずおずと煙水晶に指を伸ばした。透明な石の中でぐるぐると煙を巻く水晶は、火山地帯でしか取れない貴重な水晶だ。

「これはフィーの宝箱、ですか？」

「うん、好きなものを入れてあるんだ」

　持ち上げた煙水晶の下から白い花弁が出てきて、ラナは堪らずまた声のトーンを上げる。反対の手で優しくそれを引っ張り上げると、目をぱっちりと見開いて指先でころりと茎を転がした。

「これは枯れない白薔薇ですね！　これがあれば〝永遠に香るかもしれない香水〟が作れる……！」

　白薔薇に鼻を当てて香りを吸い込むと、甘く華美で上品な香りが肺に収まる。〝永遠に香るかもしれない香水〟は滅多に市場に出回らず、貴族のご婦人がこぞって欲しがるという話を聞いたことがあった。

　作り手自体がかなり少数な事も原因だろう。繊細な技量を必要とする調香だった筈だ、ラナに出来るかと言われればかなり怪しい。そのうえ、素材が手に入り辛いとなれば、希少な理由も納得できる。

「あれ……これは、オセロですか？」

「うん、そうだよ。遊び方、知ってる？」

　箱の一番下に埋もれるようにしてマス目の掘られた盤が仕舞われていた。他の物に当たらないように慎重に取り出すと、傷のついたオセロ盤だった。盤の真ん中に蝶番が付いて半分に折り畳まれていた。

　ラナが持ち上げると中からカシャカシャと音がするので、中は空洞で駒が入っているのだろう。所々に付いた傷から、かなりの年代物だと窺える。

「えぇ、実はとっても強いです」

「そうなんだ。この間引き上げたばかりのもので、ここにオセロって書いてあるけどどんなものか分からなくて……」

　フィーリオが指差したのはオセロ盤の側面で、確かに今はほとんど使われていない古い字でオセロと表記されている。傷のせいで掠れて見え辛くなっているのに、よく見付けたものだと感心してしまう。

　遊び心の詰まったフィーリオの宝箱。気まぐれで遊び好き、自由な人魚という種族を体現したようなその箱はラナの心を踊らせた。

「ルール、凄く簡単ですよ。遊んでみますか？」

「うん、やってみたい」

「じゃあ、ええと……」

　これがチェスならばルールの説明も面倒だっただろうが、オセロとなれば簡潔に二言のみだ。

　挟むと、増える。

　久しくオセロなどやっていないが、祖父が遊んでくれる時はボードゲームが多かった。

　その中でも特に得意だったのはオセロで、小さい時から大人相手にも負け無しだったのはラナの密かな自慢だ。

　運動が得意で、勉強も得意なマシューに勝てる数少ない特技でもある。当然、ラナはフィーリオに負けるつもりはない。接待ゲームなんて以ての外、コテンパンにしてやろうと目論みながらゲームの準備を進めた。

　小さな金具を外した途端に、ぱかりと開いた盤からポロポロと白黒の駒が溢れ落ちる。シーツの上に転がる駒を集め、数がちゃんとあるか数えながら、ラナはフィーリオにルールの説明をした。

















05　手加減は無かった、ボコボコにされた…












　ラナが黒の駒、フィーリオが白の駒を選んで始めた一回戦目は、盤上の駒がほぼ全て黒で埋まっていた。どことなく湧き上がる全能感に胸を膨らませながらも、自慢げにならないよう表情をコントロールする。それでも抑制しきれない嬉しさが僅かに滲み、ラナは口端を釣り上げて笑った。

「とまぁ、こんなもんです」

「うん、かなり慣れてきた。楽しいね、これ。もう一戦しない？」

　フィーリオはベッドの縁で優雅に脚を組み直して、ラナには目もくれず盤上を見下ろしている。作戦を立てているのか、今のプレイを反芻しているのかは分からないが、伏せ気味の瞼から睫毛の影が伸びる姿が格好良くて思わず見惚れる。無理矢理に視線を外したラナはうんうんと頷いて駒を並べ直した。

「いいですよ、何戦でもやりましょうか」

「ふふ、じゃあ次は僕からね」

　ラナの倍ほどもある大きな手。それなのに繊細さを損なわない指先が駒を捕らえる。盤の上に駒を置くと、カチ、と無機質な音が鳴った。






「……ん、あれ？」

「どうしたの？」

　二回目のゲームが終わってすぐ、ラナは上擦った素っ頓狂な声を上げる。フィーリオは不思議そうにラナを窺っているが、ラナはそれどころではない。

　じっと、盤上を見詰めたまま、うぅんと腹の底から悩ましげな声を響かせた。

「いや、私、どこでミスしちゃったのかなって」

　二度目の盤上は黒の駒と白の駒が約半々。三枚差でラナが勝利したものの、僅差だ。もっと大差をつけて勝利を収める筈だったのに、どこかでミスをしてしまったのかと遡って考えた。

「うーん、ここ、かな？　この手は悪手じゃない？」

　延々と唸りを上げていると、フィーリオに盤上の駒の一つを指差して指摘された。

「あっ、そうか、そうですね！　すみません、もう一戦いいですか？」

「うん。次はラナからどうぞ」

　もちろん、次も負けるつもりはない。






　三度目のゲームが終わってすぐ、ラナは硬い表情をふっと和らげ、緊張した肩からも力を抜く。そして儚げな笑みを浮かべて口を開いた。

「オカシイナ」

「わ、僕の勝ちだね、嬉しいなぁ」

　文字通り白星を上げ続けていたラナの配下である黒い駒は、今は白い駒に包囲されその勢力を弱めていた。黒い駒と白い駒、恐らく対比で言えば３：４程の割合だろうか。

　つまりはラナの負けである。

　フィーリオの弾む嬉しげな声が聞こえて、半ば現実逃避していたラナの頭に現実が突き付けられた。

「えっ、なんで……えっ」

　困惑気味に何度も頭の中で今のゲームをリプレイするが、ラナが負ける要素は見当たらない。

「もう一戦、する？」

「する！　します、もう一戦!!」

「うん、いいよ。楽しいねこれ」

　間髪入れずに即答したラナにフィーリオはおかしそうに肩を揺らす。必死が祟ってにべもないラナはそれに気付かず、手早く駒を並べ直した。






　魂の抜けたような声色はそう響かずに消えてしまう。目を駒のように白黒とさせながら、受け入れられぬ結果をただまじまじと見詰めた。

「オカシイオカシイオカシイ」

「ラナ、表情が……」

　楽天家なフィーリオですら思わず口にしてしまうくらい酷い表情なのかと思うと、ラナはオセロ盤をぺしんと弱々しく叩いた。ほぼ白い駒で埋まった、オセロ盤を。

　そんな弱い力でも軽い駒には衝撃だったのか、ベッドの上に控え目に駒が飛び散る。

「私の負け無し記録が……！　なんでですか、実はやったことあるんですか!?」

　祖父にも、マシューにも、品物を卸す街の商人のオジサン達にも負けたことがない。祖父もマシューも決して弱くはなかったが、それでもラナは勝利を収め続けて来たのだ。なのに。

「いや、正真正銘初めてだよ」

「なんでだっ」

　飄々と言ってのけるフィーリオに、ラナは思わず突っ込みにも嘆きにも似た声を上げる。

「楽しかったー。もう一回する？」

「……やめておきます」

　ラナにしては大きな声を上げたことで少しスッキリして、冷静になろうと声のボリュームを落とした。図らずして声のトーンも落ちてしまい、傍から聞けば落ち込んでしまったように聞こえるかもしれない。

　俯いたラナの頬に、フィーリオのひんやりとした指が触れた。

「ラナ？」

「ひゃっ……なんです、か」

　突然触れた頬への冷たさに声を震わせると、フィーリオとの距離がぐっと近くなる。フィーリオの体重が掛かる場所が変わり、散らばった駒がベッドの上をさらさらと移動した。

「今日は無理言って来てもらって、ごめんね。ありがとう」

「っぅ、……はい」

　よしよし、と宥められるように頬を撫でられると、ラナの中で負けた悔しさよりも恥ずかしさが膨れ上がる。みるみるうちに上気する頬は、フィーリオの低い体温ではさぞかし熱いだろうと、そんなどうでもいいことが頭を過ぎった。

「ラナは海の底を喜んでくれるけれど、ここはなにもなくて……冷たくて寂しいところだよ」

「……」

「君が居てくれるだけでこんなにも楽しいし、温かい」

「っ、ぇ……んんっ」

　楽しげだったフィーリオは鳴りを潜め、今日小屋に訪れた時のような、どこか寂しく思い詰めた表情に変わっていた。

　それがどこから来るものなのかラナには分からないが、真意を探ろうとフィーリオの表情を見返す。瞳をじっと探っていたからだろうか、それともフィーリオの早業のせいだろうか。

　頬に当てられた手で顔の角度を変えられ、引き寄せられ唇を塞がれるのは、あまりに一瞬だった。

「ん……ねぇラナ、僕、欲しいものがあるんだ」

「ふ……ぅ、なん……」

　口付けは触れるだけの優しく可愛いものではない。

　慣れたものだと言わんばかりに口の隙間から舌に侵入され、ラナは息も絶え絶えに鼻から吐息を漏らした。

　これだけ必死なラナとは反対に、フィーリオは口付けながら節々で話をする余裕すらあるようだ。フィーリオの切なそうな声が、くち、と響く水音に乗った。

　前回のように異様な長さの口付けかと思ったが、ラナの唇は存外にあっさりと解放される。

「思い出」

「きゃっ」

　それにホッとしたのも束の間で、ラナの視界はぐるりと回って天井を映し出した。

















06　普通声を奪われるのは人魚側だけどな！












　転がった体は柔らかくベッドに受け止められる。見上げた天井を遮るようにしてフィーリオが覆い被さって、起き上がろうとしたラナの肩を優しく封じた。

「思い出って……ちょっと、フィー！」

「そうだよ、僕の思い出。君には残らなくても、僕にはずっと残り続ける」

　たしなめる響きを含ませた声をものともせず、フィーリオは意味深に言葉を紡ぎ出す。嫌な響きを孕む言葉は、ラナの背筋をゾッと凍らせた。

　ローブの留金を外す手付きは滑るような動きで、それでいて恭しい。驚きに目を瞬かせている間に、フィーリオはラナの腰とベッドの間に腕を差し込んでラナの体を持ち上げた。

　ベッドの端に寝かされていた体が中央に移動し、そして再び優しく寝かされる。たとえ起き上がってもこのベッドの広さを考慮するに、すぐに逃げられないのは自明の理であった。

「それってどういう……っん、ちょっと、あの、話を……っぁ！」

　体で抵抗出来ないのならばせめて、と抗議の声を上げる。しかしチュニックの裾から侵入したフィーリオの指が腰を撫でたせいで、その抗議は途切れた。

　腹部は体の中でも体温が高い場所だ。その付近をひやりとした指が何度も往復し、ゾワゾワとラナの肌が粟立つ。

　見慣れた筈のフィーリオの顔がまったく知らない人に見えて、ラナはその恐怖にも似た感情に身を焦がした。

「ラナ、僕はね。ラナの声が好きだよ。軽やかで、穏やかで、優しい声」

「んっ……ぁっ、声って……やっ……！」

「でも、返事されちゃうと僕は消えてしまうから。暫くの間声は預かるね」

　フィーリオの手が、腰からゆるゆると這い上がる。

　異様に場慣れした空気を醸し出しているが、その手付きはどことなくたどたどしく、可愛らしさすらあった。こんな状況で脳は沸騰しそうなほど熱いのに、客観視する冷静な自分がいた。

　ラナ自身経験はないのでなんともいえないが、フィーリオの手付きから察するに、ほとんど女性に触れたことがないのだろう。もしかすると初めてかもしれない。

　ぼんやりとしながら聞いていたフィーリオの言葉だったが、〝声は預かるね〟のセリフで再度恐怖が込み上げた。

「なに言って……っ、ん……！」

「ごめんね」

　ラナの首にそっと、フィーリオの手の平が触れる。ぴったりと首筋に添うようにして掴まれた首。そのまま力を込めればラナの細い首など簡単に締まってしまうだろう。だが不思議と、その行為自体に恐怖はなかった。

　獣は首を差し出すのが信頼の証、降伏の証だという種も居ると聞いたことがあるが、それに近いとラナは思う。

「あ……」

　ラナが無意識に出した声はすぐに消えてしまう。

　フィーリオが手を離すと、ラナの喉から小さな光の粒が淡く発光しながらふよふよと泳ぎ出た。頼りなく白く光るその粒はフィーリオの顔の横で動きを止めた。

「……！　……!?」

　それはなんですか、と呟いたラナの声が音になることはなかった。声を奪われたのだと、瞬間的に理解する。

　とにかく声を出そうと何度も喉の奥から空気を吐き出すが、そのどれもが音にならない。

　思わず泣きそうになりながらフィーリオを見上げると、当の本人はどこかうっとりとした顔付きで、ラナの声である白い光を見詰めていた。

「これがラナの声……。すごく可愛い」

「……っ！」

　そっと光に顔を寄せ、口付ける。ラナが口付けられたわけではない。ラナの声に口付けられただけなのに、カッと体の温度が上がるのを感じた。口付けられた光はどこか嬉しげにふるふると震えてから、ベッドサイドに引き篭もることに決めたようだ。

　置物や袋に交じって、まるでマジックアイテムのように光りながら、そのベッドサイドのボードにちょこんと乗っている。自分の声ながら薄情者と罵りたくなった。

「じゃあ続き、しようね」

　そう言って、改めて覆い被さるフィーリオに、ラナは喉に力を込めて何度も呼び掛けた。声にならず、音にならず、ただ口をぱくぱくと動かしている滑稽な姿なのに、フィーリオはそんなラナを愛おしそうに撫でた。

　首筋に顔を埋め、首の付け根に口付けを落とされると体がピクと反応してしまう。くすぐったさにも似た感覚だが、明らかにそんな可愛らしいものではない。

　ラナがもう一度フィーリオを呼ぶと、今度は微かにだが声になった。

「……っぃ、ふ……ぃー！」

「あぁ、まだ声が出せるんだね。ごめんね、僕は水魔法以外は得意じゃないから、魔法の掛かりが悪かったかな。もう一度」

　バッと過剰な勢いでラナの首元から顔を上げたフィーリオが、もう一度ラナの首に手を掛けた。

　残りかすのような声であろうとも、奪われる前になんとか言葉を紡ごうとするが、咄嗟になにを言えばいいのか分からずに口篭ってしまう。

　フィーリオが魔法が得意でないと今までの経験で散々分かっているが、最後のチャンスまで奪われる感覚はラナの瞳を潤ませた。

「……っ」

　かすかに残っていたラナの声。それが先程よりも小さな光となって、ラナの喉から泳ぎ出ていく。

　今にも消えそうな小さい光は、よたよたと動きながら一度目に引き抜かれた声の光の元へと移動する。こつん、こつんと、あちこちに体をぶつけるようにしながら辿り着いた小さい光は、大元の光と合体しそこに収まった。

「よし、これで声は出ないね。あとで返してあげるからね」

　これで正真正銘、なにをしようとも声を出せない。不安に駆られフィーリオを見上げると、蕩けるような表情でラナを慰めるように髪を梳いた。

　その表情を見て、ラナの体から力が抜ける。この眉目秀麗な人魚はラナが想う相手、そして優しい人。なぜ声を奪ったのかは分からないが、ラナを手酷く扱ったりするわけがないとどこか確信めいたものがあった。

















07　胸が小さいとは言われてないんですけどね！












　見上げたフィーリオの瞳は、以前口付けられた時よりもずっと深く熱の篭ったものだった。浮かされ潤んだアイスブルーの瞳はまるで海のようで、呼吸の度にごくわずかに動く振動で角度を変えては水面みなものようにゆらいでいた。

　ぴたりと張り付いて体を這い回る手に嫌悪を感じないのだから、自分も同罪だとラナは苦笑する。無意識の合意という言葉が正しいだろうか。

「は……っぁ、ラナの体、柔らかいね。僕の体とは全然違う」

（……デブって言いたいのかっ！）

　声が出せないので心で返答しながら、意思表示として眉を寄せる。

　指先で辿るような触れ方は目眩がするくらいいやらしいが、動きはなんだか、調べ物をするような仕草だった。体の作りを触って確かめているような、調査対象に触れる研究者というのが的確なような。

　確実に快楽を齎す場所を攻めるでもなく、全体的に。

　その間、フィーリオはラナの顔をじっと見詰めていた。反応の一つも見落とさないという意思の感じられる視線で、ラナはつい照れてそっぽを向いてしまう。

「凄い、すべすべだね」

「……っ！」

　ラナの服の中を縦横無尽に蠢いていた手が、今度は明確に意志をもってラナの胸に触れた。横から優しく包むように触れられ、きゅうと固く目を閉じる。

「パーツの一つ一つが小さくて……、可愛い。耳だって、こんなに……ん……」

「っ……!!」

　胸も小さくて悪かったですね！　なんて、心で悪態を吐いた途端、耳に粘着質な音が響いた。被害妄想である。

　あっさりと耳に攻撃を許してしまったのは、横を向いてフィーリオに耳を曝け出していたからだ。ちゅ、ちゅ、と唇で何度も耳に触れられ、ゾクゾクとした快楽が背筋を駆ける。

　思わず肩を竦めて刺激を遠ざけようとしたが、胸に触れているのと反対の手で優しく顎を固定された。逃げ場を失ったラナに追い打ちをかけるように柔らかく舌を当てられる。

　もし声が出せるなら間違いなく、ひゃ、とか、うわっ、とか情けない声が出ていたこと請け合いだ。耳輪じりんを下から上へ、ツゥと耳を舐め上げられ思わず肩が震えた。

　それを見逃さなかったフィーリオがそこを重点的に攻め始めた。

「ほら、……っん、やっぱり可愛い耳だ」

　耳元で囁かれた距離の近さに動揺し、ぱちりと目を開く。フィーリオの声は灼熱を内に秘めた低い声で、脳が犯されると錯覚するほど、甘い声だった。

　開いた視界に飛び込んだのはフィーリオの髪。すだれのようにベッドに垂れかかった長い髪は、フィーリオが動く度にさらさらと移動し形を変える。その度に花のような優しい香りが漂い、慣れぬ行為の中で見付けた嗅ぎなれた香りにホッとした。

　何度も何度も耳に舌を這わされ、徐々に思考に霞がかかっていった。知識としてしか保有していなかった営みが、今ラナ自身に襲い掛かっている。

　それは正に百聞は一見に如かずという言葉がぴったりで、波のように押し寄せる快楽に翻弄された。胸をごく弱い力でふにふにと揉まれ、耳の裏側を優しく吸われ、ラナはシーツを掴んでその刺激に耐えた。

「女性の胸を触るのって初めてだけれど、温かくて柔らかいね。ずっと触っていたい」

　漸くフィーリオの顔が耳元から離れる。濡れた耳が外気に触れ、すうすうと涼しさを感じた。

　フィーリオがラナの服をズルリとたくし上げ、胸がふるりと揺れながら溢れ出た。慌てて隠そうとした腕は緩やかに握られ拘束されてしまう。羞恥で頭が沸騰しそうになり、ラナは何度も首を左右に振って嫌だと主張した。陶然としながらラナの胸を眺めていたフィーリオは、ラナのその反応を見てハッと我に返ったようだ。

「あぁ、恥ずかしいんだ？　明るすぎるかな、少し調整するよ」

　部屋に点々と置いてあるランプのいくつかがふっと音もなく消え、さらにもういくつかのランプの光度が落ちる。

　これでどう？　と言わんばかりの笑みを浮かべられ、ラナはげんなりとしながら頷いた。

　いや、違う、そうではない。ラナは見られること自体が恥ずかしいのであって、光量を落とせば良いという話ではない。それどころか、ぼんやりとした光になった事で、ムーディーで色っぽい、物凄く卑猥な雰囲気の部屋になってしまった。暖色の光を受けて影を落とすフィーリオの横顔はとてつもなく艶めかしい。

　とはいえ、先程よりも羞恥心が和らいだのは事実である。幾分かマシになった環境に、ラナはもう一度頷いて見せた。

「やっぱり声がないと……寂しいね。ラナの声が聞きたいのに、声の出せない今だけは僕のものだと思うと凄く……倒錯した気持ちになるよ」

　恍惚とした表情でそう言われ、ラナは想い人が相手ながらぞくりとする。これを言うのがフィーリオだからこそギリギリ許容出来る範囲だが、ラナの気持ちが寄り添っていなければ間違いなく自警団に通報する案件である。

　そんなラナの複雑な心を読み取ったのか、フィーリオは距離を詰めて囁く。

「ラナ、キスしてもいい？」

　良いとも悪いとも言っていないのに、フィーリオが唇を押し付けて来た。まぁラナは今、良いとも悪いとも言えない状況ではあるが。

　ラナの火照った体に人魚の涼やかな唇は気持ちがいい。

　舌も溶けかけた氷のような柔らかい冷たさで、それで唇を舐められ口腔をまさぐられるとゾクリと背筋に電流が走った。舌と舌を擦り合わせるようにして絡められ、徐々に温度が溶け合い混ざる。肉厚な舌がラナの小さな舌を追っては引く。

　それを幾度と無く繰り返しながら、堪らずおずおずとラナからも舌を絡め返した。一瞬、ほんの一瞬だけカチンと固まったフィーリオがおかしくてこんな状況なのについ笑みが溢れた。

















08　しかもそれ打ち上げられたときの反応な












「……ん……っふ」

　フィーリオの口から漏れる吐息が艶めかしい。ラナの何倍も色っぽさを誇るフィーリオだが、最初よりも呼吸が荒くなっていた。

　ラナが舌を動かし始めてすぐ、胸の上で完全に活動停止していた手が再び始動した。二箇所同時に攻めることを学習したようで、感触を楽しむような手付きから明確に刺激を与える手付きに変わった。先端を指先が掠めると、ラナはビクンと大きく体を震わせた。

　その反応でどうすればいいのか分かったのか、弱い力でそっと先端を摘まれる。きゅんとしそうな微弱な刺激がたまらなく気持ち良くて、ラナはまた肢体を震わせた。

「すごいね、こんなに跳ねて、なんだかラナも魚や人魚みたいだ」

（それは嬉しくない……）

　唇を離したフィーリオとの間に細く銀色の糸が引いた。

　人魚はともかく、魚に例えられて嬉しい女性が居るだろうか。いや居ない、なんて心で一人ツッコミを入れていたが、思考が快楽に溺れないようにするラナの最後の悪あがきだ。

「これ、気持ちいい？　そっか、こうすればいいんだ……」

　本当に研究しているかのように、指を動かしてはラナの反応を細かにチェックするフィーリオに悔しさが込み上げた。

　独り言のようにぶつぶつと呟きながら、とんでもない速度で吸収していく。あたかも手慣れた雰囲気やオーラを出しているが、それはこの学習速度のお陰だろう。内心でどう思っているのかラナには分からないが、少なくとも動揺は見られない。

「これは……どうかな」

　じんわりと力加減を変えられて、喉が反る程体が反応してしまう。乳房の柔らかさを楽しみながら器用に指先を動かされる度に顔に血がのぼり、肌が薄っすらと染まるほど血流が良くなった。フィーリオはラナが今まで見たどんな男性よりも、人間離れした美貌を誇っている。

　それはある意味で性とは結び付かない独特の雰囲気で、この行為の全てが幻なのではないかと思えてしまう。だが、いざ始まってみればフィーリオの顔は確実に雄のそれで、男性らしさの滲む色気に変わっている。

　薄く開いた唇、そこから漏れ出る吐息、そして熱の宿る瞳。その全てが、フィーリオが興奮しているという紛れもない証拠で、そうさせているのが自分だという後ろ暗い優越感に苛まれた。

「へぇ、こう……」

　研究熱心なその瞳は、手指は、ラナを絡め取って離さない。

　フィーリオの手はラナの太腿を滑り上がり、やわやわと腿の肉を揉んだ。くすぐったさの混じるそれの中に僅かに快感を拾って内腿を痙攣させる。

「ねぇラナ、人魚の涙、欲しい？」

　湿った霧が立ち籠めた脳内に、フィーリオの妙に甘い声が響いた。

　──欲しい？

　再会した日に、フィーリオが自分の首に掛けた宝石を掲げて言った、この言葉。あの日のフィーリオの面影と、今のフィーリオの面影が重なって、それから交わるようにして消える。

　あの時のフィーリオの表情は、たまらなく悪戯をしたい子供のような、玩具を見付けたと言わんばかりの顔だった。だが、今のフィーリオの表情はどこか儚げで悲哀に満ちた表情だ。

　ラナは問い掛けに頷きかけた頭を止めた。

　このままフィーリオが消えてしまうのではないかという不安に、手を伸ばして肩に触れた。触れた指先から伝わる冷たさに安堵し、それでも消えきらない不安からニットの服を掴んだ。

「安心して。あとからのお楽しみ」

　ラナの反応をどう捉えたのだろう。恐らく、ラナが人魚の涙を欲しいとねだるために、フィーリオに触れたと勘違いしただろうか。フィーリオの哀感あいかんは鳴りを潜め、いつも通り蠱惑的に微笑んだ。

　そしてラナの薄手のボトムスに手を掛けると、少々手間取りながらもずり下ろされる。下半身を曝け出すなんて初めてで、ラナは身を固くして内腿に力を入れた。肌と衣服の繊維の間の空気が無くなったことで脚がひんやりする。

　もじもじというより、ぶるぶると震える勢いで強張る体が自分のものでないようで気持ち悪い。

　フィーリオの手がふくらはぎから膝までをゆっくりと撫でた。途端にまるで魅了されたような表情になったフィーリオに僅かに首を傾げた。

「は……すご、今まで脚って不便なものだと思っていたけれど……。こんなに綺麗なものなんだね」

　脚を綺麗だと言われたことなどない。

　元々あまり肌を見せる服は着ないのもあるが、フィーリオの言うそれはラナの脚がどうこうと言うより、人間の脚の話のようだ。それでも自分自身が褒められている錯覚を覚えて、ラナは複雑な表情を浮かべた。

「滑らかな皮膚が張った脚。僕達にはないものだ」

　何度も手を往復させながら脚を撫でられているうちに、緊張が解けて脚から力が抜けた。急に片脚を持ち上げられ、ラナが慌てて膝を折った。今にも脚に口付けしそうなほど近い距離でラナの脚の爪を見ていたが、やがて満足したのかそっと脚を解放される。

「こっちも……触れさせてね」

　膝を曲げたことで、頑なに隠そうとしていた部分が露出していたのだとラナは気が付いた。繊細なガラス細工を扱うような、馬鹿に丁寧で優しい手付きで割れ目をなぞられ、大げさに体が跳ねた。

















09　逆に人魚の時はどんな風になるの？












　フィーリオは、どう触れればいいか分からないとばかりに単調に手を上下に動かしている。誰にも触れられたことのない、そして自分でも性的な意味では触れたことのない場所を探られ、単調な動きにも関わらず確実に刺激を拾ってビクビクと跳ねる。いっそひと思いに、乱暴にしてくれればいいのにと思えるほど、焦れったい手付きだった。

　造形を確かめるその動きでラナの背が反る。指先がぬるりと花弁に沈み、そのぬかるみを広げるようにして指先が蠢いた。

「こう……これ、えっと……いや、なんでもない」

　蠢く指先に翻弄されて上等なシーツを強く掴む。シーツはその上等さゆえ、あまり皺も作らず波打つだけだった。不穏な呟きをしながら集中しているフィーリオの顔をそっと窺うと、これ以上ないくらいの真剣さである。

「…………」

　ついには黙り込んでしまったが、ラナを傷付けないように優しくしてくれているのは伝わり、心にじわりとぬくもりが広がった。

　ふと、上に行き過ぎたフィーリオの指が肉芽を掠めて、思わずラナは腰を浮かせる。今までにない反応を見たフィーリオは、もう一度その箇所を探ろうと器用に指を曲げて親指で辺りを捜索し始めた。

　たった一度軽く触れただけなのに、その場所は余韻を持って甘く痺れを伴う。行為により汗が吹いた背中にぴたりとシーツが張り付いて気持ち悪い。あっという間にもう一度探り当てられた肉芽を今度は優しく親指で擦り上げられ、ラナは膝を震わせた。

　とろとろと溢れ出した愛液で濡れた親指が肉芽の上を何度も往復を始め、まるでキュッキュッと磨くような手付きに踊らされた。

「勉……ておく……だった……」

「……？」

　ぽそぽそと呟いたフィーリオの言葉の全容が見えない。

　低い独り言だったようで、言葉の大半がラナの耳に届かなかった。表情を覗き込むとどことなく気不味そうで、フィーリオの表情にしては珍しく苦々しげだ。

　執拗に擦られたそこが快楽を蓄積していく。こんな感覚、ラナは知らない。

　自分の体なのにコントロールの一つも出来なくなる。舵の取れない体はひとりでに愉楽に向かって走り出した。心と体がバラバラに思考する感覚に振り回されながら、ラナはそれに必死に耐えた。

「なんでもないよ」

　只管ひたすらに親指で攻めを味わわせながら、フィーリオの指はさらにラナを追い詰めようと迫っていた。濡れそぼった蜜口に中指をつぷんと埋められた。

　予想外にも、ラナに痛みはなかった。フィーリオの指はとても長いが、マシューの指のように太くはない。筋ばっているが、肉はついていない。しっかりと濡れていることも助けに繋がったようで、のろのろと徐々に侵入してくる指に痛みは感じなかった。

　ただ、違和感は拭えない。体の中に異物が入ってくる不一致感に目を閉じて耐える。だが、フィーリオの親指がそれを許さなかった。違和感を覚える度、その感覚よりも強い快楽が生まれてくる。

「こう、かな……」

　指が根元まで挿入されると、一呼吸置く暇もなくその指が内部を蹂躙し始めた。ぎゅっと肉芽を押し潰され、柔らかく内部を押され、たまらずラナの腰がくねる。一度指を引いてまた押し込まれ、角度を変えて何度も出し入れされた。

　ぐりぐりとすり潰すような親指の動きはラナにとって刺激が強過ぎる。時折なにかが弾けそうになる感覚が襲うが、それは弾け切らずに遠退いてしまう。なんだか生殺しにされている気分で、瞳を潤ませながら浅く呼吸を繰り返した。

　ラナの吐く息は、発熱したように温度が高かった。

　フィーリオの指が比較的浅い上部を押した途端、ラナは体を跳ねて一際いい反応を見せた。

「ああ、こうすると気持ちいい？」

　やはりフィーリオは学習速度が早い。的確にそこを擦り上げぎゅっと押し込まれると、脳が溶けるほどの衝撃をくらう。ラナは頷く余裕もなく、ただただ体を何度も跳ねさせた。寄せては遠ざかる快楽の波がまるで津波のように大きいものになっていく。

　自らの奥から新しい愛液がこぷりと排出されるのが分かった。

「そう、悦いんだね……凄く濡れてる」

　言われなくても分かっていると言いたい気持ちを抑えながら快楽の襲撃に身を委ねた。フィーリオも、ラナの返事を聞かずとも、どうなっているのかなど一目瞭然のはずだ。

　ラナがびくびくとする度に脚が揺れ動き、脚の甲になにか熱いものが掠めた。ぼやんとしながらもラナは視線を足元へと移した。ラナの脚に触れていたのがフィーリオの楔だと分かると、慌てて膝を折り曲げて脚を仕舞う。基本的に体温が低い人魚でもやはりソコだけは熱く滾るものらしい。

「ごめ……んね、当たってたね。人間の体では勃ったことなくて、こんなふうになるんだ……」

　服越しだとは言え、その感触は確かに脚に伝わった。弾力など感じない硬さを以てして、フィーリオのボトムスを押し上げている。ラナは男性の性器などまじまじと見たことがなく、羞恥に目線を逸らしたが、フィーリオは自分の体に起こっている出来事なのに、どこか遠い国の話をするように他人事である。

　感心したような声が、視線を外したラナの情報源だ。声が出せるなら今すぐにでもツッコミを入れたい。

　フィーリオは不思議そうな声色で自らの下半身をまじまじと見詰めていた。

















10　それを耐え切るのは仙人の域












　滾った男根は確かにそこに存在していて、存在感を持って主張を続けている。滾らせているのが自分だと自覚すると、ラナはどうしようもなく無意味な充実感に苛まれた。

「当然だけど僕も雄だし……。でも大丈夫、ラナの初めてを奪ったりしないから安心して。ただ、僕の記憶が色褪せないようにもっと乱れた姿を見せて欲しい」

　些か申し訳なさそうな表情でフィーリオが腰を引いた。ラナの視界に入れぬよう調整してくれているらしい。

　会話の間、いや、フィーリオの独白の間止まっていた手がまた動き始め、下腹部からぐちゅ、と耳を塞ぎたくなる音が木霊した。

　柔らかく解れた肉をやわやわと押され、擦られ、突かれ、手練しゅれんのような雰囲気で嬲なぶられる。足の指先までグッと力を込め快楽を逃がすが、それよりも大きな悦楽が襲い掛かった。

　フィーリオの指が、先程見付けた悦いところばかりを執拗に攻める。先程まではすっと冷めるように引いていた波が徐々に引かなくなり、強い強い快感を長く留まらせようとしていた。

「凄く綺麗だ……、たまらなくなる」

　は、は、とフィーリオが呼吸を乱しながら熱を孕んだ瞳でラナを見詰めてくる。額に浮かぶ粒状になった汗が後頭部へと流れた。ラナが潤む視界をクリアにさせようと瞬きをするが、それは明瞭になるどころか益々滲み、一筋の涙に変わった。

　限界だった。今訪れようとしているものがなんなのか、知識としては知っていた。しかし実際問題、過ぎた快感は身を引き裂かれそうな錯覚を呼び起こす。怖くなり、フィーリオに腕を伸ばすとその手を優しく取られ、指先に唇が落ちた。

　その仕草にホッとしたラナが体から力を抜くと、それは一気に押し寄せた。

　ビリビリと電流を流されたように、下半身に甘い痺れが広がる。フィーリオの手をぎゅうぎゅうと握り、腰を浮かせてガクガクと震えた。

「中、締まって……っ、あー……可愛い。今イったよね」

　覇気のない声で酷く甘く呟くフィーリオは、中の具合を確かめるように指を曲げてさらに擦り上げる。達したばかりのそこには過ぎた刺激で、治まりかけていた波が再び強くなった。ラナは眉を下げて口を開き酸素を取り入れようと呼吸を繰り返す。

　知らず知らずのうちに口の端から溢れていた唾液をフィーリオに舐められた。

「まだ僕の指、きゅうきゅう締め付けてる。わっ」

　これ以上実況中継をするのは止めて欲しくて、繋がったままの力の入らない腕を緩く引き寄せる。それでも気を抜いてすっかりラナの内部に夢中なフィーリオには充分な力だったようで、あっさりとラナの上に倒れ込んだ。

「……どうしたの？」

　不思議そうにラナを見下ろすフィーリオの首に両腕を回して抱き着く。まだ下半身を襲っている甘い余韻に酔いしれながら、表情を見られたくなくてフィーリオの肩口に顔を埋めた。

　酸素を取り入れる度に激しく上下する胸元は外気に触れすっかりと冷えてしまっていた。

　フィーリオの問いに答えずにいると、空いた長い腕がラナの背中に回った。内部から指を引き抜かれると、その刺激にまた体が震えた。

「もう一回、イきたいんじゃない？　もっとしてあげようか。……違うの？」

　背中をぽんぽんとリズミカルに叩かれると、まるであやされているようだ。小さい子にするような仕草なのに、それが気持ちを落ち着かせてくれた。

　一度達してぐったりとした体は、これ以上の刺激を求めてはいない。心地良い疲労感を抱えながら、甘えるようにさらに強くフィーリオにしがみついた。

　ラナはしっかりと絶頂を迎えたが、フィーリオは大丈夫なのだろうか。心配になり顔を少し上げてジェスチャーすると、最初はきょとんとしていたフィーリオがすぐに意図を汲んで反応する。

「え、ああ、僕？　僕は気にしなくていいよ。大丈夫、ありがとう」

　気にするなと言われても、男性は出さないと治まらないものではないのか。それとも人魚という種族はまた別なのかとラナは考える。こればかりはフィーリオに直接聞いてみなければ分からない。

　考えても無駄なことは思考を放棄するに限る、とラナは瞼を閉じて呼吸を整えた。

「でも……少しの間、抱き締めさせてね」

　先に抱き締めたのはラナだが、フィーリオの言い方はまるで彼が願ってこうしているようだった。

　ラナはこくんと頷いて、密着する喜びを噛みしめる。束の間の幻のような行為だが、確かにここにあるものだ。

　どうしてこんなことを、なにを考えているのか、聞きたいことは山ほどあるが、今はこのほろ苦い安らぎに浸っていたかった。

　フィーリオの手が優しくラナの髪に触れた。二度、三度と撫でられてその心地良さに目元を綻ばせるが、ふとその手がつい先程までラナの中に居た手だと思い出した。慌てて避けるように手から逃げるが、視界に入った手は想像に反して汚れてはいない。

　どうやらいつの間にか水魔法で拭ったらしい。ここは海の中で、フィーリオは水を統べる者。これくらい造作も無いのだろう。改めて安心しながら大人しく撫でられた。

「ラナ……」

「……？」

　何度も全身に力を入れたのでラナは非常に疲弊していた。その疲労感が眠気を誘っていたが、なんとか目を閉じないように堪える。耳元で低く名前を呼ばれたラナは返事の代わりに首を傾げた。

「ラナ、好きだよ。誰よりも、どうしようもなく」

「……っ!?」

　信じられないことをさらりと言われ、思わず抱き着いていた腕を離してフィーリオの胸元に手を突き、ぐっと押して距離を取った。フィーリオの腕は未だラナの背中に回ったまま。

　ほんのりと感じていた眠気など一瞬で彼方まで飛んで行った。

















11　そろそろ学習しろおらぁっ












　信じられないのではなく、信じたくなかったのだと気付くのにしばし時間を要した。少し前からその言動の節々にラナへの好意は見て取れたが、ラナはそれを信じたくなかったのだ。

　好きになってもらえる理由がない、好きになってもらえる自信がない。気弱で、自己主張が苦手で、華やかさも、社交性も、面白みもない、ラナ・クラーク。

　こんな素敵な人が自分を好きになるわけがないと心を押し殺してきた。薄っすらと感じていたフィーリオからの好意を、すべて勘違いであるとやり込め、フィーリオには既に好きな人がいるはずだと、自らの心を守ろうと努めた。ラナが傷付かないための保身である。

「ごめんね、こんなこと言われても困るよね。ラナの仕事熱心なところや、緊張しいでちょっと頑ななところ、それから努力の方向が斜め上なところまで、全部好きだよ」

「っ……」

　──私も、フィーが好きです。

　そう言おうとして口を開き、声を奪われていることを思い出した。開いた口からは一音も音ねが鳴らない。

　ラナは視線で縋りながら、何度も声なき声でフィーリオを呼んだ。その欠片も伝わる気配がなくて思わず目が潤む。

　押した胸元の服に指を絡めて引き、声を返してほしいとジェスチャーするが、フィーリオは困ったように笑うだけだ。そしてラナの指を解かせると上半身を起こした。

　ギッ、とベッドが軋み、フィーリオが腕を突いた場所が沈んだ。ラナも慌てて起き上がろうとしたが、自分があられもない姿なのを思い出すと、やはりそのままベッドに沈み込んだ。

　フィーリオに上からそっと毛布を被せられた。

「最初は……この気持ちは人間に対する興味みたいなものだと思ってたんだ。いや、実際最初はそうだったのかも。でも変わった。他の人にはこんな気持ち……感じない。こんな焦げるような、それでいて甘い気持ちを僕は知らない」

　その言葉にラナの胸がきゅうと締め付けられる。想い人に想われる、その僥倖に浸りたいがそうもいかない。フィーリオの思い詰めた雰囲気は良い方向に向かわない気がして、堪らなく不安が募った。

　声さえ返してくれれば、全て上手くいくのに。

　ラナの視界に入らないよう握り締めたフィーリオの手の平が濃紺に光る。ラナがそれを視認した時には、既にその手で触れられる寸前だった。

「この二月の思い出があれば、僕は……生きていける」

「……!!」

　フィーリオがその濃紺をラナの額に押し付けた途端、視界がぐわんと揺らいだ。

　自分がなにをされているのか、なにを奪われつつあるのか理解し、直ぐ様フィーリオの手を払い除ける。だがそれを上手く躱したフィーリオは、ラナに手を押し当て続けた。

　魔法からくる目眩だけでなく、視界が滲む。ラナの脳裏は『後悔』の二文字が埋め尽くしていた。

　たとえ振られようと、気持ちを伝えれば良かった。ラナは人魚のように、恋に敗れて消えてしまう儚い存在ではない。

　気持ちを伝えた上で受け入れられなかったのなら諦めもついたのに、伝える前に奪われるなんて自業自得に思えた。自らの臆病が招いたのは悲しいすれ違いだ。それを伝える声すら奪われたこの状況に、抵抗も出来ず意識が遠のく。

（やだ、やだ、やだ……！　忘れたくないっ！）

　ぽたぽたとラナの頬になにかが当たって弾けた。

　見上げたフィーリオの水色の瞳から、まるで海が溢れ出したように涙が落ちる。それはフィーリオの目尻から溢れ、頬を伝い、ポタンと宙に舞い落ちた瞬間から硬化を始めて、キラキラと独特の虹彩を放ち始めた。

　外気に触れた途端に宝石になるとラナは聞いていたが、液体である時間もそこそこ長い。堪らなく欲しかった人魚の涙が、ラナの頬に当たっては落ちて消えていく。

　落ち込んでいく意識の中で、場違いにもその涙が綺麗だとラナは思った。他人を想って流す涙は、こんなにも美しい。

「いつの間にか君を好きになってたんだ。ごめんね、だから僕のことは忘れて」
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　忘却の魔法を掛けられて。意識が沈み込む最後に見たフィーリオの顔は笑っていた。






　暗闇の中、ラナはそっと瞼を開いた。

　薄ぼんやりとした頭が嫌に不快で、嗅ぎなれた薬草の香りを認識した瞬間にガバッと跳ね起きる。霞がかった頭がゆっくりとクリアになるのを感じながら、辺りを見回すとそこは慣れ親しんだ居住空間で、慣れないのは普段使わないベッドに横になっていたからだった。

　ラナはそっとベッドから降りて、窓際へと移動した。あまり脚に力が入らない。

　窓から外を見上げるとぽっかりと浮かんだ月がラナを照らす。ほぼ満月に近い大きな月がラナを見下ろし、雲の見られない空のお陰で月明かりが嫌に眩しい。

　作業をするのでなければ、このまま月明かりだけで充分な光量だ。ランプに火を灯さなくとも視界は良好である。

　ラナは窓から視線を外し、室内を見渡す。相変わらずの散らかり具合だ。いくら明るいとはいえ、所詮は月明かり。部屋の奥まった場所はやはり暗い。

　ふ、と呼吸を漏らしたラナがくぁっと両目を見開いて声を上げた。

「だから、忘れてないんだよなぁ！！！！」

　ラナの控え目な咆哮が、小さな城の中に木霊した。

















12　追いつめて追いつめて絶対泣かせる












　ふつふつと湧き上がる怒りは八つ当たりにも近い。

　声は出せたが、一度取られたせいかまだ馴染んでいないように出し辛い。ん、ん、と二度程咳払いをして喉の調子を整えた。

「一方的に、勝手に忘れさせようとするなんてっ！　服だって綺麗に着せ直してくれちゃって、恥ずかしいし！　ベッドだって物置きみたいになってたのに整頓されてるし！　どうしてくれよう、一言文句を言ってやらねば……。ネチネチ文句言ってやるんだから。もうやめて、ごめんなさいって言うまでネチネチネチネチネチネチネチネチ文句言ってやるっ。ええと……それから」

　既にネチネチと文句を言いながら、腕を組んで片手を顎に当て、窓際の小さなスペースを行ったり来たり何度も往復した。コツコツとブーツの鳴る音とブツブツと呟くラナの声が混ざった。

　ピタリと立ち止まると床を見詰めていた顔を上げ、決意したように口を開く。誰に聞かせるわけでもないラナの声は、薄ら明るい空間に明快に響いた。

「それから、私も好きだって、言わなきゃ」

　と、なれば。思い立ったが吉日とばかりに頭の中に素早く計画を組み立てた。

　ラナでは、海の中を泳いでフィーリオの家へと向かうのは難しい。もう一度会って話をするならば、やはりあの初めて出会った時の洞窟へ行くしかないだろう。二度目に訪れた時は運良く出会えたが、毎度あそこに居るかどうかは分からない。

　だとすれば張り込みも辞さない所存である。

　暫くは工房を閉めることになるだろうが、いたしかたあるまい。元々人の寄り付く場所ではない。もしかすると行商人は来るかもしれないが、特に欲しいものもないので今回は見送ろう。

　必要なものは当面の食料と暇潰し用の本、それから枕と薄手の毛布だろうか。あそこは海に面しているのに暖かいので、荷物も少なく済みそうだ。海蝕洞の真ん中に鎮座する潮溜りで釣りでもして過ごせばいいだろう。

　早速、ラナは鞄を取り出す為にクローゼットへと駆け寄る。その時、胸元でシャラリと石の擦れるような音がした。

「えっ、なに？」

　暗がりの中胸元に手を当てると、ローブの内側にラナの拳大のなにかがあるのが分かった。なかなかの大きさだ。ラナはローブの前開きに手を掛けゴソゴソと内部を探る。取り出して月明かりに晒すと、小さな革の袋だった。

　ネックレスのようにしてラナの首にぶら下がっているそれを取り外し、また窓際へと移動した。見覚えのあるそれをまじまじと見詰めると、徐々に記憶が蘇った。

　たしか、これは。

「初めてフィーと一緒に……買い物に行った時に持っていた巾着袋？」

　フィーリオが首から掛けていた巾着袋が見覚えのない素材だったので印象に残っていた。

　ヌメヌメとした光沢を放つ、青白んだ革らしきもの。この独特の光沢と表面のザラつきは間違いなくフィーリオの持ち物だ。

　ずしりと重たい巾着袋の口を開き手の上でひっくり返すと、バラバラと中から大量の石が転げ落ちた。

「わ、わっ、わっ！」

　手の平で受け止めきれなかった石は床に転がり、木製の板の上をコロコロと跳ね回った。ラナは慌ててしゃがんで、手の中の石を袋に戻した。床からひと粒拾い上げてまじまじと観察すると、それが人魚の涙だとやっと分かった。

「フィーが……くれたんだ」

　解呪の秘薬を作るならばひと粒あればこと足りるのに、こんなに山盛りに寄越すとは、随分と気前がいい。

　こんなに小さな粒でも高い透明度で反対の景色が透けており、中で小さなオーロラが生き物のようにぐるりと渦巻いた。

　これほどまでに美しいものは、ラナの人生でそうお目にかかることはない。ひと粒で屋敷が買える価値があるこの粒が、ラナの足元に大量に散らばっている事に戦慄した。

「もう、片付けるのに時間かかる……」

　貴重な石を踏まないように慎重に拾い上げ、巾着袋の中に戻した。人魚の涙の強度が如何程のものか知らないが、落下で損傷がないことに酷く安堵した。

　たっぷりと時間を使って拾い終えると、改めてムカムカと腹の底から苛立ちが込み上げる。記憶を消して、人魚の涙を手切れ金のように渡して姿をくらますなど、許容出来ない。

　絶対に文句を言ってやる、と改めて心に誓いながら、ラナは首から巾着袋を掛け、ローブの内側に仕舞い込んだ。

　今度こそクローゼットを開いて大きな背負い鞄を取り出す。

　鞄に簡単な着替えと枕、毛布を詰めて、使っていなかったベッドの傍に積み上げてあった、まだ読んでいない本を適当に数冊選ぶ。所謂積み本を鞄に押し込むと、次はその鞄を抱えてキッチンへと移動した。

「ええと……なに持っていこうかな」

　自炊らしい自炊もしないラナは、流しの下の戸棚を開いて唸った。保存の効く食料ばかりで、その中から携帯性のいい焼き菓子や干し肉、それからいくつかの果物を取り出して鞄に放り込んでいく。

　林檎にも手を伸ばそうとしたその時、ラナの小屋の外でジャリリと砂を踏み締める音がした。

（えっ、なに？　こんな時間に、誰か来た？　誰……。マシュー……なわけない、よね）

　聞き違いかと思いつつ、改めて耳を澄ますと、やはり時折足音が聞こえる。ボソボソと小さく、なにか話し合っている声が聞こえた瞬間に、訪問の相手がマシューでないと確信した。

　ラナは林檎を掴んだまま固まり、その場で聞き耳を立てた。

















13　うるせぇ！　ちっせぇちっせぇ言うな！












　ラナは物音を立てぬように、掴んだままの林檎をそっとその場に置いて声を殺した。

　外に居る者の正体が掴めるまでは物音を立てるわけにはいかない、と冷静に考えながら目を閉じた。

　いや、冷静なんかではない。この状況で自分を冷静だと思えることこそ、パニックになっているなによりの証拠だ。

　徐々に近付く足音、薄い木製の壁越しに聞こえる声はラナを震え上がらせた。

「ここ……本当に……スね」

「……おそらく……だろ」

「ちっせぇ……術師が……」

　ついに単語の節々が聞こえるほど接近したようで、その内容を聞いて望みが打ち砕かれる。急用で訪れた客の線に一縷の望みをかけていたが、そうではなさそうだ。

　強盗。

　その二文字が頭を過ぎった瞬間、ラナの背中にぶわっと脂汗が滲み出た。体が冷えて内臓機能が落ちていく不快感がねっとりと全身にまとわり付く。恐怖で身が竦むとはこのことかと、知らなくても良いものまで学習した。

「寝てやがんのかなァ……、クク、いいねェ」

　壁を一枚挟んで、ごく近い場所から男の下卑た笑いが聞こえてゾクリと鳥肌を立てた。

　ラナは目を開き、反射的に立ち上がって入り口へと急いだ。

　ラナの予想が正しければ──。

　物音を立てないよう慎重に足を進める。

　古い床板が小さくたわみ、キッと軋みをあげるのすらたまらなく不安に思えた。半ば摺り足になりながら、呼吸すら潜めてドアに近付く。

　フィーリオがラナをここまで運んだとして、ラナをベッドに寝かせたあとは、いつも通りの感覚で退出したはずだ。

　当然、ラナはフィーリオに家の鍵を渡していない。となれば、今、この家のドアの鍵は……。

　ドアの傍に寄るとゆっくりとドアノブへと手を伸ばす。

　その指先が震えるのを叱咤しながら、恐怖を振り切るようにしてさらに一歩近付いた。

　そう、ラナの予想が正しければ──。

　バタン！　と激しい音を立てて外側から扉が開いた。この家には、鍵が掛かっていない。

　それが今、最悪の形で証明された。

「よォ、起きてたか錬金術師さんよ」

　ドアの向こうは、月明かりのお陰で室内より数段明るい。それを背に受けた数人の男が、顔に逆光を作りながらニヤニヤと笑った。

　年齢は皆比較的若い。服装はてんでバラバラだが、所々破れた服と不清潔な容姿。その中でもニィと口を釣り上げて笑う手前の男は他の男達とはどこか違う。

　黒いマスクで顔の上半分を隠し、露出した口は黄ばんだ歯がギザギザと並んでいた。

「おゥ、思ったよりシケた生活してんだなァおい」

　マスクの男は、ドアノブを蹴り上げて入ったようで、上げたままだった片脚を下ろすとズカズカと室内に侵入して来た。その時、ラナの頭にマシューの言葉が想起された。

『黒い仮面で顔を覆った男をリーダーにしている』

『活動を再開したらしいが、どうやら最近はこの辺りまで足を伸ばして来ることもあるらしい』

　このマスクの男が、マシューが追っている犯罪組織のリーダーなのだろう。怯えてジリジリと後退るラナの前で、それが決定付けられる会話が繰り広げられた。

「くはっ、聞き出したあとは女はどうしますか、カシラァ！」

「あァ……待ってろよ」

　マスクの男をカシラと呼んだからには、やはりこの男がリーダーで間違いないだろう。

　手下の男が漏れる笑いを堪えず垂れ流す。片手に引っ提げた大振りのナイフを揺らしながら、マスクの男がラナに大股で歩み寄った。

「っ、いや！　触らないで！」

　踵を返そうとするが、震える脚が絡まって上手く逃げられない。あっさりと手首を掴まれ引き寄せられると、男からは獣のような匂いがした。思い切り体を捩り力を込めた腕で振り払おうとするが、まったくびくともしない。

　このままでは不味い、そう思ったラナが大声を上げようとした瞬間、マスクの男がラナのフードに手を掛けてズルリと頭部を曝け出した。緊迫した空気に場違いな陽気な音でピュゥー！　と何人かが唇を鳴らす。

「っ……ゃ」

「ほーう、まァまァ……イイじゃねェか。美人ではねェが、普段俺らの相手してる商売女に比べりゃあ、墨も入ってねェし、肌艶も髪も綺麗だなァ」

　マスクの男はラナの髪を強く掴むとそのまま引き寄せて髪の香りを堪能していた。頭皮が引き攣れるような痛みに表情を歪めながら、男と距離を取ろうともがくが力では到底敵わない。

　商売女、とは娼婦のことだろうが、ラナの中で娼婦は美しい見た目をしている印象があった。商売柄美容関係の薬を娼館に何度か卸したことがある。この男たちが普段相手にしているのはそういう所謂高級娼婦達ではないのだろう。

　だから平平凡凡なラナですら性の対象になってしまう。

「よし、決めたァ！　コレは用が済んだら俺がもらう、そのあとならお前らの好きにして構わねェぞ」

　ゾッとするような会話がラナのすぐ耳元で展開されている。身が竦んで上手く声が出せない。

　その間に手下の男たちはラナの家の物色を開始したようで、各々家の中を荒らし始めた。乱暴に棚を開く音、ランプシェードが落ちて割れる音、テーブルがひっくり返る音。強盗するにしても、こんな森の奥のラナの家に目ぼしいものなどないのに。

「さァ、嬢ちゃんには聞きたいことがあんだァ」

「っ……っい……たい」

　キツく捻り上げられたせいで頭皮が痛む。これ以上引っ張られれば髪が抜けてしまうだろう。

　マシューとお揃いは嫌だ、と思った瞬間にあっさりと髪を離されバランスを崩した。

　今度は手首をギチリと骨の音がしそうな程握られ、ラナは痛みに瞳を潤ませる。マスクの男はグッと声色を低くして、鋭く目を眇めながらラナを見詰めた。

「人魚はどこにいる？」

　ああ、なるほど。この男の目的はそれか、と。

　ラナは湧き上がる嫌悪にマスク越しの濁った瞳を強気に睨み返し、理解した。

















14　もちろんＢＧＭは不気味












　フィーリオはすっかりと暗くなった森の中を歩きながら、手の平をぐーぱーぐーぱーと何度か開閉する。まだ手の中に残るラナの感触が消えてしまうのが、堪らなく寂しく感じた。

「……ラナ」

　小さく呟いた言葉は返答もなく、月明かりの下に混じって消えた。

　ラナの記憶を消したあと、眠るラナの衣服を整えて、何度も口付けを落とした。このまま海底に拐ってしまえればどんなに幸福か。囲い込み、慈しんで、ラナを愛して二人で暮らす。想像するだけで腹の底から甘美な幸せに包まれた。

　だが、仕事が好きなラナから錬金術師としての職を取り上げてしまうのは本意ではない。いずれ好きな人が出来る機会だって奪ってしまう。

　マシューに忠告されたとおり、フィーリオは自身の価値を見誤っていた。フィーリオが傍に居れば危険が降り掛かるかもしれない、なんて考えもしなかった。ただ、ラナと共に居るのが自然で心地良くて。

　眠っているラナに奪った声を返し、フィーリオはその隣に置いてあった革の巾着袋をラナの首から掛けた。海の魔物の皮を狩って作った巾着袋はフィーリオのお気に入りだった。中にはフィーリオの母の涙をこれでもかというほど詰め込んでおいた。

　ラナが秘薬を作ったあと、余れば売って金の足しに出来るだろうとの目論見もあるが、どこかでラナには人魚との繋がりを持っていて欲しいと願っているのかもしれない。

　ラナを抱き上げて小屋に戻り、ベッドの上に寝かせる前に軽く片付けをして、全体的に整理整頓の出来ていない乱雑な部屋ともこれでお別れかと思うと絶望感が込み上げた。

　惜しむらくは、ラナの声を最後にもう一度聞けなかったこと。

　音を立てぬよう小屋を出たあと、二度と会えない悲しみは見る間に増して、そして怒りに変わったのだ。当てつけではあるが、せめてマシューに一言物申してやろう、と。

「一言くらいなにか言わないと気がすまないな。なんて言おうかなぁ……。『マシュー、君の望み通り、ラナとはもう会わないよ。これで満足？』いや、違うな、駄目だ。もっとイヤミっぽく……」

　月明かりがあるとはいえ、森の中は木に遮られていて暗闇が深い。その中を迷いなくすいすいと歩きながら、フィーリオは一人ブツブツと、マシューに見当違いな恨みを募らせた。

　マシューは恐らく軍の詰め所に居るだろう。街まで行かなければならないが、街中のどこに纏まった水場があるのか分からなければ転移の魔法も使えない。普段なら煩わしいと思える歩行での移動も、今のフィーリオにとってはいい気分転換になっていた。






　フィーリオは、森から抜け出して街に足を踏み入れた。

　かなり遅い時間であるが、まだ街は眠っていなかった。

　昼は軽食を出す食堂のほとんどが酒場へと姿を変え、店の中はもちろん、外に出したテーブルでもすっかりと出来上がった酔っぱらいがどんちゃん騒ぎしている。合間を縫うようにしてウエイトレスが動き回り、小さな舞台では踊り子がくるくると舞っていた。

　大抵の国は、王城の傍に軍が控えているものだ。詰め所に行くなら城を目指せばいい。フィーリオは街のどの位置からでも見える大きな城を見上げて、そちらに歩みを進めた。

「あぁ、もし詰め所に居なかったらどうしよう……」

　文句を言ってやらねば、との一心でここまで来たが、既にいい夜中だ。もしかすると今日はもう帰宅してしまったかもしれないし、そもそも今日は休みだったかもしれない。

　長い距離を歩き森を抜け、少し冷えた頭でようやくそれに思い至る。

「まぁいい、会えなかったら家を聞き出すか、日を改めれば」

　一先ず行くだけは行ってみようと思い直したフィーリオの耳に、酒場の外のテーブルに着いて酒を飲む男達の言葉が飛び込んだ。

「……からよぉ、錬金術師が……」

「ハハッ、そりゃあ……」

　錬金術師。今のフィーリオにとって、最も繊細なワードである。だからこそほとんど聞こえないような喧騒の中でも、的確にその音を拾って、意識してしまったのだ。どの人間が話をしているのかと、自然と視線が探してしまう。

　目に留まったのは二人組の男で、質素な酒場の外に置かれたテーブル、その中でも一番端に座り、木製の大きなジョッキで酒を呷あおっていた。

　フィーリオはピタリと足を止め、その男たちの会話を盗み聞きする。この世に何人の錬金術師が居るのがフィーリオには分からないが、ラナ以外の錬金術師の話は聞いたことがなく、非常に興味があった。

　男達はそれで声を潜めているつもりなのか、俯き気味に会話をしていた。酔った人間しか居ない騒がしい酒場では、ある程度大きなその声でも充分に聞き取りづらく、フィーリオはさりげなく男達のテーブルの傍に寄った。

「んじゃあ拐っちまうのか？」

「いや、それがなんでも、森の奥に一人で住んでる変わり者の錬金術師らしくてよ！　わざわざ拐わなくても、んな森の奥で夜中となりゃ人なんて寄り付かんだろうよ。じっくりこってり、情報を聞き出せるって寸法だ」

　くらりと、目眩に近い感覚で視界が歪むのを感じた。

　なにがそんなに楽しいのか、陽気に、安易に、軽率に言葉を紡ぐ二人組に対し、フィーリオは頭に血が上った。カッとなって咄嗟に二人の前に飛び出そうとしたが、なんとか足を地面に縫い留めて二人の言葉にさらに耳を傾けた。

　なによりも、今必要なのは情報だ。

　いつ決行するのか、何人居るのか。この二人が漏らす内容をすべて聞かなくては、ラナを助けられる成功率が下がってしまう。兎にも角にも、話を聞き終わるまで遮るわけにはいかなかった。

















15　でも基本的には暴力反対派












　まさかその錬金術師を好いている者に話を聞かれているとは露も思っていない二人は、酒のせいか饒舌にペラペラと話し込む。フィーリオは拳をギリリと握り締め、その場に留まった。

「へぇ、なるほどな。それでこんないい飲み日和なのに、皆して山にピクニックに行っちまったのか。……それにしてもカシラはどうやってそんな情報仕入れてくんのかねぇ」

「さぁねぇ、俺ら下っ端にゃ関係ないこった。あぁ、でも……今回のヤマは元々噂があったらしいな」

「どんな噂だ？」

　片方の男がジョッキを傾け、ぐっと呷り喉に酒を流し込む。そして一呼吸置いてから、ゆっくりと口を開いた。

「女が人魚と密会してるってよ。なんでも漁師の男が見たらしいが。呪術師の男が仕入れてきた話だ」

「はぁん、不用心なこったね、だから俺らみてぇのに目ぇ付けられんだ」

「カハハッ、違いねえ、違いねえ！　まぁ、今回はリスクに対して仕入れがどデカいからなぁ、カシラ含む幹部ばっかが出張でばって行っちまって。俺らはここで大人しく、軍に動きがないか監視だな」

「おう、そうだなぁ！　酒飲みながらでも出来る簡単なお仕事です、ってか！」

　ケラケラと笑う男達の会話は想像を絶するもので、その内容にフィーリオの心臓がドクドクと暴れ出した。

　心よりも体が先に動き出し、フィーリオは男二人に背後から近寄ると低く静かな声で、短く話し掛けた。

「失礼」

「おっ、なん…………ガァッ！」

　話し掛けられ振り返ろうとした男の後頭部を、フィーリオが片手で掴み思い切りテーブルに叩き付けた。ガシャァン！　と激しい音を立てて、男の頭突きを受けたテーブルにヒビが入る。載っていた食べ物はひっくり返り、ジョッキは倒れて中から色付きの水を吐き出した。

　その一撃で伸びてしまった男はピクリとも動かずテーブルに沈んだままだ。だらりと弛緩させた腕がテーブルからぶらぶらと垂れ下がる。

「て、てめぇ！　なにしやがる、くそ！」

「…………」

　一瞬呆気にとられてキョトンとフィーリオを見ていたもう片方の男が、ハッと我に返り声を荒げた。

　腰から下げていたナイフを素早く取り出しながら、椅子から飛び退いてフィーリオと距離を取った。ナイフを逆手に構えて姿勢を低くする男。

　フィーリオは返事の一つもせず、切れ長の目を男に向けた。冷たいアイスブルーの瞳は凍てついて冷え切っている。

　男達の周りで飲んでいた普通の客が、フィーリオと男を取り囲んでやんややんやと騒ぎ始めた。皆一様に、唐突なドッグファイトが始まったのだと思っているようで、まるで競技観戦をするようなテンションだ。

「ふざけんなよ、急に！　てめぇ、ぶっ殺してや、ぐ、がっ」

　ナイフを構えたままフィーリオの懐に突っ込んできた男を、半歩隣にずれて避ける。酔って千鳥足の割には戦い慣れているようで、男はすぐさまフィーリオが避けた方向にナイフを振り上げた。フィーリオはナイフを持つ男の腕をパシッと掴むと、ぐっと自らの傍に引き寄せる。バランスを崩した男の顎に折った肘を振り抜くようにして当てると、男はその衝撃で仰け反った。

「く、そぉ！　舐めやがってぇ！」

「悪いけど」

　もろに顎を直撃した攻撃は、男の脳を震わせ一瞬目を回したようだが、何度か頭を振ると体勢を立て直した。

　フィーリオはすかさず男の手首を捻り、片手で男の後頭部の髪を掴むとお辞儀をするよう俯かせ、腹に膝を叩き込む。蛙が潰れたような声を出しその場に崩れ落ちた背中に向かって、フィーリオは冷たく言い放った。

「彼女に手を出そうとしているなら、このまま逃すわけにいかないからね」

　もう聞こえていないだろう。地面に四肢を投げ出しうつ伏せになった男に近寄ると、足でコロリと仰向けにひっくり返す。

　そして酒場のテーブルの脚に括ってあったロープを解くと、男二人を綺麗に縛り上げた。

「軍が動いたら知らせる役割、か。そのままここで、朝まで寝ていてね」

　フィーリオ達を取り囲んでいた客等は、あっと言う間に終わった喧嘩につまらなさそうに席に戻っていく。蜂の巣をつついたような騒ぎは一瞬で収束し、また元の賑やかな呑みの場へと変わった。

　フィーリオは困り顔の店員の横で腕を組み、どうすればラナを助けられるのか熟考する。今浅慮に動いてしまえばフィーリオだけでなくラナも危険だ。頭の中で今しがた聞いた男達の情報を纏める。

　フィーリオとラナが目撃され噂になっていたこと。

　それが悪い輩の耳に入り、ラナが狙われたこと。

　今まさにそれが実行されようとしていること。

　組織が何人向かっているのか分からないこと。

　ならば、フィーリオがしなければならないのは、当初の予定通りマシューの元へ向かうことだ。

　軍の部隊に救援を頼み、そしてラナの救出に向かう。軍が動けば報告する役割の二人は今ここで伸びている。不意打ちに近い形で近付けるだろう。それが一番ラナを救出する確率が上がる。

　フィーリオはそこまで考えると、組んでいた腕を解く。そこで初めて、自分の手が震えていることに気付いた。

　怖いのだ、ラナを失ってしまうのが。卑怯な手でラナを手放したくせに、己の身勝手さに思わず苦笑が漏れる。それでもラナを死なせたくない。

　フィーリオは王城に向かって駆け出した。

















16　それは見なかった事にした












　暗闇にぼんやりと映じていた大きな城が、いつの間にか見上げなければならないほど近くに聳えていて、フィーリオは目的地が近いと察する。だが王城まで行かずとも、それらしい建物が見えたのはそのすぐ後だった。

　明らかに厳重そうな分厚い塀が長く並び、小さめな門の前には二人の兵士が姿勢良く見張りをしている。その二人の兵士の間をすり抜けて中に入ると、フィーリオは声を大きく張り上げてマシューを探した。

「マシュー、マシューは居る!?」

「す、すみませんが！　関係者以外は……」

　これに慌てたのは二人の兵士だ。片方は門を離れるわけにはいかないようで追って来なかったが、もう片方の兵士は困惑気味にフィーリオを追って腕を掴む。フィーリオはそれを妨害とも捉えず、ズンズンと建物の奥へと突き進んだ。

　フィーリオの声か、兵士の声かを聞きつけた他の兵士達が何事かとバタバタと集まってきた。

「マシュー、何処に居るんだ！　ラナがっ……！」

　通常なら取り押さえられる場面だろう。しかし、フィーリオがマシューの名前を叫んでいたことが、この場では功を奏した。

　もしこの男が隊長の知り合いなのだとしたら、強引に取り押さえて良いものか。武器も所持していない、ただの民間人に見える男に手荒な真似をしていいものか。兵士達の心の中に、そんな葛藤がぐるりと渦を巻いてフィーリオに手を出せずたじろいでいる。

　念の為、いつでも取り押さえられるよう剣を構える者も中には居たが、直接的に攻撃されることはなかった。その中の一人がチラリと廊下の奥に視線をやったのをフィーリオは見逃さなかった。

「だ、駄目です！　この先は隊長の部屋で……！」

　フィーリオの腕を掴んだままの兵士を引き摺るようにして、奥の部屋へ進んでいく。軍の詰め所らしい飾りっ気のない扉のドアノブを掴むと、フィーリオは勢い良くそれを開いた。

「マシュー！　……あ」

「な、なん、なんの用だ！」

　執務室らしく重たいテーブルを真ん中に置いたマシューの部屋は廊下と同じで飾りっ気がない。テーブルの上に積み上がった書類、壁にはコレクターのように大量にかけられた剣、そして上等な革張りの椅子に座ったマシューは。

　軍服の胸元を寛げ、軍帽も取り払い、ゆったりとくつろぎながら珈琲を啜っていた。

　唐突な来客に、隠す間もなく頭部を曝け出したマシューが慌てて軍帽を被り直している。一緒に入った兵士はそっと視線を逸らしていたが、フィーリオはマジマジと見入ってしまった。

「す、すみません隊長！　このかたが隊長に取り次ぎを、と！」

「もういい、下がれ。……どうやってここまで……いやいい、なんの用だ」

　今更、威厳たっぷりと命令しても遅い気がするが、兵士は切れ良く『はっ！』と敬礼すると部屋から立ち去った。ドアのパタンと閉まる音が鳴り止まぬうちに、フィーリオは捲し立てるようにしてマシューに近寄り、テーブルにバンと腕を突いた。

「ラナが捕われてるかもしれない、僕のせいだ」

「……詳しく話せ」

　テーブルを一つ挟み、二人の視線が半ば睨み合うようにして絡まった。とても悪戯とは思えないフィーリオの真剣な表情を見て、マシューも表情を硬くして聞きの姿勢に入る。フィーリオは一時も惜しいとばかりに事の顛末を話し始めた。

　話を聞き終えたマシューは一呼吸置き、脳内で情報を纏めた。焦燥したフィーリオの話は些か支離滅裂だったが、大体の内容は伝わった。なにより、ラナが危ないと伝わればそれで充分だった。

「そうか、今すぐ部隊を出す。お前はどうす……おい、お前どこへ……！」

　フィーリオの願いが了承された今、もうこれ以上ここに用はない。一刻も早くラナの元に駆け付けようと、既にマシューの執務室を出る寸前だった。

「水場！　この辺りで一番大きな水場はどこ!?」

「城の庭にかなり大きな噴水が……、おい、待て！」

　開け放した扉から振り返って問うフィーリオは、マシューの制止にも耳を貸さず駆け出した。ここまでがむしゃらに走ってきたのも相まって、フィーリオの額には汗が滲んでいた。

　それを片方の腕で軽く拭い、詰め所の隣の城を目指して速度を上げる。

「一足先に行くよ、君達もなるべく早く来てね！」






　マシューは早急に部隊を招集し、門の前に集めた。夜中なので集められる人数は限られたが、他部隊からも数名の腕利きを貸してもらえたので充分に戦力として機能する。

　やはりマシューの部下を率いる手腕は見事なもので、不確定で不透明な情報しかない中でも、的確に作戦を伝えた。一部は酒場で伸びているらしい犯罪組織の手下の回収に向かわせている。

　そして残りの部隊は山へ向かい、馬を走らせ始めた。

（予想外、だったな）

　道中、マシューは執務室に駆け込んで来たフィーリオを思い出していた。

　どんな女でも虜にするような甘い容姿をして、飄々としているいけ好かない男。そんな男がラナの傍を彷徨いて、ラナの心をかき乱している、そんな印象だった。

　しかし先程飛び込んで来た男はどうだ。

　その整った顔を歪め、ペール調の水色の長い髪もぐしゃぐしゃで、肩で息をするほど走り回り、汗を拭いもせず必死な様子で。マシューの心配していた軟派な男像からはかけ離れていた。本気で、心の底からラナを心配していた。その疑いようもない事実にマシューは困惑と苦い気持ちを抱える。

（忠告は……余計な世話だったな）

　ラナを傷付ける存在ならば近くに寄るなと警告したが、どうやらお節介だったようだ。あの男が本気でラナに好意を持っているのなら、マシューが心配してやる義理はない。

　マシューは僅かばかり浮かんだ謝罪の気持ちを呑み込んで、馬をもう一度蹴った。

















17　もう少しだったのに！












　話せ、と威圧的な声色を出すマスクの男と、知らない、と言い続けるラナとで押し問答が繰り広げられていた。

　その合間にもマスクの男の手下は部屋を荒らし続けている。

　一人だけ、長いローブの男だけは、マスクの男の背後に控えて佇んでいた。

「っ、てぇなこのアマ！」

「……っ！」

　ラナが足の甲を思い切り踏んでやると、マスクの男はカッと血の上った様子で、ラナを引き摺ってキッチンへと連れて行った。ラナは足を縺れさせながら強制的に移動を余儀なくされた。扉の傍に居れば隙を突いて脱出出来たかもしれないのに、その望みが絶たれてしまう。

「どうしても言いたくねェなら仕方ねェなァ」

「なにするの、やめて！」

「うるせェよ、オラ、大人しくしろ」

　一つしかない椅子に無理やりラナを座らせると、手早くラナを椅子に括り付けた。手慣れた手付きで、ラナの親指程もある太いロープで手首を纏めて椅子に縫い止められる。

　フィーリオと譲り合って座った、優しい思い出の詰まった椅子だ。

「あーあァ、これで抵抗も出来ねェな」

　男はマスクの奥で目を細めて品のないニヤニヤとした笑いを浮かべている。ラナはその悪趣味なマスクを睨み上げ、語気を強めて言い放った。

「知らないものは知らない！　私に人魚の知り合いなんて居ない！」

　もちろん嘘だ。フィーリオの魔法が上手く効いていればこれも事実となったかもしれないが、しっかりバッチリと覚えている。

　その上で、こんな男達にフィーリオの居場所を教える気は毛頭なかった。

「そうかよ、オカシイなァ？　じゃあお前の他に、森の奥に住んでる錬金術師の女が居るってェのかよ？」

「ええと……そうだ、隣の森にももう一人、私よりもう少し若い錬金術師の女の子がいるっ！　絶対その子と私をまちがってる！」

　もちろんこれも嘘だ。そんな奇特な人間が二人も三人も居てたまるか、と思うが、ラナは咄嗟に作り話をした。

　こんな口から出まかせは直ぐにバレそうなものなのに、なんとマスクの男は無精髭を指でザリリと撫でながらラナの顔を不審げに窺って来た。

「…………隣の森、そりゃあ本当だろうなァ」

「そりゃもうほんと、」

「カシラァ！　ベッドの下にありました！　これ、これ、人魚の涙じゃないっスかね!?」

　あ、騙せるかもしれない。

　そう思ったラナが全力で首を縦に振りながら肯定しようとした瞬間、無骨な太い指先で小さな粒を摘んだ手下がラナ達の元へ駆け寄った。ラナが見上げた手下の指先には確かに人魚の涙が挟まっていて、先程ラナが床にぶち撒けたうちのひと粒だと察して項垂れる。全て綺麗に回収したと思っていたが、そうではなかったようだ。

「女ァ、テメェ嘘つきやがったな！」

「…………」

「目ェ逸らしてんじゃねェよ！」

　涙ひと粒でこの騒ぎだ。ラナの胸元の巾着袋に大量の涙が入っていると知れれば、タダでは済まないだろう。

　折角騙せそうだったのに、と残念に思いながら視線を横に逸らしたラナは、背筋を曲げて体を湾曲気味に前屈みになった。

　胸を張れば、ローブに巾着袋の膨らみが見えてしまう。猫背になっていればまだマシだ。

「それでも、知らないものは知らないの！」

　往生際悪く知らないを通すラナに痺れを切らしたのか、マスクの男がラナを縛る椅子を抱え上げた。

　ぐら、とバランスが崩れる感覚が心地悪くて、ラナは後ろ手に回された手で椅子の背に爪を立ててしがみついた。

「……あァそうかよ、んじゃあもうお前は用無しだ」

「ちょ、っ……なに、するの」

　マスクの男は椅子を浮かせ気味にして外へとラナを連れていく。なにをされるのか見当のつかない状況は恐怖でしかなく、ラナは身を固くして、唯一自由に動かせる足をバタつかせた。その抵抗が功を奏したのか椅子を下ろされ、ラナはほっと息を付いた。

　しかし、そうではなかった。

　下ろした椅子の背を強く掴んだマスクの男は、額に青筋を浮かべながら、再びラナの縛られている椅子を移動させ始める。土の上を滑るようにして椅子ごと引き摺られ、ザ、ザザ、と地面が音を立てた。

　ラナの小屋のすぐ傍にある湖まで連れて行かれ、その前でピタリと椅子が止まる。水辺ギリギリに椅子を置かれたせいで、ラナの足はプラリと水面の上に放り出された。

「オラ、これでもまだ言いたくならねェか？　夜中にこんな所落ちたらさみィぞォ……ほら、さっさと居場所言え」

「っ…………」

　マスクの男が椅子を傾け、ラナの体は湖に向かって距離を縮める。湖からひやりと冷気が漂い、この中に放り込まれる事をリアルに想像してしまう。椅子に縛られたまま湖に落とされれば泳ぐことなど出来ない。

　それでも。

　ラナは口を開くことはなかった。きつく瞼を閉じて、口も引き結ぶ。

「そうかよ、よーく分かった。お前は命が惜しくねェんだなァ。俺が本当に落とすわけねェと思ってんだろ？　確かにお前を殺したら情報は引き出せねェ。けどな」

　さらに、椅子に角度をつけられる。

　ラナの命は今、指先一つでこの男の思いのままだ。

　当初はラナを犯すことも目的の一部に含まれていたはずだが、感情が昂ぶり憤慨したマスクの男には、もうそれはどうでもいいようだ。

「お前の家で待ってりゃ、いつか会いに来るだろ」

　そう言ったマスクの男は、ラナの椅子から手を離す。ぐるんと視界が反転して、頭から湖に落ちた。

　凍えそうに冷たい水が一瞬でラナを包み込んで体中に纏わり付く。呼吸を止めて腕に力を入れるが、とてもではないが解けそうになかった。

　次第に、頭から沈む体勢が、椅子の重さでもう一度反転する。水の中にも差し込む月明かりを見上げながら、今まさに死にゆくこの状況にも関わらず。

　ラナは笑っていた。

（馬鹿だなぁ、会いになんて来ない……。フィーはもう、ここには来ない）

　フィーリオはラナがもう、フィーリオを忘れたと思っている。きっと今までのように海の底で暮らして、二度と人間の街には来ない。ラナの元にも、もう来ることはない。

（でも、守れた。良かった……）

　最期まで、フィーリオの情報を話さなかった。隠し通せた。

　これで彼を守れたのだと思うと、ラナは自分に誇らしさすら感じる。

　苦しさに空気を吐き出すと、代わりにとばかりに肺に水が入り込む冷たい感覚がした。

「あぁ、落ちちゃったんだね。大丈夫、僕が助けてあげる。まったくラナは……よく溺れる子だね」

　すぐ耳元で、聞こえるはずのない、声がした。

　いつか、遠い昔にも言われたその言葉が、またラナに向かって囁かれる。

　フィーリオがラナと初めて会った、二人の出会いを覚えてくれていたことを、こんな状況なのに、場違いにも心から嬉しく思った。

















18　それどころか二度目の方が体重掛かってた












　薄れゆく意識が急激にクリアになる。肺に進入していた水をゴボリと吐き出すと、ラナは自分を優しく抱き上げるフィーリオを見上げた。フィーリオは人間ではなく人魚の姿で、濃紺の長い尾を椅子に見立ててラナをそこに乗せていた。どうやら水中で紐を解き、水面まで連れて来てくれたらしい。

「ふ、ぷはっ」

「大丈夫？　呼吸、出来る？」

「はい、だいじょ……ぶです」

　気遣わしげな視線を受け、ラナは何度か頷いてから辺りを見回した。湖から五メートルほど上空にふわふわと浮いていて、地面を見下ろすとその高さに目眩がしそうになる。

　よくよく見れば、巨大な水の塊の上に乗っているようで、フィーリオの水魔法だと理解した。

　水分を含み顔に張り付いた髪や、体に纏わる衣類が気持ち悪い。ぐっしょりと濡れた体は酷く重く感じた。

　それにしても、どうしてフィーリオがここに居るのだろうと脳内に疑問符が浮かぶ。ラナを見詰めていたフィーリオと視線が合った瞬間、下方からマスクの男が声を弾ませて二人に話し掛けた。

「おォ、助けに来たのか！　こりゃあイイ、手間が省けるなァ！」

「君がラナを……」

「これからお前は、俺らのためにわんわん泣いてもらおうかァ。よっぽどその女が大事みてェだし、纏めて一緒に拐ってやるよォ。そうすりゃあずっと一緒に居られんだろ？」

　見下ろした先には、高揚し肩を怒らせたマスクの男が大声を上げながらニヤニヤ笑いを浮かべていた。キヒ、と口の端から漏れるような下品な笑い声を上げて、ナイフ片手にフィーリオを値踏みするように見上げてくる。

「……清潔感」

「アン？　なんだ？」

「のない男ってモテないよね」

　フィーリオとマスクの男は暫し睨み合いを続けたが、唐突にフィーリオがふっと表情を和らげる。穏やかな声色で、とても怒りとは程遠い柔らかさで呟いた。

　へらりと笑ったフィーリオは、いつも通りの飄々とした態度でマスクの男に言葉を投げかけた。

「んだとテメェこらァ!!　降りてこいや、拐う前にボコボコにして泣かせてやるよ!!」

「ラナ、怪我はない？」

「は、はい……。大丈夫、無事です」

　低くした声でがなるマスクの男を完全に無視し、フィーリオは気遣わしげにラナを窺った。ラナは頷きながら、シカトされた哀れなマスクの男をチラチラと確認してしまう。

　一瞬だけ強く、フィーリオにぎゅっと抱き締められ、そのあと直ぐに解放された。

　水の塊の上に立つのは恐怖が込み上げたが、不安感とは裏腹に、足はしっかりと水の塊を捕えて、その上に立つことができた。ホッと息を溢すと、フィーリオが指先をパチンと鳴らす。途端に風に浚われたように、体から水分が消えてふわりと髪が揺れた。

「大丈夫、僕が助けるよ。君は僕を知らないだろうけど、必ず助けるから信じて。なにがあったの？」

　魔法が効いていると思い込んでいるフィーリオは、真剣な表情を浮かべていた。ラナはいまだパニック状態の頭で、それを否定するのも忘れ、あわあわと早口で説明した。

「突然家に押し入って来て……、人魚の居場所はどこだって。知らないって答えたら腕を掴まれたんで、あの人の足を思い切り踏みました」

「そしたら？」

「次やったらブチ殺すって言われたので……」

「うん」

「もう一回踏んでやりました」

「ぶはっ！」

　ラナが浮いた水の塊の上で踏みつけるジェスチャーをすると、フィーリオが堪らず吹き出した。

　顔の下半分を手の平で覆い、くっくっと肩を震わせて相好を崩した。ラナが的外れなことを言う度に、この表情で笑っていたのを思い出して、こんな状況にも関わらずホッとしてしまう。

「ふ、ふふ、流石だね」

「あ、そうだ。私覚えて……、」

「無視してんじゃねェぞ！」

　やっと気持ちの落ち着いたラナが、記憶の件を訂正しようと口を開くが、それはマスクの男に遮られた。ないがしろにされたのが余程気に食わなかったのか、声を張り上げながらラナ達に向かってナイフを投げてきた。

「きゃっ、あれ？」

　ナイフは一直線に、弾丸のように二人に迫る。シュッと風を裂く音が耳について、ラナは来たる痛みに身構えた。

　しかしそのナイフは二人に届かない。

　フィーリオが指先を緩やかに宙で動かすと、薄い水の膜が二人を守るように現れ、ナイフの行く手を阻んだ。勢いを殺されたナイフは水に刺さる形でピタリと動きを止め、その場に留まる。フィーリオが指から力を抜くと、膜状の水はナイフと共に重力に逆らわず落下した。

　地面に水が叩き付けられ、バシャァ！　と派手な音を立てる。カランカランと、ナイフも転がった。

　マスクの男の怒声と、フィーリオの魔法の水音は、ラナの小屋から手下達が出てくる動機になるには充分な騒音だったようで、次々と小屋から男達が飛び出してきた。

　人数の全貌が明らかになり、ラナが目で追って数えると十五人も居た。そんな人数がラナの小さな小屋に入っていたのかと思うと、驚嘆してしまう。

　その中に、ローブを着た男を見付けた。ローブの男は室内に居た時と同じように、マスクの男の背後を陣取り様子を見ているので、もしかすると戦闘要員ではないのかもしれない。

「くそ、小賢しい真似しやがってよォ」

　忌々しげに呪詛を吐きながら、腰からもう一本投げナイフを取り出したマスクの男は、再びラナ達に向かって構える。

　フィーリオを見上げた部下たちは、大袈裟に興奮し昂っているようで、わいわいざわざわと辺りが騒がしくなった。

「カシラァ、あれ人魚っスかね!?」

「おー、初めて見た！　すげぇ、これで一生安泰っスね！」

　口々に人魚の感想を述べる部下たちの姿は、締まりもなにもあったものではない。はしゃいだ様子できゃっきゃと声を上げる部下たちに、マスクの男が痺れを切らして声を上げた。

「お前らアレ、引き摺り下ろせ。尾や腕なら無くなっても構わねェ、ただし。絶対殺すな」

　マスクの男がフィーリオを指差すと、途端に部下たちの表情が引き締まり、無駄話をやめた。ヘラヘラとした態度は一変し、眼光も鋭く剣呑なものに変わる。各々が得物を手にして、フィーリオへと対峙した。恐らく、ここにいるすべての手下が戦闘慣れしているはずだ。

　手下達は、マスクの男の言葉に鼓舞され、野太く低い声で〝オウッ！〟と揃って相槌を打つと、一斉にラナ達に攻撃を仕掛けた。

















19　割と嫌味な攻撃な












　一番前線に並んだ手下たちが、揃ってナイフを投擲する。複数の風切音が鳴り、様々な角度からナイフが迫った。だが、それはマスクの男の攻撃を防いだときと同じように、二人の前に張った水の膜が守った。

　小型のナイフが水の膜に刺さると、タプンと撓たわみを作り、垂直な水面のようだ。

「っらぁ！」

「……あぁ、それは効かないんだ、悪いけど」

　また、フィーリオが指先からふっと力を抜く。途端に水の膜とナイフは、地に落下していった。

　マスクの男はそれを見て、手下に指示を与えている。その手際はラナの目から見ても悪いものでなく、指示を与えられた手下も俊敏な動きでそれに従っていた。

　個が強い集団かと思ったが、思いの他統率されているのを目の当たりにし、マシューの部隊が一部取り逃がしてしまったのも納得できた。

「とりあえずあそこから引きずり下ろさねェと攻撃が通り辛くて仕方ない、さっさとしろ！」

「ひぇっ」

　ラナがマスクの男の怒声に慄おののいていると、フィーリオに肩を優しく撫でられた。それだけでホッと安心出来るのだから不思議だ。

　ラナはフィーリオにおずおずと腕を伸ばし、乱れた青い髪を軽く撫でつけた。こんな状況なのにも関わらず、フィーリオの驚いた顔がおかしくて、ふふ、と笑いを溢す。

「ううん。僕一人ならここから降りてもいいんだけど、ラナを危険に晒すわけにはいかないからね」

　そう言うと、フィーリオが拳を掲げるようにして持ち上げた。なにをするのかとフィーリオの拳を見上げたが、遥か下からごぼごぼと水の音がして、なにごとかと視線をそちらに移した。

　湖から、拳大の水の玉がいくつも浮き上がり、ラナたちの居る水で出来た足場の高さまで、ブンと一直線に登ってきた。

　その沢山の水玉は半分に分裂し、さらにまた半分、半分と数を増やしながら、どんどんと小さくなった。

　ラナにはなにが起こっているのか分からなかったが、それは手下たちも同様である。

　しかし、異様な光景にたじろいだ手下達が、防御という選択を取るのは早かった。やはりある程度統率が取れ、腕の立つ集団なのだろう。

「これはちょっと痛いよ」

　フィーリオが空に向かって掲げていた拳をパッと開くと、雨水程度まで体積を減らし、無数に増殖した小さな水玉が、その姿を細い針のような形に変えた。

　キィンと耳鳴りのような音がして、その針の一本一本が燦然と輝き始め、ラナはその眩しさに目を細めた。

　水で出来た針は発光しながら、他の光と共鳴するようにその光度を上げていく。フィーリオが、開いた手の平を地に向けて振り下ろすと、その針は火を消すようにピタリと輝きを収め、一斉に犯罪組織の真上から降り注いだ。

「ぐっ！」

「があぁっ！」

　いくら防御の体勢を取っていようとも、その隙間を縫うようにして次々と針が襲い掛かる。ぶす、と皮膚を貫く嫌な音が何度も鳴って、手下達は痛みに呻いていた。

　刺さった針は、役目を終えると再び水に形を変え、傷口を濡らした。それがまた、質たちの悪いことで、傷口がビシャビシャに濡れたままだと、血液は凝固することを知らず、だくだくと流れ出してしまう。ひどく陰湿な攻撃である。

　幾千、幾万の針を受けた手下達はフィーリオのたった一手で動ける人数を半分以下に落とした。

　ラナは悲惨な光景に思わず息を呑む。フィーリオがこれほどの強さを誇るとは知らなかった。絶対に怒らせぬようにしなければとひっそり心に誓った。

「使えねェ奴らだな、クソ！　なら矛先を変えるまでだ」

　マスクの男は、手近に居た手下を盾のようにして身を守ったようで、体中に穴が開きぐっしょりと濡れた手下を横に放り投げた。虫の息かと思ったが、ぐえ、と声が聞こえたので死んではいないのだとラナは安堵する。

「避けてみろよ、なァ！」

　マスクの男は目では追えない素早い動きでラナに向かってなにかを放った。

　その速さは、音があとから付いてきたと錯覚するくらいで、ラナを狙った攻撃だと理解したのは、フィーリオに抱き締める形で庇われてからだった。

「っ……、く」

　ジジ、と肉の焦げた臭いがした。あのマスクの男は、火魔法の使い手なのだろう。攻撃の矛先をラナに変える、それはフィーリオを封じるには的確に有効だった。

　あまりに速い、弾丸のような速度で放たれた攻撃は、水の膜で弾く暇もなく、フィーリオが身を挺ていして庇うことしか許されず、フィーリオの背を焦がした。

「っ……そんな！」

「大丈夫。次は攻撃を通したりしない」

　フィーリオは辛そうに顔を歪めながら立ち上がり、ラナに目もくれず二度目の攻撃に備えて水の膜を張り巡らせる。先程、ナイフを止めた時よりも分厚く、そして範囲もかなり広い。ラナにマスクの男の攻撃を当てないという強い意志が感じられた。

　ラナに背を向けたフィーリオの背面は、肩から背中全面にかけ、酷い火傷になっている。爛れた皮膚が痛々しく、直ぐにでも治療をしなければいけない状況だ。

　ラナはゾッとした。間違いなく、フィーリオ一人ならばこの状況を切り抜けられるのに。ラナを庇いながら戦っているせいで、フィーリオは無駄な怪我を負い、それでも苦痛の表情を見せないように立ち向かおうとしている。なにも出来ない自分が腹立たしくて、足手まといなことが心苦しくて、ラナは歯噛みしながら爪が食い込む程強く拳を握り締めた。

　水の膜がジュウゥ！　と音を立てた。マスクの男が放った二発目の火の玉が水の膜と喧嘩して、蒸発しながらその勢いを殺しているのだ。

　火の玉は、水の膜を突き破りそうになるギリギリで鎮火し消えた。辛うじてギリギリのところで攻撃を止めている、そんな状況だった。

「よく受けたなァ、でも押されてるぞォ。オラお前らも追撃しろォ！」

　三発目、四発目が打ち込まれるたび、それを受ける水の防御壁がジュウジュウと焼けるような音が耳に付く。フィーリオは時折、湖から水分を補充して水の盾を補強しているが、それもいつまで保つか定かでない。

　マスクの男の火魔法だけならばなんとかなっただろうが、まだ動ける手下が次々とラナ達に攻撃を畳み掛けているせいだ。

　それは稲妻だったり、風の刃だったり、毒の矢であったりと様々で、水の盾は攻撃を受ける度に大きく撓んでいる。フィーリオが、大きく張った盾の面積をさらに大きく広げ、その攻撃のすべてを受け止めながら応戦していた。

　無言で声も出さず、淡々と対応しているのは集中しているからか、話せないほど必死なのか。

　からくも守り続けているが、これは長くは続かない。徐々に押され気味の劣勢だ。盾を作ることに必死になっているせいで、ラナたちの足許の水の塊も不安定になってきた。

「あー、もう落ちちまいそうだなァ？　お前、落ちたらすぐに射程内に寄って、女に呪いをかけろ。人魚にじゃねェぞ、女にだ。あの人魚がいうこと聞くようにな」

「ああ、わかった」

　マスクの男の後ろに控えているローブの男。彼だけはなにもしていないのが不思議だった。しかし、ようやくその正体がラナには分かった。

　彼は、マシューに呪いをかけた、件くだんの呪術師なのだろう。

















20　薬の分が無くなったら一生ハゲで居て












　幾度となく迫る攻撃に、フィーリオは防戦一方で必死に水の盾を維持しようと力を込め続けている。額に汗を浮かべながら、突き出した腕は僅かに震えて、水の盾に魔力を注いでいるのが見て取れた。わずかに開いた口から苦し気な呻きが漏れ出た。

「……っもう少し、時間稼ぎさえ、出来れば……！」

　呟きのような言葉。

「時間稼ぎ……。時間が、稼げればいいんですね!?」

　それを聞き逃さなかったラナは、ハッと思い出してローブを捲り、胸元の革袋を掴んで引き出した。乱暴に取り出した皮袋の首紐がブチブチと引き千切れ、ラナの首が赤く擦れた。

「人魚の涙!!」

　叫びにも近い音で、ラナの高い声が辺りに響いた。

　凛とした雄叫びは、ラナが想像するよりも遥かに大きく反響し、周りの人間はもちろん、誰よりもラナ自身が、こんなに大きな声を出せるのかと驚いた。慌てて表情を引き締め、手をぐっと突き出してさらに声を張り上げた。

　マスクの男も、その手下も、ラナの声で攻撃の手をぴたりと止めて仰ぎ見た。皆の視線が自身に突き刺さる恐怖、大量の瞳がぎろりとラナを捉えている。それに怯みながらも、気丈に背筋を伸ばした。

「欲しい!?　今ここに、国でも買える量の涙がある！」

「ラ、ラナ……なにして……」

　下からざわ、とどよめきが起こった。

　攻撃の手が止んだことで、フィーリオが肩から力を抜いているのが見えた。

　ラナが視線を集めているうちは、フィーリオが休息出来るのだと思えば、自身に集中する視線も、今からしようとしていることも、なにもかも怖くなくなった。

　ラナを背に守りながら戦ってくれるフィーリオの足枷になりたくない。その一心で心を奮い立たせる。

「これ、今から地面に叩き付ける」

「ハッ、だからなんだ？　そこに生産機があんだからよォ、いくらでも手に入るんだ、そんな小袋じゃなくてなァ！」

　マスクの男は馬鹿にしたよう鼻で笑った。たしかに彼の言うとおり、フィーリオを捕獲するのが一番の稼ぎになるのは間違いない。

　だからラナは、今からこの手の中の宝石に価値を付けなければならなかった。そしてあわよくば、フィーリオの価値も落としておきたい。

　チラリと振り返ったフィーリオは、ラナの邪魔をしないよう、静かに水の盾の補強を進めている。月明かりに鱗がキラリと光った。

「残念だけど、この人は恋をしていないから、泣いても涙は水にしかならない」

　先程とんでもなく雑なウソに騙されそうになったマスクの男。どうかこれも信じてくれ、と願いながら言い放つと、マスクの男の表情がキョトリとしたものに変わった。

「じゃあ適当にあてがえばイイだけだろ？　綺麗な女拐って一緒に入れときゃ、すぐ肉欲に溺れんだろォ」

　ああ、この人は。人を愛したことがないのだと。

　マスクの男は今の言葉を、嘘偽りのない本心で言っているのだ。なんて可哀想な人なんだろう。

　ラナはきゅっと眉を寄せて、巾着袋の口を開いた。

「恋は、肉欲とは違う。人を愛するっていうのは、そんな簡単な話じゃないです」

「…………」

「それで成功すると思うなら、これ……要らないよね？」

「っ……」

　ラナの表情が哀れみに満ちていたからか、マスクの男は複雑そうな顔で顎髭を弄った。べつに、ラナが言っている内容が理解出来ずとも構わない。今はとにかく、時間稼ぎをしなければ。

　ラナは革袋に指先を突っ込み、中にある人魚の涙を掴んで手を引き抜いた。そして大きく振りかぶって投げる姿勢を取った。

「お、おい、やめろ！」

　マスクの男が慌てた声を上げたことで、手下達は上を下への大騒ぎになった。今まで余裕綽々しゃくしゃくの態度だったリーダーが慌てたのだ。それは当然下の者へも伝染する。

　そして、その反応で。

　ラナは今、手中にあるものの価値が、彼らにとって跳ね上がったと自覚して、胸中でうっそりとほくそ笑んだ。そして、たっぷりと溜めを作ってから、上げた手を振り下ろした。

「あのアマ、マジでやりやがった！」

「わ、やべぇんじゃねぇかこれ！」

「ひ、拾え！　受け止めろ！」

　異国に豆まきという行事があるらしい、などとラナの頭にどうでもいいことが浮かぶ。月光を浴びてキラキラと煌めく宝石は、ラナの手から離れると四方八方に飛び散った。

　手下は泡食って、受け止めようと右往左往としている。地面に叩き付けられた人魚の涙がどうなったのか、ラナの位置からは遠すぎて、そして暗すぎて見えない。

　ラナが最後の一掴みを投げると、手下達は地面に伏せるようにしゃがんで、落ちた宝石をかき集めている。

　マシューのために一粒残してやるのを失念していたラナが胸中でマシューに謝罪していると、いつの間に傍に寄ったのか、フィーリオが耳元で囁いた。

「ナイスだよ、ラナ。これで動きが止まった」

　肩を優しく後ろに引かれ、バランスを崩したラナが倒れ込むと、足元にある水の足場と同じ作りの塊に、ぽわんっと体を受け止められた。

　フィーリオが両手を大きく広げると、ゴゴゴと地響きのような鈍い音が辺りに鳴り響いた。

　見上げたフィーリオの横顔が嫌に格好良くて、こんな時だというのに心臓が高鳴った。フィーリオがなにをするのか、分からないが恐怖は感じない。たとえ地が揺れようとも、その地が割れようとも、ラナはフィーリオを信じている。

　湖がぐるぐると渦を巻いて、そこから小さな洪水のように大量の水が噴き出した。

「水の近くで水を統べる者に戦いを挑もうだなんて……僕の愛しい人をダシにしてまでそんなものが欲しい？」

　普段の中性的な声からはかけ離れた低い音で、吐き捨てるような台詞だった。

　フィーリオが広げた腕を前に突き出すと、渦から噴き出した水は敵へと目掛けて一直線に飛んでいく。

　手下達が気付いた時にはもう遅く、意思を持った水が手下を捕らえ、水牢を作り上げてその中に閉じ込めた。

















21　ばかめ！　いきどまりだ！












　体に纏まつわるようにして、水が丸く姿を変えた。人一人を優に閉じ込める二メートルほどの大きさの水牢は、表面をたぷたぷと揺らしながら捉えた人間を苦しめた。ゴボボ、と空気が抜ける音があちこちから聞こえる。

　呼吸もままならず、必死に藻掻く手下達の手足が時折水牢から突き出すが、そこから抜け出すことは叶わない。取り囲んだ水の塊の中で溺れながら、手下達は徐々に力をなくした。

「くそ、これはやべェな、逃げるぞ！」

「えっ、ああ……だが、」

「馬鹿か！　俺さえ残りゃ、いくらでも再建出来るんだ！　置いて行かれてェのか！」

　溺れた手下達を尻目に、マスクの男とローブの男は上手く水牢を躱したようで、薄情にも森へ走り去ってしまった。

　フィーリオにそれを追う意思はないらしく、完全に脱力し弛緩した手下達を水牢から解き放つ。意識を手放した男たちの体が水溜りに倒れ込み、あちこちでバシャバシャと水飛沫が上がった。

　誰一人として立ち上がる者の居ない地面に、ラナ達の乗る水の塊がふよふよと漂い落ち始める。地に到達した瞬間にぱしゃんと水に返り、固い地面に脚をつけるとラナは胸を撫で下ろした。

「こ、これ死んでるんじゃ……」

　辺りを見回すと、ゾゾーっと背筋に冷たいものが走った。地上で溺れるという稀有な経験をした手下達は、ピクリとも動かずその体を大地に投げ出していた。

「大、丈夫……気絶してる、だ……け」

　尾で器用に体を支えていたフィーリオだが、掠れた声を出してぐらりと倒れ込む。ラナは慌てて下から支えようと身体を滑り込ませるが、その重さに耐え切れずにぺしゃりと潰れてしまった。

　折角乾かしてもらった身体だったが、背中からじわじわと水分が染み込んだ。

「だ、大丈夫ですか!?」

「いや……、ちょっと、厳しい、かも……」

　ぐっと力を込めてフィーリオの体を押すが、ラナの力では持ち上げられず、ぐったりと寄りかかられる。ひやりとした触り心地はもう知っているのに、今に限ってそれが死を連想させ、ラナの心臓が早鐘を打った。

　魔力の使いすぎと、背中の火傷。どちらも致命傷だ。

　その時、遠くからカカッと地を蹴る音が聞こえて、ラナは下敷きのまま顔をなんとかそちらに向けた。

　その音は驚くほどの速さでラナ達の傍に寄り、耳元で聞こえるころには音の正体がなにかもはっきりと視認できた。馬からひらりと跳ね降りたマシューが、ラナ達に駆け寄り、水だらけの地面に膝をついた。

「おい、大丈夫か……！」

「マシュー！　た、助けて、フィーの背中が！」

「これは、火傷か。すぐに他の隊員が来る、とりあえずこれを下半身に被せておけ」

　マシューの声を聞いて、たまらなく安堵の気持ちが湧き上がった。これでフィーリオが助かる。

　フィーリオの傍にしゃがんで火傷を見たマシューは、表情を歪めて軍服の上着に手を掛けると、ボタンを一つずつ性急な手付きで外していく。上着を脱いで、皺の無いワイシャツ姿になったマシューは、その大きな上背を覆う服を、フィーリオの下半身にバサリとかけた。

「待っ……、大丈夫、だから。人の姿になるよ」

「とりあえず起こすぞ」

　マシューがフィーリオの肩を掴んで、ラナの上から長身を撤去してくれたので、慌てて起き上がってフィーリオに寄り添った。

　下半身が鱗から皮膚に変わっていく様子を見ながら、そっと大きな手を取って握り締めた。涙が溢れ出しそうになったが、ラナは目許を腕でゴシゴシと擦って耐える。

　今は泣く時ではない、泣いている場合ではない。今しなくてはいけないのは、フィーリオの治療と、マシューに情報を伝えること。

「治療か、ラナの家に運ぼう。俺がやる」

「…………」

　強靭な肩がフィーリオを担ぎ上げるのを見ながら、ラナは繋いだ手を一度離した。反応のないフィーリオの顔を覗き込むと、青い顔で意識を失っているようだった。

　ラナは先に駆け出して小屋の扉を開いた。犯罪組織に荒らされた室内は物が散乱しており、割れた硝子の破片や、無造作に散らばった本を避けながら歩いた。

「マシュー、早く！」

「わかってる」

　幸いにも、フィーリオが片付けてくれておいたお陰でベッドは使える状態だ。マシューがフィーリオの体を寝かせると、ラナの小さなベッドでは窮屈そうだ。

　ラナは急いで工房へ向かうと、棚や引き出し、そして街に卸すための商品をひっくり返して、治療に使える品物を物色し始めた。

　遠くから複数の馬の足音が聞こえた。マシューの隊員の到着も近いのだろう。

「これと、これも必要！　それから、これも！」

「ラナ、外で転がっている奴らは……」

　キッチンの戸棚をガチャガチャと音を立てながら探っているラナは、中から盥たらいを見付け出すと立ち上がり、中に水を張る。捻った蛇口から吹き出した水が盥に溜まるまで、今度は壁の飾り棚を引っ掻き回して、包帯になる生地を引っ張り出した。

「マシューが追ってた犯罪組織の手下たち！　全員生きてるはず。二人逃げた。主犯と呪術師。南東側の森に。でも南東側はすぐ先は崖になってるの。そこから東は森が深すぎるから、多分南側に行ったと思う。むこうは馬無しだから、今出れば追い付けるかも」

「わかった。外の者を捕縛する。治療は一人で出来るな？」

「うん、もちろん」

　伝えなくてはならない情報を、簡潔に頭で組み立てながら話すと、マシューは自らの仕事を全うするため、大股で外へと向かった。その背中にこくんと頷いて返事したラナは、必要な物を持って、寝室へと急いだ。

















22　そんな顔見たらもう言えねぇ












　夢を見ていた気がする。幸せな、夢。

　そこは暖かくて、それでいて明るい場所だった。どことなく良い香りの漂う、そんな柔らかい場所。

　隣には愛しい人が寄り添ってくれて、ずっと笑っていられるような、幸せな、幸せな夢。






　ラナは小さな呻きを耳で捉えて、パッと顔を上げ目を開いた。ずっと眠れず起きていたが、脳だけは休めようと目を閉じていたのだ。

　そこで初めて眩しく光る朝日が目に飛び込んで、その明るさに目を細める。ツキン、と目の奥が痛んだ。

　ずっと握っていたフィーリオの指先がピクンと動いたのがラナの手に伝わった。顔色はまだ良くないが、意識を無くした時に比べればかなり回復したのではないだろうか。

　体を包帯でぐるぐるに巻いているため、見ているだけでも痛々しい。

　フィーリオの睫毛が何度か震えて、そっと瞼が持ち上げられた。下から澄んだ水色が見えた途端、どうしようもない気持ちが込み上げて、ラナはポロポロと涙を溢した。

　一度、二度、ゆっくりと瞬きをしたフィーリオの視線が、ラナを捉える。そうして、フィーリオはふわりと花が綻ぶように笑った。ラナの涙はフィーリオの頬にぽたぽたと落ちて、頬を伝って流れ落ちていく。

「ああ……、泣かないで。これじゃあ、僕が悪者みたいだ。初めて会ったときとは、逆だなぁ」

　ラナが握ってるのと反対の手が緩やかに伸びてきた。それは真っ直ぐにラナの頬に到達して、粒になって溢れ出る涙を優しく拭った。親指の腹で、手の平で、人差し指の先で。何度も何度も涙を拭われるが、溢れて止まらない。

　もう、泣いてもいいのだ。危機は去り、フィーリオが目覚めて、今、傍に居る。

　確かに、出会いのときとは逆だった。横になり見上げるのはラナではなくフィーリオで、見下ろし涙を流すのはフィーリオではなくラナ。そんな些細な違いがおかしいのか、フィーリオはふふ、と声を出して笑った。

「夢をね、見たんだ。どんな夢だったのかは忘れてしまったけれど、凄く……幸せな夢」

「フィー、愛してます……！」

　フィーリオが頬に触れる手に、自らの手を重ね、頬を押し付けるようにして擦り寄りながら。ラナはフィーリオの話を遮るようにして言葉を紡いだ。

　ラナの言葉を聞いて、一瞬大きく見開かれた目。永遠にも感じるほど長い一瞬、黙り込んで。

　そして気が付くと、ラナはフィーリオの腕の中に閉じ込められていた。頭を抱え込むようにして抱き締められているので、呼吸がし辛い。

「なんで……、覚えてるの」

「フィーは、自分が……魔法が苦手なのを、いい加減理解してください」

「かからなかった？」

「はい……。一度目も」

「そう。一度目もかからなかったんだ。だから僕があそこに居るって知っていたんだね」

「……はい。勝手に記憶を消す嫌味な人魚だと思ってました」

「もう一回」

「はい？」

「もう一回、言って」

「勝手に記憶を消す嫌味な、」

「そこじゃない、一番最初」

「あ……愛して、ます」

「きっと、僕のほうが、君を愛してる」

　二人とも、同じ体勢から微動だにせず、口だけを動かし会話を重ねた。ラナは溶けそうに甘いその言葉を聞きながら、フィーリオにしがみついて、また泣いた。

　あやすように何度も髪を撫でられ、指先で髪を梳かれる。フィーリオがここに居るのがなによりも嬉しくて、生きているのが嬉しくて、溢れ出す涙を止められなかった。






「ねぇ、ラナ。あのあと……、ん？　これ、なに？」

　ひとしきり泣いたラナが、ズビズビと鼻を鳴らしながら顔を上げた。

　ラナの髪を一束摘んだフィーリオが不思議そうにそこをマジマジと見詰めるので、自然とそこに視線が向かう。髪を傷付けないよう、丁寧に指先で掻き分けるようにして中から異物を取り出された。

「あい？　これなんですか……？」

「あ、涙だ」

　指先で摘み上げたそれは、まごうことなき人魚の涙で、ラナは驚いてフィーリオの胸に腕を突いてガバッと起き上がる。下からイテテ、と声が聞こえたがそれどころではない。これがあれば、マシューのために秘薬を作ることが出来るのだ。

「これ、僕がラナのために流した最初の、」

「やったあ！　これでマシューの頭皮が復活する！」

　フィーリオが言い終わらないうちから、ラナは涙を持つフィーリオの手を上から掴んで、歓喜に睫毛を震わせた。

　指先に挟まる涙は、ラナがもらった涙の粒たちよりも一回り大きく、フィーリオに最初に見せてもらった、ネックレスに加工した涙に似ていた。

　そういえば、とラナは記憶を巡らせた。フィーリオに記憶を消される直前、彼はラナとの別れを惜しんで泣いていた。

　寝そべっていたラナの頬に涙の粒が当たってそのまま髪に流れ込んでいったのを覚えている。その時から今までずっと、ラナの髪に絡まっていたのだろう。

　どこから発生した涙なのかは突き止めたが、今のラナにそんなことはどうでもいい。嬉々としてフィーリオから涙を受け取った。

「いや、でもこれ、」

「良かった、私いただいた涙、全部盗賊に向かって投げちゃったから……！」

「最初に流した涙は、愛しい人に持っててもら、」

「これでようやく約束が果たせる……！」

「この涙はラナが持っ、」

「良かったぁ……。んん、すみません、なんですか？」

「……いや、なんでもないよ」

　すっかりと舞い上がってしまったことを恥じながら、一つ咳払いを落としてラナが問い掛けた。

　しかし、フィーリオはどこか諦めたような表情で、降参と両手を上げていた。

















23　どれだけ苦労したと思ってる！












「で、あのあとどうなったのか教えてくれる？」

「あ、はいっ、もちろんです。あのあとは──」

　包帯でぐるぐる巻きにされた上半身をゆっくりと起こすフィーリオを支えながら、ラナは一呼吸置いてあのあとの顛末を話し始めた。

　マシューは逃げた二人を深追いせず、倒れた手下達の捕縛を優先した。その後、捜索隊を編成し森をくまなく探したが、肝心の二人は見つからなかった。日が昇ったので改めて捜索するようだが、見つかる可能性は低いだろう。

　現在、森に監視体制を敷いているものの、軍の資金面を考えるとこれ以上の追跡は難しい。日が明ける少し前、マシューは一旦軍に戻っていった。

　いまは細事を軍及び王城に報告しているのだろう。後程もう一度、ラナたちの様子を見に戻ってくると言っていた。

　そして、フィーリオの背中が酷い火傷になってしまったこと。可能な限りの治療を施したため、後遺症はないものの、火傷痕は残ってしまうだろう。完治までは数ヵ月要するだろうが、その間ラナがサポートをしたいと申し出た。

　残念ながら、貰った人魚の涙はすべて砕け散ってしまった。明るくなってから表に出てみると、粉々になった涙の欠片がそこら中に散らばっており、無事な涙を見付けられなかった。

　ゆっくりと順を追って説明したつもりだが、ちゃんと伝わっただろうかとフィーリオをチラリと窺うと、真剣な表情で黙り込んでいた。

　ラナは思案に暮れるフィーリオの邪魔をしないようそっと離れると、枕を何個も抱えて戻り、ヘッドボードと背中の隙間にぎゅうぎゅうといくつも枕を差し込んだ。これで背中への負担が減るはずだと満足気に頷くと、そこでようやくフィーリオが口を開く。

「つまり、まだ終わってないんだね……」

「え？」

「いや、ラナの幼馴染のマシューだっけ。彼が残党も捕えてくれると思ってたんだ。けど、まだ逃げ果おおせているんだよね？　それは困るよ、彼らは僕の正体も、僕の好きな人も、家も知ってる。いつかまたやってくる可能性があるってことだもの」

「それは……そう、ですね」

　フィーリオが考えを巡らせるようにゆっくりと瞬きをした。ラナはそれを見ながら、フィーリオの意を汲み取ろうとその表情を覗き見た。ラナが不安そうな表情をしていたからだろうか、フィーリオは安心させるように柔らかく笑う。

　丁度その時、バン！　と大きな音が玄関から聞こえた。

　その音は、昨晩の惨事を彷彿とさせるには充分で、ラナはびくんと大袈裟に震えた。ミシミシと足音を立てながら近付いてくる相手がマシューだと分かるまで馬鹿に肝が冷えたが、いつも通りのお堅い顔付きを見ると安堵の息を溢した。

「マシュー、来たんだね」

「ああ。彼の体調はどうだ？」

　ぎろりと睨むようにして見下ろすマシューが、怒っているわけではなく、実はフィーリオとどう接していいのか分からないだけだと、ラナは理解していた。

　付き合いのほとんどないフィーリオにはそんな機微は分からないだろうに、常人ならば震え上がる眼差しの下で、いつもと変わらず飄々としている。

　ラナに対して尋ねたようだが、ラナが返答する前にフィーリオが口を開いた。

「マシューだよね。名前、名乗ってなかった。僕はフィーリオ。体調はそう、悪くないよ」

「そうか……」

　マシューは返答を聞くと、その顰しかめっ面を僅かに和らげた。

「ところで今ラナから顛末を聞いたんだけど、残党を追うのは難しいの？」

　ベッドに腰掛けたままのフィーリオに目線を合わせるようにして、マシューが積み上がった本の上に腰を下ろした。

　ラナは口を挟まぬよう二人を見守りながら、手持ち無沙汰にフィーリオの下半身に掛かった毛布を引き上げて掛け直した。なにも身に纏っていない下半身を露出させられない。

「あぁ、その話をしに来たんだ。俺達の部隊は一度奴等を追い詰めていてな。その時の遠征でかなり費用を消費した。俺の部隊に割り当てられている金額を考えると、今回残りの二人を追うのは難しいというのが上の判断だ」

「なるほど。つまり、費用面の問題なんだ」

「ラナとお前には悪いが、そうなる」

　苦い口調でそう言うマシューは、己の力不足を悔やんでいるようだった。

　フィーリオは唸りを上げて宙に視線を彷徨わせ、長い髪に手を掛け片方の肩側に髪を纏めている。そして真剣な面持ちでマシューを見て詰問した。

「うぅん……。質問したいんだけど、費用の工面さえ出来れば確実に捕まえられるのかな」

「それは……約束は出来ない」

「正直だね」

「だが、どれだけ時間が掛かろうとも、必ず捕まえるつもりだ。俺個人としても恨みがあるからな」

　それはそれは根深い恨みである。この場にいるラナが、誰よりも一番その恨みの深さを知っている。

　このあと、解呪の秘薬を完成させる目処が立ったと言えば、マシューはどんな顔をするだろうかと想像すると、堪らず笑いが込み上げる。その笑いを噛み殺し、表情を引き締めながら、ラナは引き続き二人の話に耳を傾けた。

「じゃあ、資金は僕が出すよ」

「えっ!?」

「……本気か」

　その言葉に驚いたのはラナだった。

　簡単にそんな言葉を紡ぐが、軍を動かす予算など庶民のラナにはどんな金額になるのか想像もつかない。

「もちろん。ただ、現金で渡すわけじゃないから、換金はそっちでやってもらうけど。明日には必要なだけ用意して渡すから、出来れば今日にはもう残党を追ってもらいたい」

　マシューが考え込むようにして、膝に腕を突いてその上に顎を乗せた。マシューはハゲだがバカではない。

　フィーリオの言葉を噛み砕き、それに信憑性があるのか、実現可能なのかを考えているのだろう。ラナは横目でマシューを窺い見る。

「……明日確実に持って来るという根拠は」

「そうだなぁ、じゃあ……」

　そう言って、フィーリオが仰々しく右腕を上げた。一体なにをするつもりなのかと、その行方をラナとマシューが二人して凝視してしまう。

　次の瞬間、パシン！　と乾いた音が部屋の中に大きく響いた。

「っ……っあー、痛い」

「そりゃあそうでしょうとも!?」

　小気味のいい音に気を取られたが、ハッとして大きな声を上げた。フィーリオは自らの頬を殴り、痛みに顔を顰めながら叩いた部分を擦っていた。

　マシューはぽかんとしてフィーリオを眺めている。

　目尻にじわりと涙が浮かび、コロンと固形に変わり、毛布の上に滑り落ちた。

「はい、これ涙」

　それを拾い上げて差し出すと、マシューは反射的に手を出して受け取った。

　ラナが二月掛けて悪戦苦闘、奮闘した、喉から手が出るほど欲しいものは、キツめの平手打ち一つで手に入るものだったというのか。込み上げる絶望感と虚無感に蓋をして見ないフリを決め込みながら、ラナは一つ溜息をついた。

「手付金じゃないけど、これで残りも用意出来るって信じてもらえないかな」

「あ、あぁ……そう、だな、わかった」

　コクコクと人形のように頷いたマシューは、ポケットチーフを取り出して大切そうに涙を包み込む。

「良かったねラナ、これで心配事が一つ消えた」

「……ソウデスネ」

　今度はラナが首振り人形になる番だった。

















24　ようやく言ったのにお構いなしってそれどうなの？












　それから三月経った、麗らかな午後。

　ラナは広い広いベッドの上で仰向けに転がされていた。

　やはり海の底は昼間でも薄暗くて、部屋の薄ぼんやりとしたランプが淫靡な印象を与えている。

　カラフルな色使いの部屋には、この二月半でラナの私物がかなり増えた。

　カッチリと固まったラナの上に、その長身を持って覆い被さる人魚を困惑気味に見上げた。フィーリオの瞳に既に宿った熱を見留めたラナは、どっと冷や汗が流れた。ある意味自業自得とも言えるこの状況に、ラナはひゅっと息を呑んだ。

「もう待たないからね、いいよね？」

「……はい」

　こう答えるしか、選択肢は残されていない。

「あの……」

「……どうしたの？」

「や、優しく……して、クダサイ」

　ラナが控え目に声を掛けると、早速服を脱がそうとしていた指先がピクリと動いてから止まる。フィーリオはこの行為を止められるのかと警戒したような硬い声色だったが、ラナの言葉を聞くと、表情を緩めて吹き出した。

「もちろんだよ、僕の愛しい人」

　フィーリオが正に金銀財宝と呼ぶに相応しい品々を、まったくの躊躇も見せずにポンとマシューに渡したのは記憶に新しい。

　本来ならば、マシューの手に負えないような事案は、謁見の場を設け、王と直接話すのが正当なやり方なのだとマシューが苦言を洩らしていた。

　しかし、フィーリオの種族、そして過去にあった痛ましい乱獲事件、その時に人との間に出来てしまった軋轢あつれき、今回の事件の経緯を考慮し、王は内々で秘密裏にことを済ませられるよう手を回してくれたようだ。

　よって、再び人魚が襲われた事件も、国内を人魚が彷徨いているという事実も、知るのはごく一部の関係者だけに留まった。

　フィーリオが海神の一人息子、つまりは次期海神に最も近い存在だというのも要因の一つかもしれないが、王がどこまで把握しているのかはラナも知らない。もうここまで来ると、その規模の大きさにラナは目眩しか起こらなかった。

　そこからの対応は早いもので、残党を追う人員の増加、兵士への支給品の質が上がり、非常に軍が動き易い態勢が整った。

　しかし、マスクの男と呪術師の男は、それでも中々捕まらないしぶとさを軍に見せ付けた。

　ちょうどそのころだ。マシューの解呪の秘薬が完成したのは。

　ラナが調薬する様子を隣で複雑そうに見ていたフィーリオに、秘薬に人魚の涙を溶かし込む寸前でマッタを掛けられた。

　そこで初めてきちんと説明された。

　人魚が愛しい人を想って流した涙は、その愛しい人へ贈る最初の捧げものなのだと。ラナはそれを聞いて、どうしたものかと盛大に唸った。もちろん気持ちは嬉しいし、世界に一つしかない奇跡の結晶だ。だが、物は物。

　ラナを想って流したという気持ちが嬉しいのであって、物自体に執着はない。

　これで一人助かる人間が居るのだと思えば、迷いは消えてしまう。ラナの一番大切な人はもう、傍に居るのだから。

　構わず豪快に秘薬に放り込もうとしたラナの手首を柔らかく掴んだフィーリオは、泣きそうな顔をして、代わりの涙を差し出した。

　完成した秘薬を飲んだマシューに変化は……なかった。

　まさか錬成を間違えてしまったのかと不安に思い、ラナがマシューの頭皮から魔力を読み取る。呪いのどろりとした気配が消えていたので、解呪自体は成功している。

　だが、一度抜けた髪が戻るのにはそれ相応の月日を要するらしく、今すぐフサフサに戻るわけではないようだ。

　それでもマシューは呪いが解けたことが嬉しいようで、ラナから〝髪が生えるかもしれない薬ＥＸ〟を追加で購入すると浮足立って帰っていった。

　それから一週間後、ついに残党を捕まえた。

　軍が追い詰めたものの、姑息な手を使われまた逃がしそうになったタイミングで、遅れて駆け付けたマシューがあっという間に取り押さえたのだ。

　やはりマシューは優秀である。そして美味しい所を持っていくのが上手い。犯罪組織の頭を叩けばもう再建は叶わない。

　マシューが直々に行おこなった、昼夜を問わない情報の引き出しは──主に呪術師の男の檻から──壮絶な悲鳴を伴うものだったが、それはラナの知るところではない。

　マシューの直属の部下は『あれは取り調べと言う名の拷問だった』とのちに語った。

　すべてが収束したあと、ラナはフィーリオから跪いて求婚を受けた。

　人魚に結婚という概念はないらしいが、人間の習慣に合わせて、畏まってプロポーズされたことが嬉しくて、ラナは心を震わせた。

　が、それを素気無く一蹴し、先ずはお付き合いからと申し出た。〝結婚前提の〟お付き合いということで了承したフィーリオに、その場で抱え上げられベッドに直行……しそうになったのだが、ラナはそれにもストップをかけた。

　火傷が治っていないのだから、ベッドインするのはまだ早いと。

　もちろん、フィーリオの体調が心配だったのもあるが、実のところ喜びよりも恥ずかしさが上回っただけである。

　背を下にして眠れるようになるまでは、支障なく動けるようになるまでは、包帯が外れるまでは、と理由を付けて先延ばしにし続けること二月半。その間に覚悟を決めようと思っていたが、いつまで経ってもそんなもの決まるわけがない。それどころか焦りばかりが募った。

　こんなことならば、最初のうちに勢い任せにすれば良かったのではと思う。

　ついに包帯が外れたのがつい一刻前だ。それはつまり完治を示しており、継続して傷跡にクリームを塗ったりはするものの、これ以上引き伸ばせそうにない。

　そして冒頭に戻る。

















25　勝手にお尻使わないで！












「あ、あの……後ろから……して、もらっていい、ですか」

「え？　どうして？　恥ずかしい？」

　コロンと横になったラナは、対面する恥ずかしさに耐えられず、目をぎゅっと瞑って懇願した。

　フィーリオの問い掛けに何度もコクコクと頷くと、その瞬間ふわりと体が浮いた。

「ひゃっ」

「うん、いいよ。まぁ……これはこれで恥ずかしいかもしれないけど」

　軽々と抱き上げられ、後ろから抱え込む形で優しく抱きすくめられる。ぴったりと引っ付いた距離の近さに心臓がバクバクと暴れ出した。

　フィーリオの指先がラナの首筋を優しく撫で下ろすと、背筋がゾクゾクと震える。後頭部に何度も口付けを受けながら、指が首をなぞる繊細な刺激に耐えた。

「んっ……っは」

　堪え切れない吐息がホロリと溢れて、体が言うことを聞かなくなり始める。そのまま指が、ラナの二の腕を撫で、肩を撫で、皮膚をゆっくりと往復した。

　首の後側ではぬるりと舌が這う。舌先でなぞるような動きに肌が刺激され、頭まで電流が走った。

（この触り方、凄く軽いのに……っなんか……）

　フィーリオの言っていた、これはこれで恥ずかしいの意味がなんとなく理解出来てしまった。

　優しく首を舐められながら、スリスリと腕を撫でられると不思議な気持ちになって内腿を擦り合わせてしまう。

「ん……脱がせていいかな」

「……は、い」

　逡巡の後、ここで躊躇っても仕方がないと覚悟を決めて肯定した。チラリと振り返るとすぐ近くにフィーリオの顔があって、パチッと目が合った。

　脱がしやすいようにと腕を半分くらい上げたところで、後ろからぎゅうっと強く抱き締められた。息苦しさすら感じる力加減で、頭にスリスリと頬を擦り付けられる。

「あ、あの……？」

「ごめん、可愛くて……」

　太い腕が前面に周り、その腕をドキドキとしながら抱き返した。一向に消えない恥ずかしさは居心地の悪さに繋がり、フィーリオの太腿に腕を突いて身動ぐと、臀部の割れ目に熱い塊がぐりりと押し当たった。

「っ……！」

「……これもごめん。でも僕ずっと我慢してたから……許して」

　まだほぼ抱き締め合っているだけなのに、こんなにも反応してくれているのだと分かると、ほんの少し嬉しさが生まれた。

　フィーリオは少しだけ腰を離して距離を取ってから、ラナの服に手を掛け、シャツをゆっくりと捲り上げた。薄手の生地は大きく皺を作りながら、ラナの肌から取り除かれる。ぐっと服を持ち上げられ、万歳の形になりながら上半身を顕にされた。ひんやりとした空気が肌を掠め、ラナは前屈みに背を丸めて両腕で胸を覆った。

「は……綺麗な、背中」

　熱の篭った声が耳元で聞こえた。

　優しく腰を持たれて、前に力を掛けられバランスを崩す。ベッドにうつ伏せに倒され、背中から長い腕で囲うようにして閉じ込められた。

　長い指が首のすぐ後ろから肩甲骨に沿って肌を辿る。

「ふぁっ……っ！」

　ビクンッと大きく反応したラナが楽しいのか、片方は手の平でスリスリと背中をまさぐられ、片方は引き続き指先で肩甲骨をなぞり、明確な意思を持って弄ばれた。ひやりとした手は火照った体には冷た過ぎる。

　ちゅ、ちゅ、とリップ音を立てながら、フィーリオがラナの背中に口付けた。さりげなくボトムスに手を掛けられ、背中から腰へとキスが落ちていくのと同時に、スルスルとボトムスが下着ごと下ろされた。

　一度目のもたつきはどこへやら、うつ伏せの状態で下半身に手を伸ばした時には、既になにも身に着けていなかった。あまりの手際の良さに驚き正気に返るが、背筋に舌を這わせられるとその思考は吹き飛んだ。

「んっ……ふぅ……ぁ……っ」

「っ……あー、やばいなぁ、ラナの声」

　切羽詰まった声でそう呟くフィーリオが、背後でゴソゴソとなにかしている。ラナが不思議に思うよりも少し早く、臀部に熱い滾りがパチンと音を立てて当たった。

　それがなにか理解した途端、ラナはカァと頬を赤らめる。ラナの見えない位置で、男性の象徴が存在感を持ってドクドクと脈打つ刺激が、押し付けられた皮膚越しに伝わった。

「前回声を奪わなければ良かったって今程後悔したことないよ。この声を奪ってしまったなんて、僕は馬鹿だね。……っ本当に可愛い声」

　陶酔した音色で呼吸も荒く、平素のフィーリオとは明らかに様子が違う。常日頃から少し気だるげな色気のある雰囲気だが、今のフィーリオはそれの比にならない。

「ねぇラナ、ごめん、本当にごめん。僕ちょっと興奮しすぎてて……一回抜かせて貰っていい……？」

「えっ、は、はい……」

　甘く囁かれた内容はとんでもないものだが、ラナは流されるように頷いてしまう。

　フィーリオはラナの尻の割れ目に上手く楔を噛ませて、ゆっくりと腰を動かし始めた。背面のフィーリオがは、は、と呼吸を荒くしている。ガチガチに硬くなったそれをズリズリと擦り付けられると、ラナはなぜか下腹部がきゅんと疼いた。

　自分勝手に腰を動かしているくせに、フィーリオの手はラナの髪に添えられ優しく宥めるような動きで、それがラナには対照的に思えた。

「っは……ぁ、く……っ」

　妖艶な声で吐息を漏らしながら腰を振るフィーリオにドキドキと心臓が高鳴った。擦られた摩擦なのか、フィーリオの熱なのか、自らの熱なのか、ラナには分からない。

「っあ、……い、く」

　限界はラナの想像よりも幾分か早く訪れ、フィーリオはラナの背にしがみつきながら体を何度も震わせた。

　ラナの臀部でビクビクと熱源が痙攣しているのも伝わり、それと同時にラナの背中に熱い飛沫が数度に分けて放たれる。体温の低いフィーリオからは考えられないほど熱い白濁だった。

「は……ごめん、僕……やっぱり余裕ない」

　フィーリオは自分の服が汚れるのも構わず、精の飛び散ったラナの背にぺたんと凭もたれた。

　呼吸を整えながら告げられた言葉は、どこか恥じたような声色だが、むしろ自分の体で気持ち良くなってくれたことがラナは嬉しかった。

　たらりと背から腹側へ垂れ落ち、それは腹部に到達する前にシーツに吸われて消えた。フィーリオが体を起こしたのと同時に、べたつく背をそのままにラナも上体を起こす。

　そして体を捻ってフィーリオに向き合うと、そっと上目遣いに見上げた。

「大丈夫、ですか？」

「うん……。今度はラナを気持ち良くする。前回は探りながらだったけど……嫌なことしちゃったらちゃんと言ってね」

「分かり、ました」

　少し落ち着いたフィーリオの指先がラナの後頭部に絡まる。

　親指が何度か唇を往復して、そのまま指を口の中に押し込まれた。驚いて逃げる舌を追いかけられるように、指が動いた。

　フィーリオは口から指を抜くと、そのまま吸い寄せられるようにラナに口付けた。

















26　ここまでは予習済みだから上手く出来たけど












　触れ合った唇は溶けて混じり合う。

　上唇をふわりと舐められ、そのまま下唇にも舌を這わせられた。口の端から漏れる吐息がどちらのものなのかももう分からない。後頭部に回された手で頭を固定され、逃げることも叶わずに貪られた。そう、まさに貪られると言った表現が相応しい。窺うような動きで唇を割ってフィーリオの舌が差し込まれていた。

「ふ、ぅん……っは、ん」

「はぁ、柔らかい」

　それは舌のことなのか、唇のことなのか、両方なのか。

　ラナはフィーリオの肩に手を掛けて体を支えながら、自分の中心が湿り気を帯びていると気付いた。

　舌を吸われる度にぼんやりしてしまう。それが心地良くて、いつまでも浸っていたいような、抜け出さなくてはいけないような倒錯的な気持ちになった。ちゅ、ぬちゅと水音をさせながら絡め合った舌を動かし愛撫に応える。

　フィーリオは口付けたまま反対の手でラナの腰を撫で、そのまま下へと手を伸ばしてきた。背後から伸びた手はラナの秘部に到達し、割れ目に指が滑り込むとくちゅりと音が鳴った。

　それは口付けの水音とはまったく違うもので、粘性を帯びた音に体を強張らせる。

　固まってしまったラナから唇を離したフィーリオは、緊張を解くためか顎に手を当てて顔を上に向かせた。

「ラナ、目を開いて僕を見て。そう、いいこだね。そのまま……舌、出しててね」

「ん、ふぁい……」

　フィーリオの指示通り、乞うように舌を出し返答すると、舌っ足らずになってしまう。

　瞼を開いたまま窺っていると、フィーリオの顔が近付いてラナの舌を優しく噛んだ。そして突き出したままの舌をちゅうと音を立てて吸われた。

「は、あ……かわい」

「ひ、ぁ……っ！」

　思惑通り、いつの間にか体から力が抜けていて、あっさりとその蜜口に指の侵入を許した。舌から顎へ、顎から首へ、首から鎖骨へとフィーリオの口が降りていく。

　そして胸に到達すると、フィーリオは先端をべろりと舐め上げた。

「ひっ、ぅあ……ん、あぁっ！」

「大丈夫、一度目である程度分かったから。痛かったらちゃんと言ってね」

　胸も下半身も刺激され、その快楽の強さにラナが悶える。舌全体で尖りを包むように舐め上げられると、ゾワゾワと噴火前のマグマのような煮え滾った愉悦が体に蓄積した。

　今にも爆発しそうなそれに翻弄されながら、ラナはフィーリオの服に指を絡めて握り締めた。今度は舌先で弾かれ、背が仰け反る。中に挿入された指の違和感に眉を寄せ、思わず目を閉じた。

「あっ……ん、はっ」

　力が入らなくなりラナがベッドに倒れ込む。胸への刺激が離れて一息つくが、すぐに再び仰け反った。

　指が中でくの字に曲げられ、こぷりと蜜が溢れ出す。指を動かす度にくちくちと耳を塞ぎたくなるような音が滴った。

「舐めて、いい？」

「やっ、フィっ……っあああっ！」

　ラナが返事するより早く、フィーリオが下半身に顔を近付けた。慌てて脚を閉じようとするがフィーリオの腕でガッチリと押さえ込まれ、ラナの蜜口に舌が這う。生温かい舌が粘膜に触れて、初めての感覚にラナの腰が浮いた。

　舌はにゅるにゅると縦横無尽に蠢いてラナの肉芽に触れた。前回ラナが反応をした場所をしっかりと覚えているのだろう。

　挿入された指をゆっくりと出し入れしながら、肉芽を上下に往復して舐められると、一瞬にして絶頂に上り詰める。脚の間のフィーリオの頭をきゅうと掴んで、ラナは体を痙攣させた。

「あっ、あっ、い、く……っぁ、ああっ！」

　下半身を中心にして全身に広がる甘い快楽に、溺れるように口をだらしなく開いた。

「は、すご……中どろどろになってるね」

「は、ぁ……やっ、今イっ……ぁっ！」

　達したばかりなのに、フィーリオは指を止めることはなく一定のリズムで出し入れを続けている。ラナは一息つく暇もなく絶えず喘ぎを上げ続け、拠りどころもなくシーツにしがみついて快楽の波に耐えた。

　先程よりも一層酷い、ぐちゅぐちゅという水音が聞こえる。

　フィーリオは手首まで水滴を滴らせながら、またラナの肉芽に口をつけた。赤く腫れ上がった粒を舌でコリコリと転がされると、ラナの体が面白いように跳ねる。単調な指の動きとは違い、舌は巧みに緩急を付けながらラナを責め立てた。薄い唇で覆うように芽を喰んで、ちゅうと強めに吸い上げると、ラナは脚をシーツに引っ掛けて爪を立て、また達した。

「や、だ、またイっ……くぅ、んあっ！　ああぁっ！」

　びく、びく、びく、と何度かに分けて痙攣するラナに、フィーリオがとどめを刺すかのように指に角度を付けて中に突き立てた。

　チカチカと目の前に火花が散る感覚、そしてフィーリオの支配下に置かれた状況、既にラナの体はラナのものではなくなっていた。

　口での奉仕は止めてもらえたが、指はそのまま止まらずラナを追い立てる。弛緩したタイミングで二本に増えたのは分かったが、柔らかく解れたラナの蜜口はあっさりとそれを呑み込み歓迎してうねった。

「は、もう……フィー……っ」

「うん、大丈夫、怖くないよ」

　宥めるように頬に口付けを落とされ、そのまま口付けられる。甘酸っぱい自分の味がするのが僅かに不快だったが、溢れる唾液がそれを洗い流した。

　ラナは蕩けた思考でフィーリオの舌に必死に自らの舌を絡め返し、腰をくねらせる。どちらのものかも分からない唾液を飲み下しながら、必死にフィーリオの舌を追い掛けた。

　ラナ自身はもうお腹いっぱいなのに、ほころび切った秘所は意志とは裏腹にフィーリオの指に吸い付いている。優しく上部を擦り上げ、指を差し込み、バラバラと違う方向に動かされ、際限なく蜜が溢れ出す。中指がトン、と最奥に触れると、ラナの体は素直にその刺激を受け入れきゅうと指を締め付けてしまった。

　そしてまた、呆気なく。

　ラナは絶頂に押し上げられた。

「っん、んん、フィー……も、や……またイく、あぁっ！」

　体を撓しならせ達したラナが、一度大きく跳ねた後にぐたりと体を横たえる。フィーリオはやり過ぎたかと焦った様子で中から指を引き抜いた。ちゅぽ、と音を立てて出て行った指の感覚すらラナには甘過ぎて、また鼻に掛かったような声が漏れる。緊張し通しだった体は酸素と休息を求めて筋肉の働きを止めてしまう。

　はぁはぁと荒い呼吸を繰り返すラナに、また口付けが落とされた。

（ぁ……キス、好き）

　今度の口付けは、ラナが落ち着くまで。長く長く続いた。

　抱き抱えられたまま、ラナはぼんやりとフィーリオを見詰めた。

　滲む視界の先に居るのは誰よりも愛しい人で、ラナは無意識に手を伸ばす。その腕をフィーリオが優しく捕らえて指先に口付けた。触れた指先も、唇も、ひんやりと冷たい。

　これがラナの誰よりも愛しい人の体温だと思うときゅっと心臓がときめいた。

「ラナ、無理……、させないから挿れても……いい？」

　そんな不安そうに聞かれると、なんだかフィーリオが子犬のように思えてきた。ラナはふふ、と声を出して笑うと頷いて、繋がった手を引き寄せた。

「はい、ゆっくりお願い、します」

「わか、った」

　フィーリオが服に手を掛けセーターを脱ぎ捨てると、下からは彫刻のような肉体美が現れる。細身なのにしっかりと筋肉のついた美しい体だ。中性的な人だが、今だけはこれ以上ない程の男性に見えた。

















27　さぁ問題はここからだ












　ぐち、と蜜口に滾りが触れる。枕を手繰り寄せ、ぎゅっと両手で枕に爪を立てながら来たる衝撃に耐えるが、暴れる心臓は抑えられそうにない。ラナのくびれを掴んで、約束通りゆっくりと腰を進めるが、それはずるんと滑って肉芽を掠めた。

「ひぁっ……！」

「ごめ、ん、挿れ方、難しい……っ」

　ふ、ふ、と荒い鼻息でフィーリオが気不味そうに呟いた。

　本当ならば勢い任せに突き上げたいという衝動が見え隠れするが、フィーリオは自分本位に動かずラナを気遣ってくれる。

　フィーリオ自身が言っていたが、彼も初めてで余裕なんてないはずなのに。

「ん、今度こそ……」

　もう一度丁寧に充てがい、ゆるりと腰を進める。だがやはり上手く入らずに、粘膜同士が擦れる音を立てながら男根が滑り、中に受け入れることは出来なかった。

「ぁっ……だめ、だね。あんまりこれやってるとまた出ちゃいそう……」

「待って……くださいね、今……」

　ラナは肘を支点にして体勢をずらした。腰を突き上げるような仕草で脚も先程より大きく開いた。これで角度的にも挿れやすいだろうか、とラナなりに試行錯誤する。

　フィーリオ一人に任せて、自分は転がっているだけだなんてなんだかフェアだとは思えなくて、少しでも手伝おうとした結果だ。そしてそれは功を奏した。

　先程は滑るばかりだった先端が、ぬぷりとラナの内部に侵入した。

「んぁっ……！」

「ふ……く、入りそう、だね」

　ラナがうんうんと何度も頷きながら圧迫感に耐える。まだ先端だけなのに、指とはまったく違った。鈍い痛みを感じて瞼を閉じ、体はさらに力が篭り固くなった。

「まだ、ちょっとキツい……」

　無駄に力んでしまっているのを見透かされたのか、フィーリオは一度腰を止めて、くびれから胸に手を滑らせた。

　そして柔らかく乳房を揉みしだきながら、指先で乳首をきゅうと摘んだ。ピリリとした快感が胸全体を走り、圧迫感だけでなく快楽を思い出した体からじわりと力が抜ける。フィーリオは一度腰を引いて楔を中から抜き取り、また蜜口にすりすりと擦り付けた。

　胸を弄られながらのそれは酷くもどかしく感じて、ラナの中が無意識にうねる。今度は尖りを指で弾かれながら、フィーリオは今度こそ中に挿入し始めた。

「はぁ、中凄く熱い……これで半分。痛い？」

「んんっ、あっ……ぅ、痛く、ないです」

　狭い部分をこじ開けて入ってくる感覚は慣れないものであったが、予め充分に解された内部は力さえ抜けば痛みを感じなかった。腰を突き立てられ、ラナは圧迫感を逃そうと浅く呼吸を繰り返す。

　ちらりと見たフィーリオのほうが、よっぽどなにか耐えるような苦しい顔をしていて、お互い初めてというのはこんなにも大変なのかと実感していた。

「これでっ、は……っ、全部……っ」

「ぁ……ん、中、いっぱいです……」

　根元まで埋め込まれた楔はギチギチで、サイズ的にこれ以上少しでも大きければ入らなかっただろうとラナには思えた。

　息苦しい圧を内側から感じながらも、やはり痛みはなくてほっとする。

　ラナの読んだ文献では、処女は痛みを伴い出血すると記載があった。血液が出たかどうかはこの位置から見えないが、痛みに関してラナは該当しなかった。

　それもこれも、フィーリオがラナを傷付けないようにと丁寧に愛撫してくれたからだと思うと、今火照っているこの体すら愛おしく思えた。

「もう少し……っ、このままで、お願いします」

「うん……僕も割といっぱいいっぱい」

「……凄い、全部入ってる」

　はー、と溜息を溢しながら、フィーリオが自らを落ち着かせる為にふるりと頭を振っている。たしかに余裕はなさそうだ。

　今この場においては、ラナのほうが余裕があった。

　フィーリオを全て受け入れられたことが嬉しくて、ラナは腹部を撫でる。

　それを見たフィーリオの男根がビクリと中で跳ねて、切なそうな表情でラナに抱き着いた。

「待っ……それ、だめ、かわいくて……無理、ごめんっ」

「えっ、ゃ……あっ」

　まだ動かしてない楔が内部で断続的に何度も震える。吐精してしまったのだと分かったのは、それより少し遅れて内部がじんわりと温かくなったからだ。

　どく、どく、と注がれる度に腹の奥がきゅうと収縮する錯覚を覚えた。

「ごめ、ん……い……っちゃった……」

「んんっ……」

　接合部から受け止めきれない白濁がこぷんと溢れ出し、ダラダラとラナの尻を伝ってシーツに落ちていく。フィーリオは自分を情けないと思っているようで、聞き取れるかギリギリの小さな声で謝罪された。

　だがラナは、フィーリオが慣れてないということが不思議と嬉しかった。少しだけ勢いを無くした熱源はそれでもしっかりとした硬度を保って内部に留まっている。

「大丈夫、です……、なんだか可愛くて……」

「ごめんね、でも今から頑張るから、任せて」

「えっ、終わりじゃ……」

「三ヶ月も我慢したんだよ、まだ終われない」

　男性が生殖器を女性器に挿入し、射精すれば性交は終わり。ラナの知識にあるそれが覆される瞬間だった。

　フィーリオはぎこちなく、ゆっくりと腰を動かし始める。中に注ぎ込まれた精が上手く潤滑油の役割を果たし、ぐちゅんと音を鳴らしながらフィーリオの動きを助けた。

　ラナは小さく嬌声を上げた。

　フィーリオのぎこちない動きでも、ラナを追い詰めるには充分な刺激だった。あますところなく内部を擦り上げられる感覚に身を震わせていると、フィーリオの唇がラナに貪り付いた。

「んんんっ、ぅ……は、ぁん」

　冷たい指先が額に触れて、汗で張り付いた髪を横に優しく避けられる。舌の腹と腹を擦り合わせ、歯列をなぞられ、舌の裏側まで丹念に愛撫された。キスをされる度にぼうっとしてしまう。

　気持ちよくて、だがその快感から逃げ出したいような、相反する感情に翻弄された。

「ふ、ぅ……、もう少し激しく動かすね」

「ぅあっ！　んっ、あ！　ひぅ、あっぁ！」

　腰を引いては打ち付ける、そのリズムが変わった。ズッ、ズッと擦れる音がたまらなくいやらしい。

　緊張していた内部が解れてフィーリオの肉に絡み付き、精を絞ろうとする女の蠢動に変わった。律動にただ揺さぶられながら、自分の体がまったく未知のものに支配されようとしているのだと悟る。開いたままの唇からは絶えず喘ぎが溢れ続けた。

「すご……いね、これハマるひとがいるの、よくわかるっ。ずっと、ラナとこうしてたい」

「や、ぁっ、そこ！」

「ここ？」

　ぐりゅんと腰を押し付けられるとビクビクと体を揺らしてしまう。フィーリオの汗がポタポタと腹の上に落ちて、擽ったさの中に仄かな快楽を見出した。
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「ゃ……い、く！」

「締め……す、ぎっ」

　一際大きな波に攫われるようにしてラナが溺れる。内腿を震わせ、フィーリオの腕にしがみついて絶頂をゆっくりと味わった。達したあと、フィーリオは動くことなくその締め付けをやり過ごす。

　ラナは余韻を味わいながら、フィーリオの背に腕を回して抱き着いた。

　あれからフィーリオの背は、ゴツゴツと凹凸のある火傷痕になってしまった。引き攣れた皮膚を辿るようにして撫でると、途端に快楽の余韻は吹き飛んだ。

「……は、ぁ……背中ごめんなさ、い」

「うん？　いいの、僕は気に入ってる。体勢変えるよ」

　フィーリオは本当に気にしていない様子で、挿入したまま抱き抱えるとラナの脚を掴んでバツンと腰を打ち付けた。挿入の角度が変わり、ラナはまた声を上げた。

「ちょっと動くの、慣れてきた。……はー、気持ちいい」

「ぅ、んぁっ、これ……っ！」

「うん、気持ちいい？」

「ゃ……あっ、ああっ！」

　通り過ぎた快楽が先程よりも濃くなってラナを襲う。腰を浮かせるような形で持ち上げられているため、今度はラナの角度からでも熱い滾りが出たり入ったりする様子が見え、かっと頬を赤く染めた。

「んっ……は、あぁっ、あっ！」

「ぅ……く、すっごい濡れてるっ……！」

　ぐぷぐぷ、じゅぽじゅぽ、にゅぷにゅぷと、耳を塞ぎたくなる演奏で静謐な部屋が満たされる。一番太い部分が抽送され、媚肉が歓喜に絡み付いた。

　もうフィーリオが自分勝手に動こうとも、そこから生み出されるすべてを快楽として体が認識してしまう。激しくされればされるだけ、抉り取るような鋭く鈍い、快感になってラナを襲うのだ。

「はぁ、一生……っ、入ってたいっ……！」

　揺さぶられ頭を揺らしながら、意識が混濁していく。全身が性感帯になってしまったのではないかとすら思う。

　フィーリオの劣情を受け止める相手が自分であることが、ラナには嬉しくて堪らない。

「っ、んんっ、また……イ、ちゃっ！」

「僕も……っもう、無理、は……一緒に……っ！」

「好き、……っフィー！」

「僕も……っ、好きだよっ……くっ、ぁっ」

　ラナが達したのに合わせるようにして、フィーリオが腰をぐりりと再奥に当ててそこで吐精した。きゅうきゅうと締まる媚肉を味わいながらたっぷりと吐き出して、ラナは締め付けた男根がどくんどくんと脈動するのを感じた。

　フィーリオがラナの髪にキスを落としながら、流れた涙を指先で拭う。

「はぁ、はぁ……ぅ……ん、はぁ……ラナ」

「んっ……ふ、ぁ……は、い」

「もう一回、しよ？」

　覚えたての男には気をつけろ、と。

　以前誰かから聞いたような気がするが、それを思い出す前に再び揺さぶられた。身を以て実感する羽目になったのを、ラナは瞬時に理解した。
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　それは休みの前日の夕方。

　今まできちんと定めていなかった休日を、付き合い始めてすぐにフィーリオに勝手に決められた。元々オーバーワーク気味だったことはラナ自身否めないので、それに関して文句はない。

　明日から二日間はこの工房に足を踏み入れないので、今のうちにとラナは薬の錬成がてら棚の掃除に勤しんだ。

　あれよあれよという間に、ラナの住居が海底のフィーリオの城になっていたのも今となってはいい思い出だ。

　ラナの元住居兼工房は、今やベッドやクローゼットも撤去され広々とした仕事場に生まれ変わっていた。早々に住居としての役割を奪われてしまった。

　水の底に沈んだ椅子は、代わりに二人で座れるソファになった。朝フィーリオと共に工房に訪れ、日が暮れる頃にフィーリオと共に帰る生活もかなり慣れてしまった。

　もちろん、あの異様な速度の水中移動もだ。

　暫く触れていなかった棚は、埃が積もり始めている。そこに雑巾を掛けながら、ラナはチラリと背後を振り返って薄目で透き見した。

　工房の隅の床に仮眠用として置いてある毛布は以前のラナの寝床でもある。その毛布の中身が寝返りを打ってもぞりと動いた。

　昨夜は海神の跡を継ぐための準備とやらで、かなり遅くまで起きていたようだ。昨夜だけではなく、ここ最近はそんな日が多い。

　人魚の世界は人間世界の政治のように、規律を学んだり、マナーを学んだりはしなくとも良いようだ。

　強い武力を持つものを長とし、皆を纏めあげる古い民族のようなシステムだとラナは思う。

　もちろん執務だってないのだが、海神にのみ使える魔法とやらがあるらしく、それの習得が難航しているらしい。フィーリオはいつも通りの表情や態度を崩さないが、やはり疲れているのは間違いないだろう。

　気持ち良くお昼寝をしているのだから邪魔をしないでおこうと、ラナは動きを緩徐なものにしてゆっくりと拭き掃除に励んだ。

　しかし、折角そう心に決めたにも関わらず、拍子に腕が当たって一冊の本が派手な音を立てて棚から落下した。ゴトンと、厚い表紙が鈍い音を立てた。

　フィーリオを起こしてしまったのではないかとラナは焦るが、恐る恐る振り返った先では毛布が規則正しく上下していて、ホッと胸を撫で下ろした。落ちた本を拾い上げようとしゃがんで手を伸ばしたラナは、開いたページの懐かしさに目を細めて笑う。

　解呪の秘薬。大変な思いをしてマシューのために錬成した、ラナの人生を変えた薬だ。

　しゃがんだまま本を抱え込んで、ラナはぺらぺらと本のページを捲った。漂うインクの香りが心地良くて、すぅと深呼吸をした。一枚、一枚。古い書物がページを捲る度に乾いた音を奏でていたが、それがピタリと止まった。

「あれ、これ……」

　ラナはとあるページでピタリと手を止めて、その文字を目で追い始める。食い入るようにページを凝視しながら、夢中でその文字に視線を滑らせ含味し続けた。

　そのページに書いてあったのは、どんな傷跡も綺麗に消す〝受傷の秘薬〟の錬成方法だった。

「フィー、フィー！　起きてください！」

「ん……、どうしたの？」

　ラナはフィーリオの元に駆け寄り、毛布の上からその肢体を揺らした。毛布からもぞりと顔を出したフィーリオは、髪が乱れて寝惚けた表情でラナを見上げてきた。ゆっくりと体を這い出しながら、ふぁと大きな欠伸を一つ落とす。そして軽く伸びの姿勢を取って、眠たげな眼まなこを何度かしぱしぱと瞬かせた。

「見付けた、見付けました！　これがあれば、フィーの背中の傷跡も綺麗さっぱり消え去ります！」

「…………どれ、見せて」

　すっかりと気分の高揚したラナとは反対に、フィーリオはどこか不機嫌そうな低い声で、ラナの手からするりと本を奪い取った。喜んでくれると思い込んでいたラナは、フィーリオの反応が解せずに憂懼し覗き込んだ。

「へぇ……受傷の秘薬ね。こんなもの作れるんだ」

「そうなんです、これまた素材が採取困難な物ばかりですが、マシューに作った解呪の秘薬の時の残りで大半は賄えそうですし！　まぁいくつか足さないといけないものもあるんですが……」

「そう。作る気なの？」

「はいっ、これで傷痕が消えるなら！　でも素材に人魚の涙が必要なんです、泣いてください！」

　一通り読み終えたフィーリオは、興味無さ気に毛布の上にポイと本を放る。ラナはそれを回収して、必要な素材の欄を指差して見せるが、肝心のフィーリオが見向きもしないので思わずむっとした。

「……ええ、どうしよう。嫌だなぁ、僕この傷跡気に入ってるし」

「む……綺麗に消えるならそれに越したことないじゃないですか」

「これ、僕がラナを守った勲章みたいなものだしね」

　前々から薄々勘付いていたが、フィーリオはやはりこの火傷痕が気に入っているらしい。隆起し、陥没し、酷く凹凸になっている背中が勲章とさえ言う。それはラナには理解出来ない。

「私にとっては……この痕は……フィーを失うかもしれないと怯えた恐怖の象徴なんです」

　そう言うと、フィーリオはぐっと返答に詰まり、困ったように頬をポリポリと掻いた。そしてはぁと小さく溜息を溢すと、右手をラナの頬に添えて、左手を腰にぐるりと回し引き寄せられた。涼やかな水色の瞳で見詰め、ラナは抱き締められる。

「ううん、愛しい人におねだりされると弱いよ。どうしてもって言うならラナに涙をあげる」

「本当ですか！　では早速ですが、お願いします、泣いてください」

「じゃあ、泣かせてみてよ」

　ようやく、マシューへの責務も果たし平穏を手に入れたラナ。これからは明るい未来が訪れると思っていた。

　だがその耳に飛び込んだのは。

　これ以上なく甘く、これ以上なく優しい。

　二人の始まりの切っ掛けになった、思い出の言葉だった。







後編Ｆｉｎ．



















番外編　「雨降って地固まる」












　マシューが思いつめた顔でラナの工房に訪れたのは、ラナの膝でフィーリオに仮眠を取らせている最中だった。なんでもない日の午後である。

　まるで、あの面倒な解呪の依頼をしてきた時と同じような表情でこう言ったのだ。

「告白をしたいんだが……」

　快眠したままのフィーリオを膝に乗せて、そんな光景を見られた恥ずかしさに慌てたラナは、無意味に両腕を動かしてわたわたと暴れて見せた。そんなラナに構わず、マシューは勝手に工房内にズカズカと侵入してきて、端に置いてあるソファにドカッと座った。さすがのフィーリオもその音で目覚めたようで、何度かラナの膝に頭を擦るような仕草をしてから、くぁとひとつあくびを漏らし、それからゆっくりとその上半身を起こした。

「おはよう、ラナ」

「おは、ようござ……じゃなくて！　マシュー、急に来てどうしたの？」

　フィーリオはマシューの存在など気にも留めていないようで、気怠げに起き上がると水を汲みに行ってしまった。その背中に視線を送りつつラナが尋ねると、マシューは大袈裟に咳払いして見せた。厳めしい顔をしているが、ラナには分かる。これはマシューの照れたときの癖だ。

「実は、オリビアに告白しようと思っている」

「ついに!?　というか、まだだったの!?」

　オリビアは、マシューが想いを寄せるパン屋の娘だ。城下町に構えた店構えは立派なもので、それだけ繁盛しているということは、店主のパン造りの才能が窺える。王がそこのパンをいたく気に入っており、毎日城に卸しているのも、人気に一役買っているのだろう。

　そのパン屋の一人娘であるオリビアは、気立てもよく快活で、マゼンタの髪と呉須色ごすいろの瞳が特徴的な美しい女性である。街の年頃の男性にもかなり人気が高いと聞いている。

　マシューの想い人であるからついつい噂にも耳を傾けてしまうのかもしれないが、森の奥に住むラナにもその評判が届いているのだから中々のものだ。

「だって、もう何回か一緒に出かけたりしてるよね？　とっくに告白したものかと……」

　ラナに謗そしる意図はなかったのだが、マシューは責められたと捉えたようで、うぐと声にならない声を出している。

　前回、街に品物を卸しに下りた際、懇意にしている露店の店主から、マシューとオリビアが二人きりで出かけていたのを目撃したと教えてもらった。それも一度や二度ではないらしい。マシューは凄腕の軍人として街の人間には広く顔が知れているし、男性人気の高いオリビアも然りだ。二人で外出など、さぞ目立つに違いない。大変仲睦まじい様子だったと教えてもらってから、もう付き合っているものだと思い込んでいた。

　そもそも、解呪が完了したあとのマシューは、しっかりと髪が生えてくるまではパン屋に寄りつかなかったらしい。それだけマシューにとって、いや男性にとって髪とは大切なものなのだろうが、ラナにはいまいちピンとこなかった。それゆえ、本来ならアプローチできる期間を大幅に逃したマシューには、ちんたらとしている暇などないはずだが。

「た……タイミングを見ていたんだ」

「オリビアさん、美人だし明るいし、人気あるって聞いたよ。タイミングなんて見てる場合かなぁ」

　また、マシューの口からうぐと声が漏れた。

　ラナは敢えて言わないが、実のところマシューも相当に人気がある。まず本人の能力が大変高く、実力だけで王の軍に入り、そこで一個小隊を任されているのだから、そこは言わずもがなである。なにより、この間の犯罪組織一斉検挙により、中隊を任されるようになった。端的に言えば出世である。男前で上背もあるし、いかにも守ってくれそうな容姿は女性にウケがいい。しかも平民で、貴族出身でないところも、地味な人気に繋がっていた。煩わしい貴族ならではの作法も覚える必要がない、しがらみもない、ある意味自分でも手が届きそうだと思わせる絶妙なラインを走っているので、マシューには縁談の申し込みが絶えないと聞いている。

　しかし、マシューにはその縁談の報せが一切届いていない。なぜならば、すべて王が握りつぶしているからだ。懇意にしている、気に入りのパン屋の一人娘であるオリビアのために、善意で。好意で。

　それをなぜラナが知っているのかというと――。

「ラナ、明日の王様との謁見だけど、この服でいいと思う？」

　そう、最近は王城にも時折出入りするようになったからだ。

「あ、はい。それなら失礼には当たらないかと思います」

　戻ってきたフィーリオの腕にかかっている服を見て、ラナは緩慢に頷いた。

　マシューも大変な決断をして、心中穏やかではないのだろうが、それはラナも同様。

　一週間後、ついにフィーリオが海神の地位を引き継ぐのだ。そのための簡単な式典が、深く暗い海の底で行われる。当然ラナも出席するのだが、まだフィーリオの両親には一度も会ったことがないため、その式典の前に顔合わせがあるのだと思うと、不安で胸が押し潰されそうだった。しかも、主役であるフィーリオの手伝いを率先して申し出たので、目が回るほど忙しい。

「話、うまくまとまるといいね」

「ほんとにそう思います……」

　人魚と人間との過去の軋轢。それは五十年以上に渡って、両種族間に亀裂を齎した。

　今回、海神の息子であるフィーリオとラナが繋がったことで、人間の国王はこれ幸いと関係の修復に努めようとしているらしい。新しく海神に就任するフィーリオの恋人は人間である。人間に対する視線は優しく、警戒心も薄いと分かっているのだ。あわよくば同盟か、それに近い状態に持っていきたいらしい。王たるものそのくらいの狡猾さは必要だ。その架け橋となるのがラナらしく、随分と荷が重い話である。

　世間話の一環として聞いた、マシューお見合いブロックについても、黙っていなくてはいけないのだと思うと少々気を遣ってしまう。

「そうか、もう来週に迫っているんだな」

「そうだよ。だから、お互い頑張り時だね」

　ラナとマシューは、目を見合わせて互いに頷き合った。

　方向性が違うと言えど、各々大変な時期なのには違いない。互いに健闘を祈りながら、ラナは一週間後の式典に思いを馳せた。






　式典三日前。

「は、はじめまして。ラナ・クラークと申します」

　ラナは、緊張でワンピースの裾をぎゅうぅと強く握りしめた。ピリピリとした空気が肌に刺さり、ないはずの痛みを錯覚してしまいそうだ。

　目の前に立っている乳白色の双眸に見下ろされて、ぎこちなく笑顔を作った。引き攣っている笑顔を観察されると、たまらない気持ちになる。

　そう、目の前のこの女性は、フィーリオの母親である。

　昨晩のラナはほとんど寝られなかった。恋人を作るのも初めてのラナにとって、その両親への挨拶ももちろん初めての経験だ。

　フィーリオはなんだか能天気に「母さんは単純な人だからね、大丈夫だよ」だなんて言っていたけれど。一人息子であるフィーリオが連れて来るのが〝人間〟の恋人だなんて、当然ラナに最悪なケースを想像させるに易かった。一切の睡眠を削って、何度も何度も頭の中でシミュレーションしていたが、こうやって只管黙って観察されるのは想定していなかった。

　フィーリオに助けを求めるように視線を投げてみたが、にこにこしているばかりで助け舟を出してはくれなさそうだ。

「わたくしは、ノエルよ」

　たっぷりと観察されたあと、フィーリオの母親は凛とした声色で簡潔にそう言った。異国の祭日に因んだ名前だとは分かったが、残念ながらそのようなお祭りレディにはとても見えない。

　ノエルの目は切れ長で、その瞳も、その上を飾る睫毛も、肌も髪もなにもかもが雪のように真っ白だった。儚げで消えてしまいそうな色合いとは裏腹に、瞳には意思の強さが見て取れる。フィーリオとそう変わらないくらい高い身長からギロリと目線だけで射抜かれると、ラナは上手く言葉が紡げなくなってしまった。

「母さん。ソファに座ろう。ここは陸地なんだからさ」

　そう、ノエルはラナに挨拶するため、わざわざラナの工房まで足を――いや、ヒレを運んでくれたのだ。それなのにラナときたら、緊張が先に立って案内するのをすっかりと忘れていた。フィーリオに促されるまま着席したノエルのあとに続いて、ラナもそっと向かいのソファに腰かけた。

「わたくしは……あなたを認めていませんよ」

「…………」

　ここにきてやっと、ノエルの口からラナが昨晩想定していたとおりの言葉が出てきた。想定していたはず、なのに、実際に面と向かって言われてしまうと、その圧と気に入ってもらえなかったショックで、喉になにか詰まってしまったように音が出なかった。

「過去にあのような惨事を起こした人間を恋人に据えるだなんて、フィーリオもなにを考えているの？　聞いたときは本当に驚いたわ」

　ノエルが驚愕したのも無理はないだろう。ラナはフィーリオ以外の人魚に会うのも初めてで、やはりこれが一般的な人魚の感覚で間違いない。フィーリオがあまりにも人間に友好的なので勘違いしそうになるが、親、友人、兄弟、姉妹を攫われ残虐の限りを尽くした人間を毛嫌いしている人魚は、きっとずっと多いはずだ。

「母さん、やめて。たしかに僕たちはそういう過去も経験したけれど、それってラナが産まれるずっとずっと前の話だ。ラナがやったわけじゃないし、そんなふうに種族でひとくくりにしてしまうのは駄目だよ」

「…………」

　フィーリオの言った内容は正論だとラナも思う。過去に人魚を捕らえた者たちと一緒にしないでほしいという気持ちはある。

　けれど、心というのは、一筋縄ではいかないものだともラナは理解していた。理屈は正論だとしても、当時、それを経験した者たちにしか分かり得ない苦悩も同時に存在しているのだ。

「フィー、大丈夫です。えっと……ノエル、さん」

「…………ええ」

　黙り込んでしまったノエルに恐る恐る呼びかけると、しばらくの沈黙のあとにぽつりと返答があった。〝お義母さん〟と呼ぶか〝ノエルさん〟と呼ぶか迷ったが、後者で正解だったようで胸を撫で下ろした。

「過去の悲劇に関しては、取り返せませんが……。今後の人間の動きと、私のことも……見て、おいてほしいです。フィーを傷付けたりは、絶対にしません」

「……そう、私が心を許すのは何十年先かしらね」

　ラナの決意に対して、そう皮肉めいて言われて、ラナは悲しさから眉を下げた。窮状に立たされた気分だ。

　人と人魚では、生きる時の流れが違う。ラナとほとんど変わらない年齢に見えるフィーリオだって、既に五十年以上生きているのだ。ノエルだって、人間に当てはめれば子供が居るか居ないか、居たとしてもまだ幼児であろうと思えるほど若い美貌を保っていた。種族のおかげか、努力の成果かはサンプル数が少なく分からないが、フィーリオの並外れた、ずば抜けた美しさは間違いなくノエルからの遺伝である。

　いずれにせよ、人間よりもずっと長い時を生きる人魚なりの、ラナへの皮肉だ。一生、ラナが死ぬまで、認めてもらえないかもしれない。

「ぷっ……あ、いやごめん。なんでもないよ」

　落ち込んで見せたラナとは相対的に、フィーリオが小さく吹き出した。ラナとノエルが不思議がる様子を見て、ますます肩の震えを大きくしながら笑っているようだ。

「……ともかく、三日後にはフィーリオが海神の地位を継ぐのです。そのための最終調整も兼ねた顔合わせですもの。話を進めましょうか」

　なぜ笑っているのか教えてくれなさそうなフィーリオは放っておいて、くくく、という抑えた笑い声をＢＧＭにして、ラナは資料を纏めた冊子を取り出した。






　ひととおりの流れを滞りなく説明したラナは、ホッと息を吐いた。何度も何度もシミュレーションを重ねたとおりに説明できたと思う。

「最後はフィーリオのお父様である海神様から、剣つるぎを引き継いで式典自体は終了です」

「ええ、わかっているわ」

　ラナが取り纏めのサポートを申し出てから、式典の流れはもちろん、それに招く人へのアポイントメント、調整、装飾や、そのあとの立食型のパーティーの準備まで、ほぼすべてをラナが一人で計画した。そういう地味な仕事は得意であるものの、一番難しかったのは人と人魚の文化の違いを擦り合わせる作業だ。そこを埋めるための下調べにかなりの時間を費やしたので、正直満身創痍と言っても過言でない。

　けれど、海神から特別な魔法を習っている期間をそれ以上に忙しく過ごしているフィーリオの助けになるのなら、この苦労も嫌ではない。

　ここまでの説明を聞いたノエルは、少しだけ目を丸くしてラナを見ていた。ラナからも視線を返すが、その目はここ数週間の疲労と昨晩の寝不足から、隈のできた酷いものだろう。

「その前に、磨いておかなくてはならないのよね」

「あ、剣をですか？」

「そう。これはあの人が先代から継いで以来、しまい込んでいたから」

　そう言うと、ノエルは自分の膝に手を当てた。膝の上に、指先から小さな波紋が広がって、空気中なのに水面のようにフワフワと揺れている。これは空間魔法だと理解したと同時に、ノエルが持ち上げた手に引っ張られるようにして、古い木箱がズルリと引き摺り出された。

「え、わ！」

「あと三日ですもの。これの研磨作業も、あなたにお願いしていいのよね？」

　華奢な足の上に置かれた木箱は質素で、飾りっ気のひとつもない。それをノエルの白い指が撫でて、それからゆっくりと蓋を持ち上げた。

　中には、樽一個分の長さの剣が横たわるようにして安置されていた。これは実用的な剣ではないとすぐに分かった。マシューが帯剣している剣には、ほとんど装飾らしい装飾などない。それに対し、この剣はマシューの剣よりふた回りは刀身が短いし、驚くほど豪華な装飾が施されていた。剣中央の窪みには拳大の大きな宝石が嵌まっていて、持ち手は水が流れるような流線美を感じるデザインで、明らかに式典用だ。

　しかし、ところどころその宝石はくすんでいて、刃にも輝きが少なく見受けられた。たしかにこれは、ノエルの言うとおり一度きちんと磨いてあげたほうがいい。

「はい、当日に間に合うように磨いておきます」

「助かるわ。それじゃあ……あ」

「あ」

　ラナとノエルの乾いた声が重なった。ノエルが箱に蓋をして、ラナに手渡そうと持ち上げた瞬間、つるりと箱が滑って手から離れた。木箱はノエルの膝の上でバウンドするように跳ねて、そのまま床へと一直線に落ちていく。ラナの目には、それがスローモーションのように映った。

　――ガシャン。

　控えめな、けれどたしかに背中に汗がじっとりと伝ってしまう嫌な音が響いて、ラナは受け取ろうとしていた指を固く握り締めた。それはノエルも同様のようで、ただでさえ白い色彩からさらに血色を無くし、蒼白になっている。

「わ、無事だといいんだけど……」

　固まって動けない二人の代わりに、フィーリオが木箱の横にしゃがんだ。完全にひっくり返った木箱をそっと上に向けて、改めて箱を開いてみると。

「残念。これは……折れちゃってるね」

　ラナが姿勢を変えて箱の中を覗き込むと、剣は真ん中から真っ二つに折れてしまっていた。アンティークと呼ぶに相応しい古さだったので、仕方がないと言えば仕方がない。落下の衝撃に耐えられなかったようだ。

「わ、わたくし……わたくし、の、せい、で……あ、ぁ……」

　ノエルは、見るに堪えないほど悲壮な表情を浮かべて、目尻には涙が浮かんでいた。唇も指先も、なにもかもをブルブルと震わせて、ラナまで心がズキズキと痛むような動揺ぶりである。

　目尻に溜まっていた涙が堰せきを切って溢れ出し、ノエルの頬を伝ってボロボロと溢れ落ちた。それは緩やかな速度で結晶と化して、ころん、ぽろん、こつんと音を立てながら、ノエルの膝の上や工房の床を跳ね回った。

「だ、大丈夫です！　なんとかできると思います。心配しないでください」

　ラナが咄嗟にそう言ってしまったのは、ノエルの泣き顔が、かつてフィーリオが泣いたときの表情と重なったからだ。ここまで動揺した姿を見て無関心でいられるほどラナの心臓は強くない。少しでもノエルに安堵感を与えたくて、ラナは極めて落ち着いた口調でドンと胸を叩いて見せた。

「ラナ、大丈夫なの？　もちろん大切なものではあるけど、これは形式的な品物だし、最悪なくてもいいんだよ。形ある物はいずれ壊れるんだから、寿命だったのかも」

　フィーリオが不安そうにそう言ってきたが、あながち慰めのための口から出まかせでもないのだ。小さな頭をフルフルと左右に振りながら、ラナはフィーリオの手の中からそっと箱を回収した。

「絶対ではないから、そのときは剣は無しで式典に出てもらうかもしれないけれど。でも、出来る限り元に戻せるように頑張ってみます」

　その言葉を聞いた途端、ノエルの溢れるように大きな瞳から、さらに涙が溢れ出した。そして小さな小さな、かろうじて聞き取れるくらいの小さな声で、ありがとうと呟いたのが、ラナの耳にはたしかに届いた。






　マシューはその日、仕事を早めに切り上げて、足早に帰宅した。急いで湯浴みして汗を流すと、新しいシャツをおろし、元よりもずっとフサフサになった髪をしっかりとオールバックに上げて固め、嫌味にならない程度に柔らかく香水を振った。

　オリビアに告白すると幼馴染に宣言した以上、この恐れに打ち勝たなくてはならない。

　特に約束をしているわけでないが、そろそろパン屋の閉店の時間である。オリビアの店番も終わりなので、ディナーにでも誘って、その帰りに告白するつもりだ。もし予定があるのなら、次の約束だけでもして帰ろうと。

　そんなことを考えながら花屋に寄って、オリビアの髪色のアネモネを買って美しく包装してもらった。厳つい男が花を一輪持っていることの、なんと似合わないことか。きっとこれがフィーリオなら、絵描きがこぞって描きたがるだろうに。自分の容姿は今更変えられないが、それを少し口惜しく思いながら、マシューはパン屋への道を急いだ。

　しかし、すぐにそれを後悔することになった。いつもなら、パン屋が見える角を曲がるときはうきうきと心が弾む。鳩尾から冷える心地を味わったのは初めてだ。

　高い位置でひとつに纏め、括られたマゼンダが左右に揺れている。ちょうど店の裏口から出てきたオリビアが小走りで駆け寄った相手は、見知らぬ線の細い男だった。親しげにその男の肩を叩く様子を見て、手に持っていたアネモネがクシャと音を立てて潰れた。

　相手の男は壮年の紳士で、若いオリビアが並ぶとほんの少し釣り合っていないように見える。しかし、これはマシューの嫉妬心からくる偏見なのかもしれない。いずれにせよ、マシューと出かけるときは人一人分距離を取るオリビアが、肩が触れ合いそうな位置に並んで歩いている。

　それだけでもう、悋気りんきと劣等感で心臓を握り潰された気分だった。夜の街へと消えていく背中をぼんやりと見送りながら、マシューは大きな溜息を落とした。

（……そうか。恋人が、いたんだな）

　残念ながらこれはマシューの盛大な勘違いなのだが、今ここにその勘違いを正してくれる者は誰もいなかった。






　翌日、ラナは真っ二つに折れた剣の片方を持ち出して、街に訪れていた。向かう先は鍛冶屋である。

　式典まであと二日なので、急がなくてはならない。

「こんにちはー」

「おう、いらっしゃい。……あー、帰ってくれ」

　扉を開いて中に入ると、ラナは手に持っていた剣を包んである布を開いた。

　最初こそにこやかに現れた鍛冶屋の店主だったが、ラナの手の中にある物体を見て途端にしかめっ面に変わり、まるで野良犬でも追い払うときのようにシッシッと気怠げに手を振ったのだ。店主がこんなに失礼な態度を取る理由を、ラナはよく理解していた。

「ったく、素人はこれだから困るんだよなぁ。折れた剣を簡単に打ち直せると思ってやがる。んなことは――」

「無理、ですよね。錬金術師でもない限り」

　店主の言葉を遮るようにして、決まり文句のようになっているそれをラナが口にすると、鍛冶屋の店主は目を丸くして驚いたようだ。

「それを知ってんなら、どうして……」

「この剣に使われている素材と同じ鉱物を売ってください」

　そう、剣というのは、一度折れてしまうと元には戻せない。もう一度繋ぐことは不可能なのだ。

　炭素鋼の溶接というのは非常に難易度が高く、当然熱も加わる。するとたちまち鋼の組成は、元の鋼部分とは大きく性質を変えてしまう。だから一度折れた剣というのは、そこからふたつの短刀に打ち直すことはあれど、修復作業は不可能だというのが鍛冶職人全員の共通認識だ。破断箇所をくっつけて直すというのは、冒険物の物語の中だけのフィクションである。

　ただし、これにはひとつだけ例外がある。己の魔力を用いて、素材を別の形にする錬金術師ならば、それも可能――な、はずなのだ。理屈上は。

「アンタ、錬金術師なのかい？　だとしても……うーん。きっと、失敗すると思うがなぁ」

　過去、高名な錬金術師たちは、薬に限らず鉱石や宝石まで錬成できた。それも徐々に数を減らし、現在、錬金術を生業としている者たちの中に、それを成し遂げている者はいない。石まで錬成できた最後の錬金術師は、ラナの祖父である。ラナの祖父が稀代の錬金術師と言われていた所以だ。残念ながら、その孫であるラナは他の錬金術師に例外なく、石の錬成はできない。

　しかし、くっつける程度なら、まだ。もちろんそれもかなりの難易度であるし、まったく元の強度と同じとはいかないかもしれない。成功させる自信があると断言はできないが、それでもフィーリオのためにも、フィーリオの母親のためにも、成功させなければならないのだ。

「大丈夫です。とにかく、この剣と同じ素材の鉱石をお願いします。あと、これと同じ素材でできた剣も、もしあれば一本買って帰ります」

　そういうことなら、と言いながら、ラナの手の中から折れた剣を受け取った店主は、それを観察しながら店の奥に引っ込んでいった。素材を売ってもらえそうで、ひとまず安堵したラナは、胸に手を当ててほぅと息を漏らしたのだった。

　本番はこのあとである。若くして錬金術師になったラナの最大の武器は、天才と呼ばれた祖父の背中を見て育ったこと。

　ラナには祖父のような稀有な才能はなかったものの、大変な努力家だ。素晴らしい錬金術師にありとあらゆるノウハウを手ずから教わったことは、大きな財産である。気の小さいラナは、祖父のような錬金術師になりたいとは今まで一度も思ったことがないが、今だけはその才能の欠片でも欲しくてたまらなかった。

　無事に鉱石と剣を手に入れて工房に戻ったころには、もうすっかりと日も高くなっていた。

　祖父が使っていた古い炉の前に立つと、ひと呼吸置いてから、かけてあった布をゆっくりと外す。主に薬品を製作しているラナにとっては火力が強すぎて、今まで使用する機会がなかった。古びた炉は当時の記憶のままで、この前に腰かけていた祖父の姿まで想起できた。

「よし、やるか！」

　ローブの裾を腕まくりして、炉の横に引っ掛けてある大きなハンマーを手に取ると、今しがた購入してきた新品の剣に振り下ろした。ラナの非力さも原因だろうが、それでもハンマーが当たって小さな傷が付いただけの様子を見るに、式典用の剣も元はかなり頑丈な素材で作られた剣だったらしい。それが落としただけで折れてしまったのだから、ノエルが責任を感じる必要もなく、遅かれ早かれこうなっていただろう。

　力が足りないのならと、何度も何度もハンマーを振り下ろした。そうしているうちにやっと小さな亀裂が入って、そこからパキンと音を立てて新品の剣が折れた。休憩がてらふぅと息を吐きながら、折れた剣にもまたハンマーを振り下ろし続けた。

　結果として、新しい剣は六個のパーツにまで小さくなった。これでやっと、金属を繋ぎ直す練習ができる。回数はたったの五回。必ず技術をモノにして、本来の目的である式典用の剣の修復をしなくてはならない。

　ラナは気合充分に鉱石を手に取ると、剣と向き合った。






　とぼとぼと、足取り重く帰宅したマシューは、セットした髪をぐしゃぐしゃと乱した。ひとりで勝手に盛り上がって、こんなふうにお洒落までして、自分が馬鹿になった気分だった。さっき見た光景が頭の中から離れず、人知れず大きな大きな溜息を溢してしまう。しょんぼりと肩を落としながら歩く巨体は、街の中でも大変に目立っていた。かなりの人数にジロジロと見られて、普段なら不快に思っただろうその視線も、今日はまったく気にならなかった。

　とにかく、ただただ早く帰宅して、ベッドに横になりたかったのだ。着替えるのすら億劫で、マシューはそのままベッドに倒れ込んだ。

（……失恋、か）

　枕に頭を埋めて、呼吸が苦しくなるのすら構わず、じわりと滲む涙が白い枕カバーを濡らした。傷心で疲弊した心がじくじくと痛む。

（……人魚は、失恋すると泡になって消える、んだったか。初めて聞いたときは、なんて不便な種族なのだと思ったが。……そのほうが合理的なのかもしれないな。この辛い想いをずっと引き摺らなくて済むのなら、消えてしまったほうが楽だと、少し分かってしまった）

　ラナとは違って、マシューには人並みに恋愛経験もある。けれど、今まで経験したそれらを恋愛と言っても良いのか、今のマシューには疑問だった。ここまで辛い思いをするのは初めてで、過去の恋愛など霞んでしまいそうだ。

　そんなことを考えているうちに、日中の勤務疲れがどっと襲ってきて、マシューは緩やかに眠りに誘われていった。






　五度目。

　ラナは鉱石を掴むと、ごうごうと音を立てて燃える炉にそれをくべた。四度に渡る修復作業はすべて失敗に終わった。

　一度目は、ツナギにする鉱石の量が少なすぎた。炉に入れた鉱石を取り出し、熱いうちに魔力を流し込んだ。量が少なかったことに加え、その魔力の練りも甘かったようで、完成して引っ付いたように見えた刀身は、ラナが持ち上げただけでポロリと落ちてしまった。

　二度目は、鉱石の量が多すぎた。接着までは上手くいったものの、刃からはみ出てしまって、明らかにくっ付けました！　と言わんばかりの仕上がりになってしまった。これならば、鍛冶屋に無理にでも頼み込んで引っ付けてもらったほうが、まだ見栄えはいいだろう。

　まるで茫洋ぼうようとした空間に迷い込んでしまったかのように感じた、三度目。鉱石の量は適切だったが、やはり一番の課題はラナが込める魔力である。普段、ラナが薬を錬成するときと同じように、いやそれよりもなるべく繊細に。細く糸を垂らすようなイメージで鉱石に魔力を込めてみるが、残念ながら上手く形も形成できず、それどころか刀身と鉱石の接地面が変質してボロボロと崩れるばかりである。

　ならばと、四度目は出力を上げて、洗い流す波のように魔力を注いでみた。完成した刀身は、鉱石がはみ出た部分もなければ、しっかりと接着されているように見えた。ラナはやったと小さく声を上げたが、持ち上げた剣を軽く振ってみると、やはり刃は接着されておらず、ポロリと落ちてしまった。これは魔力の込めすぎで、刀身と同じ性質にはならず、鉱石のほうが強度が上がってしまったためだろう。

　元はこの鉱石から出来ている同じ素材のくせに、ここまでデリケートな扱いを要求されるとは。

　大変な仕事であることは、元より承知していた。だが、実際に行ってみると、想像の数段難しい。もちろん慣れない作業だということもあるが、それにしてもこんなに歯が立たないとは思いもしなかった。魔力のコントロールには、かなりの自信があったのに。

　カンカンに熱く燃える鉱石をぼんやりと眺めながら、ラナは誰にも聞かれていないのをいいことに、盛大に溜息を吐いた。

　チャンスは次で最後。素材ももうないし、なによりも時間がない。一度の修復作業の練習に数刻は費やしてしまうため、とっくに暗い時間になっていた。もう一度街まで下りて改めて素材を買いに行こうにも、式典までもう一日を切ってしまっている。

　なんとしてでも、次で成功させなくてはいけない。

　プレッシャーが最高点に到達して、心臓がバクバクと嫌な音を立て始めたその瞬間、思い出したのだ。祖父が口癖のように「錬成はオペラやバレエのようなもの」と言っていたのを。

　もちろん、錬金術がオペラやバレエとほど遠いことはラナ自身よく分かっている。だが、祖父が言いたかったのはきっとそうではない。薬の錬成しかしてこなかったラナだが、長く続けてきたからこそ、今になって少し分かるのだ。錬成は、音楽に乗せたストーリーのようだと。

　ラナは勢い良く立ち上がると、炉に身を乗り出して火ばさみで鉱石を取り出した。鉱石は、まるで抗議でもしているかのようにぱちぱちと小さく悲鳴を上げている。

　一度瞼を閉じて柔らかく深呼吸すると、まるで物語を綴るかのように、一連の流れを脳内に思い浮かべた。

　そして、ゆっくりと目を開くと、鉱石を挟むようにして折れた刀身を左右に置いた。そこに手をかざして、ゆるりと魔力を注ぎ込む。物語を歌に乗せるように、軽やかに。細すぎず、濁流を当てるでもなく、肩から力を抜いてごく自然に魔力を放出した。魔力を帯びた鉱石はとろりと溶けたように形を変えて、左右の剣の断面にピタリと張り付くと、そのまま熱された金属の色から輝くような白金へと変化した。元からその位置に収まっていたと言わんばかりにギラギラと光沢を放っている。

　ラナは剣を手に取ると、そっと持ち上げて継ぎ目を確認した。指先で撫でてみても、目視でじっと眺めてみても、凹凸はまったく見当たらない。初めは軽く何度か、そのあとは少し勢いをつけて振ってみたが、継ぎ目から折れることもない。

「これは……成功……なの、では」

　そう呟くと同時に、ラナは慌てて最後の鉱石を炉にくべた。この感覚を忘れぬうちに、フィーリオが受け継ぐ式典用の剣の修復に取りかからなくてはならない。

　額に浮かぶ汗も、今は心地よかった。






　コンコンと控えめなノックの音がして、マシューはバッと上体を起こした。これは士官学生時代からの癖で、物音がしたらつい飛び起きてしまう。咄嗟に剣に手が伸びたが、ギョロリと鋭く辺りを見渡してもなにも異常がないので、肩から力を抜いた。ただの来客のようだ。

　寝起きで働かない頭のまま、そっとノックされた扉を開くと、マシューの目線よりも遥か下に見慣れたマゼンダが見えた。鳩尾の辺りに汚泥が溜まる心地を味わいながら、どう声をかけていいかも分からずぎこちなくその場に佇んでしまう。

「マシュー、いきなり来てごめんなさい」

「いやそれは……かまわない、んだが」

「マシュー明日はお休みよね？　実はこれを持ってきたの。部屋に入れてくれる？」

　オリビアを見るだけで、締め付けられるように心が痛むが、その原因を前にして、やはり強くは言えないのがマシューである。

　オリビアの腕に引っかかっているバスケットを指差しながらそんなことを言われて、ついそちらに視線を送ってしまう。中には見るからに上等そうなワインとチーズとハム、それからいい香りの漂うパンが詰まっていて、連動して腹部が主張を始めそうだった。

「いや……悪いが、部屋に上げるわけには……」

「…………へ？」

　オリビア自身と、その腕にかかった食べ物の誘惑になんとか抗いながら、マシューは傷付けないよう言葉を選んで拒否の姿勢を見せた。

　だが、当のオリビアは頭に大量のはてなマークを浮かべて、マシューの言葉の意味を探っている様子だ。その愛らしい瞳に見詰められるだけで、マシューは動揺してタジタジと視線を彷徨わせてしまう。

「どうして？　この間はおうちに招いてお料理振る舞ってくれたのに……？」

　声のトーンを落としてそんな悲しげにされてしまうと、ますますマシューの動揺が激しくなる。どう返答しようか迷いながら、やはり正直に言ったほうがいいと思い至り、躊躇いながらも口を開いた。

「その……恋人が、居るだろう。男の家には上がらないほうがいい。勘違いされると困るだろう？」

「…………こい、びと？」

　オリビアは、まるでその単語すら初めて聞いたかのようにキョトンとしたまま、口を半開きにしている。そこにとぼけるような、誤魔化すような意志は一切感じられず、マシューは違和感に眉根を寄せた。

「まぁ……よくわからないけど、とりあえず入るわね」

「オ、オリビア！」

　マシューの隣をするりと抜けて勝手に部屋に上がられて、つい声を張り上げてしまった。しかしここは他にも住人の居るアパルトマンである。慌てて声のボリュームを落としながらオリビアの背中を追って部屋の扉を閉めた。まさかこんなに小さくて可愛らしいオリビアを、タックルして止めるわけにもいかない。

「さ、なんのことか一から説明して？」

　オリビアは、部屋のテーブルの上にバスケットを置いて、我が物顔で椅子に着席した。キランと効果音の付きそうな眩しい笑顔だが、目はまったく笑っていない。滲み出る怒りを感じながら、マシューはぽつぽつと、先程見た光景を説明したのだった。

「だから、オリビアには恋人が居るんだろう……？」

「はぁーーーー、よかったぁ」

　マシューの言葉を聞いて、ヘナヘナと椅子の背もたれに倒れ込んだオリビアを見て、脳裏に嫌な予感が過ぎった。もしかして、これは。

「それ、マシューの勘違いだよ」

「……へ？」

　その予感が当たったと知って、屈強なはずのマシューもその場にへたり込んだ。ついさっき、オリビアがしていたような反応をそのまま繰り返してしまう。勘違い。そう、勘違いである。

「あれは、ワイン商をしている父方の叔父さんなの。今日、あなたと飲もうと思っていたこのワインを叔父さんから買うために、待ち合わせしてただけよ」

「……ワイン、商。……叔父さん」

　口の中だけで再度確認するようにそう呟けば、やっと現実味を帯びて実感してきた。マシューは想い人の親族に対して盛大に悋気を燃やし、勝手に絶望して、オリビア自身を拒否しようとした。オリビアがこうやって半ば強引に話を聞き出してくれなければ、もし控えめな性格でそのまま帰ってしまっていたらとゾッとする。

　充分に在り得た未来だった。

　そう思うだけで、マシューの体は自然と動いていた。立ち上がり、オリビアにカツカツと近寄ると、椅子に座るその矮躯の前に騎士のように跪いた。そっとオリビアの手を掬って、柔らかく優しく握り込む。嫌がっている素振りがないのを見て安堵しながらマシューが下から覗き込むと、顔を真っ赤にしたオリビアがわたわたと眼球を右へ、左へと忙しなく動かしていた。

「オリビア……すまない。俺が勘違いしていたみたいだ。どうか、挽回のチャンスがほしい。俺は、君のことが――」






　式典当日。

　ラナはフィーリオの巣に前日のうちから泊まり、しっかりと最後の準備を終えた。ドレスもちゃんと持ってきて、式典だけでなく自身の準備も完璧である。なにより、ノエルに良い報告ができることが心の底から嬉しかった。

　式典前に会って、剣がどうなったか報告する約束をしているので、きっとノエルのほうは気が気じゃないまま過ごしているはずだ。一刻も早く伝えて安心させてやりたかった。

　この式典に招いた人間は、ラナとマシュー、それからオリビアと、王族が数名、その近衛兵が一部隊。総数にして二十名も居ない。大規模な転移魔法でこの深い海の底まで招き、フィーリオがラナにいつも張ってくれる膜の中で呼吸してもらう予定である。

　対する人魚側の総数は、この辺り一帯の人魚全員、なのだそうだ。出生届を出しているわけでもない人魚という種族がどれほど来るのかまったく想像できず、どの程度料理を準備すればいいのかも分からず大変困った。フィーリオ曰く、好奇心の強い人魚という種族が集まるなら、多種多様な料理をこれでもかというほど用意するといいとアドバイスされたので、人間の食べ物を中心にかなりの量を手配した。

　朝からバタバタと自分の身支度をしていると、ラナの化粧やヘアセットは自分がやりたいとフィーリオが申し出てくれた。今日の主役であるフィーリオは、ラナよりもずっと忙しいはずなのに。

　今日はノエルだけでなく、フィーリオの父にも初めて会う。ラナの胸中は、もう弾け飛んでしまいそうなくらいてんてこ舞いだ。

　だから。

「う……よ、よか……っ、うぅ」

　ノエルはきちんと復元した剣を見せた途端泣き崩れて、ラナは体が凍った。それが安堵や喜びからくる涙だと気付いて、ようやく一番重い肩の荷が下りた気がした。

　先日とは違って、今日のノエルは人魚姿のまま。人間のときよりもずっとずっと高い位置から、人魚の涙がボロボロと降ってくる。鱗まで透き通るように白くて、なんだか雪に降られているようだとラナは思った。

「あり、がとうラナ。わたくし、あなたに酷いことを言って……本当にごめんなさい」

　まだすんすんと鼻を鳴らしながら、ノエルにぐっと距離を詰められて、そのままぎゅうぅと強く抱き締められた。華奢な体格とは裏腹に強い力で抱擁され、ラナの喉から小さくウグと音が鳴った。

「ふふ。絶対大丈夫だと思ったんだ。だって、言い方は悪いけど母さんてチョロいんだもん。ラナに優しくされたら、きっとすぐ絆されると思ってた」

　フィーリオがのちにそんなことを言っていたが、それならば予めそう教えておいてもらいたかった。そうすれば、もう一生気に入ってもらえないかもしれないと気が気でない時間を過ごさずに済んだのに。

　息苦しい熱い抱擁を受け止めながら、ラナはついついフィーリオを睨まずにはいられない。先日、フィーリオがノエルの「心を許すのに何十年もかかるかもしれない」という皮肉に対し、クスクス笑っていた理由に合点がいった。






　式典は厳かに行われた。短時間で。

　壇上で見るフィーリオの父親は、フィーリオから聞いていた像よりもずっと筋肉質な人で、紺色の髪と尾ひれを持った、極めて厳格そうな人魚だ。たしかに、この紺色の鱗とノエルの白が混じれば、フィーリオのような美しい水色が産まれてくるのも納得である。

　どちらかと言えば、海神はマシューに近い体型だったので、フィーリオはかなり母親似らしい。

　そんなことを考えながらぼんやりと見守っているうちに、サクサクと進行した式典も終わりに近くなっていた。人魚という種族は限りなく自由で奔放、その種族が執り行う儀式などたかが知れているのだ。だからこそ、祭事を纏めたことなどないラナがほぼひとりで手配できてしまったのもある。

　形式美を大切にする人間には、まず間違いなく少々物足りず、拍子抜けといったところだろう。ラナのその予感は正しく、クライマックスである海神としての剣の授与の瞬間は、人魚たちは感動に目を潤ませ、人間たちはこれで終わりなのかと戸惑い、失礼にならないよう視線を彷徨わせる始末だった。

　両種族間の文化や価値観の差を埋めるのは難しい。もしなにかの機会で人間の式典に呼ぼうものなら、きっと人魚の大半は退屈で寝こけてしまうのだろう。

「これで……正式に、我が息子フィーリオが、私の後任の海神である」

　低い声が海底を轟くように抜けた。落ち着いていて、声量もさほどないのに、よく通る心地良い声だ。

　ラナの頭の中は、既にこの次にある立食型の気楽なパーティーで染まっていた。そこでやっと一息つけるし、なによりも朝からなにも食べてない胃になにか入れたかった。

　着なれないドレスの腹部を柔らかく撫でると、ぐぅと小さく音が鳴った。

「これにて――」

「あ、父さんちょっと待って。みんな、聞いてくれるかな。このタイミングで話せば、一々周知させる手間も省けるからさ。少しだけ、僕に時間をください」

　ここまで、ラナが立てた予定通りに完璧にコトが進んできたはずなのに。まさかのフィーリオが予想外の行動に出ようとしていて、ラナはドレスの下がじっとりと汗ばんだ。なにをしようとしているのか聞いていないし、予想も付かない。

「ラナ」

　そんな自由気ままな恋人の口から甘く飛び出したのが自分の名で、ラナはますます居心地悪くその場で体を小さくする。しかし、多少肩を竦めたところで、消えて居なくなれるわけもなく、一回り小さくなっただけだ。

　前に立っているマシューの陰に隠れていたが、薄情なことに、その幼馴染はスッと体を退けて、ラナを白日に晒した。

　ピッタリと寄り添うようにしてオリビアと出席したということは、きっとこの二人は上手くいったのだろう。このあとの立食パーティーでお祝いの言葉をかけようと思っていたのだが、やめた。オリビアのどこが好きなのか、いつから好きなのかと答え辛い質問を目の前でして、酷く困らせてやろうと心に決めた。

　そんな現実逃避も長くは続かず、マシューが巨体を退けたせいで、皆の視線が一斉にラナを突き刺した。注目を浴びるのは大変苦手である。

「あ、そこにいたんだね。ここまで来てくれるかな」

　甘く、そう言われたラナは、ふぅと大きく深呼吸して覚悟を決めた。一歩、また一歩と祭壇へ近付く。それに痺れを切らしたフィーリオが、ラナのほうに一瞬で泳いでくると、手を掴んで引っ張られた。

　ふよふよと水中を泳ぐフィーリオと、膜の中で転ばぬよう必死に付いていくラナ。そんな二人に、数多の瞳が注目していた。

「ラナ・クラーク。みんなの前で宣言するね」

「は、い……」

「僕は君を、心の底から愛している」

　ひゅう、とどこかから聞こえた気がする。けれど今は、フィーリオの声しか耳に届かなかった。

「人間である君には、僕達人魚という種族の愛はひどく重たいものかもしれない。知ってのとおり、恋に破れると、僕達は泡となって消えてしまうから。君も僕を好きでいてくれてるのは、よく分かってる。けれど、たとえそうじゃなかったとしても。もし君に振られたり、断られたりしても、それでも僕は君に愛を伝えたくてたまらないんだ」

　壇上に上げられ、熱っぽい瞳に見下され、ラナはその美しさに見惚れるようにほぅと吐息を漏らした。フィーリオの指がラナの茶色い髪を撫でて、愛おしげに両手で頬を包まれる。熱に浮かされた瞳とは対照的に、フィーリオの手はいつもどおりひんやりと冷たくて、きっと真っ赤になっているであろうラナの頬を優しく冷やしてくれた。

「ラナ。好きだよ、大好き。愛してる。愛してる。ずっと、君だけを。愛してる」

「…………」

「きっと、人間である君のほうが、何倍ものスピードで年老いていくんだろうね。でも、君がシワシワのおばあちゃんになっても、変わらず君を愛している自信があるんだ」

　私もです、と言いたいのに、感動に胸が震えてうまく言葉が出ない。代わりに、少しでも伝わるようにと何度も頷いて見せた。長いペールブルーが、ラナの肩にハラリと落ちてきて、まるで外界を遮断するパーテーションのように見えた。

「ラナ、僕の、お嫁さんになってください」

　人魚にとって、告白は一世一代の賭けにも近い行事である。そして、プロポーズも同様だ。

　この一連の流れをハラハラしながら見守る人魚たちは、皆強く拳を握って強い思いでフィーリオを応援していた。一方の人間たちは、もう付き合っている二人なのだからとそこまで思い入れはないようだ。オリビアだけはなんだかテンションが上がっているようで、パシパシとマシューを叩いて歓喜しているから、色とりどりの頭が並ぶ中で榛色だけが時折揺れていた。

　そんな周囲の様子など露知らず、ラナは今度こそ、きちんと気持ちを伝えなければと喉の奥から声を絞り出した。

「私も、フィーリオが大好きです！　はい、お嫁さんに……なります！」

　これは、始まりにすぎない。ラナとフィーリオの物語は、ここからがやっとスタートなのだ。

　このあと、ラナは卵を産んで目を白黒させることになるし、自分の子の美貌に震えることになるし、最終的には鉱石や宝石の錬成もできる錬金術師になり、じんわりと名を馳せる。幼馴染の子供がグレたときには、誰より親身になって相談に乗る、良き姉のような立ち位置にもなる。そんなラナの隣には、いつも穏やかに微笑む美形の男性が寄り添っているのだ。

　その未来をまだ知らないラナは、ただただ素晴らしい未来の予感に胸を震わせながら、フィーリオの腕の中へと飛び込んだ。
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		28　嘘は案外下手っぴ



		29　攻撃しないとは言ってない



		30　秒殺ＫＯ出来る事は予め教えて欲しい



		31　訂正、やっぱり嘘が上手い



		32　ついつい偏りがあるのは認める



		33　冷えた肝を温めたい！



		34　落武者に睨まれると怖い



		35　馬は思った、重いと



		失恋確定の錬金術師は人魚を恋に落としたい　後編



		01　どちらかといえば予定通り動きたい派



		02　独り暮らしの男の家に簡単に入っちゃいけないってじーちゃん言ってた



		03　男の部屋は汚いなんて嘘だった……



		04　手加減はない、ボコボコあるのみ！



		05　手加減は無かった、ボコボコにされた…



		06　普通声を奪われるのは人魚側だけどな！



		07　胸が小さいとは言われてないんですけどね！



		08　しかもそれ打ち上げられたときの反応な



		09　逆に人魚の時はどんな風になるの？



		10　それを耐え切るのは仙人の域



		11　そろそろ学習しろおらぁっ



		12　追いつめて追いつめて絶対泣かせる



		13　うるせぇ！　ちっせぇちっせぇ言うな！



		14　もちろんＢＧＭは不気味



		15　でも基本的には暴力反対派



		16　それは見なかった事にした



		17　もう少しだったのに！



		18　それどころか二度目の方が体重掛かってた



		19　割と嫌味な攻撃な



		20　薬の分が無くなったら一生ハゲで居て



		21　ばかめ！　いきどまりだ！



		22　そんな顔見たらもう言えねぇ



		23　どれだけ苦労したと思ってる！



		24　ようやく言ったのにお構いなしってそれどうなの？



		25　勝手にお尻使わないで！



		26　ここまでは予習済みだから上手く出来たけど



		27　さぁ問題はここからだ



		28　失恋確定の錬金術師は人魚を恋に落としたい



		番外編　「雨降って地固まる」
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